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第一章 神託の王女








　その部屋の壁は白かった。

　白い壁に隙間なく貼られた繊細なレースは風合いの異なる糸で編まれ、見事なグラデーションを描いている。それはあたかも春の空に浮かぶ雲のようで、計算し尽くされた色合いは細心の注意を払って配されたものだ。

　隅に置かれたランプは象牙でできており、壁のレースを邪魔することなくしっとりとした趣を加えている。唯一の色彩は寝台の上掛けで、やわらかな緑色が日に照らされた草原のように瑞々しく見えた。

　幾通りもの白と心を洗う緑。白百合の間と名付けられたこの部屋は、妻をこよなく愛する王によって用意されたものだ。城の中でも王族の居住区域はそれぞれ趣向を変えた調度で飾られているが、王にとってこの部屋の存在は特別だった。

　美しさと清浄の証である白い空間を、微塵の穢れも寄せつけずに維持するには相当な人手が必要で、目が痛むほどの清さに使用人の苦労がしのばれる。

　この部屋を作るよう命じたのは神聖シャヴァネル王国十三代国王ダヴィドである。武王として知られる彼は齢三十八。即位から十五年が経ち、今はまさに油の乗った男盛りだ。

　しばしば起こる周辺国との紛争と、頻発する魔獣被害。自ら先陣を切って敵を掃滅することで臣下を従えてきた王は多忙を極め、一年の半分を血と土埃にまみれる日々を送っているが、城にあっては妻を慈しむよき夫でもある。

　その王は今、白百合の間の中央で仁王立ちになり、全身から苛立ちと焦燥を煙霧のように立ち昇らせていた。

「シメオンはまだか」

　妻を気遣い抑えたはずの声は怒りを孕んで低く、不穏な響きを帯びて周囲を緊張させる。扉近くに立つ官吏は首をすくめるようにして素早く部屋を出た。王が呼び出した男を一刻も早く連れて来るためだ。

　壁を拳で殴りつけたい衝動を渾身の力で抑え込むダヴィドの耳に、妻のすすり泣きが聞こえてくる。

「ああ、イザベラ……」

　ダヴィドは寝台へ駆け寄ると、枕に顔を埋めて泣く妻の背を撫でた。

「泣かないでくれ。私が必ずどうにかするから」

　やせ細った妻の身体は薄く、夜着の上からでも肩甲骨が浮いて見える。あまりの痛ましさにダヴィドの胸は激しく痛み、それはやがて怒りへと変わっていった。

　部屋の中は王妃付きの女官と乳母、医師に加えて王の側近数名しかいない。揃って口の堅い者だけなのは、これから行われる対面が王家の根幹に関わる重大事だからであり、また王妃たっての願いで謁見室ではなく王族の私室、それもダヴィドの溺愛する王妃の部屋でひそかに行われるためである。

　と、その時。王妃はふいに顔を上げ、泣きはらした顔を夫の前に晒した。

　大きな緑色の瞳は潤み、細くすんなりとした鼻の先は泣きすぎたせいで赤らんでいる。二十八歳になったばかりの王妃イザベラはやつれた顔を隠す化粧を施していないせいで年齢よりもずっと幼く見え、ダヴィドの庇護欲を否が応でもかき立てた。

「わたくしの子を見せて」

「今は安静にしているほうがいい」

「あなた、お願いします。どうかあの子を」

　涙で語尾が震えている。赤子を抱く乳母が許可を求めるように王を窺うと、彼は渋い顔でうなずいた。

「ああ……！」

　ほんの一刻前に誕生したばかりの嬰児みどりごだ。純白のおくるみに包まれた我が子の姿に、緑色の瞳はたちまち涙であふれた。

　喜びに包まれるはずの部屋には王妃のすすり泣きが響くだけで、緊張感と奇妙な静けさに支配されている。医師は内心で葬儀の席のようだと思ったが、それを口に出せばどのような目に遭うか想像したくもない。彼は当然のごとく口を堅く閉ざした。

　沈鬱な空気の中で、産まれたばかりの赤子だけが安らかな表情だ。ダヴィドはまた激しく泣き出したイザベラをしばらく見つめてから、眠る赤子に目を遣った。

　待望の王女だ。可愛らしい目鼻には愛妻の面影がある。小さな頭を覆う和にこ毛げは淡い金色で、妻や第一王子ギュスターヴのプラチナブロンドとは違う、ダヴィドと同じ髪色だった。

　──イザベラに似れば、瞳は鮮やかな緑色になるはずだ。

　美しく優しい妻と、健やかに育つ息子。愛娘を囲んで仲良く語らう光景を想像したダヴィドの耳に、妻の悲痛な声が突き刺さる。彼は娘から目を逸らした。

　耐えがたいほど長い時間が経過し、ようやく待ち人が訪れた。

　王との拝謁に備えて身なりを整えたのだろう。わずかに湿りけを残した栗色の髪と、清潔だが質素な僧衣を纏う男は臆することなく部屋の中央を進み、やがて足を止めて両膝をついた。

「王国の太陽に拝謁いたします」

「口上はいらん。頭を上げよ」

　僧衣の男が顔を上げた。

　半年前に神託を受け、それを奏上したことで王の怒りを買った神官シメオンだ。半年に及ぶ地下牢での幽閉生活は罪人同様の扱いで、尖った肩や青白くこけた頬から強いられてきた過酷な暮らしが垣間見える。

「おまえに聞きたいことがある」

　重苦しい雰囲気の中で王は口を開いた。

　冷徹にして冷酷。それが国王ダヴィドに冠される言葉だ。不惑を目前とした今、冷徹さに王の威厳までを備えたダヴィドは見る者が思わずひれ伏したくなる迫力があるが、眼前の神官は動揺することなく静かな面持ちで王を見返している。

「何でございましょう」

「半年前、おまえはこう言ったな。王女の誕生により国に安寧が訪れると」

　シメオンはすぐさまうなずいた。

「はい、申し上げました。しかしそれは私の考えではなく、ディオニス神からのお告げでしたが」

　神聖シャヴァネル王国で信仰される主神ディオニス。そのディオニス神から神聖力を授けられた騎士ヤルマークこそが王国の始祖である。国王ダヴィドの先祖と、幽閉を解かれたばかりの神官が口にした神とは深い繋がりがあった。

　立ったままのダヴィドはシメオンをじろりと睨みつけると、椅子を用意しようとする側近を手で制す。時間をかけるつもりはない。

「そしておまえはこうも言った。『王女は産声を上げることはない』と」

　ダヴィドの声が厳しさを増し、壁際に立つ女官は蒼白になる。王の苛烈さはよく知られていたが、王妃の前でそれを見せることは滅多にない。王妃付きの女官が声を荒らげるダヴィドを目にする機会はないに等しかった。

　しかし、今のダヴィドはやり場のない怒りを持て余しているような状態だ。それもそうだろう。なにしろ第一王子の誕生から三度の流死産を経て産まれた待望の王女が、半年前に目の前の神官が告げたとおり、産声ひとつ上げなかったのだから。

　神託を聞いたダヴィドは烈火の如く怒り、王族に対する不敬の罪でシメオンを幽閉した。

　王の側近は意外なほど軽い罰だと感じたが、それは神殿に対する配慮以上に、シメオンの過去の功績によるものだろう。彼の神託のおかげで魔獣討伐に成功した実績が何度もある。

「おまえの言葉は死産を意味するものだと余は受け取った。王族の死を予言した不吉な者よと地下牢に幽閉したが──」

　ダヴィドはそこで言葉を切り、乳母の腕に抱かれて眠る娘へ視線を向けた。

「どうやらそうではなかったようだ。王女は産声を上げることこそなかったが、まだ死んではいない」

　その時初めて、寝台に力なく横たわっていたイザベラが身を起こした。涙に濡れた顔もそのままに夫を睨みつける。

「不吉なことをおっしゃらないで！　わたくしの娘は生きております」

「……そうだな。すまなかった」

　甘やかすような夫の言葉には反応せず、王妃は身を起こして乳母へ──娘へと再び手を伸ばした。

　傍らに置かれた天蓋つきのゆりかごは使われないまま、場違いな存在感を主張している。それは王家の子どもが代々使ってきたもので、第一王子も、かつてはダヴィド自身もそこで眠ったものだが、王妃は頑として娘をそこで寝かせようとはしなかった。それは死神を避けようとする王妃の迷信じみた意図によるものだ。

　乳母から赤子を委ねられたイザベラは、またはらはらと涙を流した。

「……なんて可愛らしいの。わたくしの大切な子……！」

　血の気の失せた頬に涙を伝わせながら、小さな額に唇を押しあてる。

　ダヴィドに嫁いだ時、イザベラは十九歳だった。政略で結ばれた二人だったが、ダヴィドのこまやかな愛情に心を開き、愛し合うようになって早九年。第一王子ギュスターヴを出産後、イザベラは三度妊娠し、三度とも子を喪っている。

　とくに三度目は産み月も近くなってからの死産で、イザベラは産み落とした我が子を手離そうとせず、無理やり薬で眠らせて引き離さなければ子を埋葬することすらできないような状態だった。

　妻の深い嘆きを慰めながら、ダヴィドは無力な自分をどれほど腹立たしく思っただろう。

　三度の妊娠により子宮は傷つき、もう孕むのは難しいというのが医師の診断だった。もとよりダヴィドもそのつもりで、王子がいるのだから無理をせずともよいという考えだったのだが、イザベラだけは違ったようだ。神殿に足繁く通っては祈りを捧げ、処方された薬を欠かさず飲み続けた。ダヴィドが止めなければ怪しげな民間療法にも手を出していただろう。

　それほどまでに次の子を欲していた王妃が身ごもり、激務の合間を縫って妻を労わる王に告げられたのが先の神託だ。王が激怒するのも当然だった。

「あらためて問おう。シメオンよ、おまえに下された神託はいったいどのようなものだ」

　鋭い目で見据えれば、シメオンは怯えるでもなく薄青の瞳でじっと王を見返している。もしその表情に幽閉されたことへの恨みや王権に対するわだかまりがちらつけば、彼の命はなかったかもしれない。しかし洗いざらしの僧衣の中で身体が泳ぐほどにやつれていながら、シメオンは動じることなく落ち着き払っているように見えた。

「王女殿下に対して神から与えられた役目が何かというご質問であれば、私にはわかりかねます」

「ほう、わからぬと申すか。神託を受けた身でありながら」

「神意を全て解していると思うほど、傲慢なつもりはありません」

　自分は神の言葉を代弁しているだけだと言うつもりか。ダヴィドの胸に薄暗い苛立ちが湧き上がる。

「では、王女が目覚めないのは何なに故ゆえだ。産まれてから既に二刻ほども経つというのに、泣き声を上げるどころか乳すら飲もうとしない。ああやってただ眠っているだけだ」

　イザベラは腕の中の赤子をあやすようにゆらゆらと揺らしている。このまま娘が天に召されたら妻はどうなってしまうのか。ダヴィドはこみ上げる恐怖を無理やり呑み下した。

「半年前に申し上げましたとおり、王女殿下がお産まれになったことで我が国には安寧が訪れます。国家間の紛争に片がつき、魔獣の被害もなくなるでしょう。我が神聖シャヴァネル王国はかつてないほどに繁栄し、長雨も旱ひでりもなく、民は飢えを忘れて罪を犯す者も激減します。王女殿下はそれほど大きな神の恩寵を身に宿しておられるのです」

　ダヴィドはぎりりと拳を握りしめた。

「……娘は、神の奇跡を顕現させるための道具だと言うのか」

「そうは申しておりません」

「では何なのだ！　国は豊かになり民草は幸せな暮らしを送る。主神ディオニスは自らの力を見せつけられてさぞ満足だろう。実に結構なことだ。だが見ろ、王妃はこのように嘆き悲しんでいるではないか！　国に幸福をもたらすという娘の母親を苦しめるのが神意だと、おまえはそう言うのか！」

　夫の怒鳴り声に耐えられなくなったのか、イザベラは娘の産着に顔を押し当てて肩を震わせはじめる。シメオンは静かにそれを見ていたが、やがて怒れる王に視線を戻した。

「王女殿下に宿った恩寵はあまりに大きく、それ故に存在を現うつ世しよに留めることが難しいのです」

　思いがけない返答に、ダヴィドはしばらく反応することができなかった。

「……どういう意味だ」

　シメオンは黙って王を見返した。

　半年前。神託を半ばまで伝えたところで王の逆鱗に触れ、彼は幽閉された。同じ轍を踏む訳にはいかない。

「王女殿下の魂の半分は、未だ天界に留まっておいでです。神はことのほか美しく清らかな魂に恩寵をお与えになったため、天界が殿下の魂を手放そうとしないのです」

　元々痩せていたシメオンだが、幽閉されて頬はこけ、目元は落ちくぼんでさらに貧相になった。にもかかわらず瞳だけは異様なほどぎらついている。まるで見てきたように神の言葉を語るシメオンには、ダヴィドでさえ気圧されるほどの凄みがあった。

「神は殿下が人として生を全うすることをお望みです。そのため魂はいずれ天界から現世に……殿下のお身体に戻るでしょう。しかし、その時までお身体が永らえているかどうかはわかりません」

「そんな！」

　イザベラはひと声叫び、ふらりと上体を揺らがせた。女官が慌ててその背を支える。

「……何か、方法はないのか」

　唸るような王の言葉にシメオンはうなずいた。

「ございます」

　ダヴィドは驚愕し、束の間言葉を失った。自分で問うておきながら、本当に娘を救う方法があるとは思っていなかったらしい。

　否応なく部屋の緊張が高まる。ダヴィドはかすれた声を絞り出した。

「それは、どのような方法だ」

「楔です」

「『楔』？」

　戸惑う王に向かい、シメオンは再びうなずく。

「はい。王女殿下は半ば天界におられる。つまり、半分とはいえ神に等しい存在です。一方、残りの半分は現世に……さまざまな欲のあふれる人間界へお産まれになった。これは神のご意思とはいえ、王女殿下にとってご負担が大きいことは想像に難くありません」

　ダヴィドは神話に登場する半神半人を思い浮かべた。確か人間界に適応できず、自ら命を断ったはずだ。

「どうすればよいのだ」

「ゆっくりと時間をかけ、徐々に魂を現世に馴染ませるのです」

「だからどうやって──」

「現世で最も神に近い力、それは神聖力です。神聖力を持つ者を殿下の側に侍らせ、その者の力を王女殿下の中に循環させるのです。そうすれば殿下のお体に負担をかけることなく、魂を肉体に馴染ませられるでしょう」

　神聖力！　盲点を衝かれたダヴィドは膝を打つ思いだった。

　始祖が持っていたという神秘の力。ディオニス神から授けられたその力を振るうことで、ヤルマークは混沌とした世を平定することができた。魔法も魔術もないこの世界に存在する奇跡の力だ。

　神聖力は全身を血液のように循環し、ひとたびそれが武器へ伝われば爆発的な力に変わる。ただし敵の攻撃を防ぐことはできず、傷を治すこともできない。万能ではないにせよ、能力者の発揮する力が圧倒的なだけに、誰もが彼らを畏れ敬った。

　そしてわずかな例外を除き、神聖力は遺伝により受け継がれる。かく言うダヴィドも始祖の血を引き強い神聖力を有していた。彼が自ら戦場に赴くのはそのためで、麾き下かにある者たちが絶対の服従を誓うのもその神聖力によるものが大きい。

　おそらく王子ギュスターヴも同じ力を持っているだろう。神聖力は第二次性徴期に現れることが多く、余程の潜在能力がない限り小児期に発現することはない。八歳のギュスターヴに神聖力があるかどうか、判明するにはあと数年の時間が必要だった。

　神聖力は希少ではあるが絶無ではない。王女を目覚めさせる方法がわかり、部屋の空気が一変した。イザベラの顔にも希望の色が見える。

　一刻も早く妻を安心させてやらなければ。ダヴィドは大股で王妃の寝台に歩み寄った。

「王女をこちらへ。余の力を──」

「お待ちください！」

　ダヴィドが娘に手を伸ばそうとした時、シメオンは鋭く叫んでそれを止めようとした。不敬な態度に周囲が動揺する中、ダヴィドはゆっくりと神官に向き直る。

「……なぜ止める。神聖力が必要なら余の力を与えればよいだろう」

「いいえ、そうではないのです」

　王の眉根が不興を示してグッと寄せられた。回りくどい話し方を嫌うダヴィドの忍耐力は限界に近い。

「では、余の娘を誰がどのようにして救うのか答えよ。今すぐに」

　鋭い声音で告げられた命令に、シメオンは青白い顔で王を見上げた。

「畏れながら申し上げます。デユネールに人をお遣わしください」

「デユネールだと？」

　不審に思ったダヴィドは繰り返した。デユネールは王都から南に下くだった先にある温暖な街だが、移民が多くあまり治安のよくない場所だ。

「はい。街のはずれにシルマと名乗る流民の集団がおります。その中の、腕に蛇の刺青を持つ少年をお探しください。その少年こそが王女殿下のお命を保つことのできることのできる、唯一の『楔』なのです」

　ざわ、と部屋がざわめいた。

　神から授かった神聖力と、聖なる力を受け継ぐ高貴なる青い血。神聖シャヴァネル王国で重要視されるものが血筋であり、そして家柄だ。片や国境を越え転々と暮らす流民は奴隷と同じく蔑視される存在だった。

「流民に、刺青か……」

　ダヴィドはスッと目を眇めた。刺青は奴隷の印である。王国で奴隷制度が廃止されて久しいが、人々の偏見は未だ根強く残っていた。流民も似たようなものだ。まかり間違っても王族に近づけてよい相手ではない。王の不興を感じながらシメオンはさらに訴えた。

「王女殿下はお目覚めになるまで何も口になさらず、分け与えられる神聖力だけを頼りにお過ごしになります。神の恩寵を受けておられる王女殿下であればこそ、神託により選ばれた者をお側に置かねばならないのです」

　言い募るシメオンの唇は白っぽく乾いている。王を説得できなければ王女の命はなく、それは自らの死をも意味する。だがシメオンがこうまで必死になるのは保身のためばかりではないのだろう。

　半年前とはすっかり面変わりした神官をダヴィドは見下ろした。彼は神意を正しく伝え、神の恩寵を持つ王女を生き永らえさせようと必死なのだ。

「陛下……あなた、どうか……」

　背後からか細い声が聞こえたかと思うと、女官と医師の叫びが続いた。

「妃殿下！」

「王女殿下を早く！」

　イザベラが貧血を起こしたようだ。ぐったりと横たわる妻の元へ駆け寄れば、彼女は胸に抱いた娘を手放すまいと弱々しく抵抗している。

「イザベラ」

　長く艶やかなプラチナブロンドは汗ばみ、じっとりと額に貼りついている。ダヴィドは妻の頭をそっと撫でた。

　妊娠中は常に流産の危険に怯え、産み月が近くなっても死産の記憶は消えず、神官の不吉な言葉は隠そうとしてもいつしか耳に入ったはずだ。気持ちが休まることもなかっただろう。

　その妻は涙を流しながら、あえぐようにしてダヴィドに懇願した。

「陛下……どうか、どうか……神官様の、おっしゃるとおりに」

「妃殿下、もうお休みにならねばお身体に障ります。さ、この薬を」

「いいえ！」

　医師に促されたとたん、ぐったりしていたイザベラはカッと目を見開いた。

「いいえ、この子が助かるとわかるまで、わたくしは薬など飲みません」

「ですが──」

「陛下、ああ陛下。お願いです。この子を、どうかこの子を助けてください。この子が助かるのなら、わたくしの命などいりません。ですからどうか……」

　ダヴィドはグッと奥歯を噛みしめた。

　妻の願いを叶えたいのはやまやまでも、流民を城に迎えるなどありえない。ましてや奴隷や下人としてではなく、王女の側近くに侍らせるとなれば尚更だ。

　──しかも、蛇の刺青だと？

　ダヴィドはおぞましさに身震いする思いだった。この国で蛇は不吉なものとされており、出征の際に蛇を見た者は生きて帰れないと言われるほどだ。縁起の悪さから出陣式の前には蛇を狩る下人をわざわざ雇うほど忌み嫌われている。

　だからといって妻の願いを拒むこともできない。ダヴィドにとっては産まれたばかりの娘よりもイザベラのほうが余程大切だったが、娘にもしものことがあれば妻も無事ではいられないだろう。

　ダヴィドは床に跪いたままのシメオンをちらりと見てから、眠る娘に目を遣った。手のひらにほんの少しだけ神聖力を集める。空中で光の粒子が渦を巻き、伸ばした手がほのかに光って──

「いけません！」

　バシィッ……！　と激しい破裂音が響いた。

　シメオンの叫びと、王女の周りにできた透明な壁に手を弾かれたのはほぼ同時だった。信じられない出来事に目を見開いたダヴィドは、説明を求めるようにシメオンに向き直る。

「……王女殿下に干渉できる神聖力の持ち主は、神託の少年だけです。たとえ陛下であっても、王女殿下に力を分け与えることはできません」

　目には見えない障壁に阻まれた手へ視線を落とし、今度は何の力も込めずにそっと娘の頭を撫でる。ふわふわとした和毛が指先に絡み、ギュスターヴが産まれた時のことを思い出した。

「陛下」

　イザベラの声は細く囁くようだ。ダヴィドは王女を抱き取って傍らの乳母に預けると、心配そうなイザベラの手を握って微笑んだ。

「心配せずともよい。そなたはまず身体を休めることを考えよ」

　安心させるように言ったダヴィドは、壁際に立つ腹心を呼び寄せた。

「ユリウス」

「はっ」

「兵をデユネールへ向わせろ。シルマと名乗る流民の集団を探し、蛇の刺青を持つ者を連れて来るのだ」

　ユリウスと呼ばれた男のこめかみには大きな傷がある。戦場でダヴィドの代わりに受けた傷だ。王に忠誠を誓い、身命を賭して仕える男は、腰に佩いた剣を鳴らしながら片膝をついた。

「直ちに。王国軍を招集なさいますか」

「いや、聖騎士団にしてくれ。軍隊が押し寄せれば民たちは驚き戦かと騒ぎだすだろう。下手をすればマルセーとの火種になりかねん」

　デユネールは王国の南端に位置し、隣国マルセーのほど近くにある。王国軍を派兵すれば、戦争の準備をしていると疑われる可能性があった。あえて騒ぎを起こしたくはない。聖騎士団を遣わせるのもそのためだ。

　彼等の白い騎士服は式典で着用することも多く、見た者は神殿の用件だと思うだろう。威圧感も最小限に抑えられるはずだ。

　神聖シャヴァネル王国で神殿の最高権力者の位は「聖王」だが、それは退位した王の就く座だった。

　国王は王国軍を、聖王は聖騎士団を。それぞれが武力を保持しているが、それも形式的なものだ。実際は王が聖騎士を率いて戦場に赴くこともあり、とくに先王の薨こう去きょにより聖王位が空位となってからは、事実上ダヴィドが聖王を兼ねているような状態である。

　妻のためにできることを全て命じたダウィドは、跪き、両手を組んで神に祈りを捧げているシメオンに歩み寄った。

「シメオンよ、よく教えてくれた。さあ、部屋を用意させるから寛いでくれ。食べたいものはあるか？　神殿にも遣いを出そう。伝言なり手紙なりと預けるがよい」

「いえ、私は──」

「神託の少年とやらがやってくるまで、城に留まってはくれないか。王女の様子を一緒に見守ってもらえれば王妃も安心するであろう」

　王からこうまで丁重に頼まれれば否とは言えない。躊躇いつつうなずいたシメオンが別室に案内されるのを見てから、ダヴィドはユリウスの耳元で囁いた。

「見張りをつけろ」

　神託については未だ半信半疑のダヴィドだが、ひとつだけはっきりしていることがある。それは、もしシメオンの言葉が偽りなら決して許しはしないということだ。

　デユネールにシルマという流民の集団がいること。そして、蛇の刺青をした少年がいること。

　尤もらしい話ではあるが、シメオンがどこかから流民の情報を入手している可能性もある。神託が正しいかどうかは件の少年を王女と対面させた時にしかわからない。

「……あなた、ありがとうございます」

　薬湯を飲んで落ち着いたのか、青白い顔のイザベラが夫を呼んだ。ユリウスが近習と共に部屋を出ていき、寝室には静けさが戻りつつある。

「私の娘のためにしたことだ」

「マルグリットよ。王女ならマルグリットにすると決めていましたもの。愛称はマリーですわね。……ふふっ、可愛らしい名前だわ」

「ああ、そうだな。……それよりも、そなたはまず身体を治さねば。マルグリットが目覚めた時、健康でなければ相手をしてやることもできないぞ」

　ギュスターヴの時も産後の肥立ちはよくなかった。一刻も早く休ませてやりたい。

　ついにゆりかごへ寝かされた娘を眺めるイザベラの瞳から、また一筋の涙がこぼれた。

「はい……。わたくし、お医者様の言いつけをきちんと守って、体を治しますわ。……あなた、その子がやってきたら、精いっぱいのことをしてあげましょうね。マナーや、勉強も教えてやって……。マルグリットのために来てくれるのですもの。……ああ、楽しみだわ……」

　薬の影響か、微睡み始めたイザベラは少女のような微笑みを浮かべている。しばらく妻の寝顔を見ていたダヴィドは、やがて厳しい顔で部屋を後にした。

　後に彼は神託の一部を──「王女が国を繁栄に導く」という部分だけを秘し、凄まじい勢いで発展する王国の興隆を自らの手によるものとするのだが、今のダヴィドにとって神託はまだ不確かで、信じるに足らぬものだった。




　三日後。王命を帯びてデユネールへ向かった王の腹心ユリウスと聖騎士団は、一人の少年と共に帰城した。

　黒髪で琥珀色の瞳の、異国の血を色濃く感じさせるその少年には、左腕から肩にかけて巻きつくような蛇の刺青がある。山猫さながらに暴れる少年を押さえつけていた騎士は疲労困憊の様相だが、少年のほうはギラつく目で辺りを睨みつけていた。

　彼の名はヨナス。六歳だった。





　◆






　ふわふわとした白い世界から押し出されるようにして思考が彷徨う。身体全体がやわらかいものに沈み込み、これまで意識したことのない手足を──肉体を感じた。

　──肉体って……なに？

　細かい粒子が渦を巻いた。それはやがて集まって、人の身体を形作っていく。

　──あ……動くわ……。

　もぞもぞと脚を動かした。どうやら自分はつるりとした肌触りのよいものに包まれているようだ。目を開くと、ぼんやりとした視界には眩しすぎる光が入ってくる。

　何度も瞬きを繰り返す。目が慣れてきて、ようやく辺りの様子がわかってきた。

　大きな窓から差し込む陽光。色とりどりの花で飾られた部屋の壁は純白だ。眩しいと感じたのは壁の色らしい。マルグリットは天蓋に描かれた花をしばらく見てから、ころりと寝返りを打った。

　──光……が、飛び跳ねているみたい……。

　ついさっきまで目を開けていられないほど眩しかった光は、窓越しに見るときらきらと弾むようだ。飽きずにそれを眺めていると、扉を叩く小さな音とともに「失礼いたします」という声が聞こえてきた。

　金髪を高く結い上げ、上品な藍色のドレスを着ている中年女性だ。彼女は銀色のワゴンを押している。ワゴンの上には茶道具に加えて一冊の本が置かれていたが、目線は終始ワゴンに向けられており、マルグリットに気づく様子はない。

　彼女は本を手に取り窓際の机に置くと、かすかな音をさせて窓を開く。サー……ッと爽やかな風が吹き、マルグリットの元にさまざまな香りを運んできた。

　──わあ……！

　マルグリットは思いきり空気を吸い込んだ。

　全身の細胞が一斉に目覚めたようだ。マルグリットはもぞもぞと起き上がると、枕にもたれるようにして座った。

　思っていたよりも位置が高い。マルグリットは手を見下ろしてゆっくりと指を動かした。今度は足先を交互に動かすと、緻密な刺繍を施された上掛けも同じように動く。嬉しくなってそれを何度も繰り返した。

　部屋に入ってきた女性はしばらく窓からの景色を楽しんでから、やがて部屋へ向き直り本を手に取る。そしてやはり足元を見ながら椅子に座り、分厚い本の表紙を開いた。

「とってもいいお天気ですわ、マルグリット様。それでは、昨日の続きからお読みいたしますね。今日は第三章の……──」

　言葉が途切れた。顔を上げた彼女がようやくマルグリットの存在に──目覚めて起き上がっている王女に気がついたのだ。

　彼女はパクパクと口を動かしたが、言葉は出てこない。マルグリットは瞬きをして、口紅の塗られた唇が動くのをじっと見つめていた。

「で、殿下……ああ、何てこと……！」

　女性はあえぎながら立ち上がると、床の上に崩れ落ちた。





　◆






　城は大混乱に陥った。

　それはそうだろう。城の最深部にある部屋の中で、誕生してから十八年間も眠り続けてきた王女が目覚めたのだから。

　王女の誕生からほどなくして、頻々と起きていた紛争や魔獣の被害はぴたりと止まった。それどころか国民を度々悩ませてきた旱ひでりや水害すらもなくなった。

　神聖シャヴァネル王国は恐るべき速さで発展を遂げた。どこにでもあるただの小国が、気づいた時にはもはや容易く斃せないほどの強国へと変貌を遂げてしまっていた。

　国民の収入は十八年間で五倍にまで増え、冷酷だと恐れられていたダヴィドは賢王として敬われ、治世が永く続くことを願われるようになっていった。

　病弱ながら美しい王妃と、成人した王太子が王を支えている。この国の行く末は安泰だと誰もが信じていた。

　輝かしい王家の唯一の不幸。それが王女マルグリットだ。

　神託のとおりに眠り続ける王女を、人々は気の毒に思った。王妃の心痛が深く、病がちになったこともいっそう同情を誘った。

　王妃が神殿にたびたび寄進することを、不思議に思う者は誰もいない。きっといつか娘が目覚めるよう願っているのだと、子を持つ親たちは口々に噂した。

　気の毒な王女のことを、いつしか人々はあまり思い出さなくなった。ほとんどの者は王女が目覚めるとは思っておらず、奇跡を期待しているのは王妃のほか数人だけだ。王女にとある聖騎士が侍はべっていることや、彼が王女にとってどのような存在かを知る者は城の中枢にいるわずかな者しかいない。王女にまつわる多くのことは王によって厳重に隠されていた。

　その日も城で働く大部分の人々にとって、いつもと変わらぬ一日になるはずだった。

　だから眠る王女の部屋を守っていたとある護衛騎士は、王妃付きの女官ゾーラ・ベルトー伯爵夫人が王女の居室へ入ることになんの疑問も抱かなかった。

　正直に言えば眠ったままの王女に話しかけ、本を読み聞かせたり隣で茶を飲んだりするのは意味がないだけではなく、酷く悪趣味で薄気味の悪い行為だと感じていた。実際に帰宅してから妻にそう話したことがあるのだが、女の、いや母親の気持ちを理解していないといきなり怒りだして大喧嘩に発展して以来、誰にもその話をしたことはない。王が王妃を溺愛しているのは有名なことで、その王妃が大切にしている王女のことをうかつに口にすればどうなるか。女の考えることはわからなくとも、そのくらいのことは彼にも想像できた。

　伯爵夫人が退室するまで数時間はかかるだろう。この部屋は王城で最も奥まった場所の、人のあまり通らない区域にある。仮にも王女なのだからもっと便利のよく広い部屋にすればいいのにといつも思うのだが、自分がそんなことを進言できる立場にないことは百も承知だ。

　今も扉前の護衛は彼しかいない。日中は他の護衛と交代で一人ずつ、しかも夜間はゼロになる。王や王妃、それに王太子の部屋には昼夜を問わず二人ずつと扉番までいるのとは大違いだ。

　こんなことが世間に知られたら、王家に対する世間の印象は変わるのではないだろうか。

　精鋭の近衛騎士で固めた他の王族とは違い、王女の部屋だけは明らかに警護の質が違う。地方領主の二男で、近衛騎士を夢見て王都を目指したものの、早々に挫折した二流半の護衛に過ぎない自分が部屋を守っていることこそ、王女が蔑ろにされている証拠みたいなものだ。男は若干の自虐を込めて考えた。

　尤も夜は歴代最強とかいう噂の聖騎士がついているらしいが。つらつらと思いを巡らせながらあくびを噛み殺した時、けたたましい音がして男は飛び上がった。

　間違いなく部屋の中から聞こえた音だ。おそらく伯爵夫人がワゴンをひっくり返したのだろう。彼は激しい動悸を宥め、声をかけてから扉を開いた。

　王女の護衛に選ばれてから、確認のために一度だけ足を踏み入れたことのある部屋だ。手前が居間で奧が寝室、さらにその奧に浴室という造りの続き部屋は、美しく設えられてはいるものの、王女の住まう場所としてはやけにこぢんまりとして見えた。

　居間は無人だ。部屋を横切る彼の頭に、伯爵夫人が卒中で倒れた可能性が浮かんだ。

　入退室の際に挨拶をする程度の間柄だが、顔見知りが重病なら大おお事ごとだ。急ぎ足で寝室に入った彼は足を止め、驚愕に目を見開いた。

　まず目に入ったのは、床に倒れている伯爵夫人の姿だ。

　倒れた時に引っかけたらしいワゴンは転がり、茶道具は割れて絨毯に薄茶のしみが広がっている。

　しかし彼が足を止めたのは伯爵夫人のせいではなく、眠っているはずの王女が起き上がり、寝台の端から倒れた夫人を覗き込むようにして見ていたからだった。

　その後のことはほとんど覚えていない。とにかく驚き、慌てふためいて大声で叫んだ気がする。

　この忘れられたような場所で叫んでも、誰の耳にも届くはずがない。それなのにいつの間にか部屋には人がごった返していて、気づけば近衛長官の執務室に連行されていた。

　そこでは繰り返し状況を説明した。何度も同じことを聞かれる理由はわからなかったが、知る限りのことを懸命に話し続け……最終的に護衛の任を解かれることになった。

　次に命じられたのは城郭の櫓やぐら番だ。国境付近ならともかく、太平の世に王女の護衛から物見係はあからさまな左遷である。しょぼつく頭で考えても左遷された理由はわからず、妻の薦めもあって職を辞し、故郷に帰ることにした。親も年老いてきたからちょうどよかった。そう自分に言い聞かせながら王都を去る日、彼はふと思った。

　──あのびっくりするほど綺麗な王女殿下は、十八年も寝たきりだったわりにはえらく元気そうだった。

　健康そのものの薔薇色の頬と、澄んだ緑色の瞳。薄い夜着の下の身体は大人の女性の曲線を描いていた。

　──そういえば、あの聖騎士が殿下と夜な夜な同衾しているという噂があったが……あり得ない話じゃないな。もし俺でも人目につきさえしなければ……。

　一瞬だけ目にした魅惑の肢体と、仲間たちと交わした下世話な噂話を思い浮かべていた彼は、妻の「またいやらしいことを考えているんだろう」という鋭い指摘に恐れをなし、その記憶を封印することにした。

　目覚めたばかりの王女を目にした元護衛騎士の男。彼は左遷された理由の裏に王がいたこと、王女の護衛仲間たちが皆退職に追い込まれたことを知らぬまま生涯を終えた。





　◆






「ああ、ああマルグリット……本当に、あなたなのね……！」

　見知らぬ女性からいきなり抱きしめられ、マルグリットは目を見開いた。視線だけを動かして部屋の中を見る。あちこちに百合の意匠があしらわれた白い部屋だ。強く香るのは百合の花だろう。

　女性の傍らには男性が二人立っている。一人は威厳のある壮年の男性で、もう一人は自分を抱きしめる女性によく似た青年だ。

「イザベラ。マルグリットが驚いているではないか」

　壮年の男性が声をかけた。

　寝室で昏倒した女性からもそう呼ばれていたから、自分の名がマルグリットだということはなんとなくわかっている。こちらを見つめる壮年の男性は、ふと表情を和らげた。

「……やはり、瞳は母親に似たのだな」

　呟いた王の目がサッと潤むのを見て、居合わせた臣下たちは皆驚愕した。

　かつてのように戦場へ赴くことこそなくなったものの、強権的で冷徹な王として知られるダヴィドである。王太子に対しても愛情よりは厳しさをもって接しており、王の優しさは全て王妃に向けられると噂されていた。

　それが、王女に対してだと声音すらやわらかい。王にも人の親としての心根があったのかと些かならず無礼な感想を抱く家臣たちだが、もしここにユリウス・ペルデンがいたら鼻先で嗤っただろう。おまえたちが考えるほど王は単純ではないと告げたかもしれないが、残念なことにユリウスは先年、乗馬中の事故で鬼籍に入っている。

「マルグリット。おまえが目覚めることを、私たちはずっと待っていたのだよ」

　ダヴィドは娘に語りかけた。実際のところ彼の涙は妻の心境を思い遣ってのものだったが、それに気づく者は誰もいない。イザベラは夫に愛情のこもった眼差しを向けた。

「ええ、あなたはきっと目覚めると、わたくしはわかっていたの。ねえギュスターヴ、あなたもそうでしょう？」

「はい、母上。……マリー、よく目覚めてくれたね。本当に嬉しいよ」

　青年は目に涙を浮かべ、マルグリットの手をそっと握った。三者三様の喜びを向けられたマルグリットは、居心地の悪さで落ち着かない。

「あ、の……」

　鈴を震わせるような娘の声に、イザベラはパッと身体を離した。

「あなた、お聞きになって？　なんて可愛らしい声なのでしょう」

「落ち着けと言ったではないか。そんな風ではまた体調を崩してしまう」

　妻の肩に手を置いたダヴィドは、横目で素早く娘を観察した。

　十八年もの眠り。誕生してから今まで眠り続けてきたマルグリットの理解力はどの程度のものか。

　今や大神官へと昇階したシメオンの、かつての言葉が蘇る。

『時がくれば、王女殿下は全てを理解した状態でお目覚めになるでしょう』

　──ただ眠っていただけの人間が、教えられもしないのに全てを理解しているだと？

　夢物語にも程があるとはいえ、神託の正しさは身をもって思い知らされている。あからさまに虚言だと断じることはできず、ましてやそれを聞いた妻が勇んで本の読み聞かせを指示していたのだから、無駄だと思わせるのは可哀想だ。

「そなたの名はマルグリットだ。……父の言葉がわかるか」

　マルグリットはダヴィドの顔をじっと見つめる。

　──なまえ……わたしの……。

「わたしの、なまえは……マルグリット」

　切れ切れに言うと、コホンと小さく咳が出た。差し出されたグラスを両手で掴んでこくこくと水を飲み干す。それを愛おしそうに見ながらイザベラはうなずいた。

「そうよ。あなたはマルグリットなの。わたくしのお祖母様の名前をいただいたのよ」

「お、ばあさまの、名前」

「とても美しい方だったの。だからあなたもきっと同じように──」

「お……かあさま」

　イザベラはハッと息を呑んだ。ダヴィドは口を引き結び、ギュスターヴは目を大きく見開く。

　マルグリットの頭の中で、急速に何かが整理されていった。自分自身のこと。家族のこと。浴びるように聞かせられてきた言葉。それらが地層のように積み重なっていく。

「わたしの、お母さま」

　ぎこちない言葉に、イザベラの瞳から涙がこぼれた。

「ええ、ええ……！　わたくしがあなたの……マルグリットのお母様よ」

　マルグリットは立ち尽くす二人の男性へ視線を移す。

「……おとうさまと……おにいさま……」

「……ああ、そうだ」

　ダヴィドはかすれ声で応えた。ギュスターヴは拳を口に押し当てたまま、返事をすることもできなかった。

「マリー……ああ、どんなにあなたに会いたかったことか……！」

　イザベラは嗚咽しながら娘を固く抱きしめる。その上からダヴィドとギュスターヴが腕を回し、家族は今度こそ涙と共に抱擁したのだった。







　ひとしきり涙を流した後、ようやく落ち着きを取り戻したイザベラは、涙の残る目を細めながら娘の前髪を指で梳いた。

「本当に、全てが神託のとおりだったわ。陛下、新しい神殿を寄進してはどうかしら。マリーのお披露目もしなくてはね。さあ、忙しくなるわよ。素敵なドレスをたくさん用意して、靴に、扇に、それから──」

「披露目はしばらく様子を見てからにしてはどうだ」

　浮き立った気分に水を差され、イザベラは不満げに眉根を寄せた。

「まあ、どうして？」

「十八年間も眠り続けていたのだ、まずは日常生活に慣れさせるほうがいいだろう。いきなり予定を詰め込んで疲れさせては元も子もない。……ドレスやアクセサリーはいくら誂えても構わんが、まずはそなたが健康でなければな」

　最後は妻に向けて言う。娘のことがあって以来、イザベラの体調は思わしくない日が続いている。

　青白い顔に頬だけを紅潮させたイザベラは、夫の冷静かつ妥当な提案にしぶしぶと同意した。

「そうね……わたくしも早く元気にならなくては。いつまでも床についてはいられないわ」

「そうですよ。マリーの披露目は是非とも母上に取り仕切っていただかないと」

　ギュスターヴが優しい口調で諭すように言うと、イザベラは痩せた頬にようやく笑みを浮かべた。元々華奢だったのが、重なった心労により心が不安定になりやすく、酷い時には食事もままならなくなっている。

　しかし娘の目覚めにイザベラの心は晴れ晴れとしていた。王妃を間近で見てきた女官たちも皆嬉しそうだ。

「そういえば、ゾーラは気がついたのかしら」

　王女に本を読み聞かせようとして昏倒した伯爵夫人のことだ。夫人は王妃の女官のひとりで、マルグリットと同じ年ごろの娘がいる。

「ベルトー伯爵夫人でしたら先ほど目覚めたと連絡がありました。妃殿下に事情をご説明したいと申しておりましたが、医師の指示により本日は休養を取らせております」

「ええ、それでいいわ。怪我はないのよね？」

「はい、打ち身程度かと」

　喜ばしい日に自分の女官に不幸が起これば、娘にまで悪いことがあるかもしれない。そんな考えに憑かれるイザベラは安堵の息をもらした。

「よかった。……マリー、ゾーラはいつもあなたに本を読んでくれていたのよ。わたくしに昔から仕えてくれている女官のひとりで、あなたのことも赤ん坊の頃から本当によく世話してくれていたわ」

　娘と同じ色の目を細める。

「ゾーラの意向も聞いたうえでのことにはなるけれど、あなたの専属になってもらおうと思っているの。どうかしら」

　そう言ったイザベラは、何かに気づいた様子で両手を打ち鳴らした。

「そうだわ！　ヨナスはどこにいるの？」

　空気の流れが急に変わったように感じ、マルグリットは周囲を見渡した。

「ヨナスを呼んできてちょうだい。マルグリットが目覚めたと知れば、大急ぎで駆け付けるはずよ」

　従者に向かって手早く命じた王妃は、マルグリットへ笑顔を向けた。

「マリー。あなたにはとても大切な人がいるの」

「……大切なひと？」

「あなたの旦那様よ。ヨナスは今までずっと、あなたを守り続けてきたの」

　マルグリットは父を見て、それから母の顔を見た。ヨナスという名が出るたび、父の纏う雰囲気がうっすらと硬くなる。しかしイザベラは娘の反応に説明が必要だと感じたのか、更に言葉を続けた。

「ヨナスは神託によって選ばれた、あなたの運命の人よ。お父様と同じ神聖力を持っているの。彼は自分の力を分け与えて……」

　こみ上げる感情に言葉を詰まらせる。

「……本当に、どれだけ感謝してもしきれないわ。ヨナスがいなければ、こうやってあなたを抱きしめることもできなかったのですもの。……彼にならあなたを任せられると信じているの。だからこそ、あなたと結婚させたのよ」

「イザベラ」

　とうとうダヴィドが口を挟んだ。

「あれにはあくまでも、マルグリットを目覚めさせるための……役割を任せていただけだ。結婚も、王女の部屋を自由に行き来できる権利を与えるために結んだ、書類上のものにすぎない」

　マルグリットの頭の中で、またいくつかの言葉が化学反応を起こした。

　──大切な、運命の人。旦那様。──結婚。

「……結婚？」

「ええ、そうよ」

　イザベラは驚いた様子の娘を愛おしげに見つめている。渋い顔の夫のことは知らぬ素振りだ。

「誰がなんと言おうと、神の御前で認められたれっきとした夫婦なの。もちろんあなたは眠っていたからわからないでしょう。そのうち、花嫁衣裳も着せてあげるわ。いずれはきちんとした邸を構えさせてあげるけれど……ああ、でもすぐに城を出ていくなんて言わないでちょうだいね。しばらくはわたくしと一緒に──」

「失礼いたします」

　先触れもなく開かれた扉から、一人の若い男性が入ってきた。マルグリットよりも濃い金髪の、背の高い男性だ。年齢はギュスターヴと同じくらいだろうか。

「おお、来たか」

「王女殿下がお目覚めと聞けば、なにを措いてもと」

　ダヴィドがにこやかに迎えた男性は、マルグリットに視線を移すと息を呑んだ。

「……これは……」

「驚いたか。どうだ、余の言ったとおりだろう」

　男性は呆然とした様子で、満足げな王の顔を見返すこともできないようだ。

「陛下の惚気には付き合いきれないと思っていましたが……。なるほど、お美しい妃殿下によく似ておられる」

「お上手だこと」

　イザベラが差し出した手を取り、指先に口づけるふりをする。ただし、男の視線はマルグリットに固定されたままだ。

「随分早耳なのね、ローラン。確か今日はギュスターヴの名代で、財務部の監査をする予定だったのではなくて？」

　王太子であるギュスターヴは既に政務の一部を担っている。主要部門の監査も役目のひとつだ。

「ええ、その予定でしたが──」

「私が呼んだのだ」

　男の言葉を引き取ったのはダヴィドだった。

「監査はまた日を改めればよい。マルグリットが目覚めたことのほうが余程重要だからな」

　ダヴィドは肩をそびやかせた。マルグリットはそんな父とローラン、そしてどこか落ち着かない様子の兄を窺いながら母に訊ねる。

「……お母さま。この方が、わたしの……？」

「とんでもない！」

　娘の言いたいことを察したイザベラは言下にそれを否定すると、手入れの行き届いた指先をローランに向けた。

「彼はローラン・メリル、次期シャリル公爵よ。あなたのお祖じ父い様とローランのお祖ば母あ様がご兄きょう妹だいで……あなたたちはまたいとこになるの。とても優秀な人よ。ギュスターヴの右腕として励んでくれているわ」

　優雅に一礼するローランは、いかにも高位貴族の子弟という雰囲気を纏っている。王がこの従甥じゅうせいに目をかけているのは有名な話で、生来の気質から万事に控えめな王太子より、物おじせず高官たちとも渡り合う彼を後継者にしたかったのではと、まことしやかに囁かれるほどなのだ。

　一方のダヴィドははしゃぐ妻を観察していた。顔は青白いのに頬だけが赤い。熱を出す前兆かもしれないが、娘がようやく目覚めたばかりの状況では部屋で休めと言っても聞き入れないだろう。

「イザベラ、温室で茶でも飲んではどうだ」

　王妃の私室の側には、全面硝子張りの贅沢な温室がある。さらにその外には見事な庭園が広がっていた。全ては病がちな妻の無聊ぶりょうを慰めるためだ。

「そうね……どうしようかしら」

　娘の手を握って迷う妻の肩を、ダヴィドはそっと抱いた。

「人払いをして、家族だけで語らえばいい。その代わり頭痛がしたらすぐに部屋に戻るんだぞ」

　愛情のこもった仕草で妻を労わるダヴィドを、マルグリットはじっと見ていた。





　◆






「おい！」

　手に馴染んだ剣を振りながら、その声が自分を呼んでいることには気づいていた。二十三歳にもなるというのに少年っぽさの残る高い声は、聖騎士であるヨナス付きの神官のものだったからだ。

　ヒュ……と風斬り音が耳を嬲る。本来なら他の騎士と剣を交えるべき鍛錬を、彼はいつも単独で行っていた。それは貴族しかいない聖騎士の中でヨナスが出自によって差別されているからであり、それでいて誰も太刀打ちできないほど強かったからでもある。

「こら、無視するな」

　剣はいい。鍛錬の間はいやなことを忘れることができる。強さこそがヨナスの存在証明だった。

「ヨナス！」

　剣の軌道を邪魔するように割り込む人影に剣をぴたりと止める。切っ先を向けられたそばかすだらけの顔は平然としたものだ。剣を引いたヨナスは、無謀な真似をする神官に呆れた視線を向けた。

「……鍛錬中に邪魔をするなといつも言っているだろう、フランツ」

　豊かな黒い髪と、異国の血を色濃く感じさせる端正な顔立ち。純血を尊ぶこの国では異端に近いヨナスの容姿を、フランツと呼ばれた神官は気にする様子もない。

「呼んだら返事くらいしろといつも言ってるじゃないか、ヨナス」

　友人の苦言を聞き流したヨナスは、顎先に伝う汗をシャツの裾で拭った。フランツからいつも「ぼろ布」扱いされる洗いざらしのシャツだ。裾から覗く割れた腹筋を横目にフランツは急き立てた。

「それより急げ。今すぐ城に戻るようにと報せがきた」

　離れた場所で鍛錬していた騎士たちの間でざわめきが起きる。フランツが口にした、城へ「戻る」という言葉に反応したのだろう。

　聖騎士は望めば神殿に部屋を持つことができるが、貴族である彼らのほとんどは実家暮らしだ。

　そんな中、ヨナスが王城で起居しているのを面白くないと感じる連中は多い。ヨナスとて好きこのんで城で暮らしている訳ではないが、彼らには関係ないようだ。

　ヨナスは横顔に突き刺さる仲間たちの視線を無視して、頭ひとつ分低いフランツを見下ろした。

「……まだ鍛錬が終わっていない」

「馬鹿、それどころじゃないんだよ。王女殿下がお目覚めになったって！」

　ざわっ、とざわめきが増した。

「まさか、本当に？」

「いや、あながち嘘とは言い切れないぞ」

「嘘のはずがないだろう。城からの報せだ」

　聖騎士たちは鍛錬の手を止め話し続けている。フランツは両手を大きく広げて熱弁した。

「王妃殿下が直々におまえを呼んでいるそうだ。鍛錬なんてどうでもいいから今すぐ汗を流してこい。風呂の用意はしてあるから、鍛錬場ここから直行すればいい。着替えは俺が持っていく」

　付き合いの長さを感じさせる遠慮のない口調だ。地位で言えば聖騎士であるヨナスが上でも、豪商の息子であるフランツのほうがこの国での立場は強い。どちらにしても、貴族ばかりの神殿では二人共浮いた存在だ。加えて年齢もフランツがひとつ下と近く、いつしか立場を超えて友人と言える関係になっていた。

「おまえはいらないと言っていたけど、やっぱり騎士服を新調しておいてよかっただろう？」

　フランツはそばかすの散った鼻先をうごめかせた。

　神の前に平等であるという建前のもと、家名を取り上げられている神官たちだが、互いの素性は当然知っている。フランツは国内一の豪商ガルシア商会の長男だ。下手な貴族などより余程金を持つ豪商の息子が神官となったのには訳があった。

　十四歳のフランツは大病を患い、命も危ぶまれる状態に陥った。半狂乱になった両親は息子を治すために手を尽くしたが一向に快復しない。いよいよ駄目かと思われた時、母親が神殿を詣でて「息子を救ってくれるなら十年間神に仕えさせる」と誓いを立てたのだ。

　結果的にフランツは全快して、十年間の期限付き神官となった。両親は神殿詣での御利益だと山のように寄進をしたが、本人は「薬が効いたんだろ」とにべもない。

　そのような調子だからフランツはお世辞にも真面目な神官とはいえず、親に差し入れをねだってこっそり酒を飲んだり、あろうことかひそかに艶本を仕入れて神官相手に売りつけたりとやりたい放題だ。

　一方で禁欲的なヨナスとはなぜか馬が合い、日常生活で必要な物から礼装に至るまで、金に飽かして世話をしている。断っても聞き入れられないので、もはやヨナスは諦めの境地だ。新調した騎士服もそうやって誂えられた。

　くるくるとした赤毛を弾ませるようにして喋るフランツは、童顔も相まって未だに少年の雰囲気を残している。それでいて言葉巧みなうえに強引なのだから、還俗すればやり手の商売人になるだろう。ヨナスはそう思いながら友人に背を向けた。身支度をするためではなく、鍛錬を続けるためだ。

「ヨナス」

「城へは行く。鍛錬を終えてからな」

「それじゃ駄目だ！　王妃殿下が──」

「ヨナス・ペルデン」

　聞こえないふりをしようか迷ったものの、結局ヨナスは振り返った。そこにいたのは予想したとおり、僧服姿の集団だ。それも友人のような不良神官ではなく、生涯を神に捧げる正真正銘の聖職者たち。その中心にいるのが大神官シメオンだった。

　一度は幽閉までされたシメオンも、今では二人しかいない大神官の一人にまで上り詰めている。位階にはさらに上があるが、それは特に大きな功績のあった者に対し死後に与えられる諡おくりなで、さらにもうひとつ上は聖王位だ。つまりシメオンは事実上神殿の最高位にある。

　そのシメオンから呼ばれて無視することもできず、ヨナスはしぶしぶ剣を鞘に収めて騎士の礼をした。

「フランツを困らせてはいけませんね」

　穏やかな口調で諭され、ヨナスは黙って頭を下げる。

「謝罪を求めているのではないのです。ただ、城からの要請を無視するのはよくありません」

　ヨナスがいつも月光のようだと思う声でシメオンは言った。静かで、穏やかで、でも強い。王のように相手を力ずくで従わせようとするのとは違う、本当の意味で人の上に立つ者の強さがシメオンにはある。

「聞きましたか、王女殿下がお目覚めになったと」

　数拍置いてから、ヨナスはようやく口を開いた。

「……はい」

「きみが顔を見せたら、王女殿下はきっとお喜びになります」

　沈黙で返すヨナスから、シメオンはフランツへと視線を移した。いたずらっぽく目を細めている。

「さて、彼をちゃんと送り出してくれますか？　なんなら私の出発を遅らせて、一緒に城へ向かってもいいのですが」

「いえいえ、そんなこと！」

　フランツは慌てて両手を振った。大神官を待たせるなど畏れ多すぎる。

「ご安心ください。すぐに準備をして後を追いかけますので！」

「そうですか。では、頼みましたよ」

「はい！　……ほら、おまえも何とか言え！」

　肘で小突かれたヨナスは軽く顎を引いた。居並ぶ神官たちの視線が険しくなるが、シメオンは気にする様子もなく微笑みを浮かべて去っていく。

「はー……緊張した……。っておまえは早く風呂！」

「わかったから押すな」

　フランツに背を押されて歩いていたヨナスの耳が異音を拾った。咄嗟に身を翻すと、礫つぶてがすぐ横を勢いよく飛んでいく。それはちょうどヨナスの頭のあった場所で、当たっていたら無傷ではいられないほど大きな礫だ。

「流民風情が偉そうに」

　少し離れた場所に立つ男は七人。いずれも貴族で、ヨナスと同じく神聖力を持ち、そして聖騎士として叙任された者たちだ。

　聖騎士はひとたび事が起これば神の名において参戦し、身命を賭して戦わなければならない。

　神殿の台帳に聖騎士として名を連ねている者は総勢百人は下らないだろう。それなのにこうやって鍛錬に参加しているのはたったの七人、ヨナスを入れても八人しかいない。全ては平和がもたらした弊害と言えた。

　尤も聖騎士の多くは王都の実家かタウンハウスで暮らしているから、そこで鍛錬していると思いたいところだ。しかし近年神聖力を持つ者が少なくなり、おまけに力も弱くなったと言われている今、規律を正し威信を見せるべきだという声もちらほら上がっている。神殿までやってきて鍛錬する彼らはまだ真面目な者たちなのだ。

　その真面目なはずの騎士が、揃ってヨナスを睨んでいる。王都に来たばかりの頃ならともかく、実力では敵わないとわかってから物理的な攻撃をされるのは久しぶりだ。

「王女殿下のお側に侍ったとしても、おまえの卑しい血筋は変わらないぞ」

　吐き捨てるように言ったのはカリエ・ロッシュだ。男爵家の三男で、確かヨナスと同じ歳だったはずだ。四年ほど前に叙任されてから、なにかと絡んでくる面倒な男だった。

「おい、何を考えている！」

　血の気の多いフランツが目を吊り上げる。

「ヨナスを血だらけで城に向かわせるつもりか！　こんなことが大神官様に知られてみろ、あんたたちだってただでは──」

「よせ」

　足音も荒く詰め寄ろうとする友人を片手で抑える。顔を真っ赤にしたフランツはヨナスの腕を拳で叩いた。

「なんでだよ。言われっ放しで石まで投げつけられたんだぞ。悔しくないのか！」

「石は当たらなかったし実害はない。それに今は急いで支度をする時だ。違うか？」

　不服そうなフランツは口を尖らせているが、ヨナスは構わずに歩き出す。最後にちらりと振り返ると、男たちはまだこちらを見ていた。

　舌打ちと共に聞こえる陰口にも、もう心は痛まない。ただ、王女が目覚めたとなれば今後はもっと面倒なことになるだろう。ヨナスは心の中で嘆息した。
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「あー、さすが俺。絶対にこの生地がいいと思ってたんだよ」

　フランツは視線を横に向けながら満足そうにうなずいている。ヨナスは真新しい騎士服に視線を落とした。

　聖騎士の儀礼プロトコルに合わせた白い騎士服だ。張りのあるしっかりとした生地は驚くほど手触りがよく、真珠のように上品な艶がある。両肩は金のモールで飾られ、きっちりと衿まで閉じた上着の釦は金細工をあしらった特注品だ。

「しっかし、おまえくらい背が高くて顔がよかったらボロ纏ってても様になるけどさ。聖騎士らしい格好すると、こう、なんていうか……」

　言葉を切った友人と目を見合わせると、フランツは鼻先に皺を寄せた。

「ホント腹立つわ」

「なんでだよ」

　理不尽な非難に思わず笑ってしまう。神殿の中ほどにある回廊でのことだ。

　王女の誕生直後に建設が始まり、七年もの歳月を費やして完成した神殿は、王家の莫大な私費を投じて造られたものだ。目的はもちろん王女の目覚めを祈願するためだった。

　新しい神殿は王城のすぐ近くにある。鍛錬や祈祷という聖騎士の務めをしていてもただちに城へ──王女の元へ駆けつけられる距離だ。

　王妃は時折強い不安発作を起こした。娘の死の幻影に怯えて半狂乱になるのだが、そんな時はヨナスへ呼び出しがかかるのだ。

　ヨナスがマルグリットの側にいる。ただそれだけで死神は遠ざかったように感じ、薬を飲んで眠ることができた。要するに彼の存在自体が精神安定剤代わりなのである。

　度々の呼び出しは他の騎士との軋轢を生んだ。王妃から目をかけられていること自体面白くないのに、聖騎士の務めを放棄しているように見えるのだろう。それでいてヨナスのほうが圧倒的に強いのだから、目障りだと思うのも無理はない。しかしヨナスは呼び出しに応じるほかないし、彼らもそれはわかっているはずだ。

　──ままならないことばかりだな。

　几帳面に刈り込まれた庭木の向こうに見える、繊細な漆喰の装飾を眺める。当代随一と言われる職人の手により建造された美しい神殿は、未だにヨナスを六歳の頃と同じ、迷子のような気持ちにさせた。

「あーあ。俺もおまえみたいに生まれたかったな。チンチクリンな上に赤毛でそばかすだらけって何の罰だよ」

　フランツはヨナスが馬車に乗るまで見張るつもりのようだ。今更逃げ出すつもりはないのだが、友人の気晴らしになればと並んで廊下を歩いている。

「言うほど低くないだろう。……百七十くらいか」

「百六十七だよ！　おまえとはちょうど二十センチ違う……ってまさかおまえ、またでかくなったんじゃないだろうな」

「さあな」

　ヨナスは琥珀色アンバーの目を細めてかすかに笑う。神殿で、いやこの国でヨナスがこんな風に笑えるのはフランツの前でだけだ。

「……俺のような見た目になったら、苦労するとわかっているだろう」

　笑顔の終わりにぽつりと言った。

　吊り気味の切れ長の目。高い鼻梁と強い意志を示す顎のライン。やや冷たくも見える形のよい薄い唇。複数の国の血が混じり合い、優れた特徴だけをヨナスに残しているようだ。

　長い手足と禁欲的なまでに鍛えた肉体は、騎士服を纏ってさえ他者を惹きつける魅力を有していた。もしこれが他国ならヨナスを取り巻く環境は違っただろう。もっと多様な人種が暮らす国だったなら。

　厳格な血統主義を貫く神聖シャヴァネル王国において、金髪と白い肌は上流階級であることの証だ。加えて神聖力まで持つ貴族家は「高貴なる青い血」の一族として尊ばれている。

　その頂点に立つのが王家であり、王族だった。たとえヨナスがどれほど水際立った容姿をしていようが、神の悪戯としか思えないような強い神聖力を持っていようが、黒い髪と琥珀色の瞳を持ち、複数の民族の血を感じさせる時点で異分子なのだ。

　そうは言ってもヨナスに憧れる令嬢は少なからずいる。聖騎士は神殿の行事に駆り出されることがあり、そこで目にした彼の凛々しい姿に心を奪われるのがよくあるパターンだ。貴族に多い優男タイプとは違う野性味が受けているのかもしれない。

　とはいえそれは全て観賞用としてのこと。ヨナスの出自は決して忘れられることはないし、もし流民上がりに懸想していることが親に知られでもすれば、慌てて婚約者を宛がわれるか、悪くすれば修道院行きになる可能性すらある。

　フランツは僧衣の袖をブラブラさせながら辺りを見渡した。

「確かにおまえみたいな容姿だと貴族の中では苦労するかもしれないし、ひょっとしたら世間でも差別されるのかもな。俺も十年近く世俗と離れているから、市し井せいのことなんてわからないけど」

　彼のいいところは、こういう時に妙な言葉で取り繕おうとしないところだ。

「でもなヨナス、少なくとも俺や俺の実家が関わるところでみじめな思いなんてさせない。絶対にだ」

　ヨナスは唇の端をほんの少しだけ持ち上げた。

「ああ、わかっている」

　なぜ自分のような者がこれほどいい友人を持つことができたのだろう。ヨナスは時々不思議に思うことがあった。

　フランツの両親もヨナスを気に入っている。息子の友人としてだけではなく、無理やり親から引き離されたという彼の境遇にも同情的で、ガルシア家からはいつもヨナスにまで差し入れがあるほどだ。

「……聖騎士こ　こを辞めたら、おまえのところで雇ってもらうか」

　冗談めかしたヨナスの言葉に、フランツは片眉を持ち上げた。

「どうしてだよ。ようやく王女殿下が目覚めたんだぞ。これからは名実共に『殿下の夫』になれるんだ。そうなればあの腹の立つ連中から陰口を叩かれることもなくなるし、もっと上の爵位だって与えられるんじゃないか？」

　ヨナスはスッと目を逸らした。

「……流民と王族が本当の夫婦になどなれるはずがない。それに俺たちの結婚は形だけのものだ。殿下が目覚めたのなら、形式上の夫は必要なくなるさ」

　王国の旧い習慣に、未婚のまま死んだ子を生者と結婚させる「冥婚めいこん」というものがある。

　若くして冥界に行った子を悼み慰めるための形式上の結婚なのだが、眠ったまま目覚めない王女と流民の聖騎士との結婚は、関係者の間ではこの奇妙な風習に近いものと認識されていた。

「でもさ、本当に王妃様がヨナスを手放すかな。おまえたちの結婚は、王妃様がヨナスの後ろ盾になったことを示すためのものでもあったんだろ？　そうでなけりゃ九歳と三歳の子どもを、しかも花嫁は眠ったままだっていうのに、わざわざ国王陛下の反対を押しきって結婚させるはずないし。それに──」

　フランツはヨナスの顔を覗き込み、わざとらしく目をパチパチさせる。

「おまえも殿下のことを憎からず思っている。そうだろう友よ、俺には全てわかっているんだ。照れなくていいから白状しろ」

　ヨナスは足を止め、大きく息をつきながらフランツに向き直った。

「何度も言ったことだが、俺にとって殿下は妹のようなものだ。何しろ赤ん坊の頃から見てきたんだから」

「妹？」

　呆れたようにフランツが声を上げた。

「よく言うよ。子どもの頃ならともかく、大人になった殿下に神聖力を分け与えるには全裸で……」

「フランツ」

　じろ、と睨まれたフランツはようやく口を閉ざす。辺りに人影はないが、こんなところで話していいことではない。

「ちぇ、つまんねえの。親友が王族と縁続きになれば、うちの商売も上手くいくと思ったんだけどな」

　友人がわざと露悪的に言うのを聞きながらまた歩き始める。回廊も終わりが近づき、ようやく馬車が見えてきた。

「……まあ確かに身分差がありすぎるか。アッサリ婚姻無効ってことになったらうちに来ればいい。安月給でこき使ってやるから」

「そこは色をつけてくれよ」

　軽口を返しながらも、納得したような友人の言葉にヨナスの胸が疼く。

『王の言葉に逆らうことは、決して許さない』

　幼いヨナスにそう教え込んだ男の言葉が脳裏にこだまする。

『王と王家に服従することを誓え。そうすることでしかおまえの生きる道はないのだ』

　ユリウス・ペルデン。ヨナスを親から引き離し、後に養父となった男の言葉だ。

　王女の側近くに侍るには、ヨナスを流民のままにしておくことはできない。そう考えた王は自身の側近に彼を養子にできる者はいないかと問うた。しかし相手は流民である。誰もが受け入れを拒む中、唯一手を挙げたのがユリウスだった。

　養父に対してヨナスが抱く感情は複雑だ。王家の紋章がついた馬車の前でヨナスは唇を引き結び、壮麗な神殿を振り返った。

　神託の王女。国に安寧をもたらす眠り姫。

　わかっていたはずだ。彼女の目覚める時が、自分の役目が終わる時だと。

　だからヨナスは自分に言い聞かせる。この胸の痛みは、成長を見守り続けてきたマルグリットと別れる寂しさだと。

　ヨナスは馬車に乗り込んだ。
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「……素晴らしい」

　シメオンは感嘆混じりに言うと、胸の前で両手を組み合わせた。

「殿下は確かに現世の智慧ちえをお持ちです。これほど明らかな神の御業を目の当たりにすれば、無力な神官にすぎない私はただ驚き、ひれ伏すことしかできません」

　短い祈りを捧げてから、シメオンは王と王妃に向き直った。

「皆様の祈りが神に聞き届けられたのです。本当にようございました」

　深々と頭を下げる大神官へ、ダヴィドは鷹揚にうなずいてみせる。

「そなたの尽力は聞き及んでいる。朝な夕なに祈っていてくれていたようだな。余からも礼を言おう」

　王がさほど熱心に娘の目覚めを待っていなかったことを知る者はいない。直々に労われたシメオンは控えめに首を横に振った。

「いえ、私は何ほどのこともしておりません」

「なにを言うの」

　心から娘のことを祈り続けてきたイザベラが否定する。

「あなたとヨナスがいなければ、マルグリットがこうして目覚めることはなかったでしょう。神殿で必要なものがあったらいつでも連絡をくださいな。わたくしにできることならなんなりといたしますから」

「王妃殿下の細やかなお心遣いにはいつも感謝申し上げております」

　大きく開いた窓から風がふわりと入ってきて、マルグリットは目線を外に向けた。

　王妃の私室に近い温室だ。全面硝子張りの室内は光に満ちあふれ、南方から取り寄せた樹木が生い茂っている。

　季節を問わず美しい花々の咲き乱れる空間だが、晴天の今日はやや温度が高いようだ。マルグリットは涼を求めるように窓の外を見る。よく手入れのされた庭園では、数人の園丁が立ち働いていた。花がら摘みでもしているのだろうか。そう思いながら、ふとこれこそが大神官の言う「現世の智慧」かと思いつく。

「……退屈しているの？」

　マルグリットは瞬いて、視線を隣に座るローランへと移した。

「庭に行ってみる？　薔薇がそろそろ見頃だと思うよ。ロイヤルガーデンの薔薇は美しくて有名なんだ」

　濃い金髪と白い肌。マルグリットに美醜はまだよくわからないが、きっと整った容姿なのだろう。

　じっと凝視されたローランは、困り顔で顔を赤らめた。

「どうした。貴婦人の熱視線を冷たくあしらうので有名なきみらしくないな」

　ギュスターヴが揶揄うと、ローランは赤い頬を手のひらでこすった。

「……参ったな」

「マルグリット。ローランと庭へ出てみてはどうだ。無理をしてはよくないが、そこまでなら大丈夫だろう」

　ダヴィドは窓のすぐ近くに置かれたベンチを目で示した。ローランは興味を惹かれたようだが、イザベラは眉根を寄せて首をかしげる。

「どうかしら……マリーは結婚しているのに、不品行なのではなくて？」

　ダヴィドは一瞬だけ目に苛立ちの色を見せ、すぐにそれを取り繕った。

「ローランは家族のようなものだ。心配せずともよかろう」

　娘の結婚について議論するのを避けて話を逸らす。笑顔の父が醸し出す不快感に気づいたギュスターヴはすかさず助け舟を出した。

「ではぼくも一緒に行きます。それなら母上もご心配はないでしょう」

「ええ、そうね……。でも、先にヨナスへ会ってから──」

「失礼いたします。ペルデン卿がお見えになりました」

　会話は侍従の言葉で断ち切られた。

　マルグリットは身じろいだ。母の言う「大切な運命の人」との対面に緊張感が高まっていく。初めて自分の身なりを強く意識して、そわそわとドレスの裾を直したところで扉が開かれた。

　温室へ入ってきたのは長身の男だった。

　黒い髪を後ろに撫でつけ、白い騎士服を纏ったその男は、案内されるなり部屋の中をぐるりと見まわした。遠慮のない態度にダヴィドとローランは気分を害したようだが、マルグリットは気づかなかった。彼の琥珀色の瞳から目が離せなかったからだ。

「ヨナス、よく来てくれたわね」

　王妃の前に進み出たヨナスは、片手を胸に当てて頭を下げた。

「遅くなりまして申し訳ございません」

「鍛錬中だったのですもの、しかたないわ」

　マルグリットはヨナスの伏せられた顔を一心に見つめていた。彼の目をもう一度見てみたい。ただそれだけが頭の中にある。

　ゆっくりとした動きで顔を上げたヨナスは、気負うことなく再び部屋を見渡した。

　王。王妃。王太子。筆頭公爵家の子息と大神官。

　感情のない琥珀色の瞳は、最後に正面からマルグリットを捉えた。

　ドクン、と心臓が鳴る。

　──わたし……この人のこと、知っているわ。

　ドクンドクンと叫ぶように心臓が音を立てた。

　ヨナスの額にはらりと黒髪が落ちた。たったそれだけで、マルグリットの胸がぎゅっと締めつけられる。

　美醜はよくわからない。それでもヨナスはマルグリットにとってとても……これ以上ないほど好ましく思えた。

　空気が張りつめる。結び合わせたように離れない二人の視線は、ダヴィドが咳払いをすることでようやく二つに分かれた。

「相変わらず熱心に鍛錬しているようだな。怪我などしていないか」

「はい、特には」

　薄い笑みで労われたヨナスは無表情のままだ。ダヴィドの顔がわずかに紅潮し、こめかみがひくりと引きつる。

「そうか。……おまえには強い神聖力がある。国内では敵なしだろう。もし望むのなら、近隣国へ留学してみるのもいいかもしれんな。世界は広い。そなただとて容易には倒せない剣士もいるはずだ。よければ口を利いてやるがどうか」

「まあ、そんな！」

　王によるあからさまな厄介払いは、悲鳴混じりの言葉で遮られた。

「どうしてそんなことをおっしゃるの？　マリーがようやく目覚めてくれたというのに、ヨナスがいてくれなくては、わたくし……ああ、もしそんなことになったらどうすればいいか……」

　みるみるうちに顔色が悪くなっていく。不安発作の前触れだ。離れた場所にいた女官の動きが慌ただしくなるが、一番慌てたのはダヴィドだった。

「い、いや、イザベラ。何もそう心配しなくとも」

「あなた、どうかお願いします。ヨナスをどこかに遣ったりしないと約束してください」

「何をしている、早く医師を呼べ！」

「お医者様はいりません。あなた、どうか……」

「わかった、わかった。そなたの言うとおりにしよう。だから身体の力を抜いて、ゆっくりと息をするんだ」

　ダヴィドはそう答えるしかなかった。

　人払いされていたはずの温室は、あっという間に女官と侍従、それに医者までが入り乱れる空間になった。ギュスターヴとローランはそれぞれ女官と従者に指示を出し、王妃の部屋を整えさせているようだ。

　そんな中でマルグリットは人の輪から外れてぽつんと座っていた。

　父の言う「近隣国への留学」が、自分にどう影響するのかわからない。しかし、紹介すらされていないヨナスという男が、どこか遠いところに──会えないところに行ってしまうのはいやだと感じた。

「失礼」

　ぼんやりとしていたマルグリットの頭に影が差す。鼓膜を震わせる低い声が誰のものかを察し、勢いよく顔を上げた。

　そこにいたのはヨナスだった。磨かれた靴先がマルグリットの脚のすぐ側にあって、距離の近さに胸が高鳴る。

　何か言わなくては。マルグリットがやっとの思いで口を開いた時、ヨナスはいきなり手を伸ばし、彼女の頬に手を当てた。

「……顔色がよくない」

　乾いた手のひらの感触に呼吸が止まった。ヨナスの指摘を理解したのは数瞬後だ。

　──なんだか、気持ちが悪い……？

　指先でこめかみを撫でる。ズキッと痛みが走り、すぐにくらくらとめまいが襲ってきた。

「あ、あの……わたし……」

　言い終わる前にふらついた細い肩を、ヨナスは危なげなく抱き留める。

「おい、何をしている！」

　二人を見咎めたローランが大声を出した。従甥に甘いダヴィドでさえ非難めいた視線を向けたほどの声だ。

　ほんの少し目を離しただけだというのに、その隙を狙って王女へ触れる流民の騎士。ローランはその騎士のことを知っていた。彼が眠る王女に侍り、神聖力を与え続けているのは高位貴族の間で周知の事実だ。心の弱い王妃が彼に頼りきりなことも。

　しかしそれも王女が目覚めるまでのこと。そうダヴィドから聞かされていたローランには、なぜこの場にヨナスが姿を現すのか理解できなかった。

　なにより許し難いのは、王女がヨナスに対して信頼しきった視線を向けていることだ。言葉では言い表せない親密さを目の当たりにしたローランはカッとなった。

「そこのおまえ。許可もなく王女に触れるなど無礼だろう。いったい何を──」

　咎める言葉が途切れたのは、ヨナスがいきなり王女を抱き上げたせいだ。

「妃殿下。王女殿下を休ませたいのですが、御前を失礼してもよろしいですか」

　ヨナスは無礼にも顔だけを王妃に向け、今にも部屋を出ようとしている。無視されたうえ不敬としか思えないヨナスの態度を見たローランは、怒りで顔をどす黒くさせた。

「陛下、このように礼儀を弁えない者をお側に置いてはなりません。王女殿下は私が部屋までお連れします」

　睨みつけるローランと無表情のヨナス。倒れ伏す王妃に、青ざめた顔で抱き上げられているマルグリット。

　王は無言のままだ。最も優先すべき妻に集中できず、ダヴィドの苛立ちが急速に高まる。花の咲き乱れる温室の空気が一気に緊迫し、使用人たちはごくりと唾を呑んだ。

「殿下はお目覚めになったばかりです。身体が慣れるまでは、十分に休息を取られるほうがいいでしょう」

　シメオンの穏やかな声で、淀んだ空気が一掃された。シメオンはローランに向き直る。

「十八年間、ヨナスはずっと王女殿下のお側近くに侍ってまいりました。公子もご心配なことと思いますが、王女殿下についてはどうか、ヨナスへお任せください」

　神殿で最も位階の高い神官から深々と頭を下げられ、ローランの反論は封じられた。さらに身を起こした王妃は相槌を打つ。

「ヨナス、あなたにお願いするわ。マリーの面倒を見てやってちょうだい」

「承知いたしました。……大神官、王女殿下に神聖力を使って問題はありませんか」

　意外な質問だったのか、シメオンはしばらく考えてから口を開いた。

「問題はないでしょう。どの程度効果があるかはわかりませんが、少なくとも障りはないはずです」

「まさかまた、眠りについてしまうなんてことはないのでしょうね？」

　不安を覚えたらしいイザベラが身を震わせると、すかさずダヴィドが肩を支える。

「ご心配には及びません。神託によれば、王女殿下のお目覚めは不可逆的なものです。今は一時的に不安定なだけかと」

　シメオンが恭しく頭を下げるのに合わせてヨナスも一礼したが、それは申し訳程度のおざなりなものだ。そしてすぐに背を向けて部屋を出ていく。

　ローランは唖然とした。王族に対する態度としてあまりにも無礼ではなかろうか。同意を求めるように王を見れば、ダヴィドはそれどころではない様子だ。

「ああ、よかった……。あなた、やはりヨナスはマリーの側にいてもらわなくてはいけないわ」

「そうだな、そなたの言うとおりだ。……少し顔色がよくなったか。熱があるのではないか？　横になったほうがいい。マルグリットのことは心配するな」

　王は自ら王妃を抱き上げ、そのまま温室を出て行ってしまう。

　気づけば人々はいなくなっていた。残っているのはギュスターヴとその護衛が二人に、後はローランだけだ。公爵家の護衛を兼ねた従者は別室に控えている。

「……言いたいことはわかるよ」

　呆然とした様子のまたいとこへギュスターヴが声をかけた。二人は同い年で、兄弟のようにして育った仲だ。

「なぜマルグリットのことをヨナスに……ただの聖騎士に任せてしまえるのかと思っているんだろう」

　ローランは首を横に振った。ギュスターヴの言葉だけではなく、ヨナスを見るマルグリットの視線にこめられた信頼感や、当然のように王女へ触れるヨナスの態度など、納得できないことばかりだった。

「ヨナスがいなければ、妹を助けることは誰にもできなかった。母上はヨナスに全幅の信頼を置いているし、父上だってマリーの健康を保つためには彼が必要だと割りきっている」

「神聖力を与えるんだったな」

「ああ。マリーを生かすためにね」

　ローランはギリ……と拳を握りしめた。

　王女はおまえと結婚するはずだった。ローランが父から何度も聞かされてきたことだ。

　王妃は我が子を遠くへ手放すつもりはない。だから王女が産まれたら、降嫁先は国内貴族になる。まず間違いなく我が家が最有力だと。

　──ぼくのお嫁さんになる子は、お姫様なんだ。

　幼心にそう思っていたというのに、待望の王女は眠ったまま、あろうことか流民などと結婚してしまった。それがたとえ形式だけのものだとして、どうして許すことができるだろうか。

　ローランが腹立たしく思うのは、弱いながら自分も神聖力を持っているからだ。

　なぜ流民であるヨナスに聖なる力が宿っていたのかはわからない。だが、王女を救うのは……力を分け与えるのは、流民ではなくもっと高貴な者であるべきだ。そう、王家の青い血を汲む自分のような者が。

　王に何度も訴えた。自分にもチャンスをくれと。一度だけでいい、マルグリットに神聖力を与えてみたいと。

　しかし願いは一向に叶えられず、王女の姿を見ることすらできないまま時が経ち、目覚めたマルグリットと今になってようやく対面できた始末。

　初めて会った彼女は、予想の何倍も美しかった。無垢であどけなく、清い泡の中から生まれたばかりの女神のように、ローランの心をあっさりと奪い去った。

『娘の夫はローラン、おまえしかいない』

　ダヴィドはそう断言した。流民との縁組みを誰よりも厭っているのは王自身だ。

　勝算のないことを口にしない王が言うのだから、王妃を納得させる手はあるのだろう。白い結婚を無効にする手筈を既に整え始めているかもしれない。それなのに。

　──あいつはまるで、王女が自分のものであるかのように振る舞った。

　ヨナスと視線を交わす間、マルグリットの唇は薄く開き、頬はかすかに上気していた。彼女の視線の先にいるのがなぜ自分ではないのかと歯ぎしりをしたくなった。

　美しいマルグリットの、ほころんだ唇の艶やかさ。こぼれた吐息がかぐわしく香り、ローランはめまいを覚えたほどだ。

　王女は既に目覚めた。全ては本来あるべき姿に戻す時だろう。

　部屋を出る王太子を追いながら、ローランは自分の為なすべきことを考え続けていた。
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　すれ違う者たちが驚いた様子でこちらを見ている。

　王女の目覚めは速やかに各所へ知らされたようだ。だからこそ勢いよく歩くヨナス──王女の形式だけの夫──の腕の中の女性がマルグリットだと認識し、すぐに道を空けてくれるのだろう。

　ヨナスは今までずっと、出来る限り目立たないように生きてきた。王家への服従を強いる養父の教えがなくとも、城で暮らせば己がどう思われているかは察せられる。しかし今は、今だけはどうしても荒ぶる心を抑えられずにいた。

　──目覚めたばかりの彼女を、なぜあんな人目の多い場所に連れ出した！

　家族が会いにくるのはいい。大神官が目通りを願うのも仕方ないだろう。

　だがそれは、王女には似つかわしくないほどこぢんまりとしたあの彼女の部屋で、マルグリットの負担がないよう順番に面会すればいいことだ。

　──時間をかけて、混乱しないようゆっくりと慣らしてやるくらいのことがなぜできないのか！

　マルグリットは生まれたての赤子同然だ。風も光も遮って、少しずつ世の中に触れさせねばならない。誰が考えてもわかりそうなことを、あの連中はあえて気づかないふりをしている。なぜならそれを王妃が望んだから。目覚めた娘を囲んでにこやかに茶を飲むのがイザベラの願いだから王は叶えた、ただそれだけだ。そこにマルグリットへの配慮はない。

　ヨナスは廊下に響く靴音をできるだけ抑えようと努力した。腕の中でぐったりと目を閉じるマルグリットをできるだけ刺激しないように。

　──王が王なら王妃も王妃だ。

　考えるだけで肚はらが煮える。あの連中の頭には自制という言葉がないに違いない。十八年間自分がどれだけつらかったか、苦しかったかとそれだけで、眠っていた本人のつらさなど夢にも思い至らないのだ。いつだって己の感情を満足させることが最優先で、娘が疲れ果てていることにも気づかない。「賢王と健気な王妃」が聞いて呆れる。

　巷間での呼び名を引き合いに出し、心の中で散々罵りの言葉を吐いたヨナスは、マルグリットを寝台に寝かせる頃になってようやく己の内面へと意識が向いていった。

　──……今はまだ、投げ出すことはできない。

　マルグリットはかすかに眉根を寄せて目を閉じている。浅い呼吸と乾いた唇が痛ましく、胸の奧が鈍く疼いた。

　養父が植え付けようとした王家への忠誠心は、結局最後まで不完全なままだ。いつだってヨナスは王に対して心を許さなかったし、王妃に対しても用心深く接してきた。しかしそれと、マルグリットに対する義務は別の話だ。

　──義務。……いや、それだけではないか。

　胸の中だけでこっそりと認めた。この儚い、助けがなければ生きることもできなかった王女を、十八年間守ってきたのはこの俺だ。だから傷つけられれば腹も立つし世話を焼きたくもなる。そう、ついさっき友人に語ったとおり「妹」のようなものなのだから。

　ヨナスは寝台の上に広がる金色の髪を撫でた。剣だこのできた武骨な手に、マルグリットの美しい髪はしっくりと馴染む。

　──こんな形で傷つけさせてたまるものか。

　マルグリットの額には汗が浮かんでいた。

　先ほどよりも具合が悪いようだ。王女付きの女官がこちらを窺っているが、彼女たちにできることはない。ヨナスは金髪を梳く手を頬に移動させ、ほんの少しだけ力を込めた。

　腕から指先へと力が流れていく。同時に手のひらが淡い光に包まれた。

　数えきれないほど繰り返してきた、神聖力の共有だ。しかし目覚めてからは初めてで、だからこそ慎重にならざるを得ない。いつもよりも繊細な制御で力を注ぐ。

　──受け入れてくれるか……。

　祈るようにマルグリットの顔を見つめていると、頬が次第に輝きを帯び、次いでふわりと上気した。

「よし」

　思わず声が出た。安堵の息がもれる。

　これでひと安心だ。疲れを感じたヨナスは肩の力を抜いたが、マルグリットが青白い瞼を開いたことでまた緊張を高めた。彼女の瞳を見るのにはまだ慣れていない。

「あ……」

　可憐な唇がそっと開いた。ヨナスは落ち着かない思いで小さくうなずく。

「気分はどうですか」

　マルグリットが応える前に、小さく細い音が聞こえてきた。

「いまの音は、なに？」

　鈴を振るような心地よい声だ。しかしヨナスは眉根を寄せ、グッと唇を引き結び──そして拳を口に当てた。

「……今のは、腹の鳴る音です」

　マルグリットは黙り込んだ。頭の中で言葉を変換しているらしい。

「はら……おなか？」

「はい。殿下はお目覚めになってから、まだ何も召し上がっていないのでしょう。……大神官から説明はありませんでしたか」

　マルグリットは少し考える様子を見せ、ヨナスは不思議な気分になる。自分の意思で動き、考える姿が新鮮だった。

「……いいえ。食事のことはなにも」

「そうですか」

『眠っている間も王女の耳は聞こえ、天からは知識を授けられている。だから真心を持って接するように』

　シメオンの言ったとおりだ。言葉を学ぶ機会などなかったはずの王女と言葉を交わせば、何よりもまず驚きが先に立つ。

　ヨナスは女官へ食事の手配を頼むと、まだ主張を続ける腹の音に首をかしげているマルグリットと視線を合わせた。

「これは殿下の腹の虫が、食べ物を求めて鳴く音です。すぐに用意をいたしますので、もうしばらくお待ちください」

　不敬と受け取られかねない砕けた物言いだったが、マルグリットは澄んだ緑色の瞳を大きく見開いた。

「おなかに、虫が？」

　そう言って、両手で薄い腹を押さえる。身体の中に虫がいるのかと驚く王女の姿に、ヨナスは今度こそこらえきれずに笑みを浮かべたのだった。
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「もういいのですか」

　マルグリットはこくりとうなずいた。ヨナスは差し出したフォークを皿に戻すと、手早くワゴンに片付ける。マルグリットはヨナスのしなやかで無駄のない動きをじっと見つめた。

　──お腹の中に虫がいるというのは、たとえ話だったのね。

　ずっと眠り続けていた自分が言葉を解することは驚嘆に値するらしい。両親や大神官は何度も「奇跡」「神の御業」と口にしていた。

　──それでも、まだ知らないことばかりだわ。

　比喩表現だけではない。自分の身体の訴えすらもまだよく感じ取れていなかった。疲れからくる頭痛があれほど苦しいことも知らなかったのだ。

　だからこそ、初めての食事はゆっくりと、身体の変化を感じながら取りたかった。

　食べ物を咀嚼すると、口の中の細胞がパチパチと泡立つような気がした。それはまさに味蕾が刺激された瞬間であり、マルグリットの魂と共に眠りについていた全身が、現世へと順応する合図でもあった。

　一口ごとに目を丸くしたり不思議そうな顔をしたりするマルグリットを、ヨナスは決して急かすことなく見守っていた。そして色々な種類の食べ物を少しずつ、満遍なく食べさせてくれた。

「入浴のお支度が整いました」

　ヨナスへ女官が告げる。すると、それが合図のようにして使用人たちは揃って部屋から下がり始めた。

「待て」

　女官を呼びとめたヨナスは、扉近くで何やら話し込んでいる。どうしたのだろうと見ていると、そのまま部屋を出ていってしまった。

「湯殿へご案内いたします」

　一礼した女官の後ろには、部屋を下がろうとした数名のメイドがいる。

「ヨナスはどこに行ったの？」

　返事を躊躇ったように見えたのは気のせいだろうか。

「……ヨナス様は、お食事をなさるとおっしゃっていました」

　マルグリットはハッとした。自分のことばかりで、ヨナスも食事を摂らなければならないことに気づかなかった。

　──ヨナスと一緒に食べればよかった……。そうしたらきっと、もっと美味しく食べられたのに。

　女官に促されるまま立ち上がり、寝室の奧にある浴場へ入る。大理石の浴場には湯が張られ、温かい空気に混じる甘い香りが鼻腔をくすぐった。

「お足元にお気をつけくださいませ」

　四方から手が伸びてきて、マルグリットはたちまち全裸にされた。

「さ、こちらにお掛けくださいませ」

「お首をお乗せいただいて」

「お手を失礼いたします」

　次々に言われて目が回りそうだ。

「今度から、食事はヨナスの分まで用意をしてもらえる？」

　ようやく尋ねることができた。女官は一瞬動きを止めたが、上品に目を細めて微笑んだ。

「承知いたしました。……お風邪を召されるといけません。さあ、早くお湯を」

　寝椅子に横たわるマルグリットの足の先と両腕に湯がかけられ、その範囲が少しずつ広がっていく。首の後ろには丸めた蒸しタオルが差し込まれて、あまりの気持ちよさにほうとため息をついた。

「お風呂って、とっても気持ちいいのね……」

「お気に召してようございました」

　彼女たちはごく控えめに言った。

　眠るマルグリットの身体に触れることを許されたのがヨナスだけだったことや、彼の食事が非常に質素なことを、女官たちは皆知っている。そして今後、王が娘婿にシャリル公爵家の嫡子を据えようとしていることまで察していた。

「とってもいい香り」

　王女は石鹸の香りが気に入ったようだ。

「他にも色々な香りの石鹸がありますので、明日は違うものをご用意いたしましょうね」

「ええ、お願い」

　メイドに手を引かれ、浴槽に身体を沈めながら、マルグリットはふと振り返った。

「ヨナスも気に入るかしら、この香り」

　女官は黙ってうなずく。他にどう答えるべきかわからなかった。

「ええ、きっとお気に召しますとも」

　熱い湯が全身をほぐしていく。マルグリットは目を閉じた。

　──わたしが気に入った香りを、ヨナスも好きになってくれるかしら。

　想像したらうきうきと心が浮き立った。

　はやくヨナスに会いたい。





　◆






　灯りを落とした部屋の中は静まり返っている。女官たちが退出した後の王女の居室だ。ヨナスは長椅子に横たわり、天井の模様を眺めていた。

　神経が昂り眠れそうにない。音を立てないよう注意しながら寝返りを打つ。

　マルグリットの目覚めにより、城は平静を失った。

　王女の目覚めを喜ぶ者がいる。祝いを述べながら王に取り入ろうとする者がいる。

　そしてヨナスを──用済みになった王女の「夫」を排除しようとする者たちもいる。そう、ダヴィドとローランのように。

　──王女の体調が安定するまでは、表立った動きはないだろう。だがそれも、果たしていつまで持つか。

　眠る王女を生かすためだけの道具、それがヨナスだ。今更文句を言うつもりはないが、連中のやり口には反吐が出る。

　──今まで娘のことなど顧みたこともなかったのに、目覚めた途端、優しく思いやり深い父親面か。

　天井には白い格子模様があり、すずらんと天使の絵が交互に描かれている。それを眺めながら心の中で独り言ちた。

　王国が今のような繁栄を手にしたのは神託の──マルグリットのおかげだ。

　しかしダヴィドはそれを伏せるよう命じ、対外的には王の統治によって国が栄えたことになっている。

　──王からすれば、目覚めないほうが都合がよかったんだろうな。

　王女にしては狭い部屋や申し訳程度の護衛も、王妃に「神託により国を栄えさせているのがマルグリットだと知られれば、間者に命を狙われかねない」と吹き込んだ結果だ。確かに真実が広まれば誘拐や、場合によっては暗殺の危険があるかもしれない。しかしヨナスにはどうしても、マルグリットが不当な扱いを受けているようにしか思えないのだ。

　眠気がくる気配はない。ヨナスはまた寝返りを打ち、目を閉じた。

　王女への神聖力の共有。互いが幼いうちは手の接触だけでよかった。だが成長すると必要な時間はどんどん長くなり、下手をすれば一日中手を握っても頬に血色が戻らなくなっていく。

　そんな時、シメオンから触れる面積を増やすようにという助言を受けた。つまり、裸で抱きしめろと。

　十七歳のヨナスは抵抗した。相手は十一の子どもで、王女で、そのうえずっと眠ったままなのだ。何重にも問題があると主張するヨナスに向かい、シメオンは「既に王妃殿下へ許可をいただいています」と言った。

　あの時感じた衝撃は今でも忘れられない。

　──王妃は俺が十一の少女に欲を抱いたりはしないと思ったのか……いや、たとえそうでも構わないと判断したのか。王女は眠っている。身体を拓かれても気づくことはない。……死んでしまうよりましだと、そう思ったんだろう。

　これが、高貴な青い血を持つと言われる王家の実態だ。

「……ヨナス？」

　閉じていた瞼を上げ、周囲を見渡した。

　腹筋を使って起き上がり、寝台へ向かう。薄暗がりの中で金色が動いた。

「眠れませんか」

　窓辺に置いたランプがマルグリットを淡く照らしている。彼女は白い手をぎゅっと握り、目に涙を浮かべてヨナスを見ていた。

「ご、ごめんなさい……」

　細い声が震えている。ヨナスは床に膝をつき、マルグリットへ顔を近づけた。

「謝ることはありません。どうなさいましたか」

「起こしてしまったのでしょう……ごめんなさい」

　目の縁に溜まっていた涙が、目尻を伝って枕に吸い込まれていく。

「ただ、少しだけ心細くて……名前を呼んでしまったの。わたしのことはいいから、眠ってちょうだい」

　またひと筋の涙がこぼれ落ちた。

　入浴を済ませたマルグリットは、ヨナスと同じ寝台で眠るつもりだったらしい。

　目覚める前ならともかく、食事を摂り、補助的に神聖力を分け与えた今は共に眠る必要などない。ヨナスは女官たちの目を意識しながら、自分は長椅子で眠ると王女に告げた。

　使用人の見聞きしたことは全て王の耳に入る。王女と同衾するなどもってのほかだ。

「心細かった？　なぜですか」

　けぶるような長い睫毛が瞬いた。ひとつぶ、ふたつぶと涙がこぼれる。

「……ごめんなさい」

「謝らなくていいから。なにがそんなに心細い？」

　口調を崩し声を和らげると、マルグリットはひっく、と小さくしゃくり上げた。

「こ、こわくて」

「怖い？」

「眠ったら、もう目が覚めない気がして怖くて……く、暗闇が、わたしのことを、捕まえに来るかもしれないから……」

　十八年間の眠りと覚醒。彼女にとって眠りと暗闇は同じで、暗闇は死に近く思えるのかもしれない。それとも、目覚めて知った様々なことが眠ったせいで闇に飲み込まれそうだと感じたのだろうか。

　ヨナスはたまらない気持ちになり、金色の頭をそっと抱きしめた。

「心配しなくても大丈夫。殿下は必ずお目覚めになりますよ」

「……本当？」

「ええ。私がお側にいるのです、暗闇のほうが逃げていくでしょう」

　ヨナスは身を引いて、マルグリットの顔を覗き込んだ。かすかな笑みを引き出すことには成功したが、小刻みな震えはそのままだ。

「寒いのですか？」

「……少し」

「風呂は？　温まらなかった？」

「温かくて、気持ちよかったわ」

　そう応える指先を握れば、驚くほど冷えきっている。

　もうじき初夏になるという時季だ。暖炉にもここひと月は火を入れていない。ヨナス自身は暑いくらいだが、女性とは体感温度が違うのだろうか。

「暖炉に火を入れて……そうだ、湯を用意しましょう。盥に湯を張って足を浸せば全身が温まります。すぐに──」

「ヨナス」

　立ち上がりかけたヨナスを、ひんやりとした細い手が引き留める。

「いかないで」

「ですが」

「おねがい。……あなたはとても、温かいもの」

　マルグリットは大きな手のひらに顔を寄せ、頬をこすりつけた。やわらかな頬を武骨な硬い指先で傷つけてしまわないかと緊張しながら、ヨナスはぼんやりとした光の中で王女を見下ろした。

　ほんの小さな光でも、マルグリットの美しさを伝えるには十分だ。

　寝乱れ、枕の上に広がった髪は金色の雲さながらだ。顔は両手にすっぽりと収まるほど小さく、アーモンド形の目に、つんと尖った上品な鼻。唇は少しだけぽってりとしていて色気がある。

　王妃に似ているとよく女官たちが話していたが、ヨナスはそう思わなかった。顔かたちはともかく、王妃の持つ病的なまでの神経質さが彼女にはないからだ。

「ヨナス……」

　マルグリットに見つめられ、ヨナスはごくりと唾を呑んだ。

　数千の夜を共に過ごしていながら、彼女の瞳を見つめるのは今日が初めてだ。その瞳に湛えられた無垢な信頼に、ヨナスの中でなにかがぐらりと揺らいだ。

「……どうしても、一緒に眠ってはいけないの……？」

　ぐっ、と言葉に詰まる。

　王女は既に目覚めた。そして、自分の役目は終わりに近づいている。

　己の取るべき行動は明らかなのに、潤む瞳に見つめられ、ついにヨナスは屈した。

　小さく息をつき立ち上がる。不安そうな視線を背に感じながら、上着を脱いで椅子にかけた。シャツの下で背筋がうねる。鍛え上げられた騎士の背中だ。

「ヨナス……？」

　マルグリットに背を向けたまま寝台の端に腰掛け、靴と靴下を脱いだ。

「……失礼いたします」

　上掛けを剥いだところで、マルグリットの顔がパッと明るくなった。

「こちらへ」

　場所を空けようとしていたマルグリットを引き寄せる。

「でも」

「いいから、さあ」

　華奢な身体を腕の中に収めた。この季節にどうして、と思うほど全身が冷たい。先ほどまでの逡巡は消え去った。

「足が氷のようではありませんか」

　強く身体を抱き寄せ、小さな足先を自分のふくらはぎで挟んだ。

「だめよ、ヨナスが冷えてしまうわ」

「そんなことは心配しないで。……手を、私の胸に当ててください」

　マルグリットはおずおずと、これも足と同じように冷えた手を広げて、筋肉に覆われた胸にそっと当てる。飛び上がるほど冷たいがじっと耐えた。

「あたたかい……」

　もぞもぞと身体を動かし、全身をぴったりとヨナスに沿わせたマルグリットは、安心しきったため息をついた。

　様子を見て神聖力を与えるつもりだったが、身体はすぐに温まってきた。強張っていた全身が弛緩し、呼吸が穏やかになっていく。

「ありがとう……」

　眠りにつく直前の、幸せそうな呟き。

　小さく礼を言ったマルグリットの頬は薔薇色で、ヨナスはそこに口づけたいという衝動を苦労してねじ伏せた。







　──眠ったか。

　安らかな呼吸をしばらく確認してから、密着している身体をそっと離す。

「う……ん……」

　刷毛で描いたような眉が顰められ、細い腕がヨナスの背に回された。

「……ヨナス……」

　ヨナスの厚い胸板と、やわらかい乳房とが布越しに触れ合う。長椅子に戻ろうとする企みを封じられ、ヨナスはひそかに嘆息した。

　可愛らしい寝息と共に上下する胸は、華奢な身体からは信じられないほど豊かだ。その胸の先の可憐な色と、すらりと伸びた長い脚。キュッと上がった小さな尻まで、ヨナスは全てを目にしたことがある。

　──くそ、駄目だ。違うことを考えなければ……。明日はいつもより早く起きて、礼拝前に鍛錬を済ませておこう。そうすれば他の連中と顔を合わせずに済む。無駄な諍いは避けられるだろう。

　迎え撃つのは簡単でも、貴族の面子を潰せば後が面倒だ。敵をやり込めて得られる爽快感になど意味はない。ヨナスが十八年かけて学んだことだった。

　考えを巡らせながらじりじりと移動して、温かくやわらかなものから離れようとする。しかし。

「……！」

　せっかく離した距離を、マルグリットがあっさりと埋めてしまう。おまけに太ももをヨナスの脚の間に割り込ませ、絡みつくようにして抱きついてきた。

　まろい太ももが脚の付け根を刺激し、ヨナスの男が反応する。咄嗟に見下ろした視線の先には胸の谷間と、たわむ乳房の先のかすかな尖りがあった。

　ヨナスの頭の中に桜の花びら色の乳首がありありと思い浮かんだ。身じろいだせいで得も言われぬ芳香までがヨナスを襲う。それはマルグリットがヨナスに褒めてもらいたいと思った石鹸の香りだったが、体温が上がったせいであたかも彼女自身が花であるかのような錯覚に陥った。

　五感の全てを刺激され、頭と下腹部に向かって一気に血が集まっていく。めまいを覚えたヨナスは固く目を閉じた。




　は、と熱い息を吐く。

　薄衣を剥いで現れた裸体は白く輝くようで、日に焼けた男の肌とはまるで違った。

　丸い円錐状の乳房を両手で掴む。刺激された乳首が芯を持ち、健気に存在を主張し始めた。

　一度指を肉に沈めてとろけるような柔さを楽しんでから、力を緩めて手のひらで乳首を転がす。快感に悶える白い身体。絹地のような肌がかすかに粟立った。

　そっと手を外せば、色づいた二つの乳首がぴんと硬く立ち上っている。

　最高だ。今まで遠慮していたぶん、思う存分味わえばいい。

　誘われるまま食らいつく。弾力のある尖りは甘く、男を酔わせ夢中にさせる。両の乳房を寄せて交互に乳首をしゃぶり続けた。

　性器が昂りすぎて痛い。愛撫を続けながら前を寛げる。下着を突き破りそうな勢いでまろび出た雄は先端に雫を結んでいる。釘を打てそうなほど硬いそれを刺激しないように腰をわずかに引いた。下手をすると暴発しかねない。

　性器を解放したことで、男の意識が乳房から逸れた。

　豊かな胸からくびれたウエスト、神の造形としか思えない曲線を描く腰から、すんなりと伸びた脚。

　ふくらはぎを持ち上げ、ゆっくりと膝を曲げさせる。

　縦型の小さな臍の窪み。平らな下腹と、その下の淡い金色の陰り。

　男は両手で押さえていた彼女の膝をぐっと押し上げた。

　尻が持ち上がるほど身体を屈めた窮屈な姿勢に、薄い腹が折り曲げられる。だが男の視線は真っすぐに彼女の秘められた場所へ向けられていた。

　蘭の花弁を思わせるその場所は、男を吸い寄せる香りを放っている。

　顔を近づけて鼻をうごめかせる。甘さの中に潜む淫靡な匂い。舌で味わうか迷ったが、先に切羽詰まった下半身を解放してしまいたい。

　男は上体を起こして右手で性器を握り、花弁に先端を触れさせた。濡れた感触に思わず息を詰める。まだ何もしていないのに達してしまいそうだ。

　弾む呼吸を整え、再び細い脚を抱える。未だ誰にも触れられていない場所へ腰を進めながら、肩にかついだふくらはぎを舐め上げた。

　きつく締まった秘所の、たとえようもない熱さ。

　男は喉の奥でうなりながら腰を揺らめかせた。頭の片隅に理性の光が過る。己の立場を思い出したが、雌を求める本能のほうが遥かに強い。

　粘度の高い液体を纏う性器は処女の媚肉にしごかれ爆発寸前だ。思いきり腰を引き、最奥に打ちつける。下腹にぬるい愛液が飛び散った。

　漲り切った性器の先端から先走りがこぼれる。このまま精を吐き出せば、彼女を孕ませられるだろうか。

　閉じ込めて、自分だけのものにして、獣のように毎日交わればいい。

　妄想しながら腰を振る。性器がビクビクとのたうった。限界が近い。陰嚢が締まり、精液がせり上がってくる。

　このまま彼女を押さえつけ、肚の奧に種を塗りたくって────




「……ッ！」

　ヨナスは汗みずくで飛び起きた。

　下着に手を突っ込み、ギチギチに勃起した性器を握る。現実的リアルな淫夢で味わった快感は彼を捉えて離さず、吐精をこらえることなどできなかった。

「う……っ、……っ、く……」

　思わず声が漏れる。おびただしい量の精液が勢いよく噴射した。こぼれた精液を受け止めきれず、白濁は下腹を伝い下着にまでべっとりと付着する。

　虚脱していたヨナスは王女の寝息を感じて我に返り、寝台を降りて浴室へ向かった。

　幸いなことに着替えは用意されていた。手を洗い、汗で湿った服を脱ぎ捨てると、浴槽に湛えられた湯に見向きもせず頭から水を被る。

　ザパザパと何度も冷水を浴びれば、のぼせていた頭が冷えてきた。

　ヨナスは女を知らない。

　神殿と王城を往復する毎日で物理的に忙しいということもあるが、そもそも形だけとはいえ妻帯者である。他の女を求めたことなど一度もなかったし、何なら一生女を抱かなくてもいいとまで思っていた。

　濡れた黒髪をかき上げたヨナスは、大きく息を吐いて足元を流れていく水を眺める。

　──これは単純な、肉体の反応にすぎない。

　くり返しそう言い聞かせた。

　水垢離さながらの行為で冷静になったヨナスは身体を拭い、清潔なシャツを羽織る。

　今度こそ長椅子で寝よう。そう決意して寝台に近づくと、マルグリットの眉間には皺が寄せられ、手のひらでシーツを掻くような仕草をしている。まるで何かを探すように。

　──……俺を、探しているのか？

　呆れるほど簡単に決意が揺らいだ。桜貝のような爪がシーツを探る様子に胸が軋む。罪悪感と同じくらい甘いその軋みから慎重に目を逸らし、迷った末にもう一度寝台に滑り込んだ。

　小さな手はすぐにヨナスの身体を探り当てた。肩に触れ、逞しい胸板に触れる。

　目を閉じたままのマルグリットはふわりと唇を綻ばせ、またすぐに安らかな眠りへと戻っていった。







第二章 刺青の少年








　二人はぴたりと身体を寄せ合っていた。

　暗闇の中にいると、世界に自分たちしかいないような気がしてくる。ヨナスは窓の外に目を遣った。

　朝はまだ遠い。だが眠ればまた同じ夢を――直視することが憚られるほど淫靡な夢を見てしまいそうだ。ヨナスはそれを恐れていた。

「ヨナス……」

　ほんの少しの隙間さえ許さないとでもいうように、マルグリットがまた抱きついてくる。

　無邪気な寝顔だ。

　――俺が無邪気でいられたのは、十八年前までだった。

　ヨナスは天蓋をぼんやりと眺めた。





　◆






　シルマというのがヨナスのいた集団の名前だった。

　彼らは決まった家を持たない。大きな荷馬車を連ねて移動し、テントを張って生活する。芸術的な才能を持つ者が多く、刺繍や細工物を売り、また楽器の演奏やそれに合わせた踊りを披露することで対価を得ていた。

　病気や怪我をする者がいれば、長おさの煎じた薬草で治療する。困れば皆で助け合う生活だ。

　血のつながりはなくとも家族としての絆は深く、かといってそこに縛られることはない。

　他の集団の者と出会って恋に落ちたり、旅の途中で土地の者に見初められたりする女もいたが、それぞれ祝福して離脱を認めた。反対に集団へ加わりたいと願う者がいれば受け入れる。そうやって彼らはおおむね五十から六十人前後の規模を保って移動を続けていた。

　ヨナスはどこにでもいる六歳の子どもだった。

　彼の最近の願いは、どこでもいいから馬車を停めてほしいということだ。つい一週間前に誕生日を迎えたばかりのヨナスは、母親からもらった弓矢を試してみたくてしかたなかった。

　やがて彼らは街にほど近い森の中に馬車を停めた。近くには川があり空気は澄んでいる。

　以前もここにテントを張ったことがあったのだが、それはもう何年も前のことだと母が語るのを、ヨナスは上の空で聞いていた。

「気をつけて、怪我をしないでね」

　弓矢を肩にからげて馬車から飛び下りるヨナスに、母がかけた言葉だ。

　まさかこれが息子と交わす最後の言葉になるとは思いもしなかっただろう。それはヨナスも同じだった。だから彼は母の言葉に応えもせず、ただ片手を振るだけですぐに駆けだしたのだ。

　ヨナスは森の中を走り回った。母が本当は年長の子どもたちと一緒にいてほしいと考えていることは知っていたが、もし彼らと行動を共にすれば弓矢を貸してくれと言われるかもしれない。それがヨナスはいやだった。

　父のいないヨナスにとって、一族の男は皆父親のような存在だ。そして子どもたちは男も女も兄姉弟妹のようにして育っている。喧嘩もするがその分仲もよく、お互いに助け合って暮らしてきた。

　しかしこの弓矢は、玩具はおろか服や菓子も共有してきたヨナスの、初めて手に入れた自分だけの宝物なのだ。だから絶対に、誰にも触らせたくない。ヨナスは喜びで頬を紅潮させながら、獲物のいそうな草むらに分け入った。

　異変に気づいたのはしばらくしてからのことだ。

　子ども用とはいえ弓は弓。初心者の手では思うように扱えず、獲物を捕らえることはできない。やがて諦めてテントへ戻ろうとした時、聞こえてきたのは聞き慣れない声と悲鳴混じりのざわめきだった。

　流民の中には売春や薬物の売買で生計を立てる集団もあり、住民との間に諍いが起きることがある。シルマはそういった者たちとは一線を画していたが、流民というだけで追い出されたり、騒ぎに巻き込まれたりすることもあった。だから彼らは必ずその土地のギルドへ挨拶をし、テントを張る前には領主へ借地料を払うなどの筋を通していた。

　そこまでしていても、やはりトラブルと無縁ではいられない。ヨナスは幼いながらもそれを理解していたし、実際に揉め事を目にしたこともある。

　またそんな揉め事なのだろうか。遠くまで響く怒声に身を竦ませながら、ヨナスは声のするほうへそっと近寄っていった。

「おい、やめろ！」

　悲鳴が聞こえてハッとする。大声を出したのは見知らぬ大人の男。そして悲鳴を上げたのは、ヨナスと同い年の少女だった。

　――え……どうしてみんな、服を脱いでいるの……？

　ヨナスはようやく仲間たちの異様な様子に気がついた。

　子どもは男女問わず上半身を裸にされ、大人たちは後ろ手に縛られている。中には抵抗したのか、騎士から押さえつけられている者までいた。

「やめろと言っただろう。子ども相手に乱暴をするな！」

　こめかみに傷のある男が言う。女児の服を無理やり剥ぎ取ったことを咎めているらしい。一人だけ黒い軍服姿で、口調や服装よりもその振る舞いから、見知らぬ連中の中でも権力を持っているとわかる。

「しかし、他に方法はないでしょう」

「無体を働けば不満は王家に向く。王女殿下のご誕生を汚すような真似をするな」

「不満？」

　ハッ、と純白の騎士服を着た男は鼻で嗤った。

「こんな連中が不満を抱いたとて、何の脅威になると言うのですか」

　足元に跪く少年を足先で強く蹴る。よろけた少年の肩には翼の刺青があった。

　シルマの一族には幼い頃に刺青を彫る習わしがある。なにを彫るかは長が決定するが、刺青が奴隷の象徴とされることも皆知っているため強制ではない。ヨナスよりも年長のその少年は、自ら望んで刺青を入れた一人だ。

　彼はヨナスにとって兄のようなものであり、尊敬の対象だった。鷲の翼を模した、自由な世界で高みを目指すという意味が込められている刺青を、男は容赦なく踏みつけた。

「言え、小僧。蛇の刺青を持つ子どもはどこにいる」

　ぞくっ、とヨナスの背に寒気が走った。

　蛇の刺青を持つ子ども。それはヨナスのことだ。死と再生を意味する蛇の刺青を彫ったのはつい先月だった。

　反対する母を説得したのは一族の長おさだ。不思議な力を持ち、予言を為すとされる長は、皺の間から白く濁った目を見開いて母に言った。「神の目印だ、ヨナスのやりたいようにやらせておやり」と。

　かくして幼いヨナスは刺青を入れた。左腕に巻き付き肩で鎌首をもたげる蛇の刺青は、不思議なことに彫る間もヨナスに痛みを与えなかった。一族の男たちから勇者扱いされて得意になるヨナスとは裏腹に、それが一層母を怯えさせた。

　神の目印――。

　長の言葉が正しかったことを、仲間たちは後に残酷なほどはっきりと思い知らされることになる。

　近づく夜の気配が味方したのか、林の中のヨナスに気づく者は誰もいない。反対に、白い騎士服は遠目からもはっきりと判別できた。

「知ら……ない」

「本当のことを言え！」

「本当だ。蛇の刺青なんて、誰も……」

　強情な少年に舌打ちをした騎士は、後ろに控える部下に向かって顎をしゃくった。

「全員裸に剥け。大人だろうが女だろうが関係なくだ」

「おい、無体をするな」

「ではどうすればいいと？　蛇なんていう薄気味悪いものを彫った子どもは見当たりませんが。……まさか、他の場所にいるのではないでしょうね」

「いや、間違いなくここに――」

　軍服姿の男がふと顔を上げる。巡らせた視線の先にいたヨナスを、男の目ははっきりと捉えていた。

「いたぞ！」

　弾かれたようにヨナスは走り出した。

　後ろから聞こえるいくつもの足音。ヨナスは走った。腕を振り、喉の喘鳴を無視して走って、走って、走り続けて……。

「はなせ！」

　肩を掴まれ、咄嗟に手に噛みついた。

「痛っ！　こいつ、噛んだぞ」

「くっそ、大人しくしろ！」

　ヨナスはめちゃくちゃに暴れた。両手を振り回し、脚をばたつかせ、胴をバウンドさせる。しかしそんな抵抗も長くは続かなかった。

「服を脱がせて身体を確認しろ」

　既に息が上がっていたヨナスは、大人たちの前ではあまりにも無力だ。

「おお……」

　安堵と嫌悪の入り混じったどよめきが起きる。安堵は王命を果たせること、嫌悪は王国で忌避される蛇の刺青が幼い子どもにはっきりと彫られていたことに対してだ。

　そこに駆けつけたのは、こめかみに傷のある黒い軍服を着た男だった。ヨナスの肩を見るとホッとした顔で「いたか。では急いで……」と言いかけた時、仲間を踏みつけていた白い騎士服の男が大きく手を振りかぶった。

「よせ！」

　制止の声が届く前に、殴られたヨナスは吹き飛んで地面の上に転がる。子ども同士の喧嘩ではない。大人の、しかも騎士から本気で殴られたヨナスは朦朧となった。

「何ということを……」

　ヨナスを助け起こした黒衣の男は、騎士を非難の目で睨みつけた。しかし騎士のほうはフンと鼻を鳴らすだけだ。

「流民が王命に逆らい、手間をかけさせたのだからこれくらいは当然でしょう」

「……この子どもに万が一のことがあれば、貴殿の命程度では到底償いきれないことになるとわかっているのか」

　不満げな騎士を前に黒衣の男――王の腹心ユリウス・ペルデンは立ち上がった。

「直ちに出発する。急ぎ馬車を仕立てて……」

　言いかけて、腕の中でぐったりとするヨナスを見下ろした。

「いや、事は一刻を争う。このまま騎馬で王都へ向かうことにしよう。三名ほど私に同行してくれ。できれば弟のいる者がいい」

　要するに子守り要員だ。おずおずと手を挙げた三人にうなずいたユリウスは残りの騎士たち――特にヨナスを殴った男に向かって強い口調で命じた。

「彼らには謝礼金を支払っておくように。……謝罪をしろとは言わないが、せめて丁重に振る舞うことを忘れるな」

　憮然とした態度ながらもうなずくのを見て、ユリウスは馬に飛び乗った。

　聖騎士という立場を笠に着て、弱い者をいたぶる態度に胸が悪くなる。しかし馬を走らせ始めると、ユリウスの意識はすぐに城へと向かった。彼の最も重要な任務はこの少年を城へ連れ帰ることで、不快な聖騎士への対処は二の次だからだ。

　だからヨナスの母親が悲痛な声で息子の名を呼び続けていたことや、シルマの民と残された騎士との間で大規模な乱闘が起こったこと、ヨナスを弟のように可愛がっていた少年が、森の中で見つけた弓を抱きしめて泣き崩れたことになど、ユリウスが気づくことはついぞなかったのだった。




「準備できたようだな」

　風呂に入れられ、やけにひらひらする服を着せられたヨナスは、満足そうなユリウスを一瞥すると、押し黙ったままそっぽを向いた。

　訳もわからぬうちに連れて来られた王城の一室だ。道中散々暴れていたヨナスも、見知らぬ場所にたった一人で放り出されては心細い。敵だと認識しているユリウスを見てホッとしたことなど、死んでも悟られたくはなかった。

　だが、ユリウスは少年のちっぽけな矜持など意に介するつもりはないらしい。片膝をつくと、少年の両肩を掴んで顔を自分へ向けさせた。

「名前は？」

　黙り込む小さな肩を揺らせば、ヨナスは渋々口を開いた。

「……ヨナス」

「ヨナスか。姓は？」

「……せい？」

　首をかしげる少年に、ユリウスは別の質問をする。

「年は？」

「先月六歳になった……なり、ました」

「ほう。随分しっかりしているな」

　褒められて緩む頬を懸命に引き締めようとするヨナスに、ユリウスは本題を告げた。

「おまえは今から国王陛下と王妃殿下へ拝謁することになる」

　ヨナスはぽかんと口を開けた。

「……それ、王様ってこと？」

「ああ、そうだ。王様と、王妃様と……王女様に会うんだ」

「どうして？」

　当然の疑問だった。しかし、これ以上の説明はユリウスの分を超えている。彼は身軽く立ち上がり、困惑した様子の少年へ手を伸ばした。

「さあ、行こう。陛下の前では言うことを聞くんだぞ」

　ヨナスは差し出された手と、ユリウスの顔を見比べた。

　言いたいことや尋ねたいことはいくらでもあった。それなのに、見知らぬ場所にたった一人でいることが、ヨナスを臆病にさせていた。

　もしこれが自分を殴りつけた男だったら、絶対に手を取ることはなかっただろう。しかし結局ヨナスはユリウスの手を握り、一緒に部屋を出ることにした。そうするより他にどうすればいいのか――どうすれば母の元へ戻れるのかが、ヨナスにはわからなかった。




　長い廊下を歩き続け、いくつもの扉をくぐり、数えきれないほどたくさんの人々から見世物のように見物されて、ヨナスはようやく目的地らしい部屋に辿りついた。

　着替えをした部屋も豪華だと思っていたが、ここは比べものにならないほどきらびやかだ。最初に通されたのは下級貴族や地主のための控え室で、こちらは王族の居住区域なのだから当然なのだが、ヨナスはただ圧倒されるばかりで声も出せない。

「これが、神託の……？」

　聞いたことのないアクセントがヨナスの注意を引いた。寝台の上に起き上がり、食い入るようにしてこちらを見ている女の人と、そのすぐ隣には豪華な青い服を着た、厳めしい顔の偉い人が立っている。

　――うわあ……お姫様みたいだ。

　プラチナブロンドに緑色の瞳。見たところ病後のようなのに、その女の人の髪と肌はつやつやで、まるで絵本の登場人物のようだった。

「挨拶を」

　促されてハッとする。では、この人が王妃様で、隣にいる怖い顔の人が王様なのだ。

　ヨナスは怯えの滲む瞳でユリウスを見上げてから、ぺこりと頭を下げた。

「こ……んにちは」

　沈黙が落ちる。ユリウスは咳払いをして深く上体を折った。

「ご命令のとおり連れてまいりました」

　ユリウスが報告したのは王妃ではなく、王に対してだ。ヨナスも慌てて王に頭を下げる。

「名は」

「ヨナス、と申しております。姓はないか、覚えていないのかはっきりいたしません」

　王妃はヨナス、と流民の子どもの名を口の中で転がすようにして呼んだ。

「して、その子どもに神聖力はあるのか」

「それについてはまだ確認しておりません」

「……なに？」

　低くなった声にヨナスはどきりとするが、ユリウスは動じることなく応えた。

「これほど幼い子どもに神聖力が発現したという話は、寡聞にして存じ上げません。また強行軍での帰還に同行させておりますので、いたずらに負荷をかけるべきではないと判断いたしました」

　ユリウスの使命は神託の少年を連れ帰ることのみ。告げられた場所に、神託どおりの少年がいた。それを王の前に召し連れたのだから御意は為したということだろう。

　忠実ではあるが、融通の利かないユリウスらしい返答に王は苦笑した。

「よい、よくやった。……シメオン」

「はい」

　壁際にひっそりと佇んでいたシメオンが進み出る。初めて目にする僧服の男に、ヨナスはユリウスの手をギュッと握った。

「こんにちは、初めまして。私はシメオンと言います」

「……こんにちは」

「年はいくつですか？」

「六歳、です」

「……そうですか」

　個人差があるとはいえ、神聖力の発現は第二次性徴の始まる十歳前後だ。人によってはさらに遅い場合もある。

「こちらへおいでなさい」

「イザベラ」

「いいのです。どちらにしても、わたくしたちに他の選択肢はないのですから」

　そう言って王妃はヨナスを手招く。ヨナスはユリウスを見て、眉根を寄せた王を見て、シメオンを見てからおずおずと足を踏み出した。

「……赤ちゃん……」

　寝台に近づいたヨナスは、王妃の腕に抱かれる赤子に笑顔を見せた。

「そうよ、まだ産まれたばかりなの」

　ヨナスは目を輝かせた。産まれたばかりの赤ん坊は何度も見たことがあったが、こんなに顔立ちの整った綺麗な赤ちゃんは見たことがない。

　王妃はさりげなく赤子を近づける。小さな頭には金色の和毛がぴったりと貼りつき、眠る姿は天使のような愛らしさだ。しかし肌は真っ白で血の気がなく、まるで人形のように見えた。

「マルグリットというの。……触ってみる？」

　王妃の声は震えていた。振り返ると、ユリウスは小さくうなずいている。

　部屋は静まり返り、皆が固唾を呑んでこちらを見ている。ヨナスは気圧されながらも、王妃の言葉に従わねばならないと感じていた。

　そっと手を伸ばす。どこに触れるか迷いながら、顔の側で握られた小さな拳を指先で触った。

「…………シメオン、何も――」

　王の言葉を遮るように、パチッ、パチパチッ……と空気が帯電した。空中にある光の粒子が渦を巻いて流れ、急速に集まってゆく。

「おお……！」

「これは……何ということだ！」

　どよめきが起きた。ヨナスの手が光に包まれ、赤子の身体へと伝わっていく。

　ヨナスは自分の中を流れるなにかに翻弄されていた。髪の根元がビリビリと痺れ、全身を駆け巡る熱が恐ろしい速さで心臓を動かす。声を上げることすらできない。うねる光がもっと、もっと大きくなりかけた時、怒号に近い叫びがヨナスの耳朶を打った。

「手を離しなさい！」

　螺旋を描く光がふいに消えた。呆然とするヨナスの後頭部に激しい鼓動を感じる。彼を後ろから抱くようにして王女から引き離したシメオンの鼓動だった。

「あなた、マリーが……！」

　悲鳴混じりの王妃の声が涙で割れる。血相を変えた王は娘の顔を覗き込み、大きくあえいだ。

「おお、神よ……！」

　王女は眠ったまま、先ほどまでの蝋のような白い肌とは明らかに違う、薔薇色の頬をしていた。そして両の拳をむにむにと動かすと、ふぁ……と小さな口を開けてあくびをした。

「まあ……！」

「イザベラ……本当によかった」

　赤ん坊があくびをしただけでどうして大騒ぎするのだろう。不思議に思うヨナスだったが、自分が呼ばれた理由はこれだと察してホッとする。

「よく、やりましたね」

　頭上から声がする。シメオンがこけた頬に笑みを浮かべ、労うように頭を撫でた。

「ヨナス、だったか。誠によい働きであった」

　王は喜びの涙にくれる妻を抱きかかえながら、かすかに眉根を寄せてシメオンを見た。

「しかし、あの力は……」

「はい。力の発現自体初めてのことだったのでしょうが、あのままでは暴走していたかと」

　目の前の子どもを前に王は唸る。

「六歳でこれなら、成長すればどうなる」

「おそらく、歴代の聖騎士の中でも比肩し得るのは――」

　言い淀むシメオンに、王は唇を皮肉げに歪めた。

「ヤルマークくらいのものだと？」

　言い当てた王に向かって、シメオンは恭しく頭を下げた。

「王女殿下の御おん為ために力を発現させたのでしょう」

　ダヴィドは小さく鼻を鳴らした。

　始祖の神聖力は非常に強く、最強の聖騎士と謳われている。

　――ヤルマークと肩を並べるか、この流民の小僧が。

　己の強さを誇るダヴィドとしては面白くない。しかし、たった一度触れただけで娘の様子は見違えるようになった。であれば使えるものは使うだけのこと。ダヴィドは鷹揚にうなずいてみせた。

「褒美は何がよい。望みを言ってみよ」

　いつの間にかヨナスの後ろにはシメオンとユリウスの二人が立っている。ヨナスは二人の顔を見上げ、意を決したように王へ向き直った。

「もう、帰ってもいいですか？」

　しんと部屋が静まった。

「あの……ぼく、帰りたいです。母さんたちのところへ。褒美はいりません。だから」

「ならぬ」

　ダヴィドはぴしゃりと言うと、ユリウスに向かって片手を振った。

「連れていけ。よく言い聞かせておくように」

「御意」

「いつ帰れますか？　母さんはきっと心配してる。早く帰らないと、ぼくの名前を呼んでずっと探しているはずなんです」

　ヨナスの唇は震えていた。シルマの男は泣いたりしない。甘ったれですぐに泣きだすヨナスに、仲間たちはいつもそう言い聞かせていた。それなのに、どんなに我慢しようとしても目に涙が浮かんでくる。

「ヨナス」

　やわらかな声で彼の名を呼んだのは王妃だった。彼女は王の腕を振りほどき、抱いていた王女を乳母に預けて、ヨナスへ両手を広げる。

　その仕草の意味は明白だった。王や側近たちから無言の圧力を感じながら、ヨナスはぎくしゃくと王妃へ近寄っていく。

「イザベラ様」

「なりません、イザベラ様！」

　女官たちが口々に諫めるのも聞かず、イザベラは流民の少年を抱きしめた。ヨナスはぎょっとしたが、振り払うこともできずただ身体を強張らせるしかない。

「本当に、本当に……ありがとう。あなたはマルグリットの恩人よ。どれだけ感謝してもしきれないわ」

　抱きしめながら礼を言う。娘を救ってくれたと感謝するイザベラは誰もが理想とする母そのもので、ヨナスはかすかな希望を抱いた。

「それじゃあ……」

「今日からは、わたくしのことを母と思ってね。決して不自由させないと誓うわ」

　イザベラは痛ましげにヨナスの頬を撫でると、未だかつてないほど厳しい顔でユリウスを詰問した。

「ヨナスの顔をこんな風にしたのは誰？」

　ヨナスは驚いて、石膏像のような王妃の横顔を凝視した。聖騎士に殴られた頬は手当てのおかげでほんの少しの腫れで済み、余程目ざとくなければ気づかれることはないだろうと思っていたのだ。

「……ダルモン将校オフィサーです」

「そう」

　王妃はほんの少し目を細めた。

　笑んでいるのかと思ったら、瞼の下が小刻みに痙攣している。ヨナスはなぜかぞっとして、頬に置かれた手から身を引きたくなった。

「ユリウス、ヨナスのことを頼みます。この子は貴族のしきたりも知らないから、しばらくの間つきっきりになるかもしれないわね。……ペルデン卿とヨナスの部屋を大急ぎで用意してくれるかしら。二人の部屋はできるだけ近いほうがいいわ」

「はい、仰せのとおりに」

　女官に命じたイザベラは、すぐに神官へ顔を向けた。

「訓練はいつ始まるの？」

　シメオンは目を伏せ、低い声で応えた。

「……神聖力は本人の素質の他に、強い意志を源としています。どれほど力があっても制御できなければ諸刃の剣。まずはできるだけ早いうちに力の制御を身につけ、それから精神を鍛えるための鍛錬を積むことになります」

「すぐにでも訓練が必要だということ？」

「御意にございます」

「では、神殿に通わせるわ。夜はマリーと一緒に過ごしてもらうの。昼も、娘の調子次第で城へ呼び戻すことがあるかもしれない。それでよくて？」

　シメオンは唇を引き結んだまま頭を下げた。

「……御心のままに」

「よかった！」

　うなずいたイザベラは、凍りつくヨナスの肩をそっと抱き寄せた。

「これから忙しくなるわ。ヨナス、あなたのためにどうすればいいか、わたくしがしっかりと考えてあげますからね」
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　右腕を枕にしていたヨナスは、暗がりの中で宙を見ていた。

　――しっかりと考えてあげますからね、か……。

　他人の人生を変えておいて、悪びれる様子など一切ないのが王妃らしい。

　――俺を殴ったあの騎士は確か……辺境に飛ばされたんだったか。

　王妃が自ら命じたというより、愛妻の意を酌んだ王が先廻りして処分したというところだろう。王の不興を買えば二度と返り咲くことはできない。現にあれからすぐ聖騎士見習いとなったヨナスの前に、ダルモンという騎士は一度も姿を見せていなかった。

　胸にやるせなさが過り、ヨナスは唇に苦い笑みを浮かべる。

『おまえが陛下の御心に適う振る舞いをするなら、あるいは』

　昨年落馬事故で亡くなったユリウス・ペルデンが、いつ母の元へ帰してくれるのかと尋ねるヨナスに向かって言った言葉だ。 

　確約はしないまでも、希望を喪わせるような真似はしない。なぜなら神聖力は本人の素質に加えて意志の力が重要で、ヨナスの意欲低下は避けなければならないからだ。

　実に養父ユリウスらしい答えだった。事実だけを簡潔に、嘘は言わず、そして王の意に沿うよう誘導する。頼る者もいないヨナスがユリウスに従うしかないことを彼はよくわかっていた。

　たった六歳で仲間から引き離され、得体の知れない役目を押しつけられた過酷な日々。

　流民のヨナスは事あるごとに酷いいじめを受けたし、騎士としての鍛錬は厳しかった。

　それに加えて王女の側に侍るだけの知識と教養を身につけなければならず、隠れて泣いたことは数えきれない。

　しかし、どれほどつらく苦しい思いをしても、王妃に泣きつくことだけはしたくなかった。涙をこらえられないヨナスにとって、それだけがシルマの民として残された唯一の矜持だったのだ。

「ん……」

　ヨナスの左腕に頭を乗せたマルグリットが、もぞもぞ動いてくっついてくる。これ以上ないほど密着しているのに、不満そうに唇を尖らせた。

　ふっと笑ったヨナスは、また天蓋の絵を見上げた。

　――思えば、俺も彼女には酷いことをしてきたな。

　ヨナスの部屋はマルグリットの寝室と同じだった。できるだけ触れ合う機会を作ったほうがよいという王妃の考えによるもので、「疲れているヨナスのためにも」同じ寝台で眠らせて、その時に神聖力を与えろということだ。

『陛下や妃殿下に逆らえば、おまえの仲間たちも無事ではいられないだろう』

　養父から淡々と告げられた言葉に震えあがったヨナスは決して逆らわなかった。しかし幼いヨナスが耐え切れなくなった時、鬱憤をぶつける相手はマルグリットしかいない。

　こいつさえいなければ、こんなところに連れて来られることはなかったのに。

　そう思えば思うほど、マルグリットが憎くてたまらなくなった。だから、わざと神聖力を与えずに知らんぷりをすることにしたのだ。

　一日に三、四回は力を与えるようにと言われていたのに、朝も、夕方も頭を撫でるだけで神聖力は出さずにいた。するとマルグリットの顔色はどんどん白くなり、呼吸するだけの人形のようになっていく。

　――こんなやつがどうなったって、知るものか！

　そう心に決め、寝台の端っこに丸まった。今日は特別につらい日だった。だからもういい、国に幸福をもたらす王女なんて嘘っぱちだ。だってぼくはこんなに不幸になっているじゃないか。

　懸命に目をつぶった。必死に眠ろうとした。それなのに……どうしても眠ることができなかった。

　ヨナスは諦めて起き上がり、マルグリットの元へにじり寄る。そして手のひらに力を集め、丸い光をそっと手放した。

　ふわ……と光が広がり、マルグリットを包む。最近ようやく身につけた、神聖力の制御の賜物だった。

　みるみるうちに顔色を取り戻したマルグリットは小さな唇をむにむにと動かし、そして――

『笑った……』

　ただの偶然だったのかもしれない。それでもヨナスの目にマルグリットは喜んでいるように、感謝しているように……赦しているように見えた。

『う……っ』

　ヨナスの目から涙がこぼれた。

　本当はわかっている。悪いのはマルグリットではない。自分がつらいからといって、こんなに小さな赤ちゃんに酷いことをしてはいけないと。

　大声を出したら誰かが来るかもしれない。だからヨナスは声を殺して泣いた。

　――あれからだな、俺が心を決めたのは。

　何があろうと、マルグリットのために生きる。そう決めたのだ。

　マルグリットは神聖力がなければ死んでしまう。そして、彼女が受け入れる神聖力はヨナスのものだけだ。それなら彼女のために側にいるしかない。

　とはいえそれも、マルグリットが目覚めるまでの話だ。

　自分の力が必要なくなれば、もう城ここにいる理由もない。養父には後嗣がおらず、必然的に子爵位を受け継ぐことにはなったが、そんなものは返上すれば済むことだ。

　――仲間を探す旅にでも出るか……。

　真偽のほどは知れないが、シルマの民にはそれなりの金を支払ったと聞いている。その代わり、王都周辺には近づかないよう約束させたと。

　――万が一にも俺が仲間と出くわして、里心がつかないようにということだろうな。……周到なことだ。

　確かに、幼い頃なら脱走したかもしれない。しかしそれも昔のこと。ヨナスは自分にしがみつくマルグリットを見下ろした。

　――彼女の側には、おそらくあの男がいることになるだろう。

　シャリル公爵家のローラン・メリル。筆頭公爵家の後嗣で王太子の側近。そして、王の覚えめでたい、地位も名誉も持つ男。

　ようやく厄介な役目が終わる。そう思うのに、胸の奥がチリチリと焦げるように痛むのはなぜなのか。ヨナスはマルグリットのほうへ寝返りを打ち、抱き寄せるように腕を回した。

　金色の髪に鼻先を埋める。今夜は眠れそうになかった。
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　すう、と冷たい空気が胸元を通り、マルグリットは目を覚ました。

「……ヨナス？」

　身を起こして部屋を見回すと、朝の光がさんさんと差し込んでいる。

　ぼんやりとしていたマルグリットは、叩扉の音にぴんと背筋を伸ばした。

「失礼いたします」

　緊張の面持ちで入ってきたのは一人の女官と、付き従う数人のメイドたちだ。ヨナスではなくがっかりするマルグリットに、女官は微笑みを浮かべた。

「おはようございます、王女殿下」

　優雅な一礼の後、マルグリットの薔薇色の頬に安堵の息をついた。

「王妃殿下が、王女殿下のご体調について報告するようお言いつけでしたが……お元気そうでようございました。きっとご安心なさることでしょう」

　そう言うと、扉前に控えていた別の女官へ合図をする。目配せを受けた女官が一礼して部屋を出たのは、王女の様子を伝えに行くためだろう。

「ひとまずご挨拶いたします。私このたび正式に殿下付きの女官となりました、ゾーラ・ベルトーと申します。ゾーラとお呼びくださいませ」

　寝起きの頭で挨拶を受けたマルグリットは、ゾーラが昨日昏倒した女性であることと、母が自分に女官をつけると話していたことを思い出した。

「ゾーラ……あなた、怪我はなかった？」

　倒れた時のことだと悟り、ゾーラは赤くなりながら頭を下げる。

「はい。……王女殿下がご不快にお思いでしたら、別の者をお付けすることも可能でございます」

　マルグリットは首をかしげた。怪我をしていないかと尋ねただけで、交代を求めた訳ではない。

「わたしのことは名前で呼んでほしいわ」

　母も私的な場ではそうしていたようだ。ゾーラはほっとしたようにうなずいた。

「ありがとうございます。……昨日は大変失礼いたしました。とんでもない失態でしたのに、妃殿下からこのように名誉な役目を仰せつかり、感謝の言葉もございません。身命を賭してマルグリット様にお仕えいたします」

　ゾーラはイザベラと同じか、少し年上くらいだろうか。落ち着いた雰囲気の既婚夫人で、品はあるが地味な服装と髪型をしている。

「当面専属の女官は私一人ですが、他はマルグリット様のご意向を伺いながら選ぶ予定です。……お目覚めのお茶モーニングティーをお飲みになりますか？」

　メイドの押す銀色のワゴンをちらりと見てから、マルグリットは首を横に振った。

「左様でございますか。では、洗面はこちらで……入浴をご希望でしたらすぐに支度いたします」

　足元に室内履きが揃えられ、洗面台まで案内される。

「イザベラ様はくれぐれも殿下を起こさないようにと仰せでしたが、お目覚めになっていてようございました。午後のお茶をご一緒なさるのを、それは楽しみにしておいでですのよ」

　入浴を断ると、鏡の前に座らされた。若いメイドが手際よく髪を結っていく。

「ずっと昔から、イザベラ様は季節ごとに新しいドレスを用意なさっていました。マルグリット様の御お髪ぐしや肌色に合う生地を織るところから始められることまであったほどです」

　別のメイドがずらずらとドレスを運んでくる。どれも生地といい飾りといいデザインといい、大変手の込んだ最上級のものだ。

「せっかくのお仕度も、お小さかったマルグリット様が成長なさるとサイズが合わなくなってしまわれて……。それを処分なさる時の、イザベラ様のご心痛を思うと……」

　ゾーラはそっと涙を拭う。

「イザベラ様のご気分がよい時は、ご家族皆さまでお茶を飲まれます。お忙しい陛下もこれだけはとお時間を捻出されるのです。マルグリット様も同席なされば、どれほどお喜びになることでしょう」

　王妃付き女官だっただけあり、ゾーラはおっとりとした口調で話しながら手際よくメイドに指示を出し、ドレスを選んでいく。

「本日はあまり畏まらない服装でよろしいかと思います。御髪もこのように、ふんわりと可愛らしく結ってみましょう。……その淡い緑の、首回りにレースを使っているドレスをこちらに。……ああ、よくお似合いですわ。これならお身体も楽かと思います」

　マルグリットの肩にドレスを当て、鏡を見ながらうなずいた。

「ジュエリーはこのブローチをお着けになってくださいませ。こちらは王女だけが身に着けられるジュエリーのひとつで、大変由緒あるものなのです」

　王家に伝わるブローチの中心は大粒のサファイアで、周囲は繊細な銀細工で囲まれている。その銀細工の先端にはいくつものダイヤモンドが輝いていた。

　宝石に興味のないマルグリットでも見惚れるほど美しいジュエリーだ。靴や小物の説明を続けていたゾーラの話が途切れるのを待っていたマルグリットは、ようやく尋ねることができた。

「ヨナスはどこにいるの？」

「……ヨナス様は礼拝のため、朝早く神殿に向かわれました」

　城にはもういないようだ。

「いつ帰ってくるのかしら」

「礼拝の後はそのまま鍛錬をされるはずですので……。よろしければ遣いを出して確認してみましょうか」

「鍛錬……それは、いつものことなの？」

「はい。礼拝と鍛錬は聖騎士様の毎日のお勤めのひとつです」

「そう……」

　マルグリットはうつむいた。ヨナスに抱きしめてもらった時には温かかった身体が、もう冷えてしまっている。

　しょんぼりとする王女を見かねたゾーラは思わず慰めの言葉を口にした。

「お勤めを終えられたら、すぐにお戻りになりますわ。ヨナス様は真面目でご自分に厳しくていらっしゃいますから、どのような時でも役目を果たそうと真摯に努力なさっているのでしょう。本当は、マルグリット様のお側にいたいとお思いだったはずですのに」

　ヨナスが真面目な騎士であるのは事実だった。嵐だろうが雪だろうが決して休むことなく、淡々と礼拝し鍛錬を積む姿は修行僧さながらだ。甘やかされて育った貴族出身の聖騎士たちとは雲泥の差である。

　懸命に気を引き立てようとする女官の言葉に、マルグリットは微笑む。鏡の中の自分は寂しそうな顔をしていた。
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「待っていたわ、マルグリット！」

　部屋に入るなり、待ち構えていたイザベラが席を立つ。それに合わせて男性陣も一斉に立ち上がった。

　マルグリットはゆっくりと部屋の中を見回した。ゾーラに案内された小部屋は、白と緑を基調とした心地よい空間だった。大きな窓は開かれ、爽やかな風がカーテンを揺らしている。

　部屋には両親と兄の他に、昨日紹介されたローランまでいた。彼は兄の隣でマルグリットに微笑みかけている。

　――ローランはまたいとこだし、お兄さまと一緒にお仕事をしているから、一緒にいてもおかしくはないのね。

　頭の中が明滅し、内心の疑問をそのまま口にするのはマナー違反だと教えてくれる。マルグリットはその助言を受け入れた。

「遅くなってごめんなさい。あまり、お待たせしていなければいいのだけれど」

　昨日よりもすらすらと言葉が出る。マルグリットは思わず瞬いたが、イザベラは気づかない様子で娘を抱擁した。

「いいのよ。あなたに無理をさせたくはなかったの。すっかり顔色がよくなったわね。体調はどう？　昨夜はよく眠れた？」

　矢継ぎ早な質問に、昨日なら戸惑っていただろう。しかしマルグリットは椅子に腰掛けながらすんなりと問いに答えた。

「はい、もうすっかり。夜もぐっすりと眠れました」

　ヨナスのおかげで、と続けるつもりだったのに、目の前に茶器が置かれたことで口を噤む。

「それはよかった」

　ダヴィドは目を細めて妻の顔を見、そしてマルグリットへ向けて相槌を打った。

「私の両親は大変厳しく、忙しい方たちでな。別々に食事を摂るのが当たり前だと思って育ったのだ。だがイザベラがそれでは寂しいと言うものだから、習慣を変えたのだよ」

　先王が――そしておそらくは歴代の王族がそうだったように、ダヴィドも当初は妻と食事を共にするのは週に一回程度でよいと考えていた。一緒に茶を嗜むなど想像の外だ。それをあっさりと覆したのは、ダヴィドがイザベラに心底惚れきってしまったからだった。

「私の朝は早いし、昼食を取る習慣もない。夜は大臣や外交官を招いての会食が多いから、せめて茶なりと一緒に飲むことにしたのだ。これがなかなかいい。気分転換になるし、イザベラの元気そうな顔を見れば午後の政務がはかどってな」

　ダヴィドは上機嫌で茶を飲んでいる。そんな夫をイザベラは軽く睨んだ。

「簡単なものでいいからお昼を召し上がるよう、何度もお願いしておりますのに」

「うむ……しかし、会議の合間に飲み食いする訳にもいかんのだ。……今日は顔色がいいな。熱はなかったようだが」

　王は話を逸らしたが、体調について尋ねた相手は娘ではなく妻である。

「ええ、昨夜はここ何年もなかったほどぐっすり寝やすみましたもの」

　得意げに言って、マルグリットの全身に視線を走らせた。

「髪もドレスも、とても素敵よ。マリーによく似合っているわ。ねえ、あなた」

　イザベラの瞳は輝き、頬は自然な血色で紅潮している。母というよりまるで少女のようだ。ダヴィドは笑みを浮かべた。

「そうだな。おまえの次に美しいよ」

「まあ、すぐにそんなことばかりおっしゃって」

　ほほほ、と笑ったイザベラは、優雅に茶を飲む娘を感慨深げに見つめた。

「……マリーとこうやって、一緒に過ごせるなんて……夢のようだわ」

　しみじみとした呟きだ。長年の苦悩が消え、晴れ晴れとした表情の妻へ労わりの眼差しを向けながら、ダヴィドは深くうなずいた。

「神へ感謝せねばならんな。こうやって、家族全員で茶を飲めるようになったのだから」

　父の言葉に反応したマルグリットはちらりとローランに視線を遣った。ローランはすぐにそれに気づき、軽く肩をすくめる。

「うちは城内に部屋を賜っているから、昨夜はそこに泊まったんだ」

　さらに「ここでは砕けた話し方が許されているんだ」と笑顔で補足すれば、兄もすかさず口を挟む。

「ローランはぼくと兄弟のようにして育ったからね。家族みたいなものだよ」

　息子の言葉に、ダヴィドも強く同意した。

「そのとおりだ。それにローランはギュスターヴの右腕として、既になくてはならない存在になっている。マルグリット、おまえもローランを家族として大切にしなさい」

　またいとこで兄の側近。城内にある部屋へ泊まり、家族だけの茶会に同席できるほどの関係。

　それなら確かに家族のようだと言えるだろう。マルグリットは素直に応えた。

「はい、わかりました」

「……私は昔から剣術にばかり打ち込んで、芸術とは縁遠い生活を送ってきた。その点ローランは違う。絵筆を持てば宮廷絵師が裸足で逃げ出すほど絵が上手く、楽器を奏でさせれば芸術長官が勧誘にくるほど達者だ。多才な男だよ」

「下手の横好きというだけです」

「謙遜するなよ。マリー、ローランの絵は本当に素晴らしいんだ。彼からもらった絵がぼくの部屋にも飾ってあるから、後で見においで」

　和気あいあいとした会話がようやく途切れる。マルグリットはナプキンで口元を拭い、父と母の顔を交互に見ながら切り出した。

「お父さま。明日もお茶をご一緒できますか？」

「ああ、もちろん。……ローランが今夜も城に泊まれるなら、明日も一緒に茶が飲めるな」

「陛下がお望みなのは、仕事の後に杯を交わすことなのでは」

「もちろんだ。よく気づいたな」

　男たちは声を上げて笑った。

　マルグリットはわずかに首をかしげてそれを聞いていたが、笑いが納まった頃になってようやく本題を口にした。

「では、明日はヨナスも呼んでいいでしょうか」

　皆は唐突に黙りこくった。

　ダヴィドは眉間に皺を寄せ、兄は困ったように眉尻を下げ、そしてローランは目を伏せたまま茶を飲んでいる。

　この部屋は王族の居住区域の中の、極めてプライベートな空間だ。たとえ高位貴族であっても入室は許されず、ダヴィドとイザベラが「王と王妃」という役目を忘れることのできる数少ない場所だった。ここにヨナスが足を踏み入れたことはただの一度もないことを、マルグリットが知るはずもない。

「わたしとヨナスが結婚しているのなら、わたしたちは家族だわ。違いますか？」

　それは糾弾ではなかった。マルグリットはただ疑問を口にしただけだ。しかし、だからこそ答えにくい問いでもある。

　ダヴィドは渋面になったが、妻の視線に努めて眉間の力を抜いた。

「おまえたちのあれは……なんと言うか、王家の正式な儀式に則ったものではないのだ」

　精一杯言葉を選んだ。まさか「おまえが目覚めるとは思わなかったから、妻の好きなようにさせただけだ」などと本当のことを言う訳にはいかない。

「でも、お母さまは昨日、神の前で誓ったとおっしゃいました」

「だからそれは、言うなれば……神殿を巻き込んだ、子どものままごと遊びのようなものだ。立ち会った神官も、あれが本物だとは思ってはいまい」

「いいえ、あなた」

　イザベラはマルグリットが聞いたことのない冷ややかな声を出した。

「あの時あなたは確かに、王として結婚許可証に署名をなさいました。神官とて同じです。わたくしは何度も確かめましたもの、これで二人は夫婦になったのかと。そうだとおっしゃったのは陛下、あなたです」

　言葉に詰まる夫をよそに、マルグリットへは優しく笑んで見せた。

「あなたの言うとおりね。明日はヨナスも誘ってみましょう。エスコートしてもらえばいいわ。あの素敵な騎士服を着るように伝えてちょうだい」

「イザベラ！」

　さすがのダヴィドも厳しい口調になる。しかしイザベラはグラスの水を一口飲むと、やわらかな笑みを浮かべて夫を見返した。

「マルグリットは間違っていませんわ。そうでしょう、あなた」

　ダヴィドは歯ぎしりする思いだった。

　これが他の誰かならどうとでも言いくるめ、納得させることができる。たとえ納得しなくとも、王命として従わせればいいだけだ。

　ただ、イザベラだけは別だった。ダヴィドの最愛、唯一の弱み。そのイザベラが、あの目障りな流民のことになると頑として意見を変えなくなる。

「……その話は後にしよう。マルグリット、今日はおまえの好物がわからなかったから、色々と用意させた。気に入ったものがあれば言いなさい。調理長の励みにもなるだろう」

　いっそのこと目覚めずにいればよかったのにと、密かに考えながらダヴィドは笑う。

「そうだね。ぼくもマリーの好きなものや、好きなことを知りたいよ。ローランもそう思うだろう？」

　両親の間に流れる不穏な空気を払拭しようと、ギュスターヴは必要以上に熱心な口調で語った。

「お茶を飲んだら、三人で一緒に庭を歩いてみないか。色々な花を実際に見て、好きなものを選んでもらったらどうかな」

「それはいいな。そうしよう」

　ローランは目をいたずらっぽく輝かせた。

「花の名前にはちょっと詳しいんだよ。絵に描くことも多いからね」

「へえ。それは知らなかったな」

「それはそうさ。執務室で仕事をしながら花の名前なんて喋り出したら、おかしなやつだと思われるだろう」

　じゃれるようにして軽口を叩きあう兄とローランを眺めながら、マルグリットはきゅうりのサンドイッチをひと口食べた。噛んだ途端鼻に青臭さが抜け、驚いた拍子にそのまま呑み込んでしまう。

「きゅうりはあまり好みじゃなかった？」

　可笑しくてたまらないと言いたげな顔でローランがこちらを見ている。金色の髪と繊細な容姿。プラチナブロンドの兄とは髪色が違うのに、並んでいる姿はどこか血縁を感じさせた。

「きゅうりが嫌いなの？」

　ギュスターヴは口元を押さえたままの妹をまじまじと見た。

「たぶんね。口に入れたらびっくりしたような顔をしていたから」

　あー、とギュスターヴが納得したような声を出した。

「ぼくも子どもの頃は苦手だったよ。今は平気だけどね。あとグリンピースも」

「そういう食べ物は多いよな。……ということで、マルグリット。きみも慣れたらそのうち美味しく食べられるようになる。だから少しずつ、色々な物を食べてみるといい」

　小さい頃の兄たちを想像するのは難しいが、苦手な食べ物を我慢して食べる姿は可愛らしく思える。マルグリットはふわりと笑って小さくうなずいた。それを目にした二人は黙り込み、そしてサッと目を逸らす。

「……自分の妹ながら、こんなに可愛くていいのか心配になるよ」

　ギュスターヴはまたいとこの耳元でひそひそと囁いた。

「全くだ。予告をしてから笑ってもらわないと、心の準備ができないな」

　ローランは赤くなった顔を手のひらでひと撫でし、咳払いをしてから身を乗り出した。

「そのお茶を飲み終わったら三人で散歩だ。いいかい？」

　相手を気遣いながら、ほどよい強引さで話をまとめる。交渉に長けたローランらしいやり方だった。迷う素振りを見せたマルグリットだったが、儚げな見た目からは意外なほどはっきりと誘いを断った。

「……ごめんなさい。お庭には行けません」

　マルグリットが迷ったのは、頭の中の礼法書が「男性の誘いは婉曲に断わること」と主張していたからだ。しかし、ローランは家族同然の存在だ。一般的な「男性」とは違うと判断しての回答だったが、ローランはその迷いを別の意味で受け取ったようだ。笑顔を微妙に強張らせながら説得を始めた。

「どうして？　二人きりにはならないし、女官も一緒だよ？　ああ、もしペルデンに遠慮しているのなら、ぼくが許可をもらってもいい。きっと駄目とは言わないさ」

「いいえ」

　マルグリットは、その場にいる全員が自分を見ていることに気づいていない。

「……初めてお庭を歩く時は、ヨナスと一緒がいいの」

　ローランは唇をかすかに動かしたが、言葉を発することはなかった。

　一瞬の静寂の後、何事もなかったよう時が流れ始めた。使用人は皿を片付け、茶を注いでいる。苦虫を嚙み潰したような王の顔を横目で見たローランはすぐに自分を立て直した。

「へえ……随分気に入っているんだね、あの聖騎士のこと」

　笑顔の目が笑っていない。言い方にも微妙な圧がある。

　マルグリットは首を傾げた。ヨナスはマルグリットにとって他の誰にも、何にも代えられない特別な人だ。それを「気に入る」と表現するのだろうか。

　何となくしっくりこないものを感じて返事をできずにいると、女官から何事か耳打ちされたイザベラが両手をパンと打ち鳴らした。

「まあ、そうなの？」

「はい。今朝のマルグリット様があまりにもおかわいそうで、早く帰城なさるよう遣いを出していたそうです」

「さすがゾーラだわ。専属にして正解だったわね」

　満足そうなイザベラは娘の名を呼んだ。

「マリー」

　男性陣には視線さえくれず、娘だけに笑顔を向けた。

「ヨナスはすぐに来るそうよ。もう近くまで来ているんですって」

「本当？」

　パァッと顔がほころんだ。

「ええ。あなたが寂しそうにしていたから、ゾーラが気を利かせて神殿に遣いを出していたのですって。後であなたの女官を褒めてあげなくてはね」

　微笑み合う美しい母娘の様子を、ダヴィドは苦々しい思いで眺めるしかない。全ては娘のためだと妻にかき口説かれ、流民を婿とした己の不徳故のことだ。

「失礼いたします」

　聞こえてきた硬い声は、マルグリットの待ち望んでいた人のものだった。

「ヨナス！」

　嬉しそうに顔を輝かせる王女を、頭を下げたヨナス以外の全員が見ていた。

　いつもどおりの白い騎士服だ。急いで身支度をしたせいか、たっぷりと水分を含んだ黒髪を後ろに流し、腰には長剣を佩いている。

　一見すらりとしてはいるが、戦闘に耐えうる筋肉はしっかりついている。どこを取っても腹立たしいほどの姿のよさで、それが一層ダヴィドを苛立たせた。

「よく来てくれたわね。鍛錬の邪魔をしていなければいいのだけれど」

「いえ、邪魔などとは決して」

　素っ気ないほど堅苦しい態度だ。マルグリットはおずおずと問いかけた。

「あの……お茶を一緒にと、思ったの」

　ヨナスはその時初めて、王女に視線を向けた。琥珀色の瞳に射抜かれたマルグリットはそれ以上何も言うことができない。

　しかし彼はすぐに視線を逸らし、今度はテーブルについている男たちを見た。三人と一人の視線がぶつかり合う。空気が張りつめて破裂しそうになってからようやく、ヨナスはマルグリットに視線を戻した。

「ありがたいお誘いですが、私は結構です。どうかお気遣いなく」

　あっさりと断られたマルグリットはうつむいてしまう。イザベラはヨナスを軽く睨みながら、娘の肩に手を乗せた。

「マリー。あなた、まだお茶を飲むの？」

　手をつけていない菓子があるけれど、胸がいっぱいで食べられそうにない。マルグリットが首を縦に振れば、イザベラは優しく肩を叩いた。

「それならヨナスと庭を歩いてみたら？　初めては二人でと決めていたのでしょう？」

　パッと顔を上げる。ヨナスは無表情のままで、感情は窺えなかった。

「ヨナス、わたし……」

　あなたと一緒に庭を歩きたい、たったそれだけの言葉を口にすることができない。頬が火照って火がつきそうだ。

「……よろしければ、私に殿下と庭を散策する栄誉をお与えください」

　ヨナスはマルグリットの前に手を差し伸べた。エスコートを申し出る仕草に胸が高鳴る。

　頬が熱い。差し出された手を見つめてから、ゆっくりと手を重ねる。マルグリットが待ち望んだ瞬間だった。





　◆






　薔薇のアーチをくぐりながら、マルグリットはこっそりと目線を左斜め上に向けた。

　ヨナスは正面を向き、マルグリットに合わせてゆっくりと歩いていた。手足が長く頭が小さいため、纏う白い騎士服が素晴らしく似合う。

　――わたしの身体くらい、簡単に持ち上げられそう……。

　エスコートのために差し出された肘に手をかけたマルグリットは、指先に感じる腕の逞しさに頬を染める。抱きしめられて眠った時の記憶が鮮やかに蘇った。

　庭園にあふれる花々が揺れ、小道を風が吹き抜けていく。金色の髪が頬を嬲り、くすぐったさにそっと微笑んだ。

　世界が輝いている。初めて見る景色の中にヨナスと一緒にいるだけで、たまらなく幸せだ。

　――ヨナスが願いを叶えてくれた。

　素焼きのレンガが敷き詰められた舗装の上を、歩調を合わせて二人で歩く。少し段差があるだけで指先に感じる腕に力が入り、ヨナスの気遣いが伝わった。

「あの……」

　思いきって声をかけると、ほんの一瞬だけ足が止まる。

「はい」

　硬い声だ。凍える夜にマルグリットを温めてくれた時の、甘やかすような声音ではない。マルグリットは迷ったが、どうしても伝えたくて勇気を出した。

「お仕事の邪魔をしてしまったのでしょう？」

　母はゾーラを褒めていたが、女官たちはヨナスがどんな時でも役目を果たすために努力していると言っていた。それを中断させていいとは思えない。

「わたしのせいなの。……ごめんなさい、大事なお勤めを邪魔してしまって」

　マルグリットはつま先へ視線を向けた。

「今日の鍛錬は終わっていました。礼拝もです」

「本当？」

「ええ。心配はいりません」

　ホッとして笑顔を見せると、ヨナスは足を止めてこちらを凝視している。不思議に思って首をかしげれば、ハッとしたようにまた歩き始めた。

「今後は、緊急時以外の呼び出しは避けていただきたいのですが」

　先ほどよりもよそよそしい口調で言われ、胸がギュッと縮こまった。

「……本当にごめんなさい」

　虫食いひとつない薔薇の葉が陽光を弾いても、もう輝いては見えない。しばらく無言のまま小道を進み、ヨナスはある区画で立ち止まる。

「わあ……！」

　落ち込んでいたことも忘れ、マルグリットは歓声を上げた。

　花とハーブがゾーニングされた場所に、淡く可憐な色の花が咲いている。

「スイートピーですね」

「スイートピー？」

　花とは縁のなさそうな男の口から出た、風変わりな花の名前だ。マルグリットは目を丸くする。

「はい、それがこの花の名前です。数年前に輸入されたばかりですので、まだここにしか咲いていません。……お気に召しましたか」

　マルグリットは手を伸ばし、薄い花弁を指先でそっとなぞった。

「スイートピー……」

　淡いピンク色の花びらがフリルのようだ。

「ええ。可愛らしくて、それに……」

　すう、と深呼吸する。

「とてもいい香り。……わたし、このお花が好きだわ」

　ヨナスはしばらく黙っていたが、やがてぽつりと呟いた。

「知っています」

　花びらを撫でていたマルグリットは顔を上げた。

「知っていたって、何を？」

「……殿下がこの花をお好きだと、私は知っていました」

　ヨナスは地面に片膝をつき、一本のスイートピーを手折る。

「殿下の元には毎日、様々な花が届けられていました。その花の世話をしていたのは主にメイドたちですが、一抱えもある花瓶などは運ぶのも大変で、徐々に私も手伝うようになったのです」

　ヨナスが手にした花の茎をくるりと回すと、ピンクの花びらが誘うように揺れた。

「百合のように香りの強い花は、あまり好ましくありません。香りの相性が悪い花もある。工夫をしはじめると楽しくなり、ある時から枕元に飾る花を用意するのは私の役目になりました」

　禁欲的な佇まいの聖騎士と、可憐な花は意外なほど似合っている。

「この花を飾ると、殿下は微笑まれるのです」

　マルグリットは瞬いた。

「わたしが？」

「はい。……メイドたちは気のせいだと言っていましたが」

　ヨナスはスイと手を差し出した。

　枕元を飾ったという花が、ヨナスの手に握られている。

　自分が本当に微笑んでいたのか、それともメイドの言うとおり、単なる思い込みだったのか。

　もはや真実はわからないが、ひとつだけ確かなことがあった。それは、ヨナスがマルグリットの目覚めを信じ、待ち望んでいたということだ。

「だから、私にとってこの花は特別なのです」

　息を呑んでスイートピーを見つめていたマルグリットは、震える手でそれを受け取ると、細い茎をぎゅっと握った。

「ありがとう……。わたしが好きなものを、誰よりも先にあなたが知っていてくれたことが……とても、嬉しいわ」

　花弁に顔を近づけると、ふわりと甘い香りがした。百合のように華やかではないが、健やかで優しい香りだ。

　目を伏せるマルグリットの頬に、細い金髪が絡んでいる。ヨナスは思わず手を伸ばした。

「お兄さまとローランが、わたしの好きなものを知りたいと言っていたの」

　剣だこのできた武骨な手がぴたりと止まる。

「お気に入りを探そうって。でも、そんなことをしなくても、わたしはスイートピーが好きだって教えられるわね。ねえヨナス、もっと一緒に――」

「お探しになるといい」

　強張った声が、マルグリットの頭上から降ってきた。

「王太子殿下たちと一緒にお探しになればいいでしょう。殿下の好きなものはいくらでも見つかるはずです」

「でも、わたしは……」

「私の役目は終わりました。それを誰よりもよくご存じなのは国王陛下だ」

　ぶっきらぼうどころか、酷く不敬で無礼な物言いだった。優しく花を差し出したヨナスが突然冷たくなったことについていけず、マルグリットはおろおろするしかない。

「次期シャリル公爵こそ、王女であるあなたの夫に相応しい。親交を深めておくに越したことはありません」

「でも……、でも、わたしと結婚したのはヨナス、あなたなのよ」

　やっとの思いでそれだけを言う。

「便宜上のことです。……もうすぐそれも終わる」

　そう言い捨てたヨナスはさっと背を向けた。

　遠ざかる広い背中を呆然と見ていたマルグリットは、手の中のスイートピーに視線を落とした。

　可愛らしいピンクの花びらが涙で滲む。

　ヨナスがなぜ急に冷たくなってしまったのか、マルグリットにはわからなかった。

　冷えた身体を抱きしめてくれた手つきや、穏やかな表情で花を摘む横顔と、自分を置き去りにして立ち去る無礼な態度がちぐはぐで、なにが起きているのか理解できない。

　――でも……。

　マルグリットは小走りにヨナスの後を追った。十八年間の献身と、垣間見える優しさを疑うことはできない。なにより自分が彼の側にいたかった。

　気配に気づいたのか、ヨナスは背を向けたままで足を止める。

「ヨナス」

　続く言葉を待っているとわかるから、精いっぱい明るい声を出した。

「スイートピーのこと、教えてくれて……ありがとう」

　ヨナスの肩がかすかに揺れる。数拍置いてから、目の前に手のひらが差し出された。

「……行きましょう」

　マルグリットはおずおずと手を重ねる。一瞬だけきゅっと握られた手は、すぐに緩んでエスコートに相応しいものに変わった。

　口を堅く閉ざしたヨナスと、寂しさを瞳に浮かべたマルグリットは、ゆっくりと来た道を戻っていった。
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　誰もいなくなった寝室で、マルグリットは大きなため息をついた。

　今日はヨナスと一緒に夕食を取ることができた。

　二人きりの食卓はぎこちなかったが、それでも無視されるようなことはなかったし、質問にはぽつぽつと返事をしてくれていた。

　それなのに、食事を終えるとすぐに「用事がありますので」と立ち去ってしまった。

　――明日のお茶会に誘ったからかしら。でも、お母さまもヨナスを誘うようにとおっしゃっていたから……。

　母の伝言をそのまま伝えたのがいけなかったのだろうか。

　寝台に腰掛けたマルグリットは、行儀悪くそのままごろりと転がった。寝支度は整えてある。入浴も済ませたし歯も磨いた。足りないのはヨナスだけだ。

　枕元に飾られた一輪挿しには、もらったばかりのスイートピーが挿してある。ふっと小さく笑ったマルグリットは、すぐに沈んだ表情になった。

　――本当に、嬉しかったのに。

　ヨナスの側にいると、全身が弾むような気持ちになる。大げさではなく髪の一本一本までがヨナスに近づきたくてうずうずするのだ。

　自分が心惹かれた花を、誰よりも早くヨナスが気づいてくれた。それがたまらなく嬉しかった。

　――お兄さまとローランの話をしたら、急に態度が変わった気がする。

　父がヨナスを認めていないらしいことは薄々感じていた。しかし母だけは終始ヨナスを娘婿として扱ってくれているし、それに……。

　――わたしはヨナスでないといやなのに。それなのにどうして、ローランのほうが相応しいなんて言うの……。

　鼻の奧がつんとして、目に涙が浮かんでくる。

　窓の外は真っ暗だ。心のままにヨナスを探しに行けたならどんなにいいだろう。

　枕に顔を埋めて涙をこらえていたマルグリットの耳が、遠慮がちなノックの音を拾った。

　どきりとして身を起こすと、入ってきたのは見たことのない女官だった。がっかりするマルグリットに、その女官は恐縮した様子で頭を下げる。

「お休みのところ大変申し訳ございません。陛下がお召しでございます」

「こんな時間に？　お母さまがお呼びなのかしら」

　夜半とまではいかないが、それなりに遅い時間だ。マルグリットが部屋を出るなら、まず身支度をしなければならない。

　不審に思うマルグリットへ、女官は顔を伏せたまま応えた。

「王妃殿下には内密にとの思し召しです。……お仕度をいたしましょう。失礼ながらお急ぎくださいませ」

　女官が言い終わると同時に、メイドたちがわらわらと周囲を取り囲む。慌ただしく着替えさせられたたマルグリットは、訳もわからぬまま部屋を出た。
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「来たか」

　ダヴィドは顔も上げずに言った。

　王族の居住区域内にある執務室だ。初めて立ち入ったその部屋は書棚で埋め尽くされ、歴史あるものか古びた書籍も多い。

　おそらく昼間でも薄暗いのだろうが、ダヴィドは夜間しかこの部屋を使わないため景観は度外視だ。むしろ紙焼けを防ぐため窓は小さく、ランプの炎が滑稽なほど薄気味悪さを醸し出していた。

　ダヴィドはそれからさらに五分ほども仕事を続け、最後に印章を押した書類を従者に渡してからようやく娘に顔を向けた。

「遅くに呼び出してすまなかった」

　マルグリットこくりと唾を呑み、父に応える。

「いえ、まだ起きていましたので。お父さまこそ、こんなに遅くまでお仕事だったのですね」

「視察の予定が入っていてな。出発前にやることが山積みなのだ」

　話しながら眉間を揉んだダヴィドは、薄目を明けて軽く指先を振る。扉が開閉する気配に振り向けば、人払いをされた部屋には二人きりだった。

「神託の件は聞いたか」

　咳払いと共に問われ、ハッとして向き直る。

「ヨナスの神聖力だけがわたしを救えたという神託のことなら、お母さまから伺いました」

「他には？」

「他に？」

　髪色こそ自分と同じだが、首をかしげるマルグリットは若い頃の妻によく似ている。ダヴィドは目を細めた。

「実は、神託はもうひとつ下されていた。むしろそちらのほうが先だったのだが……」

　ダヴィドは再びマルグリットをしげしげと眺め、やや緊張した面持ちの娘に口の端を持ち上げた。

「王女の誕生により国に安寧が訪れる、神官はそう告げた」

「……わたしの、誕生で？」

「ああ。おまえが生まれたら争いはなくなり、民は幸福に暮らせると。それどころか長雨や旱もなくなるとまで」

　マルグリットは唖然とした。

「そんな、まさか……」

　ダヴィドは物憂げにうなずいた。

「驚くのも無理はない。だがもしこの件が外部に漏れれば大きな問題になる」

　椅子の手すりに肘をつき体重をかけたが、重厚な椅子は軋みもしない。立たせたままの娘のことは全く気にならないようだ。

「問題？」

「我が国が富み栄える様を見て、周辺国は臍を噛んでいるだろう。ほんの十数年前までは伍して争ってきた国が、突然太刀打ちできないほどの力を得るのだからな。そこに神託の話を知れば、自国に恵みをもたらすためにおまえを攫おうとする可能性がある」

　ダヴィドは左手を顎の下に置いた。

「最悪は刺客が放たれることも考えられる。そんなことになれば、イザベラがどれほど心を痛めることか。ただでさえ辛い思いをしてきたのだ。これ以上の負担は避けねばならん」

　沈鬱な表情になったダヴィドは、横目で娘を眺め上げた。

「よいか。この件は決して口外してはならない。それがおまえのためなのだ。わかったな？」

　マルグリットはおずおずと口を開いた。

「このことを、知っているのは……」

「ごくわずかだ。口の堅い者しかいないから安心するがよい」

「では、ヨナスも知っているのですね」

　流民の騎士など物の数にも入れていなかったダヴィドは鼻を鳴らした。

「確かに知ってはいるだろうが、あれのことは気にするな。流民がなにを言おうと相手にする者はいない。……それよりも」

　ヨナスの話が出たのを機に、ダヴィドはオークの机にぐいと身を乗り出した。

「ローランのことをどう思う」

「どう、とは……」

　返答に困って眉尻を下げる。

「好ましいと思ったか」

　好ましいもなにも、彼のことはただの親戚としか思っていない。だが正直にそう言ってはいけないような圧を感じ、マルグリットは組み合わせた指先に力を込めた。

「……いい方だと、思いました」

「そうだろう」

　満足げに笑うダヴィドは、椅子の背にもたれながら顎を撫でた。

「私とギュスターヴが視察に出ている間、ローランにおまえの面倒を見るよう頼んでおこう。彼になら安心して任せられる」

「わたしのことならヨナスが」

「あれには別の仕事がある」

　ダヴィドはぴしゃりと言った。

「おまえに神聖力を与える必要がなくなった以上、今までと同じようにはいかん。そもそもあれは聖騎士なのだ。騎士として働くのが本来の姿だろう。それに比べてローランはおまえとも血のつながりがある親戚で、ギュスターヴの腹心だ。私の不在中に頼るべきはローランしかいない。それをよく覚えておくように」

　人知を超えた力により現世の知識を備えていたマルグリットだが、ダヴィドの言葉の裏に込められた複雑な感情を察することはまだできなかった。だから腹を立てることも、父が本当は何を言いたいかもわからずに、ただ得体の知れないものに呑み込まれそうな気がしてうつむくことしかできなかった。

　愁眉を開いたダヴィドは、震える娘を労わるように声を和らげた。

「私の言うとおりにすれば全ては上手くいくのだ。我儘を言ってこれ以上私を煩わせるな」




　いつの間にか自分の部屋に戻っていた。

　どうやって父の前を辞したかも覚えていない。気づけばまた寝支度をして寝台に押し込まれていた。

　胸の奥でぐるぐると渦を巻くこの感情が何なのか、マルグリットにはわからないままだ。

　――ヨナス……。

　ただ、ヨナスに会いたい。風に乗ってこっそり会いに行ければいいのに。

　――あ、温かい……。

　寝返りを打てば、ふんわりとした温かさが伝わってきた。

　熱した石を布で包んだものが寝台を温めている。寒くないようヨナスが手配してくれたのだろう。

　マルグリットはもぞもぞと石に近づいた。温かくて嬉しいのに寂しい。閉じた瞼からぽろりと涙が転がり落ちた。

　――明日は、ヨナスと一緒に過ごせますように。

　枕に涙が吸い込まれていく。一本きりのスイートピーがそれを見ていた。
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　神殿の部屋を連れ出されたヨナスは、淡く灯る光の中を歩いている。

　あと数刻で真夜中になろうかという時間だ。人っ子一人いない回廊は寒々しく、神を祀る場所であるが故の幽玄さに包まれていた。

　小さな金属音に正面を見る。帯剣した三人の男たちに先導されて向かうのは王城だ。

　マルグリットと庭園を歩いた日から、既に五日が経っていた。

　あの夜、自分の酷い言動に耐えられず鍛錬場で一人剣を振っていたヨナスの前に、王の遣いだという男がやってきて「これからは神殿で暮らすように」と命じた。

　神殿側には話を通していたようで、案内された部屋にはわずかな私物が既に運ばれているという手回しのよさだ。

　下位神官か、もしかしたら下男のものかもしれない狭く粗末な部屋を、誰がヨナスに宛がったのかはわからない。ヨナスにダメージを与えようとする他の聖騎士の仕業かもしれないが、元々華美な生活は合わない性た質ちである。

　そうは言っても王城とは天と地ほど違う部屋に申し訳なさでもあったのか、案内係を押しつけられた神官はそそくさと立ち去っていった。荷物を整理しているところにやってきたフランツのほうが酷い扱いに怒りだしたほどだ。

　結局その部屋が使われることはなかった。実家からの寄進という名の賄賂により広い部屋を与えられているフランツが、ヨナスを自室に連れ込んだからだ。

　フランツは整理整頓が苦手で、下人を雇い掃除や洗濯をさせている。下級神官にあるまじき友人の暮らしぶりを見るに見かね、今や聖騎士であるヨナスがフランツの身の周りの世話をしているような状態だ。

　友人との生活はなかなか楽しい。貴族からすればみすぼらしい暮らしのせいか、いやがらせもなくなった。しかし、穏やかなはずの胸を占めるのはマルグリットのことだけだ。

　色とりどりの花に囲まれて笑うマルグリットが、どれほど美しかったか。

　白い肌のなめらかさや、陽の光に反射する髪の香り。風になびくうなじのおくれ毛と、淡いピンク色をした耳たぶの可愛らしさ。思い出すだけで泣けてくるような、言いようのない切なさで苦しくなる。

　それと同時に、自分を排除しようとする王の強い意向をいやというほど思い出す。王と同じ考えの男の存在も。

　――俺を今にも射殺しそうな顔をしていたな。

　シャリル公爵家のローラン・メリル。王の従甥で王太子の側近という立場を利用し、マルグリットと関係を深めるつもりなのだろう。それを邪魔するヨナスが目障りで仕方ないのだ。

　胸にどす黒いものが広がる。

　あんなにやけた男、その気になれば一発で叩きのめすことができる。本気を出せば足を舐めさせることだってできるだろう。それをしないのはヨナスが現実をわかっているからだ。

　マルグリットに相応しいのは身分のある男だ。そう思うからこそ断腸の思いで冷たくした。やわらかな頬を撫でたい衝動を抑え込み、悲しそうな目をしないでくれと懇願したくなるのを必死にこらえた。それは王の意向などとは違う、ヨナスが否応なく巻き込まれてきた貴族社会の在り方に、無垢で清らかな王女を巻き込みたくないからだ。

　薄々事情を察したらしいフランツからは「あまり深みにはまるなよ」と助言されたが、そんなことはわかっている。誰よりもよくヨナスはわかっていた。

「お乗りください」

　無紋の馬車の前で、一番年かさの男が言う。まるで罪人のような扱いに不満はあるが、ただの遣いに文句を言っても始まらない。ヨナスは自分を取り囲む三人の男へ視線を走らせた。

　ヨナスに声をかけた年かさの男だけが自然体で、後の二人は刺々しい雰囲気だ。共通しているのは利き手が右だということと、揃って体格がいいことくらいか。

　どちらにしても敵ではない。一斉にかかってきたとしても勝負は一瞬だろう。

　ヨナスは無言で馬車に乗り込んだ。





　◆






　王族の居住区域に近づくにつれ警護は厳重になり、物々しい雰囲気になる。幼い頃のヨナスにとっては恐ろしく思えた場所も、今では見慣れた光景だ。

　――王女の居室ではないのか。

　マルグリットの部屋にほど近い、ヨナスが初めて入る部屋の前で男たちは足を止めた。片開きの扉に近衛は一人だけだ。

　ということは、中にいるのは王ではない。ヨナスはホッとしながら部屋に入る。あくの強い王と対峙するには心の準備が必要だった。

「ああヨナス、よく来てくれました」

　そう声をかけたシメオンはすぐに立ち上がった。後ろには数人の神官が控えている。流民の聖騎士を大神官が迎えるという状況に不服そうだ。だがヨナスは冷ややかな神官の視線よりも、シメオンの向かいに座る男に釘付けになった。

　――ローラン・メリル！　なぜ貴様がここに……。

　ある意味王よりも会いたくない相手だった。それはローランも同じなのだろう、座ったまま横目でじろりとヨナスを睨みつけると、すぐに顔を背けてしまう。

「このような時間に申し訳ありませんでしたね」

　気遣う言葉をかけられ、ヨナスは同じ神殿にいながら滅多なことでは顔を合わせることのない大神官に向き直った。

「王女殿下になにがあったのですか」

　王命により城を追われた自分をこんな時間に呼び出すとしたらそれしかない。前置きを省いてずばりと問えば、付き従っている神官がいきり立った。

「猊下のお心遣いを無視するとは無礼であるぞ！」

「いいのです。……そうですね。あなたにはそれを問う権利があります」

　沈痛な面持ちに、胸と腹の境目が締めつけられるような不吉な予感を覚える。

「……王女殿下がお目覚めになりません」

　ヨナスは息を呑んだ。

「そんなことはあり得ない！」

　ヨナスはたったの二歩でシメオンの前に立つと、僧服の骨ばった肩を両手で掴んだ。

「あなたは『王女の目覚めは不可逆的なものだ』と言った。『今は一時的に不安定なだけだ』とも！　それなのになぜお目覚めにならないのですか！」

　鍔鳴りの音と共に二本の剣がヨナスを取り囲んだ。ヨナスを城へ連行した護衛――シャリル公爵家の騎士が剣を抜いたのだ。

「手を離せ」

　ローランが短く言う。ヨナスの中に殺意が湧き上がり、ぎらつく目で傲慢な男を睨みつけた。

「剣を引かせろ。この部屋を血に塗れさせたくないならな」

　琥珀色の瞳は昏く、獣じみた光を放っている。ローランの背にじわりと汗が浮かんだ。

「おい、誰に向かってものを言っている！」

　カッとなる自家の騎士を手で制し、ローランはうなずいて剣を収めさせた。

「これでいいだろう。さあ、おまえも手を離せ」

　ヨナスは視線をシメオンへ移し、ゆっくりと手を下ろす。ローランは整えていた金髪を崩すようにしてかき上げながら、椅子の背に深くもたれた。

「座れ」

　シメオンが座るのを待って命じられたが、従う気は更々ない。顎を上げ両手を後ろで組んだヨナスに、ローランは小さく息を吐いた。

「大神官の言葉は事実だ。殿下は四日前の朝から意識が不明瞭になり始め、日を追うごとに眠る時間のほうが多くなっている。医師は原因不明だと言うし、女官に確認しても特段変わったことはしていないと確認が取れている」

「では、なぜ」

　ローランは頭痛をこらえるようにこめかみを揉んだ。よく見れば目の下には濃い隈がある。

「おまえの言ったとおり、王女は目覚めたその瞬間から現世に馴染み、我々と同じ只人となる。つまりもう神聖力を必要とはしない。……少なくとも、私はそう思っていた」

　説明しながら目を閉じた。

「四日前は強い眠気を感じている様子だったが、午睡を挟んでやり過ごしていた。三日前から終始うつらうつらとして、食事も口元に運んでようやく食べたほどだ。そして今日は名前にも反応しなくなってしまった」

「……なぜ私を呼ばなかったのですか」

　怒りがあまりにも強すぎて、唸るような声が出た。

「初日にも力を与えたことは報告してあったはずです。只人でありながら殿下は力を受け入れ、明らかな回復を見せた。今回もそうしていれば、こんなことにはならなかったはずだ」

「……環境の変化で疲れが出ることはよくあることだ」

「それで今まで放置した挙句、いよいよどうすることもできなくなって私を連れてきたのですか」

　落ち着こうとして吸った息が肺で熱を持つ。怒りを吐くように普段の言葉遣いが口を突いて出た。

「ざまはないな」

「貴様……！」

　いきり立った一人の騎士がヨナスの胸ぐらをつかんだ。

「貴様にローラン様の何がわかる！」

　先ほどヨナスに噛みついた男だった。ローランに仕えているところを見れば間違いなく貴族。そしてこの反応から、あるじと同じく人間は血筋が全てだとでも考えているのだろう。ヨナスは目線よりわずかに低い男の目を見据えた。

「おまえたちがなにを考えているかに興味はない、王女殿下が無事であるうちはな。……手を離せ、今すぐにだ」

　琥珀色の瞳になにを見たのか、男は面白いほど顔色を変えた。緩んだ手を片手で叩き落として衿を払う。

「王は何と言っている」

「おい、不敬にも程が――」

「エンゾ、少し黙っていろ。……陛下はギュスターヴと一緒に視察に出ている。帰城は明日の予定だ。ご不在の間、マルグリット殿下についての全権は私に委任されている」

　王の帰還を前にして、回復を見せないマルグリットに焦り、やむなくヨナスを呼び出したということか。

「王妃は？　殿下の体調を一番気遣っているのは王妃だろう。何も言わなかったのか」

　ローランは黙り込んだ。その顔を眺めていたヨナスは、ようやく事の次第を理解する。

　おそらく王妃はすぐにヨナスを呼べと言ったのだろう。だが王はそれを許さなかった。根拠は大神官が王女は速やかに現世へ馴染み、再び昏睡状態に陥ることはないと保証したことにある。

　ここでローランがヨナスの力を借りることなくマルグリットを救えたなら、王妃はヨナスに固執する必要はなくなる。婚姻取り消しに賛成するかもしれない。王とローランはそう考えたのだ。

　狂暴なまでの怒りが膨れ上がり、ヨナスは骨が軋むほど強く拳を握りしめた。

「誤解するな。大神官は初めからおまえを呼ぶべきだと言っていた。それを止めていたのは陛下と私だ」

　ローランに手で示されたシメオンは、ゆっくりと口を開いた。

「……王女殿下の意識が朦朧としておられる理由は……ヨナス、あなたではないかと考えています」

　ヨナスは思わず顎を引いた。

「私、ですか」

「はい」

　シメオンは怒りで今にも発火しそうな琥珀色の瞳を見返す。

「神聖力は本人の素質に加え、強い意志がなければ使うことはできません。そして神託によって発見されたあなたは、始祖に匹敵するほど強大な力を持っている」

　どこか必死さを滲ませながらシメオンは説明した。

「それと同じように、力を受け取る側は大きな『器』を持っていると考えられます。その器に一定量の力が満たされたことで、殿下はお目覚めになったのでしょう」

「では、何等かの理由で溜まっていたはずの神聖力が、閾値を割ってしまったと？」

「はい。そして力を受ける側である王女殿下も、心の状態によって器を保持できなくなるのではないかと思われます。……全ては推測にすぎませんが」

　心の状態。つまり――

「おまえがいないことで不安定になり、昏睡状態に陥りかけているということだ」

　目覚めてからほんの少ししか一緒に過ごしていない流民の騎士を求めて、王女は眠りにつこうとしているというのか。

　信じられない。頭を殴られたような衝撃にヨナスは呆然となった。

「まさか、そんなことが」

「誰よりもそう思いたいのは私のほうだ」

　ローランは息を吐き、乱暴な仕草でクラヴァットを緩めた。

「だがそれ以外に説明できない。医師は治療できず、おまえ以外の神聖力は受け付けず……もはや水分すら取れなくなって衰弱しきっている」

「な……！」

　予想していたよりもずっと悪い状態だ。思わずローランに詰め寄ると、今度は別の男が身体を割り込ませてきた。公爵家の騎士の中で唯一丁重に接してきた男だ。

「ペルデン卿、お静まりを」

　この騎士も貴族であるはずだ。だが彼の穏やかな振る舞いですら、ヨナスを押しとどめることはできなかった。

「そんな状態になるまで、おまえたちは貴族としての誇りとやらを優先したのか。下賤の血を持つ者の力を借りたくないからと」

　返ってきた沈黙こそが答えだった。怒りとやるせなさが昂じて平静を保つことができない。ヨナスは我慢できず、次期公爵を怒鳴りつけた。

「殿下はおまえたちの自尊心を満たす道具ではない！」

　怒りで視界が歪む。この場にいる全員を叩きのめしてやりたい。

　だがそんなことをしている暇はなかった。ヨナスは黙って踵を返す。どこに行くのか問う者はいない。行き先は聞かずともわかっていた。
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「……殿下？」

　音をさせないようにそっと入った寝室の中だ。

　反応はない。金色の髪に縁どられた頬は青ざめ、薄く開いた唇は乾いている。整った小さな顔が作り物のように見え、寝台の上に身を乗り出して呼吸を確かめた。

　かすかな吐息が顎に触れる。縮こまっていた皮膚が弛緩したことで、自分が恐怖を感じていたのだと気づいた。

　――こんなになるまで我慢させられて。

　あまりのいたわしさに胸が詰まる。手のひらで温めるようにして頬を包んだ。

　ひやりとした感触はまるで陶器のようだ。寝台のそこここに熱した石ベッドウォーマーが置かれてなお、彼女を温めるには足りなかった。

「殿下…………マリー？」

　誰もいない部屋で紡ぐのは、決して人前では口にできない愛称だ。

「さあ、目を覚ましてごらん」

　そっと、慎重に力を巡らせる。

　いつもと違い、手のひらに泡のはじけるような抵抗があった。反応が悪い。焦りを押し殺して低く語りかけた。

「どうした、まだ眠い？」

　数拍の後、呼びかけに応えるようにぱちぱちとした小さな抵抗は弱まり、力がすぅっと肌に吸い込まれていく。手の感覚と共に視覚でもそれを確認し、ヨナスは安堵の息を吐いた。

　ややあって蝶の羽根のような金色の睫毛が震え、瞼がゆっくりと持ち上がった。

「マリー？」

　優しく呼びながら頬を撫でる。開いてすぐに閉じられた瞼が重たそうにまた持ち上がり、瞳がようやく焦点を結んだ。

「……ヨナス……？」

　弱々しい声だ。懸念していたとおり、手で力を与えるだけでは足りないのだろう。

「はい。お目覚めになりましたか」

　エメラルドを思わせるきらめきが、すぐに涙で潤んでいく。

「ヨナス……やっと、帰ってきてくれたの？」

　涙まじりに弱々しく詰られて、あやすように頭を撫でた。

「はい。遅くなって申し訳ありません」

「お仕事は……終わった？」

「ええ、終わりました。……寒いですか？」

　瞬きの速度が遅い。マルグリットはどこかぼんやりとした様子で首を横に振った。

「寒くない？　本当に？」

　顎を指先で持ち上げ、視線を合わせる。マルグリットはうっすらと頬を赤くした。

「……少しだけ」

　やはりそうか。うなずいたヨナスは左手で上着のボタンを外していく。早く温めてやらねばと気は急くが、部屋の前で待ち構えていた女官から手渡された銀盆が目についた。

「食事はどうなさいますか。スープと果物を用意していますが」

　ヨナスを待ち構えていた女官たちは皆悲愴な顔をしていた。

　衰弱していく王女を前になす術もなく、気が気ではなかったのだろう。マルグリット様をお願いします、とひれ伏すように頼まれた。王の仕打ちに思う所があるようで、ヨナスが王女と二人きりになるのを邪魔する様子もない。

　上着を椅子の背にかけて振り返る。ほんの数歩しか離れていないのに、マルグリットはまた睡魔に襲われたのか、うつらうつらとしている。焦ったヨナスは銀盆を片手に寝台へ舞い戻った。

「殿下……マリー？　何か食べられる？」

　サイドテーブルに盆を下ろしながら尋ねるが、マルグリットは緩慢に首を横に振るだけだ。

　ローランの話を聞く限り、少なくとも二日間は飲まず食わずのはずだ。今のマルグリットに必要なのは神聖力だとしても、何かしら口から摂らせたい。

　ヨナスはベリーを指先でつまむと、マルグリットの唇へ近づけた。

「食べてごらん」

　薄く目を開いても、美しい緑の瞳はすぐに隠されてしまう。ヨナスはベリーを皿へ戻し、今度はホットワインのカップを自ら呷る。鼻に抜けるスパイスと柑橘の風味を感じながら口に含み、マルグリットと唇を合わせた。

　こぼさないよう少しずつ液体を流し込む。祈るような気持ちでいると、こくん、と喉が上下した。

　――よかった……！

　緩慢だったマルグリットの唇と舌が、応えるように動き始めたのは何度目だったか。

　カップは空だ。もうやめなければ、この口づけに意味を与えてしまう前に。

　ヨナスは右手をマルグリットの髪に差し込んだ。絹よりもやわらかな金髪は、硬い指先を愛撫するかのようにまとわりついてくる。

　気づけばヨナスはマルグリットに覆いかぶさるような姿勢になり、飽きることなく唇をついばんでいた。

　唇をこすりあわせ、食むようにして口づける。消えかかるワインの風味を求め、口内に舌を差し込んだ。

　やわらかく迎えてくれる舌を絡ませる。舌先に軽く歯を立てると、甘えるような吐息が返ってきた。もっと聞きたくて、今度は舌の裏をこすってぬめりをすする。歯が触れ合い、背筋にびりびりと刺激が走った。

　華奢な背中に回した腕に力を込める。眠るマルグリットを生かすため、幾度となく反応のない身体を抱きしめてきた。それが今は全く違う行為だ。

　そう、まるで愛し合う恋人同士のような。

　馬鹿げた考えを振り払うように、指を下へ滑らせていく。

　肩甲骨と薄い脇腹。腰骨の付け根にあるくぼみと、丸く形のよい尻。

　はぁっ、と大きく息を吐き、ヨナスは両手で尻を掴んだ。

　こんなことをしていいはずがない。猛った性器を無意識に押しつけながら、ヨナスはぎりぎりと奥歯を噛んだ。

　息を整えて目を開けば、マルグリットはうっとりとした表情だ。ぞくりとするほど色めいた様子に理性が揺らぐ。

「ん……」

　悩ましい吐息とともに、ひんやりとしたものがうなじを撫でた。マルグリットの手だ。まだこんなに冷えている。ヨナスはハッとして口づけをほどいた。

「ヨナス……」

　囁くような声だ。さっきまでの朦朧とした状態は脱したようだが、万全からは程遠い。ヨナスは寝台に背を向けてシャツを脱ぎ捨てた。

「……きみを温めるためだ」

　その言葉は、自分の耳にも言い訳じみて聞こえた。一瞬だけ躊躇い、それでも思いきって振り返ると、マルグリットが食い入るようにこちらを見つめている。

　視線を辿れば、ヨナスの肩に行き当たる。この国で不吉とされ、忌み嫌われる蛇の刺青を、彼女はどう思うだろう。

　と。マルグリットが上掛けを持ち上げ、後ずさるようにして身体を後ろにずらした。

「……早く」

　胸に何かがこみ上げてくる。ヨナスは素早く寝台に滑り込んだ。

「ああ、ヨナス……！」

　マルグリットが両手を広げ、ヨナスを迎え入れる。

　彼女は水のように冷たく、ヨナスは溶鉱炉のように熱い。華奢な身体を強く抱きしめながら力を送った。

　ヨナスは金色のつむじに何度も口づけ、背中を撫でた。胸と胸が触れ合い、鼓動が重なっていく。もっと側にいたくて、近づきたくて、白桃のような頬に自分の頬をぴたりと合わせた。

「……マリー？」

　腕の中の身体が身じろぐのを不審に思って声をかけたら、マルグリットが夜着のリボンを全てほどいてしまっている。

　薄明りの中で見るマルグリットの裸体は白く、ほのかに輝くようだ。ぎょっとするヨナスが口を開くよりも早く、マルグリットは「もっとくっつきたいの」と囁いた。

　抵抗できるはずがない。ヨナスは言葉もなくマルグリットを抱き寄せた。

「ヨナス……」

「うん？」

「わたしを、置いていかないで」

　ヨナスは動きを止める。マルグリットはヨナスの胸に囁いた。

「わたしを置いて、どこにもいかないでね」

　ヨナスは奥歯を噛み、強く目をつぶる。自分が必死に握りしめていたちっぽけななにかが、胸の奧から押し寄せる感情に押し流されていった。

　こんなに明らかで、わかりきったことだった。

　――離れられるはずがない。

　ずっと守り続けてきた王女。

　ヨナスにとって、たった一人だけの人。

　ヨナスは強く、強く、愛する人を抱きしめた。





　◆






　薄い金色の髪は他の人よりもやわらかすぎるようで、ふわふわとしてまとまりがない。その証拠にメイドはいつも結うのに苦労している。

　目は大きいがその分幼く見え、頬の丸みと相俟って、目指す「大人の女性」とは程遠い。

　――このドレスも可愛らしいデザインね……。

　母が用意するドレスはどれも美しいが、フリルやレースを多用した少女らしいものばかりだ。

「さあ、できましたわ」

「今日もとてもお美しくていらっしゃいます」

　褒めそやすゾーラたちは満足げだが、マルグリットは鏡の前で左右に顔を傾け、色々な方向から仕上がりを確認した。

「もう少し、大人っぽくできないかしら」

「何をおっしゃいます。姫様は十分に大人の魅力をお持ちですわ。背伸びをする必要はございません」

　ゾーラが首を横に振ると、他の女官やメイドまでうなずいている。

「マルグリット様以上にお美しい方はいらっしゃいませんのに」

「そうですとも。私など、先日の夜会で貴公子方に囲まれたと思ったら、全員から王女殿下のことを教えてくれと言われたんですのよ。城内をそぞろ歩くお姿を遠目に拝見しただけで、たちまち心を奪われてしまったとかで」

　見ず知らずの貴公子にどう思われても関係ない。マルグリットが気にかけるのは一人だけだ。

「ヨナス様も、きっとお褒めになりますわ」

　ゾーラの言葉に、鏡の中の顔が赤くなる。

「……気に入ってくれるかしら」

　頬の熱を感じながら言うと、女官たちの間でさざ波のように微笑みが広がった。

　ヨナスが戻ってから十日が経ち、マルグリットはすっかり日常を取り戻した。今は家族の茶会へ向かうための迎えを待っているところだ。

　――ヨナスがずっと一緒にいてくれるから、嬉しい……。

　朝はマルグリットが起きるより前に出かけているが、夕食は一緒に摂ってくれる。何より嬉しいのは、毎日同じ寝台で眠れることだ。

「ヨナス様がおいでになりました」

　パッと顔を上げると、開いた扉からすぐの場所にヨナスが立っている。彼はマルグリットを見て、切れ長のきつい眦をふっと和らげた。

「殿下」

　今日も白い騎士服姿だ。黒髪を後ろに流して整った顔を惜しげもなく晒し、長剣を腰に佩いたヨナスはうっとりするほど素敵だった。

　彼は颯爽と部屋を横切ると、マルグリットの前で優雅に一礼する。ほう、と女性陣が一斉に感嘆のため息をついた。

　――わたしのヨナスなのに。

　胸に広がるモヤモヤとした感情から目を逸らし、騎士服の腕にそっと手をかけた。

　マルグリットは唇をキュッと引き結び、上目遣いでヨナスを見つめる。二人の間に電流のようなものが走り、ヨナスは目を伏せて頭を下げた。

「今日も、とてもお美しい」

　アイボリーのシルクサテンに、特注のレースとリボンを何段にも縫い付けたドレスだ。ふわりと広がった袖と裾は、マルグリットの甘い雰囲気によく似合っている。

「ありがとう。……子どもっぽくないかしら」

「子どもっぽいのではなく、可憐というのですよ。とてもお綺麗です」

　褒められてはにかむ王女に微笑んで、ヨナスはゆっくりと歩き始めた。

「今度、わたしをお披露目するための夜会が開かれるようなの」

　同じタイミングで足を踏み出せることまで嬉しい。

「伺っています。確か再来月でしたか」

「お母さまが、ヨナスの礼服も仕立てると張りきっていたわ」

　高い位置にある顔を振り仰いだ。身長差はあるが苦ではない。彼の側では守られていると、心から実感できる。

　――歴代でも最強の聖騎士だもの。

　マルグリットをヨナスが看病してからというもの、女官たちは皆彼の味方だ。もちろんそれはあるじの気持ちを慮ってのことだろうが、ヨナスに対して丁重に、あたかもマルグリットに対するかのように恭しく接してくれる。

　そして、マルグリットの知らないことを色々と教えてくれた。彼が歴代で最も優れた聖騎士ヤルマークと並ぶほどの実力者だと聞いたのもその時だ。

　マルグリットが赤ん坊の頃から、ずっと側にいてくれたこと。

　非常に強い神聖力の持ち主で、剣技に秀でていること。

　ヨナスの神聖力だけが、マルグリットの命をつないでくれたこと。

　聞けば聞くだけ彼がどれほど献身的に尽くしてくれたのかがわかり、胸が熱くなる。

　母がヨナスびいきになるのは当然だ。それに引きかえ、父の態度は酷いというより不可解ですらあった。

「どんな礼服がいいかしら。いつも白い服だから、たまには違う色もいいと思うの」

　ヨナスならどんな色でも着こなせるだろう。想像してうきうきするマルグリットに、ヨナスは少し困ったような顔になる。

「……私はこれが正装ですので」

　聖騎士が白の騎士服を纏っていれば、たとえ王の前であっても服装規定ドレスコードに違反しているといは言えない。

「それはそうかもしれないけれど……」

「それよりも、殿下のドレスはもうお決まりなのですか？」

　ヨナスの口から「殿下」と呼ばれるたび、マルグリットは焦れったいような、突き放されたような寂しい気持ちになる。

　――ふたりきりの時にはマリーと呼んでくれるから……我儘を言ってはいけないわ。

　マルグリットは寂しさを振り切り、明るい声で応えた。

「ええ。お母さまが支度をしてくださっているの。来月には出来上がるそうよ」

　イザベラはマルグリットが再び昏睡状態に陥りかけた衝撃で体調を崩し、しばらくの間寝込んでいた。それが回復した途端、披露目のドレス選びに勤しんでいる。

　ヨナスの瞳が優しく細められた。

「楽しみですね」

　本当に楽しみだ。マルグリットは大きくうなずいた。

　少しでも綺麗だと思ってもらいたい。着飾った姿を見せたいのも、褒めてもらいたいのもヨナスだけ。微笑むマルグリットは、夜会のエスコート役はヨナスだと信じて疑いもしなかった。





　◆






　議場のすぐ近くにある個室で待つようにと命じられてから、かれこれ二刻近く経つ。応接室というよりちょっとした打ち合わせを行うためにある部屋は、地方から陳情に訪れた領主と面会するためのものだ。

　ヨナスはそこで立ったままずっと待ち続けている。部屋の隅には二人の男がいたが、同じように突っ立ったままだ。

　――あいつは……確か、エンゾと呼ばれていた奴だ。

　一人の顔に見覚えがあった。ローランに付き従っていた護衛騎士だ。しかもよりによって、敵対心を隠そうともしていなかったほうの男。

　――では、王だけではなくローラン・メリルまで相手にしなければならないということか。

　ヨナスはため息を呑み込んだ。

　聖句の書き取り中に王から呼び出されたヨナスは、議会が終わるまでとこの部屋に押し込まれた。随分と無礼な扱いだが、そんなことを気にしていては城ここではやっていけない。

　平常心を保つ為の修行だ。そう自分に言い聞かせても、実のところ国王夫妻との茶会だけは苦痛だった。

　マルグリットの望みでなければ決して同席しないだろう。彼女の微笑みを見るためだけに、敵だらけの場所で毎日茶を飲んでいる。

　それがこの場所では愛しい人の姿もないまま王と対峙しなければならない。加えて自分を目の敵にしている筆頭公爵家の後嗣まで出てくるとあっては、うんざりするなと言われても無理な話だ。

　――まあ、何を言われるか想像はつくが。

　王の目に、マルグリットとヨナスがどう見えているか。

　先日の一件以降、マルグリットはヨナスに対して完全に心を開いている。

　全身で好意を伝え、触れ合いを好み、遠目にヨナスの姿を見ただけで顔を輝かせる。

　世の中の知識はあっても駆け引きなど知らない彼女だ。考えていることは周囲に筒抜けだった。

　神殿での拝礼や鍛錬が仕事だとわかっているから、あまり我儘を言わないようにしているらしい。それが一層いじらしく、寂しそうにうつむく顔を見るだけで胸が痛む。

　しかし、王の考えは違う。ヨナスは奴隷にも等しい賤民で、人権どころか感情すらないただの道具のようなものだ。そんな男に娘が好意を寄せているのだからさぞ忌々しく、早々に排除したいと思っているに違いない。

　努めて深く呼吸していると、横顔に突き刺さるような視線を感じた。おおかたエンゾとかいう騎士のものだろう。澄ました顔で無視していたら、先触れもなく扉が開かれた。

　まず近衛騎士が入室し、続いて王と王太子、ローランの順で入ってくる。

「マルグリットの件だ」

　腰掛けるのと同時に前置きもなく王が言った。待たせたことに対する謝罪は無論ない。

「王妃がどう考えていようと、娘をやることはできん。マルグリットはここにいる――」

　言葉を切り、尊大な仕草で右手をくいと動かした。

「シャリル公爵家のローランと娶せるつもりだ」

　王の右手に座るローランは品よく目を伏せる。

「この二十年近く、飢えも戦も、魔獣の被害さえ我が国にはない。国庫はかつてないほど潤い、民の生活も安定している」

　ヨナスの目を見据えながら椅子の背に身を預けた。

「マルグリットが目覚めたことを聞きつけて、婚姻の打診をしてくる国もある。しかし国力は我が国のほうが上だ。政略婚で同盟を結ぶ利点はない。だからこそシャリル公爵家へ降嫁させると決めたのだ」

　ヨナスはふと瞬いた。

　神託は――真に重要な神託は、王女が産まれたことで国が栄えるというものだ。ヨナスが力を与えたことなどおまけにすぎない。

　それなのに王は、娘を国外に出す可能性について検討したかのような口ぶりだ。神託の王女が国を出れば、恩寵も国外に流出するかもしれないのに。

　神託が広く知れ渡れば、マルグリットは周辺国から付け狙われる存在となる。

　そう言われた王妃とヨナスは、決して神託の内容を口外しなかった。それはマルグリットのためであって王のためではない。

　ヨナスはちらりと視線を上げた。王の言葉に違和感を抱いた者はいないようだ。

　あたかもマルグリットが普通の王女であるかのような扱い。それは目くらましのためか、それとも。

　――全てを己の手柄だと、そう言いたいのか。

　訪れた国の平安と、かつてないほどの隆盛。

　栄え続ける国の舵取りに忙殺される王と、眠ったまま目覚める気配のない王女。十八年の歳月が、いつしか父娘の関係をいびつなものに変えてしまったのかもしれない。

「そうは言っても先日の……マルグリットの体調が急変したことについては、よく考える必要がある」

　王はゆっくりと顎を撫でた。視察中に起きたことは全て知っているようだ。

「無理におまえと引き離せば、娘はまた同じ状態に陥るだろう。かといってこのままではローランの元へ嫁がせることもできん」

　己の名を出されてもローランは目を伏せたままだ。王はぐっと身を乗り出す。

「娘の心は赤子のように無垢で、情緒が育つのにはもうしばらく時間が必要だ。そこで、これからはローランと娘をできるだけ交流させることにした」

　ローランとは逆側に座る王太子がかすかに身じろいだ。反対にローランは静かなものだ。

　――ローラン・メリル……発案者はこいつか。

　対応を一任されていながら結局ヨナスの力を借りる羽目になり、マルグリットはヨナスへ心を許している。この現状をどうにかしなければと考えたのだろう。

　一方の王太子は、父の随伴で視察に出ている間に、まさか妹が生死の境を彷徨うとは思ってもいなかったようだ。以前は妹とローランの縁組みを後押ししていたのに、最近は茶会の席でも静観していることのほうが多い。

　しかし今、王太子は意を決したように口を開いた。

「父上。母上はまだご納得されていないようですが」

　ダヴィドはじろりと息子を睨んだが、咎めるでもなく軽く鼻を鳴らした。

「イザベラが不安がっているのは、マルグリットが健やかでいられるかどうかだけだ。だから私は二つのことを約束した。ひとつはマルグリットの意志をできるだけ尊重すること。そしてもうひとつは――」

　意味ありげな視線をヨナスに向ける。

「ローランとマルグリットが結婚したとしても、ヨナス・ペルデン……おまえをマルグリットの側に置くことだ」

「は……？」

　唖然としたヨナスが思わず声を漏らす。王太子も同じように驚いた様子だが、ローランは口を噤んでいる。

「マルグリットとローランの距離を少しずつ縮め、反対におまえとの時間を減らしていく。マルグリットの精神的動揺を抑えるため、おまえは極力普段どおりに接してくれ。なあに、ローランのことを深く知れば、必ず心を動かされるはずだ。次期シャリル公爵として不足はなにひとつない、優秀な男なのだからな」

　王は殊更に娘婿候補の優秀さを強調した。

「そしてローランは寛大にも、おまえを公爵家で雇ってもいいと言っている。これは実に異例のことだ。なにしろ筆頭公爵家の使用人となれば、身元がはっきりした者でなければならん。流民ごときが願ったとて叶えられることではない。感謝することだ」

　妹の命を救った聖騎士が黙りこくっているのを見て、王太子は上ずった声を出した。

「で、ですが彼には既に子爵位が……」

「ペルデンの名はそのまま使うがよい。だが、爵位はユリウスの血縁に継がせるべきであろうな」

　息子の抗弁を無視する王に、ヨナスは拳を握りしめた。

　ヨナスをユリウスの養子にし、ペルデンの姓を与えたのは王だ。ヨナス自身が望んだことではない。当然、ヨナスは爵位を継げるとも思っていなかった。

　しかし、不慮の事故により急逝した養父ユリウスの遺言書にははっきりと書かれていたのだ、「ヨナス・ペルデンに全ての財産と爵位を譲る」と。

　ユリウスは寡黙で、必要なことすら口にしないような男だった。ヨナスも口数の多いほうではなかったから、腹を割って語り合ったこともない。

　だから養父がなにを考えてヨナスに全てを遺したのか知る由もない。ただ、ヨナスはこれを不器用な養父の詫びかもしれないと思っていた。幼いヨナスを親から引き離してしまったことへの贖罪だと。

　それを無造作に捨てさせようとする王の冷酷さ。そして、マルグリットを懐柔してローランと結婚させた後も、ヨナスの人生を縛ろうとする傲慢さ。そこには敬意のかけらもない。ヨナスのことなど初めから塵芥ちりあくた同然だが、マルグリットの心でさえ自分の意に従わせられるという不遜な思考が透けて見える。

　ヨナスは顎骨を食いしばる。誰かを殺したいと本気で思ったのは初めてだ。

　目の前の男が憎しみを滾たぎらせているのを知ってか知らでか、王はどこか満足そうに締めくくった。

「ああ。無論、長年の奉仕に見合うだけの褒美は授けるつもりだ。……公爵家で働きたくないのなら、せいぜいローランの恋路を応援してやることだ。そうすればその褒美を元手に商売をするなりなんなり好きにしろ。ただし、国を出ることは許さん。住居は王都の市街にするように」

　宮廷長官ロード・チェンバレンが進み出て、王の耳元で何事かを囁く。次の予定が迫っているのだろう。王は立ち上がり、もはや興味の薄れた玩具を見る目でヨナスを一瞥した。

「おまえとマルグリットは白い結婚だったとして、神殿に婚姻無効を申し立てる。……その意味をよく考えておくことだ。たとえどれほど娘がおまえに懐いていたとしてもな」

　今度こそ王は歩き出した。予定は詰まっている。ヨナスのことはすぐに忘れ去った。
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「ダンスの練習？」

　冷肉を切り分けていたマルグリットは、向かいに座るまたいとこに顔を向けた。母親からふいに誘われた昼食の席でのことだ。

「そう。ダンスをしたことはある？」

「いいえ、一度もないの」

「そうだと思ったよ。それならぼくに任せてくれ。ダンスには少し自信があるんだ」

　感じよく笑うローランの姿を、このところ毎日のように見ている。

　返事に迷うマルグリットが母に視線を向けても、ただ微笑みを返されるだけだ。

　父と兄はこの場にはいない。もちろんヨナスも。マルグリットは眉尻を下げた。

「……ダンスは、踊れなければいけないのかしら」

「貴族の嗜みだからね」

　断定的に言われて、マルグリットは首をかしげた。

　大神官シメオン曰く、マルグリットには「神の智慧」が授けられているのだという。実際に日常生活で困ったことはないものの、どうやら身体を動かすことにかけては違うようだ。その証拠に、ヨナスに手ほどきをしてもらった乗馬の出来はからきしだった。

　――馬に乗るヨナスは、本当に素敵だったわ……。

　亡き養父から贈られたという愛馬は立派な鹿毛の牡馬で、毛艶のよさから念入りに手入れされているのだとすぐにわかった。

　ヨナスにもよく懐いており、聞けば王城の厩舎で世話をしてもらっているらしい。聖騎士として忙しい日々を送りながらも、合間を縫って会いに行っているのだと照れた様子で話してくれた。

　まずは手本をと、見上げるほど高い鞍にひらりと飛び乗ったヨナスの凛々しさ。白い騎士服に汚れひとつつけず、馬を駆る彼がどれほど素晴らしかったか。

　思い出しただけでため息が出る。マルグリットが頬に手を当ててうっとりしていると、なにを勘違いしたのかローランがずいと身を乗り出した。

「じゃあ早速だけど明日の午後はどうかな。さっき女官に確認したらきみの予定はないということだったし、急げば公爵家の楽団も手配できる。急かしてしまって申し訳ないけれど、明日を逃せばぼくの都合が――」

「あ、あの、そうじゃなくて……」

　マルグリットはどう説明すればいいのかわからず、困り果てた末に言った。

「……わたし、教わるならヨナスにお願いしようと思っているの」

　数瞬の空白の後、ローランはにこやかに言葉を継いだ。

「……ペルデンには話してある。きみのダンス教師の役を任せてくれとね」

「そうなの？　わたし、何も聞いていなくて……」

「彼はどうやらダンスが苦手らしい。それを打ち明けるのが恥ずかしかったんじゃないかな」

　本当だろうか。上目遣いにじっと見つめると、ローランは真っすぐにマルグリットを見返した。

「彼に聞いてみてごらん。同じことを言うはずだから」

　もう一度母を見たが、口を挟むことなく微笑んでいるだけだ。

　親戚からここまで言われて断るのは礼儀知らずというものだろう。

　――ヨナスに話していいと言っているもの。

「……わたしにダンスを教えてくださる？」

「もちろん、喜んで」

　間髪入れずに返したローランは形のよい目を細め、マルグリットもぎこちなく微笑み返す。そんな二人の様子を王妃が眺めていた。
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「一、二、三、一、二、三……そうそう、上手だ」

「……」

「一、二、三、一、二、三、ここでターン！」

「あっ！」

　足元がふらつき、思い切り足を踏んでしまう。

「ごめんなさい！」

　足元を見ていたマルグリットは焦って顔を上げたが、ローランは笑いながらステップを踏んだ。

「大丈夫だから気にしないで。……少し休憩しようか」

　もう喉がカラカラだ。壁際の椅子にエスコートされたマルグリットは、女官から渡されたグラスを受け取りひと息に水を飲み干した。

　約束どおり二人はダンスの練習をしていた。マルグリットがヨナスに事情を話すと、彼はあっさりと賛成した。それはもう答えをあらかじめ用意していたのかと思うほどだ。

　ヨナスに教えてもらえないのは残念だが、ローランのリードはとても上手だと思う。

「ダンスの楽しさが少しわかったような気がするわ。本当にありがとう」

「それは何よりです、姫」

　大げさな仕草で一礼され、声を上げて笑った。

「その代わり、あなたの足が犠牲になってしまったけれど。……ごめんなさい。怪我をしていないかしら」

「ぼくの足は特別性でね。きみが十人乗っても平気なんだ」

　ふざけて言うローランの頬が汗ばんでいる。マルグリットはくすくす笑いながらハンカチを差し出した。

「これを使って」

　初心者にダンスを教えるのは大変だったはずだ。お礼の気持ちで渡そうとしたハンカチを、ローランはびっくりしたように見つめている。

「……いいの？」

　マルグリットはしばらく考えてから応えた。

「まだ使っていないからいいと思ったけれど、もしかして不作法だった？」

「いや、そんなことはない！」

　引っ込めようとした手を両手で握られる。

「ありがとう、使わせてもらうよ」

　マルグリットが振り払うよりも早くローランは手を離した。「使うのがもったいない」と呟きながら額の汗を拭っている。

　ふと、楽団が音色を変えた。初心者向けのゆったりとしたワルツから、音数の多い曲へ変わる。

「こんな速い曲でも踊れるの？」

「まあね。でも普通の夜会ではさっきみたいなスローワルツが多いよ」

　夜会で踊るワルツを、ヨナスと一緒に踊れたなら。

　彼はきっと騎士服姿でエスコートしてくれるだろう。背の高いヨナスに腰を抱かれて、雲の上を滑るように踊るわたし。

『とてもお上手です。随分練習なさったのですね』

　そんな風に褒めてもらえたらどんなに嬉しいか。

　ぼんやりと音楽を追っていたマルグリットは、ローランの視線には気づかなかった。

「もしかして、ペルデンのことを考えている？」

　ドキッとして正面を向く。ローランはきっちりと折りたたんだハンカチを置き、机に片肘をついて顎を乗せている。

「……どうしてわかったの？」

「顔を見ればわかるさ」

　慌てて両手を頬に当てると、ローランは小さく笑った。

「変な顔をしていた？」

「全然。とても可愛いよ」

　さらりと告げられた褒め言葉には反応せず、マルグリットは感心した眼差しを向けた。

「どうしたらあなたみたいに、相手の考えていることがわかるようになるのかしら」

「……誰かの考えを知りたいと、きみはそう思っているんだね」

　声のトーンは同じなのに、どことなく責められている気分になる。これもまた、世間知らずな自分の不用意な発言だったのだろうか。マルグリットは口ごもった。

　ローランはうつむくマルグリットを横目で眺めた。

「……ペルデンのことがそんなに好き？」

「え？」

　脈絡のない質問に少しだけ首をかしげたマルグリットだが、答えに迷うことはない。

「好きよ」

　ローランは唖然としたようだった。どことなく強張った笑みを浮かべる。

「彼のどこが好きなの？　聖騎士だから？　背が高くて見た目がいいから？　それとも……」

「ま、待って。一度に言われてもわからないわ」

　好きなところならたくさんある。むしろ、好きなところしかないほどだ。でも一つ一つを挙げろと言われると、うまく説明できそうにない。

　困り顔になったマルグリットに、ローランはハッとして肩をすくめた。

「ごめん。……じゃあ聞くけど……きみはぼくのことを、どう思っているの？」

　マルグリットはぱちりと瞬きをした。

　ローランからは強い感情の波が伝わってくる。何気ない問いに混じる、複雑な波動だ。

　――これは……緊張？

　強張る肩を見ていると、マルグリットまでそわそわしてしまう。

「ローランのことも好きよ」

「……っ、それは」

「だって、わたしのためにわざわざダンスの先生をしてくれたもの。とても親切だわ。…………どうしたの？」

　いきなり机に突っ伏したローランに驚いていると、貴公子として名高い彼が乱れ髪のまま顔を上げた。

「……そこからか……」

「え？　なにか言った？」

「いや、なんでもない。……ぼくやヨナスのことを、両陛下やギュスターヴと同じように好きだと、そういうことかな」

「ええ」

　こくりとうなずくと、ローランはなぜか脱力して椅子の背にもたれた。くしゃくしゃと前髪をかき上げる。

「マリー。きみはまだ知らないようだけど、人を好きになること……愛情には、いくつか種類があるんだ」

「愛情の……種類？」

「そう。親子愛、兄弟愛、友情からくる愛や、困っている人を助ける愛なんていうものもある」

　頭の中で何かがスルスルと滑り、どこかにぱちりとはまっていく。マルグリットが理解したのを確認してからローランは先を続けた。

「それから……男女の愛」

「……男女の？」

「きみのご両親……王と王妃は深く愛し合っておられるけれど、それも男女の愛情だね。王族では珍しいことだ。家族愛との違いがわかる？」

　頭の中で両親の姿を思い浮かべる。父はいつも母を大切にしているし、お互いを見る眼差しはとても優しいものだ。でも、自分に向けられるのが「家族愛」なのだとしたら、どこがどう違うのか、今ひとつピンとこなかった。

「男女の愛情は、甘いんだ」

「甘い？　愛情が？」

「そう。そしてほろ苦い」

　楽団の奏でる曲が変わった。ゆったりと音階が上がり、下がっていく。

「ちょうどこんな感じだ」

　なぜか苦笑したローランが、人差し指を立てて上に向ける。すると、繊細な音が哀切なメロディに変化した。そこでマルグリットはようやくこの音楽が男女の「甘く、ほろ苦い」愛情を表現していることに気づく。

「男と女の間に愛情が生まれると、色々な感情が湧いてくるんだ。ドキドキするし、温かい気持ちになってずっと一緒にいたくなるし、独占したいし、相手に触れたくてたまらなくなる」

　ローランは青い目を逸らすことなくじっとマルグリットを見つめた。

「それが『甘い』？」

「ああ。そして、ほろ苦いのは――相手と自分の気持ちが同じとは限らないから」

「……自分が愛するのと同じように、相手からも愛されたいと思う気持ちのこと？」

「そうだね。でも、男女の愛情に差があることはとても多い。より深く愛したほうが、相手に同じだけの気持ちを返してもらえず苦しむことになる」

　あまりにもじっと凝視されて。マルグリットはそわそわと居ずまいを正す。

「……それに、嫉妬。これは『苦い』感情だ」

　嫉妬。また頭の中でピースのはまる音がしたが、自分の感情としてはまだ理解できなかった。

「好きな人が自分以外の男と仲良くしていると腹が立つし、どんな話をしているのか想像するとイライラする。誰の目にも触れない場所に閉じ込めたくなるんだ」

「本当に、そんなことを考えるの？」

「ああ。実際にそうするかは別だけどね」

「なんだか恐いわ」

「愛する人から嫉妬されるのは、案外嬉しいものだよ」

　そうなのだろうか。考え込むマルグリットに、ローランはさりげなく尋ねた。

「……それで、マリーはペルデンのどこが好きなの？」

　いつの間にか音楽は小音量になっていて、会話していても気にならない。まるで小さな音の粒に包まれるようで、それがマルグリットの古い記憶を刺激した。

　――温かかった。

　ずっと長い間、繭のようなものの中でマルグリットは眠っていた。何かに守られている感覚はあったが、それは頼りなく心細いものだった。

　その繭の中に温かな光が流れ込んでくる。それはとても優しくて、ふわっと身体が軽くなるのだ。

　――軽くなって、誰かに導かれながら、何かを願った気がする……。あれも「愛」だったのかしら。

　おぼろげな記憶の中で、マルグリットが心待ちにしていたのはあの温かさだ。

　それは時に淡く、時にはとても濃厚に彼女を包んでくれた。

　それだけではない。時折聞こえてきた、低く優しい声。

　――わたしの名前を呼んでくれていた。

　初めてヨナスを見た時、この人だと思った。彼がずっと自分の名を呼んでくれたのだと。いつも優しく語りかけてくれたのはこの人だと、マルグリットは目覚めるずっと前から知っていたのだ。

「ヨナスは、特別なの」

　涙が出そうだ。うつむくマルグリットの頭上をローランの平坦な声が漂う。

「……特別？」

「ええ。ヨナスはわたしにとって、たった一人だけの、特別な人よ」

　説明できない感情が胸に迫った。

　だからこそ、ヨナスにダンスを教えてもらいたかった。だからこそ一緒に過ごしたいと願ったのだ。

　瞬きをして懸命に感情の高まりをこらえていたマルグリットは、ローランが自分にどんな感情を抱いているか……誰に嫉妬しているか、想像してもいなかった。





　◆






「あーだるい。ほんと、早くお役御免にならないかな。家に帰れる日が待ち遠しいよ」

　ひばりの声が聞こえるのどかな初夏の午後。ヨナスは神殿の車留めに向かいながら、友人の愚痴っぽい呟きを聞くともなしに聞いていた。

「還俗まで、あと一年か」

「いや、十一カ月と三日」

　指折り数えている友人の姿に笑みが浮かぶ。

「一日二日なら宿下がりもできるだろう」

　ヨナスはそう言いながら、跳ねるように弾む赤い巻き毛を見下ろした。

　見習い神官は冠婚葬祭など、正当な事由があれば神殿を出ることが可能だ。尤もその審査は厳しく、様々な条件を守らなければならない。

　そうは言ってもフランツのことだ。例のごとく布施を積めば、ある程度は見逃してもらえるはずなのだが。

「いやだよ。だって神官の服装規定、おまえも知ってるだろ」

「ああ……」

　ヨナスは斜め上に視線を飛ばした。

　神官が外出する際は僧服の着用が義務付けられている。これは神官の身元を保証し、また余計なトラブルに巻き込まれないための規則だ。

「僧服で外出するのは、そんなにいやか」

　白い騎士服が聖騎士の正装であるのと同じく、神官の正装は僧服である。ガルシア商会の一人息子が纏う僧服なら、生地も仕立ても一流のものだろう。

　それなのにフランツは眉根を寄せ、鼻に皺を作ってみせた。

「絶対にいやだ。知り合いばかりの中で一人だけ僧服なんて、揶揄われるに決まってる」

　そういうものだろうか。考えるヨナスを横目に見ながら、フランツは口を尖らせて前髪に息を吹きかける。

「まあ、おまえの前でダルいとかめんどくさいとか、そういうこと言えないけどな」

「……なぜだ」

「忙しさが桁違いだからだよ。今から王女殿下のお相手だろ。気疲れしそう」

　聖騎士としての務めの他に、馬の世話やペルデンのタウンハウスの管理がある。おまけに王女に仕える者として勉強の時間まで設けられているのだ。

　元来真面目な気質のヨナスだからこそできることで、フランツなどでは到底真似のできない多忙さだった。

「もうさ、写本の依頼とか断ったらどうなの？　お貴族聖騎士様たちは面倒だからって、なんだかんだ理由つけて逃げてるんだろ」

　聖句や聖書の写本は、神殿に仕える者たちの大切な勤めのひとつだ。特に手跡の美しい者による写本はひっぱりだこで、徳という名の布施を積んだ信徒への言わば御下賜品扱いだった。

　意外にもヨナスの字は手本のように見事で、たびたび神官長経由で写本の依頼があるようだ。それをまた律儀に引き受けているものだから、フランツとしては友人がいいように利用されている気がして面白くない。それなのにヨナスは平然としたものだ。

「写本は精神統一にも役立つからな」

「そうかもしれないけどさ……サボってる連中に腹が立ったりしねえの？」

「いや、別に」

　フランツはガクッと脱力した。長い付き合いだからよく知っている。ヨナスはこういう奴なのだ。

　損をするとわかっていても、決して義務を放棄したりしない。自分が攻撃されている間は黙って耐えているが、大切な人が傷つけられれば反撃に出る。

　思えば二人が仲良くなったのも、フランツが他の神官からいやがらせを受けているところにヨナスが割って入ったことがきっかけだった。

　いつもは無表情な少年騎士が感情を露わにし、毅然とした態度で貴族子弟に歯向かう姿はフランツをしびれさせた。だからすぐに手をまわしてヨナスの世話係になり、それ以降ずっと、自分のことには無頓着な彼に構ってきたのだ。

　律儀で、不器用で、いつも損ばかりしているヨナス。フランツはそんな友人を放っておくことができなかった。

「まあ、おまえがそれでいいならいいんだけどさ」

　頭を掻いていたフランツは、廊下の先に見えた人影に顔を曇らせた。

「ついてないな……」

　ヨナスもすぐに気づき、端に寄って道を空ける。まだ距離はあるが見誤ることはない。神官長の先導でやってくるのはローランだ。先日とは違い、護衛を一人だけ連れている。どうやらあの物分かりのよさそうな騎士のようだ。

　神官もいることだし、妙な言いがかりで絡まれることもないだろう。そう思いながら目線だけで窺ったローランの顔はどことなく不機嫌そうだ。

　――今日はダンスの練習をする日のはずだが……。

『ローランのことを深く知れば、必ず心を動かされるはずだ』

　王の言葉が死刑宣告のようにこだまする。

　ダンスの練習は互いに深く知り合う一歩になっただろう。二人が手を取り合い、顔を見合わせて微笑む姿が容易に想像できる。ヨナスの胸がぎりぎりと痛んだ。

　たとえ王妃がヨナスの味方をしたとしても、王の意向を完全に無視することはできない。それを証拠に、あれほどヨナスを婿として扱うよう主張していたイザベラも、今はローランが娘に近づくことを許している。

　もしヨナスがマルグリットの「夫」としての立場を主張しようものなら、王はすぐにでも子爵位を取り上げるだろう。尤もらしい理由をつけ、ユリウスの遠縁にでも与えてしまうに違いない。そうなればマルグリットは無位無官の男の妻だ。一国の王女が降嫁する先としてあり得ない事態になる。

　――いっそ、攫ってしまえたらどんなにいいか。

　自分一人ならともかく、マルグリットを攫うならフランツの伝手を頼る訳にはいかない。そんなことをして王の不興を買えばガルシア商会にどんな不利益があるかもわからないのだ。

　――彼女にみじめな思いをさせることはできない。

　マルグリットが王女として嫁ぐこと。それは、彼女が他の男のものになることと同義だ。

　だからせめて今だけは。マルグリットの心が自分から離れてしまうまでは……幸せな恋人同士であるかのように過ごしたい。そしてその時がくれば、彼女の幸福を願って身を引こう。

　何度も自分にそう言い聞かせてきた。それでも心は正直だ。その証拠に、近づいてくる男を叩きのめしたくて腕がうずく。マルグリットは俺のものだと、国中に響き渡る声で叫びたくてたまらないのだ。

　顔を伏せ、精神力で衝動を抑え込むヨナスの目の前で足音が止まった。何事かと顔を上げるより前に視界に男の手が伸びる。

「……おまえ……！」

　ガツン、と左頬に衝撃があった。

「公子様！」

「ローラン様、どうかお静まりを」

　いくつかの手に追いやられ、ヨナスは壁に背をつけた。チカチカする頭を軽く振って目を開けると、ぞっとするほど冷ややかな青い目に睨みつけられる。訳もわからず親指で口の端を撫で、指先が赤く染まったことで、ようやく自分が殴られたことを理解した。

　――だが、なぜ……。

　殴りたいのはこちらのほうだというのに、王女のダンスパートナーを務めたはずのローランは憤っている。理不尽な扱いには慣れているヨナスもさすがにムッとして一歩前に出た。

「いきなりなにを――」

「明日までだ」

　思わず口を噤む。目の前のローランはいつもの余裕を失い、貴族的な振る舞いなど忘れたように人差し指をヨナスに突きつけた。

「おまえがマリーの側にいることを明日までは許そう。明日までに彼女へ道理を言い聞かせ、明後日からはできるだけ距離を取れ。陛下には許可をいただいた。それ以降はもう茶会に出る必要もない」

　ヨナスは唖然として、詰ろうとしていたはずの言葉を呑み込んだ。

「……しかし、殿下の体調が」

「その時にはおまえが適切な処置をすればいい。ただし、ぼくかギュスターヴの見ている前でだ」

　適切な処置。ローランの言葉がじわじわと脳にしみていくのと同時に、信じられないほどの勢いで怒りが突き上げてきた。

「敢えて心痛を与え、それに慣れさせろと言うのですか。どれほどつらい思いをさせるか知っていて、よくもそんなことが言えたものですね」

「荒療治が必要だ。彼女が王族として生きていくのなら、流民の騎士などとはできるだけ早く縁を切らなければならない。今はつらくともいつかは理解してくれるはずだ」

「殿下が目覚めてからまだ数日にしかならないというのに、なぜ時間を与えてやれないのですか。勝手な都合で彼女を追い詰めるな！」

「おまえのせいじゃないか！」

　ローランは再びヨナスの胸ぐらを掴んだ。

「卑しい生まれの男が我が物顔で周りをうろつき、たった一人の理解者であるかのように振る舞うせいで、彼女はいつまでたっても真実に辿りつくことができない。王女としてどう生きるべきかという、この世の真実に！」

「ローラン様」

　背後から騎士がそっと声をかける。ローランは尖った視線をヨナスの目から自分が掴んだままの胸元へ移し、それからようやく手を離した。

「今から大神官と打ち合わせをする。どの程度彼女に負荷をかけてもいいか確認するつもりだ。……忌々しいが、今すぐおまえを追い出すことはできない。だが忘れるな、おまえの役目は彼女の体調管理をすること。ただそれだけだ」

　言い捨ててすぐに背を向けた。先導していた神官も動揺を隠しきれないまま、案内役を務めようと早足で立ち去った。

「失礼いたしました」

　公爵家の騎士だけが小声で謝罪をして後を追う。遠ざかる背中を眺めていたフランツは、緊張に詰めていた息を大きく吐きだした。

「なんだ、あれ」

　呆然とした口調だ。何しろ相手は筆頭公爵家の後嗣で、社交界きっての貴公子なのだ。それが流民出身のヨナスに向かって嫉妬も露わに食ってかかるなど、誇り高い貴族のすることとは到底思えない。

「腹を立てている、っていうか……」

「いくぞ」

「あ、待てよ」

　頭の中がざわざわする。冷静な自分と感情的な自分が争って、こみ上げる何かがあふれだしそうだ。

「大丈夫か、殴られたところ」

「……ああ」

　大した怪我ではないが、奥歯を噛むと頬に鈍痛がある。その痛みが記憶を揺さぶり、ローランの言葉が全身を駆け巡った。

　説明できない感情が胸の中を暴れまわるせいで、フランツの気遣いに感謝の気持ちを示すことさえできそうにない。ヨナスは友人から目を逸らした。

「なあ」

「……」

「いっそのこと、殿下を連れて逃げたらどうだ」

　ぎょっとしたヨナスは足をとめ、周囲をサッと見回した。

「おい、言っていいことと悪いことが」

「そうじゃなきゃきっぱりと諦めろ。これ以上深みにはまる前に」

　言葉を失ったヨナスの顔を、フランツは下から覗き込んだ。

「親父に頼んで極上の酒を用意してやる。飲み明かして殿下のことは忘れてしまえばいい。元々身分違いなんだ、王やあのいけすかない男が強引におまえたちを引き離すことくらい予想できただろう。……それをひっくり返そうとするなら、協力くらいはしてやるよ。だがおまえの肚が決まらない限り、俺にできることは愚痴を聞いて一緒に飲んでやることくらいだ」

「フランツ……」

「人生つらいことがあっても、生きていりゃいつかは楽しいこともある。どっちに転んだとしても、おまえには俺がついてるってことだけは忘れるなよ」

　自分よりも年下のくせに、やけに世知のあるアドバイスをくれたフランツを見ていると、情けないことに視界が揺らいでくる。

　無理やり連れてこられたこの場所で得た、かけがえのない友人。

「ああ、そうだな。…………ありがとう」

　ポン、とヨナスの肩を叩いたフランツが背を軽く押す。二人はそのまま回廊を歩いていった。







第三章 災厄の時








「シャリル公爵領へ？」

　ヨナスはカトラリーを持つ手をとめた。

「ええ、そうなの」

　マルグリットはつついていたきゅうりのサラダから顔を上げた。メイドがすかさず皿を下げ、代わりに魚料理をサーブする。

　こぢんまりとした食堂は王女の部屋のすぐ側にあり、元は娘の部屋に通い詰めていた王妃の控え室として使われていた部屋だ。さすがに設えも豪華で、小さいながら不自由はない。ヨナスとしては気づまりな王妃との茶会などよりよほど寛げる空間だった。

「わたしが社交界に出るまでまだ時間があるでしょう？　勉強ばかりでは息が詰まるだろうから気晴らしにどうかって、ローランが」

　シャリル公爵領なら、馬車で一日二日はかかる距離だ。

「……お疲れにならなければよいのですが」

　これもおそらく、ローランとの関係を深めさせたい王の発案だろう。ダヴィドには自分の都合でマルグリットを振り回した前科がある。ヨナスは知らず眉をひそめた。

「最近はとても体調がいいもの。……ねえ、鱒のソテーの味はどうかしら」

　二人きりの夕食は、会話を楽しみながら料理を味わう心和む場だ。とはいえ急な話の転換についていけず、ヨナスは皿の上の料理を凝視した。

「……はい、美味しいです」

「本当？　酸っぱくはない？」

「ええ、ちょうどいい酸味で、焼き加減もいいですね」

「よかった！」

　パッと笑顔になったマルグリットは、ほんの少しだけ得意げな顔になる。

「ヨナスは果物でも甘いものより完熟前のほうが好きみたいだから、きっと料理もそうだと思ったの。だからソースに柑橘を効かせてもらうようにお願いしたのよ」

「それは……ありがとうございます」

　うきうきと説明するマルグリットの、なんと可愛らしいことか。食べ物の好みまで把握しようとする姿が胸に迫り、こみ上げる感情を誤魔化すため、ヨナスはさりげなく話を戻した。

「公爵領へはいつ？」

「できればすぐにでも、って。お父さまも賛成なさっているようだけれど……」

　声が徐々に小さくなっていく。

「どうかなさいましたか」

　迷う様子を見せたマルグリットは、おずおずと口を開いた。

「……ヨナスも一緒に行ってくれる……？」

　新緑の瞳が揺れながらヨナスを見つめている。

　荒療治が必要だとローランは言っていた。では、この公爵領行きがそうなのだろうか。

　自分が近くにいることで、マルグリットの心身は健やかに保たれている。一方、二人の関係が深まればローランは苛立ち、彼女が傷つくと知りながら強引な手段を取ろうとする。

　――あいつらが求めるのは「緩やかな別離」だ。

　ヨナスがそれに従えば、過激な方法は見送られる可能性が高い。だがその結果、ヨナスはマルグリットが他の男のものになるのを側で見守るしかなくなる。それはまさに地獄の苦しみだ。

　己の感情に従うなら、マルグリットを掻き口説いて駆け落ちしたい。しかし、そうすれば彼女が後悔する結果になるだろう。

　――世間のことなどなにひとつ知らない彼女を、騙すように連れ去っていいのか。

　それは自分を城へ攫ってきた養父たちと、どれほどの違いもない行為だ。ヨナスはグラスの水を飲んだ。

「……神殿に確認を取ってみます」

　できることなら断りたい。ローランはこの機を逃さず、王女との関係を深めようとするだろう。それを間近で見ていられるほど自分は強くない。

「そう……そうよね。聖騎士ですもの、ヨナスの一存では決められないわよね」

「はい。それに、最近はなかなかまとまった時間が取れませんので、集中して鍛錬をしたいと思っていたのです」

　マルグリットははっと息を呑んだ。

「ごめんなさい。わたしの側にいるせいで、あなたのお勤めを邪魔してしまっていたのね」

「そうではありません」

「いいえ、喜ぶばかりであなたの都合を考えなかったわたしがいけないの」

　大きくため息をついて、華奢な肩をすぼめる。

「我儘を言って、ごめんなさい」

　そう言うと、マルグリットは可哀想なほど落ち込んでしまった。ヨナスはしばらく耐えていたが、結局慰めずにはいられなくなる。

「……大神官に確認してみましょう。殿下の体調のこともありますし、お許しをいただけるのではないかと思います」

「……本当？　無理はしないでね」

　俺は何をやっているのか。嬉しそうに食事を再開したマルグリットを見ながら、ヨナスは頭を抱えたくなった。

「ダンスの練習はどうでしたか」

　心の声がもれてしまわないよう話を向けると、マルグリットはすぐに笑顔を見せた。

「楽しかったわ。ローランはダンスが上手なの」

「そうなのですか。それはよかったですね」

「ええ。それに、音楽も宮廷楽団では仰々しいからと言って、わざわざ公爵家の小楽団を手配してくれたの。それがとても達者で、会話の間もずっと素敵な曲を演奏してくれたわ」

「ほう、小楽団を」

「ローランは本当に親切ね。そうそう、わたしが何度も足を踏んでしまったのに平気な顔をしているのよ。今頃足が腫れあがっていなければいいけれど」

　くすくすと笑いながら話すマルグリットからは、その時間を心から楽しんだことが伝わってくる。ヨナスは無理やり口の端を持ち上げた。

「それだけ熱心だったなら、随分上達なさったのではありませんか？」

「そうでもないの。筋がいいと褒めてはくれたけれど、夜会でお披露目できるほどではないのですって。だから次の練習も約束してきたわ」

　マルグリットはなにかを思い出したようで、両手を可愛らしく打ち鳴らした。

「そうだわ、ローランから素敵なお花をもらったの」

「花？　……公子からですか」

「ええ。それがとても特別な、誰も見たことのないものなのよ。どんなお花だと思う？」

　あの男からの贈り物など火にくべてしまえばいい。

「さあ。……妃殿下の庭に咲いている花……ではありませんね。外国から種を取り寄せたとか？」

「いいえ」

　マルグリットはふふっと声を出して笑った。

「黄金と宝石でできたお花なの。初めてのダンスの記念に、って。ゾーラたちも、こんなに美しい細工物は見たことがないって感心していたわ。公爵領で一番の細工師が手掛けたものですって。後でヨナスにも見せるわね」

「……そうですか」

　心が大きく波打った。どうにか表情を取り繕い、最後まで食事を続けたヨナスはそそくさと立ち上がった。

「殿下は先にお休みになって――」

「ヨナス、今日は早めに寝室へ――」

　言葉が重なり、二人は同時に口を噤んだ。

「……失礼いたしました。どうぞお話しください」

　ヨナスが頭を下げると、マルグリットは席を立って回り込んでくる。

「ヨナス」

　吐息に逡巡が混じっている。たじろぐヨナスの腕に白い手が触れた。

「あの……今日は早く寝室に来てくれる？　もし、お仕事がなければ」

　ヨナスはグッと奥歯を噛んだ。

　どこかで時間を潰して、マルグリットが寝付いた頃に寝室へ向かうつもりだった。しかし、惚れた女からねだられて、平然と欺けるほどヨナスは擦れていない。

『これ以上深みにはまる前に』

　友人の忠告が身に沁みる。唇を薄く開いて息を吐いたヨナスは小さな笑みを浮かべた。

「支度が終わりましたら、すぐにでも」

「……よかった。待っているわ」

　細められた瞳のきらめきを、ヨナスは魅せられたように見つめた。

　――ああ、友よ。

　もう手遅れだ。

　俺はもう二度と抜け出せないほど、頭の先まで完全に、どっぷりと彼女にはまり込んでしまっている。





　◆






　薄い夜着の頼りない肌触りを指先で確かめていたマルグリットは、かすかな物音に飛び上がるほど驚いて、早鐘を打つ胸に手を当てた。

　息を詰めて耳を澄ませると、コツ……と窓の外で音がした。風でしなう小枝が窓にぶつかったようだ。マルグリットはホッとしたような、がっかりしたような複雑な気持ちで枕を抱きしめた。

　もうすぐヨナスが部屋にくる。マルグリットはもう一度、手のひらを胸に当てた。

　――どきどきしてる……。

　緊張と、期待と。それに何だかとてもわくわくする。それはきっと、あることをしようとしているせいだ。

　また窓が音を立てた。今度はふと不安が過る。

　――今からわたしがすることを知ったら、ヨナスはどう思うかしら。

　途端に、冷気で背を撫でられたような気持ちになった。

　十八年の眠りから覚めた王女。

　マルグリットは、自分がそう呼ばれる存在であることにようやく慣れつつある。

　学ばなくとも必要があれば頭の中にある「知識の倉庫」から情報が引き出される。神官たちが口々に神の御業だ、奇跡の顕現だと口にする所以ゆえんだ。

　――でも、人の感情にはわからないことがたくさんあるわ。

　うっすらと感じていたことだが、ローランと話していてようやく自覚した。どうやら自分は人の心の機微というものに疎いようだ。

　男女の愛情や嫉妬といった感情を教えられ、知識が埋められていく感覚があった。それなのに、どうしてもそれが「自分のもの」になった気がしない。

　考えてみれば不思議なことだった。願うまでもなく知識は与えられたというのに、人を人たらしめているはずの「心」が理解できないのだから。

　――まるで、神の人形ね。

　自分の考えにゾッとする。

　それでもマルグリットには希望があった。嬉しさや寂しさ、悲しみという感情だけは、目覚めて早い段階から感じていたからだ。

　十八年の眠りの中で感じていたヨナスの存在。彼が神聖力を与えてくれた時に自分は喜びを感じ、近くにいないと寂しく悲しい思いをしていたのではないか。

　あの白い繭に包まれながら感じていたことが「神の人形」に心を与えていたのだとしたら、これから経験を積むことで他の感情を――愛や嫉妬も理解できるようになるかもしれないのだ。そう、知識で得たダンスステップが、練習することで身についていくように。

　甘くて、ほろ苦くて、どきどきすること。

　――ヨナスのことを考えると、どきどきする。それに……。

　ノックの音が聞こえ、マルグリットはサッと扉に向き直る。心臓がうるさいくらいに高鳴った。

『相手に触れたくてたまらなくなる』

　自分はヨナスに触れたいのだろうか？

　問いかけるまでもなく答えは決まっていた。そして、マルグリットの願いはそれだけではない。

　――わたし、ヨナスに触ってもらいたい……。

　今ならローランの言葉の意味が少しだけわかる気がする。心にひとつ、灯りがともった。





　◆






　己の意志の弱さを呪いながら部屋に入ったヨナスは、大きな寝台の上にちんまりと座るマルグリットを見て早くも後悔の念に襲われた。

　彼女は輝く金髪を背に流し、薄い夜着だけを身に着けている。ヨナスをまっすぐに見つめる瞳はきらめいていて、自分が彼女にとって特別な存在だと勘違いしてしまいそうだ。

　微妙に目を逸らしながら寝台に近寄ると、マルグリットは座ったまま後ずさり、上掛けをめくった。往生際悪く迷うヨナスは、視線をうろつかせながら羽織っただけの上着を脱ぐ。

　上掛けの下からちらりと見えた夜着の裾は短く、隠れているのは太ももの半ばまでだ。視線を上に遣ればいかにもやわらかそうな乳房が透けて見えそうで、ヨナスはマルグリットに背を向け、寝台に腰掛けた。

　ぎしりと軋む音の後は、漂う緊張感が産む沈黙しかない。呼吸すら憚られて息を詰めるヨナスの背後から小さな声がした。

「……こっちを向いて」

　ごくり、と喉を鳴らし、身を捩るようにして振り返った。

　奇跡のような美しさだ。

　目覚め、自分の意思で動き笑うマルグリットは、罪深いほどの引力でヨナスを惹きつける。

「どうして座ったままなの？」

　新緑の瞳を食い入るように見つめていたヨナスは、数拍置いてからぎこちなく寝台に上がった。しかし、身体を横たえようとしたところでまた声がかかる。

「そのまま、動かないで」

　何事かと静止した肩を押される。背中を寝台の頭につけたヨナスは、枕を尻に敷かないよう急いで左右に退かした。

「殿下」

「名前を呼んで」

　にじり寄るマルグリットを避けようにも退路はない。思わず視線を下げた先にあるのは、身を乗り出したせいでふるりと揺れた胸の谷間だ。ヨナスは焦り、だが押しのけることもできず口ごもった。

「殿下……マリー、なにを――」

「お願い、少しだけでいいの」

　マルグリットの両手が伸びてくる。白い手がシャツへかかり、釦をつまんだ。

　自分のドレスも女官に着せられているマルグリットだ。釦の扱いに慣れているはずもない。長い時間をかけて、ようやく全ての釦が外された。

「マリー……」

　息を吸ったせいで胸郭が持ち上がり、そこへ強い視線を感じる。呼吸を止めている間に前身頃が開かれ、白い手が胸にひたりと当てられた。

　ひんやりとした温度よりも物理的な刺激によって皮膚がざわめき、男の小さな乳首が収縮する。

　手が胸板をすべり、乳首をかすめる。はっと息を呑んだヨナスは、マルグリットの手に驚愕の眼差しを向けたが、舌がもつれて言葉を発することができない。

「今日は硬いのね」

　ヨナスはぎょっとして、痺れた頭を軽く振る。驚きすぎたせいで肉体は男の反応を示しておらず、それでも思わず自分の下肢に目を遣ってそれを確認した。

「硬い、とは、何が」

「あなたの胸が。……いつもはもっとやわらかいわ。そうでしょう？」

　抱きしめられて眠る時のことを思い出しているのか、胸板を手のひらで押された。胸筋から上腕、肩と僧帽筋までがぐうっと緊張する。

「あ……お腹も」

「マ、マリー！」

　くっきりと割れた腹の溝を爪の先でなぞられたヨナスは、たまらず華奢な肩を掴んで遠ざけた。

　きょとんとした表情のマルグリットは、肩で息をするヨナスの肌がわずかに汗ばんでいる原因も、琥珀色の瞳がギラついている理由にも気づいていないようだ。いや、むしろなぜ身体を遠ざけられたのかと不服そうですらある。

「じっとして、ってお願いしたのに」

「なぜ、突然このようなことを」

　責めるような口調で詰られたマルグリットは、ピンク色の唇を尖らせた。

「あなたに触りたいと思ったのだけれど……これはいけないこと？」

「未婚の女性が、無暗に男性に触れることは好ましくありません」

「わたしはあなたと結婚しているのよ」

「形式上のことです」

「……男性が、未婚の女性に触れるのは構わないの？」

　途端にひやり、と空気が冷える。

「誰かに触られたのですか？　まさか……シャリル公子？」

「いいえ、違うわ」

　誤解を解こうとしたマルグリットは、ヨナスの腕に手を乗せた。身体の芯がいつも凍えているようなマルグリットは、手のひらから伝わる高い体温が好ましく、自然と身を寄せる形になる。

「わたしが眠っている間に、ヨナスが神聖力を与えてくれたのでしょう？　その方法をお母さまから聞いたものだから……」

　うつむくマルグリットの金色のつむじを見ながら、ヨナスの全身がカッと熱くなる。

　王妃は何をどう伝えたのだろうか。ヨナスの脳裏に、あの生々しい淫夢が蘇った。

「……本来であれば私などが、王女殿下の尊い御身体に触れるなど許されないことです」

「そんなことを言わないで！」

　マルグリットは顔を上げ、ヨナスの瞳を正面から見返した。

「わたしが言いたいのはそんなことじゃないの。わたしはこうやって――」

　マルグリットは両手でヨナスの頬を包む。

「あなたに触れると嬉しいから、ヨナスも同じだといいと、そう思って……」

　途切れた語尾に混ざる吐息まで愛おしい。だがこのままでは非常にまずい事態を引き起こしてしまいそうだ。

　ヨナスは口内に溜まる唾液を数度飲み下し、自分が何を言うべきかもわからないまま口を開く。

「マリー、しかし、私は」

　ヨナスの視界で白い夜着がひらりと舞った。マルグリットがヨナスの身体を跨いだのだ。

　こんな破廉恥な体勢など夢想したこともない。咄嗟に支えた腰の細さと、漂う肌の匂いにめまいがした。

「ヨナス」

　マルグリットは黒い髪に指を差し込み、優しい手つきで梳いていく。ヨナスは心地よさを堪能するどころか、非現実的な状況に呆然とするばかりだ。

　ヨナスは眦が切れそうなほど目を見開き、ただマルグリットの顔と、熱心に動く白い手を見ていた。

　白い手は地肌をくすぐるように髪を梳き、耳たぶを軽く揉む。ぴくりと揺れた広い肩に視線を遣ったが、悪戯をやめる気はないようだ。人差し指と親指で耳の形を確かめるように触ると、今度はするりと首を撫でた。

「っ、マリー……」

「ヨナス」

　シャツが肩から滑り落ちる。現れた刺青を前に一瞬だけ動きを止めたマルグリットは、キュッと唇を引き結ぶと、ゆっくりと身を屈めていく。

「殿下、なにを――！」

　可憐な唇が、不吉の象徴である蛇の刺青を慈しむように口づける。信じられない光景に凍り付くヨナスが我に返るよりも早く、マルグリットは顔を上げた。

　いつもより赤味の強い唇が目の前にある。緑色の瞳はきらきらと輝き、強烈な引力でヨナスの視線を奪った。

「あなたは、わたしに……触りたくないの？」

　その言葉は凄まじい勢いでヨナスの理性を弾き飛ばした。のぼせたように全身が熱を帯びる。

　――触りたくないのか、だと？

　ヨナスは手を伸ばし、マルグリットの頭をぐいと引き寄せた。

　どちらの吐息が震えていたのだろう。

　荒っぽく始まった口づけはすぐになまめかしく、色めいたものに変わっていく。

　絡まるシャツが邪魔で、腕を引き抜く。自由になった両腕が、優美な曲線を描く身体をなぞった。

　抱きしめているのは、自分にとってたった一人の女性だ。己の欲望を注意深く隠してきたヨナスの、秘められた願望が迸る。

　暴れる心臓が口から飛び出しそうだ。首にマルグリットの細い腕が柔く巻きつくのを感じながら、角度を変えて何度も何度も唇を合わせた。

　甘い唾液を舌で味わい、口蓋を嬲る。前歯の裏を舌先で撫でてから舌を吸い上げた。くくぐもった可愛い声がして、もっと聞きたくなって頬を両手で包んだ。

　すべらかな頬を親指で緩く撫でながら、鼻の先をこすり合わせるように口づけの角度を変える。ヨナスの手は頬の感触を堪能してから右手を耳へ、そして左手を背中へ回した。

「う……ん」

　薄く目を開くと、閉じられた長い睫毛が見える。桜貝のような耳たぶをつまんだ。仕返しとばかりにやわやわと揉めば肩が跳ねる。きっとくすぐったいのだろう。悪戯心を抑えて指を広げ、髪の中に差し入れた。

　ふわ……と、得も言われぬ香りが立ち込め、それを肺の奥まで吸い込む。

　マルグリットの髪の匂い。湯上りに塗り込まれた香油の匂い。そして、体温の上がったマルグリットの肌の匂いだ。

　ヨナスは左手を、背骨の窪みを確かめるように下へ移動させた。

　この美しい王女の身体の中に、自分と同じ武骨な骨があるとは信じられない。そんな考えが頭の片隅に浮かび、マルグリットが夜着のリボンを自ら解いたことで消え去った。

　はらり、とはだけられた絹の夜着が、頼りない質感で白い肩を滑り落ちていく。

　ちゅ、と音を立てて離れた唇と、乱れた金色の髪。ヨナスは食い入るようにそれを見つめながらかすかにあえいだ。

「……マリー……」

　マルグリットはヨナスの右手を持ち上げ、自分の鎖骨にそっと触れさせた。そして目を伏せ、ほんの少しだけ下に押し下げる。それがまた下がる。また、ほんの少し。

　手のひらに吸いつく、丸くやわらかな質感。

　――ああ！

　目のくらむような勢いで全身の血が駆け巡る。ヨナスは自らの意志で、張りのある乳房を手で包んだ。

「あ……」

　目を閉じた彼女の淡いため息。いつか見た夢と同じ、とろけるような柔さの乳房。

　カッと頭が熱くなり、津波のような激情がヨナスを襲う。両手で乳房を揉みしだき、唇と同じ可憐な色の乳首にむしゃぶりついた。

「ああっ！」

　口の中でたちまち硬くなる乳首を吸い、尖らせた舌でこねる。ちゅぅっと吸い上げて口を離すと、紅を塗ったように色づきふるふると震えていた。そのあまりの健気さにもっと、もっとと愛撫を施す。

　ヨナスは舌を突き出し、尖った乳首をくりくりと舐ねぶる。反対側の乳房を揉みながら指の股で乳首を挟んだ。

　小さく悲鳴を上げたマルグリットが腰を捩じる。

「う……っ」

　ガチガチに硬くなった雄を丸い尻が刺激した。今すぐこれを突き入れて、思うさまに腰を振れたらどんなにいいだろう。

「ヨナス……」

　澄んだ瞳がきらめく。しかしその無垢な輝きが、男の征服欲をどうしようもないほど激しく揺さぶった。

「あっ！」

　ぐるりと体勢を入れ替えて女を組み敷いた。寝台の上に黄金の髪が雲のように広がる。

　鮮やかな新緑の瞳に湛えられた信頼の色。喜ばしいはずのそれが、今はなぜか苛立たしい。ヨナスはマルグリットの両手首を片手で掴み、頭の上で押さえつけた。

「……ヨナス？」

　彼女が身につけているのはもう下着だけだ。両手を押さえつけられているせいで、背を反らし胸を突き出している。

　――どこもかしこも白い。……ああ、乳首は違うか。あとは耳たぶが……。

　ヨナスが散々しゃぶったせいで、乳首は色づきピンと尖っている。いじられて薄桃色になった耳たぶも髪の間から覗いている。みぞおちの奧がそわそわするような衝動が湧き、ヨナスは可愛らしい耳に顔を寄せた。

　耳殻を唇で辿る。吸い込むようにして耳たぶを口に含むと、くすぐったいのか肩をすくめた。チロチロと舌先で可愛がってから解放し、今度は耳の後ろに吸いつく。鼻先を髪に埋め、うなじを何度もついばんだ。

「……あ……はぁ……」

　背を震わせたマルグリットは小さく鳥肌を立てている。ヨナスは吐息であやすように肌を温めながら唇を移動した。顎のライン。細い首。鎖骨から肩先へ。

「きゃあっ！」

　マルグリットが小さく叫んだ。ヨナスが腋下を舐め上げたからだ。

「いや、いやよ……ヨナス、そこは……んんっ！」

　視線だけで顔を窺えば、ギュッと目を閉じて顔を背けている。頬は真っ赤に染まっていた。いい気分になったヨナスは気が済むまでそこを堪能すると、唇を移動させていく。

　次の標的は激しく上下する腹と、縦にへこんだ可憐な臍だ。

　まさか誰かの臍でこんなに興奮するとは思わなかった。いや、「誰か」ではなくマルグリットだからだ。彼女でなければ指一本、産毛や硬い歯の舌触りにまで欲情するはずがない。

　薄い腹と脇腹を舌で舐め、臍を突いた。腰を浮かせて拒む様さえ愛らしい。ヨナスはそれを無視し、れろれろと何度も舌を使う。

　やがて身を起こしたヨナスが手を解いても、マルグリットはぐったりと横たわったままだった。

　熟れた林檎のように赤い頬と、薄いピンク色に染まった身体を目で堪能したヨナスは、荒々しい仕草でマルグリットの下着を取り去った。膝を合わせる弱々しい抵抗は、騎士の前では何の役にも立たない。すんなりと伸びた脚を捕らえ、ぐいと引いて開かせた。

「ああ……」

　ヨナス思わず声を漏らした。

　たとえ流民であろうと、聖騎士で見目のよいヨナスが許せば女は近づいてくる。その気になれば刹那の関係を結ぶこともできただろう。しかし彼にとって女性はマルグリットただ一人だ。

　今までヨナスがマルグリットの肌に触れたのは、あくまでも力を与えるためだった。その時ですらこの秘められた場所に触れたことはない。ヨナスが初めて目にしたそこは、既に濡れて淡くほころんでいた。

　怖がらせないようにと、ただそれだけを思って顔を寄せる。内腿に緊張が走ったが、宥めるように撫でるとそれもやんだ。

　まともな思考能力はどこかに消えた。ただ、朝露を含んだような花弁が愛らしく、その味を確かめることしか考えられない。ヨナスは吸い寄せられるように秘所へ口づけた。

「ん……っ」

　マルグリットがつま先を跳ね上げた。ぬるぬると温かくぬめる愛液の源を夢中で舐める。女の味。いや、マルグリットの味だ。

　夢中になって蜜をすする。小さな襞まで余すところなく舐めしゃぶっていたヨナスは、花びらの頂点にある小さな突起に気がついた。

　浅く顎を引いてじっと見つめる。他の部分よりもわずかに色味の薄い、小さな粒。それが息づくように揺れていた。

　――何だろう、これは……すごく、かわいいな……。

　男の強い視線を避けるように、その突起は今にも姿を隠そうとしていた。咄嗟に薄い下腹を軽く押して包皮を剥き、白い粒を指先でそっと撫でる。

「ああっ！」

　ぐん、と腰が持ち上がった。驚くヨナスと同じように、マルグリットも何が起こったのかわからない様子だ。だがヨナスはすぐにこの小さな器官が女の官能を引き出していることに気づく。

　聖騎士とはいえ男の集団だ。親しい者がいなくとも、それなりに話は聞こえてくる。曰く、どうやって恋人を満足させているか。どんな風に女を啼かせてきたのか。

　多分に誇張された武勇伝が蘇り、ヨナスは飢えた獣のようにその場所を凝視した。

「あ、だ、だめ、ヨナス……！」

　初めてはっきりと抵抗を示したマルグリットを無視して、ヨナスはその粒を唇で挟む。途端に上がる嬌声が、男の嗜虐心をどうしようもなく煽った。

　ちゅぷちゅぷと音をさせながら粒をしゃぶれば、蜜洞からこぼれた愛液が尻へと伝い、清潔なシーツに丸いしみを作った。

「ひっ、ヨナス、ああ……！」

　ちゅ……っ、と、粒に吸いついては離すことを繰り返す。真空になった口内で舌を動かすと、マルグリットの全身はたちまち硬直し、腰を大きくバウンドさせた。

　はあはあと胸を波打たせる姿を眺めながら、濡れた口元を手の甲で拭う。ヨナスの性器は今や鉄のように硬くそそり勃ち、熱く潤った場所を犯したいと主張している。彼は窮屈な釦を苦心しながら外し、下着ごと脱ぎ捨てた。

「マリー」

　呼びかけに反応したマルグリットがゆっくりと目を開ける。唇が震え、新緑の瞳が潤んでいった。

「ああ、マリー……！」

　胸にこみ上げる愛おしさのまま、ヨナスはマルグリットを抱き起こす。すぐに両腕が首に回され、裸の胸と胸がぴたりと合わさった。

　寝台の頭にヨナスがもたれ、太腿をマルグリットが跨いで座る姿は、最初の触れ合いと同じ体勢だ。だがあの時と違うのは二人が全裸であること、そして何より求め合う男女の間だけにある、淫靡な空気が部屋を満たしていることだ。

　二人は見つめ合い、そして口づけをする。互いの体液こそが命を繋ぐものであるかのような必死さで舌を絡め合った。

「すごい……熱い……」

　呼吸のために離したマルグリットの唇がうわ言のように囁く。下腹を押す男の象徴のことだ。彼女はわずかに身を離し、うつむいてそれを観察したが、恐がる様子も見せずにまた身体を密着させた。

　彼女が男性器についての知識を持っているのは明白で、それもおそらくはシメオンの言う「奇跡」に類するものなのだろう。

　マルグリットは下半身を揺らめかせ、熱杭へ小刻みに刺激を与えてくる。

　彼女はそれがどれほど危険な行為か――辛うじて残る自制が切れ、純潔を奪われるかもしれないことを知らないのだ。ヨナスは血管が千切れるのではないかと思うほど興奮し、細い腰を両手で掴んだ。

「じっとして」

　奥歯を噛み、荒い息を吐くヨナスを見て、マルグリットはふわりと笑った。

「……何が可笑しい？」

「『じっとして』って。それはわたしが最初に言ったことよ」

　確かにそうだった。瞬きをしたヨナスは微笑むマルグリットと額を合わせ、鼻先を触れさせる。マルグリットは唇を笑みの形にしたまま目を閉じた。口づけを待つ顔がたまらないほど愛おしい。

「あ……ヨナス」

「マリー……」

　唇を触れ合わせながら、細い腰を掴んでゆさゆさと揺さぶる。濡れた花びらと、先走りの滴る雄を密着させた。ヨナスは腰の曲線をなぞるようにして両手を尻に移し、上下に動かす。ぬちゃぬちゃと激しい水音が耳朶を刺激し、鋭い快感に頭の芯が痺れていった。

「は……あ、あ、あぁ……」

　大きく動かすことであの粒が熱杭で嬲られているのだろう、マルグリットは背をしならせて悶えている。

　ぬかるむ秘所に雄がひっかかる。熱い潤みをたたえた入口に、ぱんぱんに張ったエラを浅く潜らせた。脳髄が痺れ腕の力が抜けそうになる。このまま思い切り突っ込みたい。そして胎の一番奥で欲望を吐き出したい。ヨナスは幾度もそう思ったが、解決できないあらゆることがそれを押しとどめた。歯を食いしばって耐えながら腕を動かす。まろい尻に指が食い込み、腕に太い血管が浮いた。

「あ、ああー……っ！」

「……っ、う、……っ」

　マルグリットが身体を痙攣させたのと同時に、ヨナスも精を吐き出した。硬く張りつめた雄が脈打ち、何度も震えながら飛沫が噴き出す。息を詰めていたヨナスは、全てを出しきってからようやく全身の力を抜いた。

「ん……」

　ぐったりと肩にもたれていたマルグリットの声にハッとする。目を閉じてはいるが、顔色は悪くないようだ。寝台に横たえてからすぐに湯と布を用意した。

「……マリー？」

　乱れた寝台に全裸で横たわり、満たされた様子で目を閉じたマルグリットは、生ある者とは思えないほど美しい。急に不安を感じたヨナスが名を呼ぶと、彼女はすぐに目を開けた。

「ヨナス……どうしたの？」

　初めての経験に疲れているのか、いつもより瞬きがゆっくりだ。ヨナスは黙って布を湯に浸し、マルグリットの全身を清めていった。

　新しい布を敷いた上に、夜着を着せたマルグリットを寝かせる。上掛けでしっかりと包んでから自分の身体をザッと拭いた。

「ありがとう……」

　不明瞭な口調が幼く可愛らしい。ヨナスはマルグリットの頭を撫でた。

「マリー」

　返事があると期待せずに呼べば、睫毛の先がぴくりと動く。

「……なに……？」

　眠たいだろうに反応するところが可愛いくてたまらない。ヨナスはすっかり温もった小さな手を握り、自分の口に押し当てた。そして満たされた気分で部屋を見回し……ぎくりとして動きをとめる。

　窓際に一輪の花が飾られていた。

　いや、花ではなく宝石だ。それは非常によくできた、青い薔薇の形をしていた。

　幹は黄金で、葉は砕いたエメラルドを敷き詰めている。そのうえなんと花びらはサファイアを花弁の形に切り出して張り合わせたものだ。

　夜目にもきらきらと美しく輝く青い薔薇は、それ自体が富の象徴だった。生半可な財では手に入れることはおろか、保持することすらできないだろう。それをいとも簡単に、ダンスの記念品として贈ってしまえるのがシャリル公爵家の――ローランの力だった。

『王女としてどう生きるべきかというこの世の真実』

　ローランから投げつけられた言葉が頭に渦巻いた。

　もし、マルグリットを攫ったら。

　王は絶対に二人を許さないだろう。そうなればこの国にはいられない。

　どこか遠い場所にある、文化も、言葉すらままならない国で暮らすことになる。……こんな贅沢な花など、飾ることもできないところで。

　寝息を立てるマルグリットの頬はピンク色で、唇はかすかに弧を描いている。それを長い間見つめていたヨナスは、やがてのろのろと立ち上がった。





　◆






　ため息をついたらすぐに気づかれてしまった。

「食べないの？」

　隣の席から問いかけたのは、金髪に青い目の貴公子だ。シャリル公爵家の嫡子ローランは、自宅よりも王城で食事を取るほうが多いのではないかと思うほどしばしば王族の食卓に顔を出している。

　今日も彼は当然のようにマルグリットの隣に座り、優雅な佇まいで雉料理に舌鼓を打っていたところだった。

「……今からいただくわ」

「そう？　この雉はとても美味しいよ。食べてみて」

　どちらが客なのかわからない。マルグリットが小さくうなずくと、ローランはカトラリーを置いてわずかに身を乗り出した。

「もしかして、具合がよくないの？」

　うっかり同意すれば母の目の色が変わる。マルグリットは慌てて首を横に振った。

「いいえ、どこも悪くないわ。ごめんなさい、心配させてしまって」

　体調はとてもいい。一週間前にヨナスと触れ合ってからというもの、マルグリットは未だかつてないほど完璧に健康だった。あくまでも身体に限った話ではあるが。

　きっぱりと否定したというのに、ローランはまだ気遣わしげに顔を覗き込んでくる。

「確かに顔色は悪くないね」

　おもむろに手を伸ばしたローランは、人差し指の背でマルグリットの頬をスッと撫でた。一瞬のことだったから避ける間もない。目を見開くまたいとこにローランは少し笑い、姿勢を正して王に向き直った。

「マリーが疲れないよう旅程には配慮したつもりですが、移動日に余裕を持たせられないか、もう一度確認してみましょう」

　シャリル公爵領への出発は明後日に迫っている。マルグリットのような貴人が同行するのだから、旅程は多方面から検討されたものであるはずだ。それをこうも簡単に覆そうとするだなんて。

「披露目の夜会に影響がないのであれば、ゆっくりしてくるがいい」

　マルグリットが口を開く前にダヴィドが応えた。

「ありがとうございます。実はリオルに一泊しようかと考えておりまして」

「リオル！　それは素敵だわ」

　マルグリットの右隣から王妃が言う。

「リオルの温泉は泉質がよくて有名ですものね」

「はい、美肌の湯として特に女性からは好評で。きっとマリーの肌も綺麗になるかと――」

　ローランはそこまで言って、音がするほど急に口を閉ざした。

「……ごめん」

　眉尻を下げた情けない顔で謝罪する。

「温泉なんかに入らなくてもマリーの肌は綺麗だよ。ただ、リオルは本当に女性に人気があるから、きっときみも喜んでくれるんじゃないかと、そう思って……」

「おいおい、ローラン！」

　しどろもどろのまたいとこに、ギュスターヴも呆れ顔だ。

「女性の肌に言及するのは好ましくない。社交界に君臨する貴公子にしてはあまりにも不作法じゃないか」

「社交界に君臨しているのはきみのほうだろう。……申し訳ありませんでした、王女殿下」

　大げさに頭を下げられては却って反応に困ってしまう。そもそもマルグリットはローランの言葉を不作法だと感じてもいなかった。

「大目に見てやれ、マリー。ローランも気が逸っているのだろう」

　笑う父にそう言われ、意味がよくわからないながらもうなずく。

「わたしは気にしていないから、謝らないで」

「あっさり許されると、何だか複雑な気分だな……」

　微妙な顔になったローランを中心に笑い声が広がる。マルグリットは思いきって尋ねてみた。

「公爵領への滞在は、何日くらいになるのかしら」

　一瞬だけしんとした。

「……説明していなかったのか」

　兄が酢を呑んだような顔になるが、ローランは平然とした様子だ。

「あれ？　言っていなかったかな」

「……どうかしら。わたしが聞き漏らしていたのかもしれないけれど……」

「いや、そうだな。陛下の許可をいただいたものだから、すっかり説明したつもりになっていたよ」

　青い目を細めたローランは、ナプキンで口元を拭った。

「八日間の予定だったけれど、行きにリオルへ寄るから十日間に変更になるね」

　十日。マルグリットは顎を少しだけ引いた。

　ヨナスとはあの夜以来、一度も会っていない。

　マルグリットが目覚めた時には、いつものように姿がなかった。ただあの日は手紙とも言えないような、短い書き置きが残されていたのだ。

　――「しばらくお会いすることはできません」、って……。

　たったそれだけの書き置きを、マルグリットは何度読み返しただろう。

　しばらくとはどのくらいの日数なのか。もしかして、最後の夜に何かおかしな振る舞いをしたから、ヨナスは怒ってしまったのではないだろうか。

　マルグリットは無意識のうちにため息をついた。

　ヨナスに会いたくてたまらない。でも、以前のように何も告げずにいなくなったのではないから、まだましと思うべきなのか。

　公爵領へ出発した後に、ヨナスが会いにきたら。

　想像しただけで居ても立ってもいられなくなる。そもそも今回の公爵領行きもマルグリットの意向ではなく、ローランと両親の話し合いで決められたものだ。

　社交界にデビューしていないマルグリットはまだ公務に就くことはない。時間に余裕のある今だからこそ、親戚の家を訪問するつもりで来てくれればいいとローランは言っていた。

　本心では城でヨナスの帰りを待っていたいのだが、楽しそうなローランを見ればいやとは言えない。ダンスを教えてもらった恩もある。色々と考えるうちに、マルグリットはすっかり食欲を失ってしまっていた。

「そういえばリオルは一時期、住民を避難させていたことがあったわね」

　右隣から王妃が言い、マルグリットは顔を上げる。ローランはそれをちらりと見てから答えた。

「はい。北壁から下ってくる魔獣の被害を避けるための、苦渋の決断でした」

「そう……。今はどうなのかしら」

「リオルへの立入禁止令を解除してから、街に戻ったのは七割くらいですね。転居先で新たな生活基盤を築いた者もおりますし」

「流入者も増えたんだろう？」

　興味を持ったらしい兄が質問をすると、ローランは誇らしげな顔になった。

「ああ。十八年の間に人口は倍になった。観光客も以前よりずっと増えたしね。それに関しては国庫から支援をしてくださった陛下のおかげだよ」

「そうだったわね」

　王妃が相槌を打つ。不思議そうなマルグリットに気づいたローランは、隣から顔を覗き込むようにして話を続けた。

「うちだけの話ではないけれど、陛下の治世が安定しているからこそ犯罪率も低く民は安心して暮らすことができる。何より陛下直々に指揮を執られた一斉討伐のおかげで、魔獣が姿を消したのが本当にありがたい。さっきも話したようにリオルは保養地として名高い場所だけれど、一時期は魔獣被害が頻発していてね。公爵家の騎士団で討伐隊を編成してもいたちごっこの状態だったんだ」

　ローランは軽く肩をすくめた。

「魔獣が最も好むのは……ああ、こんな席では相応しくない話題だ。とにかくぼくは神聖シャヴァネル王国の臣民としても、シャリル公爵領の者としても、王家に対する感謝と忠誠は決して忘れない。それだけは覚えていて」

　そう言ったローランは、食卓に置かれたマルグリットの手に自分の手を重ねた。予告のない接触を咎める者は誰もおらず――横並びの席に座る王妃は気づいていなかっただろうが、王と兄はそれを見ていた――驚くマルグリットが瞬きをする間に素早く離れていく。

「……やっぱり心配だわ。ああ、誤解しないで。あなたを信じていないのではなくて、初めて遠出をするものだから……」

　王妃はカトラリーを置いてため息をついた。勢い込んでローランが身を乗り出し、間に挟まれたマルグリットはわずかに身を後ろへ引く。

「ご心配は不要です。この十八年間一度も魔獣は出ていませんし、行路に山賊が出たという報告もありません。もちろん念には念を入れて警備計画を立てています。特に今回はマリーを同行するということで、聖騎士団にも護衛を出すよう依頼しました」

　マルグリットの胸がどきりと鳴る。

「まあ、そうなのね。ではヨナスも？」

「最終決定は神殿ですが、要請はしてあります」

　ローランは品よく微笑んで、わずかに首をかしげながらマルグリットの目を見つめた。

「楽しい旅にしようね」

　神殿から護衛を命じられたら、ヨナスはどう思うだろうか。

　満足そうな母の顔と、貴公子然としたたたずまいのローラン。父も兄も異論はなさそうだ。

　マルグリットはヨナスがリオル行きを歓迎していない気がして、新緑の瞳を陰らせた。
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「ヨナス」

　薄暮の中剣を振るヨナスの背中に、声がかけられた。鍛錬場ではなく、神殿の奧にある水場の近くだ。滅多なことでは人の来ないこの場所にヨナスを追ってきたのは場違いな人物――大神官シメオンだった。

　ヨナスは剣を下ろし、軽く頭を下げる。神官たちが見たら叱責されるような軽い礼だが、珍しいことにシメオンは取り巻きも連れずたった一人だ。

「どうですか」

　顎を伝う汗を肩先で拭いながら、ヨナスは首を横に振る。シメオンは落胆した様子で眉根を寄せた。

「そうですか。……全く、何の兆候も見られない？」

「はい。正直に言って、今までどうやって力を使っていたのかも思い出せないくらいです」

　焦りの色を押し殺しながらヨナスは答えた。

「体調は？」

「特に変化はありません」

「では、神聖力がなくなったこと以外に変わりはないと」

　ヨナスはシメオンの目を見返した。

　神聖力を失ったことに気づいたのは五日前、マルグリットと触れ合った翌朝のことだ。

　普段は剣を握っただけであふれ出る力がすっかり消え失せ、どうしても取り戻すことができなくなっていた。

　何か方法はないかと闇雲に剣を振り、身体を痛めつけているところを偶然見かけたシメオンに問い詰められて、ようやくヨナスは全てを自白したのだ。

　大神官という地位にあり、常からヨナスを気にかけていたシメオンが強引に話を聞き出さなければ、彼は今もこの秘密を誰にも打ち明けられなかっただろう。

　ヨナスは木剣の代わりに愛用の長剣を手に取り、腰に佩いた。

　力を失ってからも鍛錬は続けている。神聖力の有無に関わらず、剣技を磨くのは騎士の務めだ。現に王国軍で神聖力を持つ者はいないが、対人戦に限れば聖騎士と遜色のない成果を挙げるだろう。例外は対魔獣戦くらいのものだ。

「ヨナス」

　シメオンはヨナスに一歩近づいた。

「何があったのですか」

「何が、とは」

「肉体的な異変が見られないのに力を失ったのです。となれば、原因として他に考えられるのは精神面に影響を与えた出来事になるでしょう。……五日前に、何があったのです」

　――五日前にあったこと。

　マルグリットに触れ、欲望を解き放った。

　彼女は王女で、神から与えられた知識を持ってはいても、まだまだ世間のことには疎く精神的に幼い。男の欲をぶつけていい相手ではなかった。

　ヨナスの側に愛情があるとはいえ、果たしてマルグリットもそうだと言えるだろうか。好奇心で男の身体を確かめてみようとしただけだったのを、ヨナスが自分に都合よく勘違いしたのではないか。なにしろ彼女は長い眠りから目覚めたばかりで、色恋に関しては誰よりも晩熟おくてなのだから。

　返事をしないヨナスの肩に、シメオンはそっと手を置いた。

「……三日後に、王女殿下はシャリル公爵領へお発ちになります」

　ハッとしてシメオンの顔を見る。薄青の瞳がヨナスの反応を窺っていた。

「公子から、あなたに王女殿下の護衛をするよう要請がありました。……回答は保留にしています。今なら理由をつけて断ることもできるでしょう。どうしますか」

　ローランから贈られたという、宝石でできた青い薔薇。

『おまえの役目は彼女の体調管理をすること。ただそれだけだ』

　己の思いだけで、相手を幸福にできるならどんなにいいだろう。

　ヨナスは唇を噛み、そして答えた。

「行きます」

「……本当にいいのですか」

「はい」

　迷うように口を閉ざしていたシメオンは、やがてヨナスの広い背を押すようにして軽く叩いた。

「わかりました、ではそのように。……鍛錬は終えたのでしょう。部屋に戻りますか？」

「はい」

　シメオンの指示で、神殿にヨナスの部屋が用意されている。

　一人で己の力と向き合うため、今回はフランツの世話になるつもりはなかった。寝台と机があるだけの簡素な部屋だが、ヨナスにとってはそれで十分だ。

　大神官と二人きりで歩くのは久しぶりで、妙な気分だ。神聖力のことを打ち明けてからというもの、シメオンはなにかとヨナスを気にかけてくれている。

　――幼い頃もそうだったな。

　連れて来られたばかりの頃はよく面倒を見てもらっていた。ヨナスは養父とシメオンの二人に育てられたようなものだ。

「……懐かしいですね。昔はよくこうやって、幼いあなたを連れて歩いたものです」

　同じことを思い出していたようだ。シメオンは穏やかな顔で笑っている。

「私の位階が上がってからは、あなたのことに目が届かなくなってしまって……つらい思いをさせたでしょうね」

「いえ、そのようなことは」

「いいのです、わかっていますから。忙しさにかまけて申し訳ないことをしました。……フランツがいてくれて、本当によかった」

　ヨナスは驚いて、シメオンを見下ろした。

　大神官という地位にある彼から、これほど率直な言葉をかけられるとは思わなかった。

　――こんなに小さな人だったか。

　フランツとそう変わらないくらいの身長でも、身体はもっと薄く痩せている。昔は見上げていたのが嘘のようだ。

「……少し、お痩せになったのではありませんか」

　元々細い人ではあるが、ここまでではなかった気がする。それによく見ると顔色が悪い。目の下には隈があり、皮膚は乾いて紙のようだ。

「私のことは気にしなくてもよいのです」

「しかし」

「ヨナス」

「……はい」

「神聖力を取り戻したいですか」

　思いがけない問いに虚を衝かれ、答えに詰まる。

　ずっと昔から持っていた力なのだから当然だ、という思いと、もはや王女に力を与える機会などないかもしれないというのに、今更何のために必要なのかという思いが交錯する。

　シメオンは足を止め、黙りこくるヨナスの顔を見ていたが、やがてフッと息を吐いた。

「神聖力を持つことは、個人の特性にすぎないと思いませんか」

「個人の特性、ですか」

「そうです。背が高いとか、脚が速いとか。そういった特性です。個性とも言いますね」

　確かにそのほうが納得できるが、大っぴらに公言できる話ではないだろう。始祖ヤルマークが神聖力を持っていたことからもわかるとおり、神聖力と聖騎士には特有の名誉と義務がついてまわる。

「……不思議なことに、年齢を重ねあらゆる経験をした聖騎士の中には神聖力に執着しなくなり、やがて力を失っていく者もいます」

　ハッと目を見張ったヨナスに、シメオンはうなずいた。

「そうです。引退していった騎士には、力を失くした者がいるのです。しかし、それを口外することはありません」

　聖騎士という名誉ある地位にあるからこそ、継ぐべき家のない者たちでも婿入り先に困ることはない。それだけではなく、事業を始める場合の融資条件も有利になるほどなのだ。それらは有事に戦場へ身を投じ、魔獣討伐へ加わる彼らに与えられた特権だった。

「引退後の生活でしっかりと存在感を示すことができれば、もう死地に赴けとは言われなくなります。新しい聖騎士もいますしね」

　穏やかに語るシメオンの声を聞きながら、神聖力を完全に失った聖騎士がいるという事実にヨナスは愕然としていた。

　――もう二度と、力を取り戻すことはできないかもしれない。

　それは思いもよらないほど大きな打撃だった。立ち尽くすヨナスに、シメオンはさりげなく付け加える。

「一度失った力を取り戻した例はありませんが、あなたのように若くして神聖力を完全に失くした者もおりません。もしかしたら何かのきっかけで……そう、例えば強い衝動を感じることがあれば、力を取り戻せるかもしれないのです。どうか希望を捨てないでください」





　◆






　マルグリットがぱちりと目を開けた時、あたりはまだ薄暗かった。

　仕えるあるじが目覚めれば、側付きの女官たちの仕事も始まる。まだ起き出さないほうがいいだろう。マルグリットは寝返りを打ち、もう一度目を閉じた。そのほうが早く時間が過ぎると思ったからだ。

　――ようやく、ヨナスに会える。

　小さな泡のようにふつふつと希望が浮かんでくる。しばらくじっとしていたマルグリットだったが、やがて諦めて薄闇の中で目を開いた。

　今日は公爵領へ出発する日だ。

　非公式とはいえ王族の、しかも年若い王女の行啓である。それなりの格式が必要で荷物も多い。皆が慌ただしく立ち働くのを、マルグリットは手持ち無沙汰に見ているしかなかった。

　ため息をついたマルグリットは仰向けになり、軽く握った手の甲を額に押し当てた。

　――ヨナスに会ったら、真っ先に何を話そう。

　話したいことはたくさんあったはずなのに、改めて考えると何も思い浮かばない。

　代わり映えのしない日々について話すつもりはないし、本当の気持ちを……ヨナスに会いたくてたまらなかったと言ってしまえば、責めているように聞こえそうだ。

　――せっかく会えるのだもの。いやなことを言いたくないわ。

　驚くべき速度で世知を得ているマルグリットは、細やかな人の心の動きを理解しつつあった。

　空気を読むこと。本音を押し隠して気持ちに蓋をすること。

　人々が口にする言葉と、心の中が同じとは限らないことにも気づいている。それは嘘をついているのではなく、円滑な人間関係築に必要だということにも。

　マルグリットはため息をつき、また寝返りを打った。

　――ヨナスがいなくても、体調を崩すことはなくなってしまった。

　あの夜以降マルグリットは健康そのものだ。頬はいつも薔薇色で、爪は桜貝のように血色がいい。寂しいことを除けば夜もぐっすりと眠れるようになった。

　――目覚めたばかりの頃は暗闇に呑まれそうな気がして、ヨナスがいなければ息もできなかったのに。

　身体は氷のように冷えきって、眠ることに恐怖を覚え、泣きながらヨナスに縋ったものだ。今にして思えば大人の女性がする振る舞いではない。まるで赤ん坊だ。

　それでも。

　マルグリットの中に、子どもじみた我儘でヨナスを引き止めたいと思う気持ちがある。

　ヨナスの名を呼び弱々しく涙を流せば、きっと誰かが彼を探してここまで連れて来るだろう。

　――でも、それはだめ。

　今まで散々迷惑をかけてきたのだから、少しくらい離れていても大丈夫なところを見せて、安心させたい。たとえやせ我慢だとしても。

　愛情を注いでくれる両親と兄。近しい人たちは皆親切で、特にローランからは珍しい贈り物が毎日のように届けられている。

　足りないのはヨナスだけだ。それなのに、たった一人が欠けているだけで胸の中は寒々しい。

　手を持ち上げて目の前にかざす。薄暗がりの中で見えるのは、指先まで念入りに手入れされた手だ。この手が確かにヨナスの黒髪を梳き、逞しい身体に触れていた。

　マルグリットは目を閉じて、唇に指先を押し当てた。

　――ヨナスに会いたい……会いたい。

　あまりに胸が痛くて死んでしまいそうだ。胎児のように丸くなって痛みに耐える。

『一時期は魔獣被害が頻発していてね』

　ローランの言葉がふいに頭を過る。ゾーラに教えてもらった過去の魔獣被害は、予想を超えるものだった。

『人を食べてしまうのです。中でも子どもや若い女性の被害が多かったと聞いておりますわ』

　顔色を変えたマルグリットに、ゾーラは慌てて言葉を継いだ。

『魔獣といっても熊や猪といった害獣と、さほど違いはありません。質の悪い個体を除けば頑丈なだけですので、剣や投擲で倒すことが可能です。ただ当時は戦時中で、対抗しようにも男手がなく被害が拡大してしまって……』

　そう言うと、まるで自分のせいであるかのように眉尻を下げた。

『シャリル公爵領は長い間、北壁から下ってくる魔獣被害に悩まされておりました。陛下が聖騎士の派遣を決定なさったことで、ようやく彼の地に平穏が訪れたのです。昔から魔獣を掃討するには神聖力が最も効果的であると言い伝えられておりましたが、何しろ戦時とあって王国軍は戦場へ向かい、聖騎士の皆様方は最後の砦として王都を守護しておられましたから。誰にでもできる決断ではありません。だからこそ、陛下のご英断を民は称賛したものです』

　王国軍は戦地に留まり、聖騎士たちまで不在となれば、王族の守りはわずかな近衛だけになる。随分と思いきったものだが、その決定を英断と言えるのは勝利を収めたからだろう。まかり間違えば王都陥落の危機を招いたかもしれないのだ。

　ゾーラはにこりと笑い、最後にこう付け加えた。

『マルグリット様がご誕生になり、こうしてお元気でお過ごしになっているのはまさに奇跡です。お仕えしている者はみな同じように思っておりますのよ』

　ゾーラは神託を知っているのだろうか。

　――わたしは何もしていないのに。

　胸の中に空洞があるようだ。そこを通り抜ける風が酷く冷たい。

　マルグリットはキュッと手を握りしめる。温かい指先が切なかった。





　◆






　浮足立っていた空気が一瞬で引き締まった。

「整列！」

　声を上げたのはシャリル公爵家の騎士団長だ。自家の騎士で編成された集団の中に、同じ黒い騎士服を支給された聖騎士が混じっている。一見したけでは誰が聖騎士で誰が公爵家の騎士か判別できない。そんな中、三人の聖騎士たちは最後列に並んだ。

　隣で男が小さく舌打ちをする。ヨナスになにかと絡んでいるロッシュ男爵家の三男カリエだ。またこいつかとヨナスはうんざりしたが、それは相手も同じだろう。

　神殿からは力量の高い三名が選ばれたらしいと聞いている。ヨナスは公子直々の指名による招集だが、力量順でも当然最初に名前が挙がったはずだ。

　正直言ってカリエの腕がそれほど立つとは知らなかった。陰口だけは一人前だと思っていたヨナスは密かに感心したが、序列の首位である自分とは比較にならないとも思っている。

　しかしそれも神聖力があればの話だ。

　――今の俺なら、どの辺りになるか。

　ヨナスは背筋を伸ばし、居並ぶ騎士たちを見回した。

　公爵家の騎士だけで二十二名。それに聖騎士三名を加えた総勢二十五名の小隊である。随分ものものしい雰囲気だが、王女の同行を希望した以上、シャリル公爵家としても絶対的な安全を保障する必要があったのだろう。

　連なる馬車のうち最も豪華なのは六頭立ての箱馬車タウンコーチで、扉には公爵家の紋章が飾られている。他はやや小ぶりな馬車と荷馬車が全部で六台だ。

　最前列に立つ騎士団長の合図に合わせ、ザッ、と城へ向き直る。中庭を進んでやってくるのはローランと、彼にエスコートされるマルグリットだった。

　淡い青色のドレスを纏うマルグリットの姿は、初夏の日差しの中で輝いている。襟と袖にあしらわれたレースが初々しく爽やかで、形よく結われた髪と、羽根飾りのついた帽子がとても似合っていた。

　――よかった、元気そうだ……。

　きらめく新緑の瞳も、弓型にたわむ唇も健康そのものだ。

　安堵の中に胸を刺す痛みがある。彼女の中から自分の存在を消し去らなければならないのに、健やかに過ごす彼女を素直に喜べない。

　物思いに沈むヨナスを余所に、騎士たちの間に緊張感とは違う空気が流れた。寝たきりだった王女が目覚めた話は当然広まっているが、社交界へ顔を出したことのないマルグリットを間近に見た者は少なく、噂を遥かに上回る可憐さに動揺しているのだろう。

　ヨナスは下腹に力を込め、視線をエスコート役の男に移した。

　ローランは上品な灰色のベストに、マルグリットのドレスよりもわずかに濃い青の上着を着ている。クラヴァットは純白のレースで、これもまたマルグリットのドレスと意匠を合わせたものだとすぐにわかった。

　親戚の領地を非公式に訪問するだけだ。しかも今日は休憩を挟むとはいえ移動のみで、披露する訳でもないのに示し合わせたような服装は婚約者のような……恋人同士のような親密さを感じさせた。声のないどよめきで空気が揺れ、男たちの間でため息がもれる。

　隣のカリエも大きく目を見張り、呆けたように口をぽかんと開けている。ヨナスはそれを横目で窺い、そしてもう一度正面から二人を見つめた。

　心臓が捻じ切られそうだ。共に過ごした数千の昼と夜が今はあまりにも遠い。

「ご苦労」

　ローランは周囲をぐるりと見渡した。

「こちらはマルグリット殿下だ。どれほど大切なお方か、改めて言うまでもないな。万全の体勢でお守りしてくれ」

「我らの身命に代えましても」

　騎士団長が応えて礼をすると、一斉に他の者たちもそれに倣う。ヨナスが頭を下げる前、ほんの一瞬だけローランと目が合ったような気がしたが、顔を上げた時にはもう逸らされていた。

　――マリー……。

　男に手を取られ、マルグリットは優雅に歩いていく。

　王女に相応しいのはとろけるような微笑みを浮かべるローラン以外にはいないと、皆がそう考えていることだろう。夫であるヨナスがここにいるというのに。

　――いや、誰も俺の存在など気にかけてはいない。

　流民は奴隷同然。平民からさえ蔑まれる彼らは、王族の前では家具ほどの値打ちもない、硝子に残った指紋のような存在だ。

　あってはならないもの。ひと拭きすればすぐに消し去ることのできる汚点。それがヨナスだった。

　その時、熱心に話しかけるローランにうなずきながら、マルグリットが後ろを振り返った。誰かを探すように顔を巡らせ、そして――

　ヨナスはサッと顔を伏せた。

　居並ぶ騎士を眺めただけで、自分を探していたのではないのかもしれない。

　それでもヨナスはマルグリットと目を合わせられなかった。

　人々の中心で輝く二人と、大勢いる騎士の一人。

　――ただの護衛としてすら、流民の俺が王女に仕えることは許されない。

　己のみじめさに笑いが出る。自嘲するヨナスは、マルグリットがどんな表情をしていたか知る由もなかった。





　◆






「ちょっといいかな」

　ローランが部屋を訪ねたのは、二日目の夜のことだった。

　無理のないよう旅程には気を配っていたが、何しろ深窓の姫である。初めての経験ばかりでは疲れもするだろう。しかしこのまたいとこが元気をなくしていく原因が何か、ローランはよく知っていた。

　ここはシャリル公爵家本邸にほど近い、地方領リンデンだ。ゆったりと組んだ旅程のうち最も優先されたのは言うまでもなく安全面だが、城から出たことのない王女を楽しませるための観光も重要視されている。

　リンデンは気候もよく食事も美味い。そして今の時期はラベンダー畑が見ごろで、マルグリットが喜ぶだろうと領主へ一晩の宿を所望していたのだが。

　言葉少なに夕食を終えたマルグリットは、窓際の椅子に一人腰かけている。その横顔は美しく儚げで、今にもどこかに消えてしまいそうだ。ローランは激しい焦燥に襲われ、無意識のしぐさで胸に手を置いた。

「体調はどう？　疲れていない？」

　マルグリットはしばらく窓の外に視線を向けていた。彼女がなにを見ているのか……見たいと思っているのかは、聞かなくてもわかっている。ローランの胸を嫉妬の炎がじりじりと焦がした。

　それでも急かさずにいると、ふと瞬いたマルグリットが細い顎を持ち上げてこちらを見た。

「とてもいいわ」

「本当に？　夕食を残していたじゃないか」

「ちゃんと食べたもの。心配しないで」

「心配するにきまっているさ。無理を言って城から連れ出したんだ、きみに何かあったら死んで詫びるしかないよ」

　冗談めかしてはいるものの、ローランの目は真剣だった。マルグリットは精一杯の笑みを浮かべる。

「……あなたの言うとおり、少しだけ疲れが出たのかもしれないわね」

「軽食を用意させようか。果物なら食べられる？」

「ええ、少しだけなら」

　返事を聞くなり梨を盛った皿が運ばれてくる。手回しのよさに驚くマルグリットの手を引いて、ゆったりとした長椅子にかけさせた。

「さあ、食べてみて。美味しいから」

　勧められるままに、一口大にカットされた梨を食べる。さわやかな果汁が口内に広がった。

「美味しいわ」

　梨の出回る時期はまだ先のはずだ。それなのにこれは旬のものと比べても遜色がないほど味がいい。目を見開くマルグリットに、ローランの笑顔が大きくなる。

「だろう？　きみは今、国内で最も北にある果樹園で栽培された梨を食べたんだよ」

「そうなの？」

「ああ。品種改良を重ねて、甘味も食感も満足できるものがようやく採れたところなんだ。市場に流通している東部の梨は旬がもう少し後だから、量産の見込みが立てばリンデンの特産品として売り出そうと考えているんだよ」

　ローランは熱心に説明する。

　この十八年で国力は飛躍的に増大したが、未だ上下水道が整備されていない地域もある。そんな場所では生水をうかつに口にすることはできず、水分の多い野菜や果物は水筒代わりに重宝されるのだ。

　ローランの表情にはいずれ公爵領を治める者の自覚があふれていた。おそらく彼が品種改良を主導してきたのだろう。

　今回の旅程は全てローランが立てたという。護衛から馬の交換場所に至るまで綿密に計画されており、事前確認のため提出した計画書を読んだ宮廷長官は、文句のつけようがないと驚いていたほどだ。

　王族を招くだけでも大変だというのに、マルグリットのように特殊な背景を持つ王女を自領に連れていくのだ。王の裁可を仰ぐに足る計画を立てるのは並大抵のことではなかっただろう。それを涼しい顔でこなす能力の高さこそ、彼が王太子の側近たりえる証でもあった。

「……あなたはすごいわ」

　マルグリットはぽつりと言った。若くして次代の王に重用されるだけの能力を彼は持っている。

「急にどうしたの？」

　照れの混じった訝しげな声で問われても、うまく説明できそうにない。マルグリットは首を振り、またひと口梨を食べた。

　明日はリオルまで足を伸ばし、一泊して温泉を楽しんでから本邸へ向かう予定だ。ゆるゆると観光しながら進む往路も明後日までとなる。

「明日は朝食を取ったらすぐに出発しようか」

「わかったわ。リオルまでは一時間くらいなのよね？」

　ローランは「うーん」と考える素振りをみせた。

「今は一時間かからないかもしれない。五年ほど前に山道を整備したから」

　公爵領は王都の北方へ位置し、鉱物資源の眠る山々を擁している。その山の一部から湧いた温泉で宿を作った結果、貴族や豪商などの富裕層が集う保養地になっていた。

「温泉に入ると身体が温まるからね、リオルが一番賑わうのは秋から冬にかけての季節なんだ」

　先ほどと同じ熱心さでローランが言う。

「でもぼくは今くらいの季節がちょうどいいと思っている。王都と比べてリオルは気温も湿度も低い。ぬるめの温泉で汗をかいたら身体が軽くなるよ」

　話を聞いたマルグリットはうなずきながら、なにか迷うような表情を見せた。

「別邸には評判の料理人を呼んでいるから、温泉と一緒に料理も楽しもう」

「あまり歓待されると心苦しいわ。……ねえ、ローラン」

　マルグリットは口ごもりながら、やっとのことで切り出した。

「温泉には、皆も入るの？」

「皆って……女官のことかな」

「女官と、騎士たちのこと。せっかく来たのだもの、そんなにいいお湯なら、皆にも楽しんでもらいたいの」

　先ほどまでの饒舌さが嘘のようにローランは押し黙った。その沈黙に意味があるとは思わずに、マルグリットはなんの気なしに視線を上げてぎくりとする。彼は今まで見せたことのないような冷ややかな目をしていた。

　数瞬の動揺の後、マルグリットはようやく口を開いた。

「ローラン？　……ごめんなさい、きっとまたわたしが常識外れなことを言ったのね。よかったらどこが悪かったか教えてもらえると――」

「そんなにあいつのことが好き？」

　鋭く問われて息を止める。不穏な空気を察したのだろう、ゾーラが女官と護衛たちを促して部屋を出ていった。

「あいつ、って……」

「ヨナス・ペルデンのことだよ。あいつを温泉に入らせてやりたいと思ったから、そんなことを言い出したんだろう。それほどあの男のことが好きなのか。きみを避け、目を合わせようとすらしない意気地なしのことを」

　その指摘に心のやわらかい部分をぐさりと刺され、マルグリットはカッとなった。

「ヨナスは意気地なしなんかじゃないわ！」

「意気地なしでなければ、きみのことなんてどうでもいいと思っているんだ。だからきみの伝言を平気で無視できるのさ」

　マルグリットは言葉を失った。

　ヨナスから避けられている。

　出発の時、目を逸らされたのは気のせいだと思っていた。だがそれからもずっと彼は姿を現そうとはせず、こっそりゾーラに伝言を頼んでも返事も届かない。

　夕食後、騎士は数名の護衛を残して別館に宿泊する。食事もローランとマルグリットは領主一家から歓迎の晩餐でもてなされ、他の者たちは別館で食卓を囲んだようだ。

　今日は彼の姿を一度も見ていない。公爵家の騎士と同じ装束で、背格好も似たような男たちばかりでも、マルグリットは決してヨナスを見間違えない自信があった。それなのに会えないのだから、これはもう避けられているとしか思えない。

　せめてひと目見られないかと別館へ続く中庭を窓から見下ろしていたところへ、ローランが部屋にやってきたのだ。

「……ヨナスは、騎士としての務めを果たそうとしているだけよ。わたしがヨナスだけに話しかけたら規律が乱れてしまうもの」

　幾度となく自分にそう言い聞かせてきた。でも本当は別の理由があるのではないのかと、昨日から考えるようになっている。

　もしかしたら、ヨナスは手のかかる王女の世話に飽き飽きしていたのではないだろうか。

　――もしそうなら、あんないやらしいことをさせられて……どう思ったかしら。

　マルグリットも、先日の触れ合いが決定的な行為でないことを知っていた。貴族令嬢の純潔を守るために自制してくれたのだと、そう思っていたのに。

　抱きしめ合い、口づけていた時には互いに求め合っていると信じられたのに、今は彼の本当の気持ちがわからない。

「へえ、本当にそれだけかな」

　意味深な言葉に、膝に置いた手を見つめていたマルグリットは顔を上げた。

「どういうこと？」

「あいつがなぜきみの側にいるのか、考えたことはある？」

　――ヨナスがわたしの側にいる、理由。

　思いがけない問いだった。

　目覚めるずっと前から、彼はマルグリットの側にいた。ゾーラから彼がいかに献身的だったかは聞いている。

　いつ目覚めるとも知れない王女に力を与え続けること。それは通り一遍のものではなく、何等かの想いがなければできないことだ。そうでなくてどうして十八年もの間、側にいてくれるというのだろう。

　だがそこまで考えたマルグリットは、ようやくあることに気がついた。

　――ヨナスのことを、わたしはなにも知らない。

　神託が下される前のヨナスはどこで誰と暮らしていたのか。家族はどこにいて、名前はなんと言うのか。マルグリットはなにひとつ知らなかった。

「……きみが産まれる半年前に、シメオン神官へ神託が授けられた。王女が誕生しても産声を上げることはないという神託だ。それを聞いた陛下は不吉だと激怒して、シメオンを地下牢に幽閉した」

　ローランは立ち上がり、窓辺に歩み寄る。さきほどまでマルグリットが座っていた椅子の背に手を乗せ、外を眺めた。

「神託の内容は極秘とされ、伏せられたままきみが産まれた。三度子どもを喪った後の待望の王女だ。しかし神託のとおり王女は眠ったまま目覚めず、シメオンを地下牢から出して詳しい話を聞けば、伝えた神託には続きがあるという。それは、強い神聖力を持つ少年を探し出し、彼の力を王女に分け与えなければならないというものだった」

　マルグリットは固唾を呑んで聞いていた。ローランの端正な横顔は強張り、どこか青ざめて見える。

「もし件くだんの少年を見つけることができなければ、王女は衰弱して死んでしまう。少年はシルマと名乗る流民の一員で、左肩には蛇の刺青があると告げられた。……最下層の流民の、よりによって忌まわしい蛇を身に刻んだ者が王女を救う？　陛下は正直迷っただろう。だが妃殿下の嘆きは深く、神託を無視することなど考えられなかった」

　初めて聞く話ばかりだった。シメオンが幽閉されていたこと。ヨナスがシルマという流民の集団の中で暮らしていたこと。そして、父がマルグリットの命と天秤にかけようとするほど、シルマの民を忌み嫌っていたこと。

「少年は神聖力を持っている。そうなればゆくゆくは聖騎士だ。叙任しさえすれば騎士爵を与えられるが、なにしろ王国で初めてとなる流民出身の聖騎士だ。相当な軋轢を生むことが予想された。しかし、神聖力であれば誰でもいいという訳ではなく、陛下の力も拒否されてしまっては、他の選択肢はもはや存在しなかった」

　ローランはクッと手を握り、それを口元に強く押しつける。そしてようやく、意を決したようにマルグリットへ向き直った。

「陛下は聖騎士団と共に、側近だったペルデン卿を南部地域へ遣わした。……森のそばにある川のほとりに、彼らは本当にいたんだ。いくつもの幌馬車とテントが並ぶ、ささやかな共同体だった。年寄りから赤ん坊まで全員が家族として仲良く暮らしていた生活を、聖騎士団は破壊した。抵抗するシルマの民を制圧し、いやがるヨナスを殴って気絶させた挙句、泣き叫ぶ母親から無理やり引き離した」

「嘘！」

　マルグリットは思わず叫んだ。

　ローランの顔から今の言葉が嘘だと、質の悪い冗談を言っているという証拠を見つけようとしたが、真剣な表情からは恐ろしいほどの真実しか見いだせない。

　凄まじい勢いで心臓が打った。激しく震える両手を握り合わせる。

　ローランはマルグリットの動揺を見て取ると、一瞬だけ後悔するように眉尻を下げ、足早にマルグリットへ歩み寄った。そして片膝をついて冷えきったマルグリットの手を握り、悔いるように額へ押し当てる。

「……すまない。こんなことを言うつもりはなかったんだ」

　マルグリットはローランが――王国屈指の貴公子が、悄然として自分の手を捧げ持つのを呆然と見ていた。

「どうかしていたよ。信じてもらえないかもしれないけれど、今日は彼のことを口にするつもりはなかったんだ。……覚えているかな。ダンスの練習をしながら話したよね、男女の愛情について。ぼくはきみのことを――」

「それで、どうなったの？」

　マルグリットはかすれた声を絞り出した。

「ヨナスを無理やり連れてきて、それからどうなったの？　ヨナスのお母さまは？　シルマの民は今どこにいるの？」

「マリー。その話は後で……そう、城に戻ってからにしよう。ぼくはその時の様子を父から聞いただけだし、もしかしたら思い違いがあるかもしれないから」

「いいから教えて！」

　悲鳴じみた叫びに、ローランは乱れた前髪の下からマルグリットを見上げ、つらそうな表情で目を閉じた。

「……ヨナスは皆が見ている前で弱ったきみに力を分け与えてみせた。するとどうだろう、顔色はたちまちよくなり、呼吸も力強いものになった。その変化は劇的なもので、誰もが神託の正しさを思い知らされたそうだ」

　小さく息を吐き、目を開いてマルグリットの顔を覗き込む。握った細い指先は冷たいままだ。

「彼は詳しいことを知らされておらず、これで用は済んだのだと思い、仲間のところに帰らせてくれと頼んだそうだ。……当然そんなことを聞き入れられるはずもない。陛下はペルデン卿にヨナスの世話を任せ、同時に王家への忠誠心を叩き込むようお命じになった」

　後にヨナスを養子にしたユリウス・ペルデンのことは、マルグリットも聞いたことがある。妻に先立たれたユリウスに後嗣はおらず、後添えをもらうことも拒んでいたらしい。

　真面目で堅物。酒も賭け事もしない男は、王の側近の中でも忠臣としてよく知られた存在だったそうだ。

「ペルデン卿は誰もが二の足を踏む流民の世話を断らなかった。……そして陛下はシルマの民を追放し、二度と王国に立ち入らないようにしたんだ」

「どうして、そんな」

「流民たちの絆は強い。彼が聖騎士になれば神殿の行事に携わり、人の目に触れることもあるだろう。そんな時、万が一にも昔の仲間と顔を合わせてしまえば里心がつくかもしれない。陛下はそれをご案じになったんだ」

　我が子を救う恩人に対してあまりにも非道で、あまりにも惨い仕打ちだった。

　呼吸をした拍子に、ひくっ、と奇妙な音を立てて喉が鳴り、マルグリットは乾ききった唇を閉ざした。

「……ヨナスは、それっきり……」

　声を絞り出すマルグリットを、ローランは痛ましげに見つめた。

「ぼくの知る限り、仲間たちとは会っていないはずだ」

「そんな、酷い……。どうして……どうして誰も、止めようとしなかったの」

　語尾が割れた。乾ききっていた全身に、涙という形で水分が押し寄せる。けれどマルグリットは泣きたくなかった。否、泣く資格はないと思った。

　幼いヨナスはきっと泣いただろう。そうさせたのは他でもない自分だ。

　唇を噛み、懸命に涙をこらえるマルグリットに対して、ローランは残酷なまでに正直だった。

「きみの命を救うためなら、流民の少年一人を犠牲にしたって疑問に思う者などいないよ。命の価値が全く違う」

　命の価値。

　なんといういやな言葉だろう。マルグリットは耐えられなくなり、うつむきかけて動きをとめた。目の縁ぎりぎりまで溜まっている涙をこぼしたくなかった。

　視界がぼやけ、下唇が震える。強張った指先は未だローランに握られたままで、そのなめらかな手は剣士のものとは――ヨナスのものとは全然違った。

「マリー」

　振りほどこうとした手をぐっと掴まれる。

「つらい思いをさせてすまない。だが、わかってくれ。ヨナスが流民であること、そしてきみが王女であることは生涯変わらない。身分が違いすぎるんだ」

　身分など関係ないとは、今のマルグリットには言えなかった。なぜならその身分差ゆえに自分は救われ、ヨナスは家族と引き離されたのだから。

　十八年もの長い間側にいてくれたあの優しい人を、自分が、両親が……たくさんの人々が、どれほど傷つけてきたのだろう。

「きみが目覚め、神聖力を必要としなくなった今、ヨナスの役目は終わった。……もう彼を、解放してやろう」

　ついに耐えきれなくなったマルグリットは両手で顔を覆った。脳裏にいくつもの記憶が舞う。心細さに震える自分を抱きしめてくれたこと。怒っているような顔をして、そっとスイートピーを差し出してくれたこと。

　不器用な性格は生来の気質か、それとも養父の影響を受けたものか。一度もユリウスと会ったことのないマルグリットにはわからなかった。

「う……っ」

　――ごめんなさい。

　手のひらが涙で濡れていく。

　――全部、わたしのせい。

　たった六歳のヨナスを母親から、仲間から引き離してしまった。

「ごめん」

　声を殺して泣くマルグリットの身体が、温かい体温に包まれる。

「こんなにきみを傷つけるつもりはなかったんだ」

　マルグリットを抱きしめたローランは、赤子をあやすように背中を撫でた。

「人にはそれぞれ生きるのに相応しい場所がある。……きみに相応しいのはぼくだ。ぼくが、きみの側にいることを許してくれないか」

　ローランは顔を覆う手をそっと取り、次々にあふれる涙をハンカチで拭う。しゃくり上げるマルグリットは子どものようだ。

　唇を引き結ぶローランの顔は気遣いに満ちていたが、後悔の色はなかった。無垢な王女を傷つけたことに自責の念はあっても、いつかは言うべきことだったという思いのほうが強いのだ。

「まだぼくを愛さなくてもいい。その分、ぼくがきみを愛すから」

　ローランの告白を、マルグリットは涙を流しながら聞いた。

　もがくようにして立ち上がったマルグリットは、頬を流れる涙もそのままに後ずさる。誰にも、何にも縋りたくない。

「……出ていって」

「マリー」

　傷ついた顔のローランを見たくない。目に映る全てのものが厭わしかった。

「今はわたしを一人にして……お願いだから」

　うつむいた先のドレスに、織り地も鮮やかな絨毯に、音もなく涙が吸い込まれていく。

　人の気配が遠ざかり、やがて扉の閉まる音が聞こえると、胸の奥から突き上げるように嗚咽がこみ上げた。涙で歪む視界のまま部屋を突っ切り、続き間の寝室へと進む。落ち着いた調度の中で若草色の寝具だけが真新しかった。年若い王女のために整えられた部屋は、公爵家嫡子の意向を反映したものなのだろう。

「うう……っ、うっ、……ふ……っ」

　崩れ落ちるように寝台に腰掛けると、上掛けに顔を埋める。

　全身がバラバラに切り裂かれるようだ。胸が痛くてつらくてたまらない。消えてしまいたいと痛切に思う。

『男女の愛情は甘くて、そしてほろ苦い』

　そう教えたのはローランだった。あの時のマルグリットは愛に対して無自覚で、甘さだけではなく、ほろ苦さにまであこがれを抱いたものだ。

　涙は途切れることなくあふれてくる。

　ヨナスから捧げられるものを愛情だと、心のどこかで信じていた。

　それが今、根底から覆された。まさか自分がこんなにも酷い形でヨナスから家族を奪い、尊厳を蹂躙してきたなどとは、夢想すらしていなかった。

『彼を解放してやろう』

　あらゆる犠牲を払い、十八年もの間尽くしてくれたことの贖いが、彼から離れることだなんて。

「う、うっ、う……ひっ……、う」

　どんなにこらえようとしても嗚咽が止まらない。生きたまま心臓をくりぬかれたほうが楽だとさえ思う。

　こんなことなら目覚めなければよかった。恋情も知らずに眠ったまま、神の人形のままでよかったのに。

　――いいえ、わたしがいなければ……わたしが生まれてこなければ、ヨナスは不幸にならなかった。

　マルグリットの全身を、ありとあらゆる悲しみが襲った。

　誰かのせいにできれば、何かが悪いと思えたら、こんな思いはしなくて済んだのだろうか。

　身を捩り、慟哭の中でマルグリットはふと気づいた。

　――ヨナスを愛してる。

　わたしの愛するたったひとりの人。その人を不幸にしたのはわたし。彼を苦しめ、孤独にし、味方など誰もいない場所に追いやった。

　国に安寧をもたらすとされた神託の王女は、幸福に暮らしていた流民の少年にとって、最も忌まわしい災厄だったのだ。





　◆






「マリー……」

　朝食の時間にマルグリットを迎えにきたローランは、青ざめ、目を赤く泣き腫らした彼女の姿に立ちすくんだ。後ろに控える女官たちは皆申し訳なさそうにうつむいていて、散々手を尽くした挙句のこの状態だったことがわかる。

「……ごめん」

　真っ先に謝罪の言葉が口を突いた。自分があんなことを言ったせいで、大切に守られてきた深窓の姫君をこれほど傷つけてしまった。

　嫉妬にかられた末のこととはいえ、紳士としてあるまじき失態だ。自責の念に苛まれたローランは、右手を胸に当てて深く頭を下げた。

「こんな……本当にごめん。ぼくのせいだね」

「違うの、あなたのせいじゃないわ」

「だって、ぼくが――」

「いいえ。……教えてくれて、ありがとう。……知ることができてよかった」

　マルグリットはそう言うと、ささやかな笑みを浮かべてみせた。

「でも、ごめんなさい。朝食は食べられそうにないの」

　顔色の悪さを見るに、無理に食べさせれば戻してしまいかねない。ローランは優雅な仕草でマルグリットの手を取ると、長椅子に掛けさせる。昨夜自分が彼女を責め立てた場所だとわかっていたが、何事もなかった素振りで笑いかけた。

「じゃあ簡単な軽食を用意させようか。移動中に食べられるように」

「ええ、そうね」

　想像しただけで吐き気を覚えたが、マルグリットはうなずいた。

「お茶だけでも飲む？」

「いいえ、今は何もいらないわ」

「わかった。出発は二時間後の予定だけれど……時間を早めようか。少し休んで、午後からの出発にしてもいいけど」

　陽光に照らされた部屋の中に、昨夜の陰鬱さは見られない。だがマルグリットの中で、ここはあまりにもつらい記憶と結びついてしまっている。

「……もし予定を変更できるのなら、早く出たいわ」

「ああ、そうしよう」

　あっさりと返されたことで、マルグリットは却って驚いた。

　なにしろ三十人以上の一行だ。急に予定を変更してよかったのかと、今更ながらに少し慌ててしまう。

「あの、でも、準備が大変でしょう？　予定どおりの出発でいいのよ」

「大丈夫だよ。ねえ、ゾーラ」

「はい」

　後ろで控えていたゾーラが呼びかけに応えて一歩前に出た。

「マルグリット様のお仕度さえ整いましたなら、荷物は既にまとめてございますので、私どもはいつでも出発が可能です」

「ね。皆には無理のないように、ただしできる限り速やかに出立の用意をするよう伝えるよ。あまり急がせて、ぼくたちを積み忘れてしまうといけないからね」

　冗談めかしたローランはぱちりとウィンクをする。マルグリットは唇を笑みの形にし、そして長い睫毛を伏せた。





　◆






　突然の変更にも関わらず粛々と出立の支度が整ったのは、公爵家の者が皆優秀な証拠だろう。当初の予定より一時間半も早いというのに、居並ぶ騎士たちは服装の乱れもなく整列している。ヨナスは感心しながらそれを眺めていた。王女の行啓に同行できるほどだから、公爵家でも選りすぐりということだ。

　――蟻の行列みたいだったな。

　些か失礼な感想を抱いたヨナスは、いつものようにさりげなく後列に並んだ。

　初日は見分けのつかなかった公爵家の騎士たちも、しばらく生活を共にすれば顔と名前、おぼろげな性格までわかってくる。

　ヨナスが並んだのは「ジョー」と呼ばれる男の後ろだ。彼は長身のヨナスよりもさらに頭半分ほど背が高い。目立ちたくないヨナスが隠れるにはぴったりだった。

「よう」

　ジョーが顎を巡らせ、横目でこちらを見下ろしてくる。年齢は三十半ば。性格はおおらかで、若い騎士たちからも慕われているようだ。ヨナスが目礼で応えれば、彼はクイと片眉を引き上げた。薄茶の瞳が面白いものを見つけたとでも言いたそうな光を帯びる。

　意外なことに公爵家の騎士たちは誰一人としてヨナスを馬鹿にしなかった。一定の距離を保ちながらも皆親切で、本当にローランの部下なのかと疑いたくなるほどだ。神の名のもとの平等を謳う聖騎士のほうが余程閉鎖的で偏見に満ちている。

　ザッ、と一斉に踵を打ち鳴らす音が聞こえ、ヨナスも最後列でそれに倣う。しばらくして、館からローランに手を引かれたマルグリットが姿を現した。

　ローランはダークブロンドの前髪を上げ、明るい緑色の上着に白いベストを合わせた涼しげな装いだ。保養地へ向かうにはややかっちりとしすぎて見えるものの、非公式とはいえ王女をエスコートするに相応しい姿だった。

　初日と同じように居並ぶ者――領主宅の使用人や、噂を聞きつけてやってきた領地民たちまで――が瞬時に静まり、そして低くざわめいた。妖精を彷彿とさせる王女の姿に驚いているらしい。

　今日のマルグリットは白いレース地のドレスに、首に同じ白のリボンを結んでいる。スカートの内側はごく淡い紅色で、金色の髪や新緑の色の瞳と相俟って、彼女自身が一輪の花のように見えた。

　彼女は女官がさした白いパラソルの下を、ローランに連れられて馬車へ向かっている。性懲りもなく二人を凝視するヨナスの胸がまたギリギリと痛んだ。

　あの夜の濃密な時間が幻のようだ。マルグリットはすぐそこに、深く息を吸えば彼女の肌が香りそうなほど側にいるというのに、夜空の星と同じくらい遠く感じる。

　――……顔色が悪い……？

　穴が開くほど見つめていた色白の頬が、いつもより青ざめて見える。白いリボンのせいだろうか。ヨナスは目を眇めた。

　――公子のエスコートも昨日よりゆっくりとしているし……もしかすると、体調を崩しているのか？

　気遣う気持ちと同じくらい、胸の内に期待が湧き上がる。

　もし彼女の体調が思わしくないのなら、自分が呼ばれる可能性がある。そうしたらもう一度触れることが許されるかもしれない。なにしろ彼女へ神聖力を与えられるのは俺だけなのだから。

　――馬鹿なことを。

　ヨナスは唇を歪めた。

　――俺にはもう、彼女に触れる権利はない。

　幾度も考えてきたことが、今ようやく身に沁みる。

　――俺が力を失ったのは、もうそれが必要なくなったからだ。

　もしマルグリットへ神聖力を与えろと言われても、今のヨナスにはどうすることもできない。王が娘と従甥との結婚を強力に推し進めている今、神聖力を失ったことは象徴的だ。

　唯一で絶対的な存在意義をなくしたヨナスの本来の立ち位置は、王女の側にはない。

　打ちのめされるヨナスを余所に、二人はしずしずと歩いていく。

　――馬車に乗り込む前、彼女はまたこちらを見るのだろうか。

　目を伏せるヨナスの周りでさわっ、と空気が揺れる。反射的に顔を上げれば、マルグリットは既に馬車に乗り込んだ後だった。

　エスコート役のローランがちらりとこちらを向き、視線がぶつかる。だが彼はすぐに馬車の中に消えた。

「どうしたんだろうな」

　話しかけてきたのはヨナスの前にいた男――ジョーだった。

　皆が自分の持ち場へ向かっている。隊列の最後尾を護衛するヨナスもまた、直ちに自分の馬を受け取らねばならない。

「なにがですか」

　急ぎ足で尋ねると、男も同じ方向へついてくる。

「見ていなかったのか。殿下だよ。今日は一度もこちらをご覧にならなかった。それどころか領民もいるというのに『お手振り』すらなしだ」

　先頭集団が動き始めた。馬丁から手綱を受け取ったヨナスはひらりと愛馬に跨ったが、ジョーもすぐ隣の馬に乗る。

「領民たちはお姿を拝見しただけで喜んでいるようだが……ローラン様からすれば、もう少し愛嬌を振りまいてほしいところだな。なにしろ殿下の降嫁先としてシャリル公爵家は最右翼、気運を盛り上げて既成事実化したいはずだ」

　王女が既に結婚していることは、城の中枢のごく限られた者にしか知られていない。ヨナスは無言で馬首を巡らせた。

　隊列の先頭を往くのは聖騎士の二人だ。戦時なら斥候を兼ねた難しい役どころだが、平時の今は往く先で名乗りを上げる華々しい役割である。公爵家が神殿に配慮した結果だった。

「まあ、初めて城からお出ましになったんだ。お疲れが出る頃なのかもな。そのあたりはローラン様がよくご存じだろう。若いが周到なお方だから」

　最も騎士を手厚く配置しているのは二人の乗る馬車の周辺で、次いで王女の御手回り品を積んだ荷馬車の周りだ。ヨナスのいる最後尾は使用人の馬車に連なる荷馬車のさらに後ろで、予定どおりなら配置は一名だったはずだ。それなのにジョーはヨナスと一緒にゆるゆると馬を駆っている。

「……持ち場はどこですか」

「敬語はやめてくれ」

「いえ、そういうわけには」

「いいんだよ。そもそも聖騎士は全ての騎士の上に立つ存在だ。必要以上に遜へりくだれば示しがつかない。その代わり俺もこの話し方でいかせてもらうぞ」

　自分よりも年長の、しかも明らかに貴族然とした男から言われては逆らえない。しぶしぶうなずいたヨナスに、ジョーはいかにも他意のなさそうな顔で笑った。

「で、こんなところで油を売っていいのかという話だが、あれを見てみろ。殿下のご様子じゃ馬車の速度はいつもより遅くなるし、俺があそこで常なみ歩あしをさせたら他の馬が怖がってしまう」

　確かに先頭の馬車周辺は厳重な護衛で混雑しているようだ。そして男が操るのは野性味の強い青鹿毛で、飼い慣らされた上品な馬たちと足並みを揃えられるとは思えない。

　疳は強そうだがいい馬だ。称賛の視線を感じたらしい男は自慢げに愛馬の首を撫でた。

「こいつの母馬は先の大戦で特別に褒賞を与えられたほど肝が据わっていてな。仔が産まれたら譲ってくれと拝み倒してようやく買い付けることができた。……ジョエル・ノミエだ。ジョーと呼んでくれ」

「……ヨナス・ペルデンだ。ヨナスでいい」

「相棒の名は？」

「ルカ。……そっちは？」

「光をもたらす者ルカか、いい名だ。こいつはアーニー。子どもの頃に飼っていた犬と同じ名前なんだ」

　朗らかに紹介して、今度はヨナスの愛馬をじっくりと観察した。

「見事なものだな。よく走りそうだ」

「ああ。俺には勿体ないくらいの馬だよ」

「もしかして、先代のペルデン子爵からか」

「ああ」

　それっきり、二人は黙って馬を歩かせていく。沈黙が不思議と気づまりでない。

「突然おかしなことを聞いて悪いが」

　ジョエルが切り出したのは道が少し狭まり、勾配がきつくなってきた辺りのことだ。遠目に見える先頭の馬車を視界に入れながら周囲を窺っていたヨナスは、半馬身分後ろにいるジョエルを振り返った。

「なんだ」

「おまえほどの腕がありながら、なぜ御前試合に出ようとしない」

　思いがけない質問だった。意外すぎて咄嗟に返事ができなかったほどだ。

「……注目を浴びながら戦うのは苦手だ」

「本当にそんな理由で？」

「ああ」

　ジョエルはぎょろりと目を剥いた。納得していないようだが嘘ではない。下手に勝ち進めば妬まれて面倒なことになるだけだ。

「以前、母の付き添いで神殿に行ったことがある。祈祷の間うろついていたら、遠くから剣の音が聞こえてきた」

　巧みな手綱さばきでジョエルが轡を並べる。表情はどこか楽しそうだ。

「こっそりと覗いてみたら、高い壁に囲まれた鍛錬場の中で試合をしていた。聖騎士と、おそらく城の近衛たちだ。たまに交流試合をするという話は耳にしたことがある。血が躍ったよ、どちらも戦士としては一級だからな。どれほどのものか興味があった」

　ヨナスは呆れてジョエルを見返した。神殿の中でも壁で囲まれた大鍛錬場は関係者以外立ち入り禁止の場所にある。たとえシャリル公爵家縁ゆかりの者だとしても、見つかればただでは済まないだろう。

「勝ち抜き戦だ。さすがに試合は見ごたえがあった。だが俺が相手ならもっといい戦いになる。そう思って見ていると、最後に一人の男が現れた」

「ジョー……」

　続きを察したヨナスは渋い顔だが、気づいているはずのジョエルは話に熱を込める。

「途端に空気が一変した。……圧勝だよ。しかもその男は本気を出しておらず、汗ひとつかいてはいなかった」

　少年のような目をヨナスに向けた。

「歴代最強の聖騎士ヨナス・ペルデン。おまえは俺の憧れだ」

「やめてくれ」

　その試合のことはよく覚えている。ヨナスが圧倒的な力を見せつけて勝利したのだが、その後は仲間たちからうんざりするほど嫌がらせを受けた。参加したのも規則だから仕方なくで、彼が言うようないい思い出ではない。

「俺があんまり褒めちぎるものだから、公爵家騎士団うちでおまえを知らない者はいないぞ。まあ中には対抗意識を燃やしている奴もいるが、ほとんどは好意を持っているはずだ」

　ヨナスとしては勘弁してほしいが、話を聞いて予想外に親切な騎士が多いことと、ローラン付きの騎士が目の敵にしてくる理由がようやくわかった。

「あわよくば俺と手合わせを……っと、どうしたアーニー」

　馬が急に歩みを止め、驚いたジョエルは手綱を引く。ほぼ同時にルカも立ち止まった。ヨナスは素早く辺りを見渡す。ゆっくりと進む隊列は頂上に近い山道に差し掛かった。

「リオルまであとどれくらいだ」

「峠を越えればすぐだが……」

　ジョエルが先頭の馬車に視線を向ける。王女に配慮した道行きではまだかかるのだろう。ルカを宥めようとヨナスが馬から降りたところで、ジョエルが「あっ」と声を上げた。

　ヨナスはハッとして振り向いた。目に入ったのは遠くに見える馬が大きく嘶き、直立している姿だ。

　馬はその直後、転落した騎士に構うことなく道を逆走し始めた。ヨナスとジョエルは手綱を強く引き、暴走に巻き込まれないよう道を空ける。

　すぐ横を走り抜けた馬は、なにかに追われてでもいるかのように興奮していた。

　公爵家の馬だ。躾はしっかりとされているはずで、暴れ馬のように人を振り落とすことなど通常なら考えられない。なにが起きているのか理解できず一行は呆然としたが、彼らは更に信じられない光景に遭遇する。

　一頭の馬の恐慌は恐るべき速さで他の馬に伝播した。怯えたように立ち竦んでいた馬たちは次々と棒立ちになり、金属が軋むような鋭い嘶きが重なる。馬上にあった騎士は飛び降り、あるいは振り落とされ、中には脚を踏み鳴らす馬に蹴られている者までいた。

　大きな悲鳴が木々の間をつんざき、さらに馬が興奮するという最悪の事態だ。背に騎士を乗せていた馬だけではなく、荷馬車までが興奮したまま駆け出していく。

　ルカとアーニーも例外ではない。愛馬の暴走を予感したヨナスは引きずられないよう手綱を放した。賢い馬だから落ち着いたら戻ってくるだろう。今は他に優先すべきことがある。

「……っクソ、馬車は!?」

　同じく馬を手放したジョエルが叫ぶ。もちろん王女の乗る馬車のことだ。言われるまでもなくヨナスの視線は一直線に隊列の先頭へ――マルグリットの馬車へと向いていた。

　馬車はそこにあった。周辺には落馬の際に打ちどころが悪かったのか倒れ伏す者、よろけながら額の血を払っている者が複数いるが、王女の乗る馬車だけは微動だにせず鎮座している。どうやら手練れの馭者が手綱と引き棒の革を切り、暴走に巻き込まれるのを防いだようだ。頂上に近い場所で崖から転落する可能性もあったのだから、咄嗟の判断にしては悪くない。

　馬車の扉が内側から開き、険しい顔のローランが顔を見せた。すぐに車内を振り返ったのは、マルグリットに状況を説明しているためか。

　他に残っているのは同じように馬を切り離した馬車が一台だけだ。おそるおそる外に出た使用人たちの中には泣きだす者もいる。

　ジョエルは無言で走りだした。

　広い背中が遠ざかっていく。ヨナスは動こうとしたができず、呆然と立ち尽くすしかなかった。彼はどうしても、脚を踏み出すことができなかったのだ。

　ゾワッ、と全身に鳥肌が立つ。水中に放り込まれたように音が消え、血液が一気に足元へ落ちた。

　内臓がそっくりそのまま取り去られたようだ。

　ヨナスはあえいだ。声は出せなかった。

　あまりの緊迫感に頭髪が一本残らず逆立つ。辺りに漂う禍々しい気配は絶望をもたらし、一行の運命を――逃れようのない無慈悲な結末を否が応でも悟らせた。

　皮膚がひりつく感覚は流民の血の警告か、それとも失った神聖力の為せる業か。立ち竦むヨナスを衝き動かしたのは他でもない、鮮やかに蘇るマルグリットの記憶だった。

　優しく細められる新緑の瞳。驚いて瞬く長い睫毛。スイートピーを握って見上げる、胸が痛むほど可憐な笑顔。

　ヨナスは弾かれたように走り出した。

　己の運命は決まっている。おそらくジョエルや、他の騎士の運命も。

　――だが、マルグリットは。彼女だけは――。

　頭が真空になった。全力で走りながら剣を抜く。瞬時にジョエルを追い抜いたヨナスは負傷者の間を一直線に駆けた。風のような速さだと傍目には見えたが、隊列の先頭は、マルグリットの馬車までは果てしなく遠い。

「うわあ！」

　前方で騎士が大声を上げた。落馬して腰を強打し、地面にうずくまっていた騎士が山道の脇を指さしている。

　彼の視線の先にいたもの。それは全身を毛に覆われた獣だった。

　その獣は成牛ほどの大きさで、もつれた長い被毛と下顎から伸びる長い牙を持ち、四つの赤い目できろりと人間を――たまらなく美味そうな匂いを放つ食料を見た。

　それは猫科の動物を思わせるしなやかさで首を伸ばし、天を向く。太い首がありえないほど大きく膨らんだ。

　グオオォォ―――……！

　空気がびりびりと震え鼓膜を打つ。咆哮は鬨ときの声にも似て、獣の存在を皆に知らしめた。

　もはや過去になったはずの蹂躙者。神託の王女の存在が駆逐したとされる魔獣がそこにいた。





　◆






　窓の外では生い茂る樹々の緑が陽光を弾いている。後ろに流れる景色がゆっくりなのは、自分の体調を気遣っているからだ。マルグリットは申し訳なさに眉尻を下げた。

「どうかした？」

　対面に座っていたローランが尋ねる。些細な表情の変化に気づかれ、マルグリットはいたたまれなくなった。

「わたしのせいで予定を変えさせてしまったから」

「言い出したのはぼくだよ」

「それだけじゃないの。……今日のわたしは、とても態度が悪かったでしょう」

　騎士たちへ挨拶もせずに馬車へ乗り込んだことが、どうしても気にかかる。

　だが憂い顔のマルグリットに、ローランはどこまでも優しい。

「涙の跡に気づかれないようにしたことだろう。きみのせいじゃないよ」

　手を伸ばすと、目元にかかる前髪をそっと撫でる。水で冷やしたおかげで腫れは引いたが、一晩中泣きはらした目元の赤味はまだ残っていた。

「そうですわ。マルグリット様がお心を痛めておいでだとわかれば、騎士たちも何事があったかと訝しく思うでしょう。どうかお心安らかに、別邸に到着した時にでもまたお声がけなさいませ」

　ゾーラも強く同意する。

「ええ、そうね……」

　マルグリットの笑顔はまだしおれている。それを見ていたローランはふいに膝を打った。

「そうだ。もし気になるのなら、きみの璽しるしがついた物を騎士に与えればいい。護衛の褒美だと言って」

「わたしの、しるし？」

　瞬くマルグリットに、ローランは驚いたようだ。

「あれ、もしかして知らなかったかな。シャヴァネル王国の王女には、代々伝わる璽があるんだ。第一王女は……」

「すずらんですわ。第二王女がすみれ、第三王女はひなぎくと、それぞれ決まった御お璽しるしをお持ちです」

　そう言われて初めて、寝台や鏡台にあしらわれていたすずらんの意匠に意味があるのだと気づいた。

「そうだったのね」

　ため息混じりに呟く。思い返すと、細々とした身の回り品にもすずらんの模様が入っていた。なんの疑問もなく使い続けてきた自分に呆れてしまう。

「申し訳ございません」

　ゾーラが深く頭を下げた。平素は凛としている彼女の顔色が些か悪い。

「もっと早くお教えすべきことでした……お叱りは幾重にもお受けいたします」

「いいえ、あなたのせいじゃないわ。わたしが当然知っておくべきことだったの」

　珍しく動揺を見せるゾーラだが、眠っていたとはいえマルグリットは十八歳で、しかも一般常識は教えられずとも身につけていた。自分の璽について知っていると思われても不思議はない。

「……そう言えば、歴代王妃は薔薇の璽を使っていたはずだけれど、今の妃殿下は百合をお使いじゃなかった？」

「はい。公式の場でお使いになるのは薔薇ですが、ごく私的な場では白百合の御璽をお使いのことが多うございます」

　イザベラが白百合を好むことはよく知られている。華やかで高貴、それでいて儚さのある百合の花は、美しく華奢で繊細な王妃のイメージにぴったりだった。

「それじゃあ、私的なものとしてすずらん以外の璽を作ってもいいのかな」

「陛下のお許しは必要ですが、反対はなさらないかと思いますわ」

　ローランは嬉しそうに目を合わせてきた。

「それなら、マリーの好きな花を璽にすればいい。なにがいいかな……」

「念のため、すみれとひなぎくはお避けになったほうがいいかと」

「ああ、そうだね」

　第二、第三王女の璽を避けるのは、万が一にも私的な文書に押した璽が後年別の意味を持たないようにするためだろう。可能性は低いにせよ、王が側妃を迎えれば王女が誕生するかもしれないのだ。

　もちろん王妃の璽である薔薇も選択肢からは外さなければならない。

「好きな花……」

　マルグリットの胸に浮かんだのは、淡いピンク色の花。あの日、ヨナスと一緒に摘んだスイートピーだった。

「……すずらんは、とても可愛いと思うわ」

　なぜだかスイートピーが好きだと言いたくない。ローランは首をかしげた。

「他に気に入っている花はないの？」

「たくさんありすぎて選べないの。……すずらんも素敵でしょう？」

「そうだね。では騎士たちにはすずらんの璽が入った物を贈ればいい。きっと一生の記念にすると思うよ」

　そういうものなのだろうか。ゾーラに視線を向けると、彼女はすかさず助言してくれた。

「ハンカチを用意いたしましょう。すずらんと、公爵家の紋章を合わせて刺繍するよう手配いたしますわ」

「うちの紋章も入れるの？」

　やや慌てた様子でローランが尋ねるが、ゾーラは平然とした顔で返した。

「よくあることです。すずらんをハンカチの角に刺繍し、その対角に公爵家の紋を刺繍すれば、折り方によってどちらの御璽も見られますので」

「ああ、そういう……」

　ローランは微妙に肩を落とした。

「どうしたの？」

「ぼくはてっきり……。いや、なんでもないんだ」

　王都で結婚を控えた令嬢が両家の紋章を並べて刺繍し、相手に贈るのが流行していることなど、マルグリットが知るはずもない。

　うなだれるローランと澄まし顔のゾーラを見比べていたマルグリットは、おずおずと切り出した。

「……聖騎士の方には、違う文様がいいのかしら」

　ゾーラはわずかに目を見張った。

「今回は公爵家の騎士団に聖騎士が合流した形ですので、同じものをお渡ししても非礼ではありませんが……そうですね。おっしゃるとおり、別の文様にしましょう。ルリカケスではいかかですか」

　神を象ることは許されておらず、聖騎士の旗印には始祖ヤルマークの家紋を掲げる決まりだ。

　しかし、始祖の家紋は王家の旗印の源流だ。おいそれと使用できない代わりに、神殿や聖騎士を象徴するものとして、神話に登場する使役獣がしばしば使われた。中でも神意を伝えるとされるルリカケスが人気なのだ。

「すずらんと、ルリカケス……素敵な図柄になりそうね」

　未だ目尻に赤味を残したマルグリットの無邪気な笑顔に、ゾーラは表情を和ませた。

「……次の刺繍の時間に、ルリカケスを刺してみますか？」

　ゾーラが優しく尋ねた。マルグリットに仕えている者は皆、ヨナスの献身をその目で見ている。身分を超えて、役目を超えて、眠る王女を慈しむ姿に胸を打たれた者は多かった。

　たとえ王の意向がどこにあり、王女の婚姻がどこに帰結しようとも、せめて今はあるじの気持ちを大切にしたい。そう思っての問いだったが、マルグリットは首を横に振った。

「いいえ、教本の順番どおりでいいわ」

　うつむくと、顔の周りにふわふわとした金髪が落ちる。泣き腫らした目元が目立たないようにと結わずに下ろした髪は、初夏の爽やかな山林の空気を含んで艶を増しているようだ。

「承知いたしました。……旅先で目にしたものを刺すのもよいかもしれませんね」

　ゾーラはさらりと流したが、ローランは興味を惹かれたらしく身を乗り出した。

「刺繍を習っているんだね。話を聞いたことはなかったな」

「まだとても見せられるような出来じゃないの。だから内緒にしたくて」

　ヨナスにも話したことはなかった。目覚めてすぐに理解できた言葉などとは違い、技術的なものは時間をかけて習得してきた。刺繍しかり、ダンスしかりだ。

「マルグリット様は細かい手仕事がお上手ですので、レース編みなども試されるといいかもしれません」

　これから過ごしていく幾千幾万もの夜。ヨナスを思い眠れずにいる時の手て遊すさびに、レース編みを習うのもいいかもしれない。

「そうね。……ゾーラが教えてくれるの？」

「まあ。私などより専門の教師をお呼びしたほうが」

「わざわざ呼ばなくてもいいの。あなたが先生になってくれると嬉しいわ」

「では、城に戻りましたら材料の手配をいたしましょう」

　その後、二人はレース編みの道具や刺繍の話に花を咲かせた。ローランにはよくわからない話題だが、マルグリットの浮かべる笑顔が自然なものになっていてホッとする。

　昨夜からずっと考えていたとおり、焦る必要はないのだ。少しでも長く一緒にいて、ゆっくり心を開いてもらおう。そう決めたローランはにこにこと二人を眺めていたのだが。

　ガタンッ、と不自然な揺れを残して馬車が止まった。悲鳴を呑み込んだマルグリットは、瞬時に肩を支えたローランと目を見合わせる。

「大丈夫？」

　鼻先にローランの顔がある。マルグリットは慌てて身を起こし、ドレスの裾を整えた。

「大丈夫よ。ありがとう」

「どうしたのでしょう。まだ着いた様子はありませんが」

　ゾーラの視線を追えば、窓の外はちょうど森が切れるあたりだ。

「馬が急に止まってしまったようだね」

「なにか問題があったのでしょうか」

「どうかな。……ちょっと待って」

　そう言った直後、鋭い嘶きと甲高い悲鳴が次々に聞こえてきた。ローランもびくりと肩を跳ねさせたほどの叫びだ。そして続くのは地鳴りに近い、地面を踏み荒らす音。

　異様な空気が馬車に満ちる。マルグリットの心臓が激しく打った。おそらく外では誰も予想できないことが起きている。そしてそれはきっと、とてつもなく悪いことだ。マルグリットは硬直しているゾーラの手を握った。

　細く開いた窓にローランが顔を寄せると、外から騎士が何かを告げる。一瞬で厳しい顔になったローランはちらりとマルグリットへ視線を遣り、すぐに扉を開く。

「若君！」

　制止を無視して半身を乗り出したローランは、手を取り合う二人へ振り返った。

「いつでも降りられる準備をしておいて」

「え……」

　マルグリットは思わずゾーラに身を寄せる。それほどまでにローランの表情は鬼気迫っていた。

「馬がいない。一頭残らず逃げ出している」

　整列する騎士の後方で行儀よく並んでいた何頭もの馬。あの馬たちが逃げ出したなんて信じられない。

「そんな……どうして」

「馬は賢い生き物だ。いつもとは違う動きをするなら理由がある。……例えば地震、雪崩、崖崩れや地面の崩落などを察知したのかもしれない」

　ローランの顔は強張っていた。

「今は雪の時期ではないし、大雨の後でもない。崖崩れなどは除外してもいいと思う。そうなると残るのは地震だ。温泉地は地震が起きやすい。ぼくが生まれるずっと前にも、リオルで大きな地震があった」

　王都で地震の被害はないに等しい。ただし、リオルのような火山帯は別だ。

「どういたしましょう。このような場所で、殿下をどうお守りすれば……」

　ゾーラがおろおろと言うのを聞いて、ローランはハッとしたようだ。ぎこちないながらも微笑むふりをする。

「ここなら落石の危険はないし、しばらく車内にじっとしていよう。輪止めで車輪を固定させるから、少々揺れても大丈夫だよ。安全が確認できたら遣いを出して馬車を呼ぶつもりだけれど、状況によっては歩いて移動することになるかもしれない」

　地震で別邸に被害があれば、馬車を仕立てて迎えに来るのも大変だろう。旅は中止にして城へ戻るか、落ち着くまで本邸に身を寄せることもあり得る。

「もちろんよ、わたしたちのことよりも皆の安全を一番に考えて」

　守られる立場だからこそ指示に従わねばならない。己を守る行動が、最終的には周りの安全に繋がるのだ。同意を求めてゾーラを見たマルグリットはぎょっとした。

「大丈夫？　顔が真っ青よ」

　冷静沈着なはずの女官が、顔面蒼白になって震えている。

「も、申し訳ございません。祖母が地震に遭ったことがありまして、その話をずっと聞かされていたもので……」

「しっかりしてくれ！　マリーを守れるのはぼく達だけなんだぞ！」

「ローラン！　……ゾーラ、心配しないで。聞いたでしょう、馬車の中にいれば安全だって。シャリル公爵家の馬車だもの、きっと王国一頑丈にできているわ」

　おどけて言ったあるじに、ゾーラも少し落ち着きを取り戻したようだ。乱れた髪に手を当てて背筋を伸ばした。

「ええ、ええ……。マルグリット様のおっしゃるとおりですわね。みっともないところをお見せして申し訳ございません」

　まだ顔は青ざめているが、声に力が戻っている。マルグリットはホッと息をついた。

「ローラン、皆に……くれぐれも気をつけるよう伝えてちょうだい」

　マルグリットが誰にそれを伝えたいのか理解しながら、ローランはうなずく。

「わかっている。ではこのまま――」

　凄まじい雄叫びがローランの声を消し去った。

　ぞっとするようなその叫びは木々の間を抜け、渓谷に広く響き渡る。ゾーラは細く悲鳴を上げ、マルグリットは耐えられずに手で耳を塞いだ。

　ローランは反射的に身をかがめ、座席下に隠してあった剣を手にする。

「魔獣です！」

　扉前を守っていた騎士が告げた言葉を裏付けるように、続けざまに声が聞こえた。

「戦闘用意！　王女殿下をお守りするのだ！」

　朗とした声は公爵家騎士団を束ねる団長バーナビー・メイソンのものだ。鋭い声で放たれた命令はその場にいた全員の金縛りを解いた。

　それはローランも同じだ。止めていた呼吸を吐き、間髪入れず扉を開く。視線を走らせた彼の目に映ったのは一斉に集まる――魔獣と護衛対象の間に「人間の壁」として立ちはだかろうとする騎士たちの姿だった。

　ハッと息を呑んだその時、再び魔獣の叫びが響いて馬車の窓を震わせる。もう疑いようもない、滅んだとされる魔獣が現実のものとしてそこに在るのだ。

　ローランは勢いよくマルグリットに向き直った。いつもにこやかな彼の目は座り、唇は引き結ばれて糸のようだ。

「来い！」

　差し出された手をじっと凝視した。身体が強張って動かない。外ではバーナビーの檄が飛んでいる。マルグリットは問うようにローランを見た。

「ここにいては危険だ。彼らが魔獣を食い止めているうちに逃げよう」

「そんな、食い止めるなんて」

「マリー、急ぐんだ」

　先に馬車を降りたローランは、マルグリットを説得しながら騎士へ矢継ぎ早に指示をしている。

「で、でも……」

　ゾーラは両手を胸の前で組み合わせ、首を激しく横に振った。外へ――魔獣のいる場所へ行くのを拒んでいる。今にも倒れそうなその顔を見れば、無理強いなどできないのは明らかだった。

「ローラン、わたしは……」

「四の五の言わずに早く来るんだ！　ぼくたちがここにいる限り騎士は逃げることができない。下手をすれば全滅するかもしれないんだぞ！」

　焦れたローランがマルグリットの手を強く引く。身体が浮き勢いよく胸にぶつかったが、受け止めたローランは小こ動ゆるぎもしない。

「この二人を連れて行く」

　ローランは抱き留めたマルグリットを下ろしながら、自家の騎士に目線で側にいる二人を指した。先頭につけていた聖騎士のことだ。彼らは早々に下馬していたため怪我もなく、異変を察して馬車まで駆け戻っていた。

「もちろんです。御供できず申し訳ありません」

　応えたのは公爵家の若い騎士だった。聖騎士が抜けるのは痛手だというのに、不満を見せることなく抜剣している。既に戦いは始まっていた。

「待って！　ゾーラを」

「扉は閉めておく。さあ早く！」

　ローランの言葉が終わる前に、耳を聾する叫びが空気を裂いた。

　カリエたち聖騎士は咄嗟に身構え、声のするほうへ視線を向ける。

　魔獣は身体中に突き立てられた剣を振り払おうとしたのか、大きく身震いをしながら咆哮していた。首を振り、足を踏み鳴らす魔獣に騎士たちは吹き飛ばされ、剣は刺さったまま次々に折られてしまっている。

　状況はあまりにも悪い。精鋭揃いとはいえ負傷者は多数。しかも今回は若い騎士を揃えているため、魔獣討伐の経験者がいなかった。辛うじて騎士団長と、副団長のジョエルが討伐隊へ加わったことがあるくらいで、それも後方支援として数回だけだ。

　また魔獣が吠えた。びりびりと空気が震える。マルグリットは思わず悲鳴を上げかけ――大きく目を見張った。

「ヨナス！」

　黒髪をなびかせ、公爵家騎士団の黒い団服を着たヨナスが、短外套ペリースを翻しながら駆けている。魔獣へ向かって迷いなく、一直線に。

「ああ、ヨナス……！」

　ローランがマルグリットの手首を掴んだ。

「行くぞ」

「でも、ヨナスが……」

「きみにできることはない。早く！」

　あれほど会いたいと願っていた人がそこにいる。

　目に涙が浮かんだ。精鋭揃いの騎士が束になっても歯が立たない魔獣へ向かって、愛しい人が挑もうとしているのだ。

　ぐいぐいと手を引かれ、マルグリットは山道を走った。

　最後に振り返った彼女の目に映ったもの。それは抜き身の長剣を手に地面を蹴り、魔獣に躍りかかるヨナスの姿だった。
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　均ならされた山道を進んでいく。

　深窓の姫が往くには余りにもきつい坂道だ。照りつける太陽が白い肌を焼く。日傘はおろか帽子も被っていない。淡い金髪が額に貼りつき、緩く締めたはずのコルセットが肋骨を痛めつける。

「少し休憩しよう」

　どれほど進んだだろうか。山頂近くまできたところで声をかけられたが、マルグリットは無言で首を横に振った。

　始めは走っていた四人だが、今はせいぜい小走り程度の速度だ。それでも体力のないマルグリットにはつらい状況だった。

　本当は肺が燃えそうなくらい息が苦しいし、靴擦れのできた足も痛くてたまらない。でも、今頃ヨナスがどんな目に遭っているかと思うだけで心が千切れそうになる。別邸に一秒でも早く着き、助けを呼ばなければならない。休んでなどいられなかった。

　頑なな態度にため息をついたローランは、後ろを守る聖騎士に声をかけた。

「あの樫の木の下で休憩する」

　周囲を警戒していた二人のうち、片方がすぐに駆け出して護衛対象を追い抜いた。ローランの言う樫木の巨木へ向かい、危険がないか素早く確認している。

「……休憩は、しなくていいわ。早く、行きましょう」

　苦しい息の中で主張するマルグリットに、ローランは眉根を寄せた。

「駄目だ。足も痛むだろう」

「平気よ。早く、助けを、呼ばないと……」

　下界より近い陽光と薄い空気が彼女の体力を容赦なく奪う。

「マリー！」

　倒れ込んだマルグリットを危ういところで抱き留めたローランは、ほとんど朦朧としている身体を抱き上げた。浅くあえぐ彼女の唇は乾ききり、頬はりんごのように真っ赤になっている。

「ごめん、無理をさせてしまった」

　樫の木にもたれさせるようにして座らせれば、騎士のひとりが脱いだ上着を扇いで風を送ってくれる。

「熱があるな」

　額に手を当てたローランが呟いた。

「のぼせておられるのでしょうか。私がおぶってもいいのですが」

「いや……悪いが、どちらか一人先に行って馬車を手配してきてくれないか」

「だ…駄目よ」

　マルグリットはあえぎながら、閉じていた目を薄く開いた。

「わたしのことはいいの。早く助けを……」

　身を起こそうともがくマルグリットの肩をローランが押さえた。

「動いては駄目だ」

「だって、こんなところに……じっとしていられないわ」

　到底起き上がれる状態ではない。ローランは嘆息した。

「別邸へ行ったら執事に事情を話してくれ。今頃は本邸からも護衛が到着しているはずだ。彼らを先導して現場へ向かえ。もちろんマリーの乗る馬車の手配も」

　当初からローランは護衛の入れ替えを予定していた。待機している騎士はベテラン揃いで魔獣討伐の経験もある。彼らを援軍として向かわせれば討伐できるだろう。

「ぼくたちは『大鹿の樫』にいると言えば、場所はすぐにわかるはずだ」

「承知いたしました。直ちに」

　もとより一本道で見逃すことはないのだが、念のためそう言い添える。騎士は一礼してすぐに走り出した。

　その後ろ姿を見てからローランは残ったほうの騎士――カリエ・ロッシュに声をかけた。

「水を汲んでくるから、きみはここにいてくれ」

　道中で水筒を回し飲みしたのだが、マルグリットは口をつけようとしなかった。体に熱がこもったのは水分不足のせいもある。小道の先に湧き水があると知るローランが立ち上がると、難しい顔をしたカリエが申し出た。

「それでしたら私が」

「知らない者が行くより早い」

「しかし、公子をお一人にする訳には」

「すぐそこだから心配するな。それに、自分の身くらい自分で守れる」

　腰に佩いた剣に手を当てる。王家の血を継ぐローランにも神聖力があり、腕には覚えがあった。ただ守られるだけの貴族と同じにされたくはない。

「マリー。すぐに戻るから、ここで待っていてくれ」

　マルグリットは目をつぶったままこくりとうなずいた。

　別邸から助けを呼ぶと聞き、安堵のあまり全身から力が抜けてしまった。一度座り込んでしまえば、身体のあちこちが痛みを訴えてもう立てそうにない。

　――どうか、どうか一刻も早く、助けが皆に届きますように。

　大きく張り出した樫の枝が日差しを遮り、高地の爽やかな風を運んでくる。のぼせていた顔の熱も少し冷めてきたようだ。

「殿下。御身体の具合はいかがですか」

「ありがとう。ずいぶんよくなったわ」

　山頂からそよそよと風が吹き抜ける。湿度が低いせいか、汗ばんでいた身体もすぐに乾いていった。

「……ヨナス・ペルデンは聖騎士の中でも別格です」

　カリエの言葉に、マルグリットの睫毛がぴくりと動く。

「神聖力の強さはもちろん、剣技においても歴代の聖騎士の中で最強と言われるほどです。……彼ならきっと、どんな魔獣でも倒せるでしょう」

　マルグリットはゆっくりと目を開いた。

「……そうね。きっと、ヨナスが倒してくれるわ」

　疲れ、無力感に打ちのめされていながら、王女の微笑みは実に美しかった。

　カリエは場所柄も弁えず顔を赤くする。彼もこの旅で初めて王女の姿を目にし、魂を奪われた一人だ。その王女からじっと見つめられ、カリエは浮き足立っていた。

　確かに彼は注意力を失っていたのだろう。危機的な状況を脱した安堵と、助勢を頼むことができた油断。それに加えて憧れの王女と会話できたという非日常が、警戒すべき敵の存在を忘れさせていた。

　風向きが変わった。林の中から風が吹き、樫の枝に止まっていた鳥たちが一斉に羽ばたき飛んでいく。けたたましい羽音は、カリエのあえぎを簡単に消し去った。

「あ……あ」

　カリエが一歩後ずさる。喜びに頬を紅潮させていた彼がみるみる青ざめていく様を、マルグリットは不思議な思いで眺めていた。

「どう――」

　先に届いたのは匂いだった。ムッと鼻を突く獣臭に混じる、かすかな鉄の匂い。

　――鉄……？　いいえ、これは血の匂い……。

　身を捩って後ろを見る。巨木の幹に遮られた視界の、眦が切れそうなほど目を見開いたカリエの視線の先にいたもの。それは身の丈三メートルほどもある奇妙な生き物だった。

　捻じれた体毛に全身を覆われ、肩の筋肉は盛り上がり、指の先は膝下を超すほど腕が長い。何より特徴的なのは額にひとつだけしかない目だ。

　その生き物は大きな一つ目をぎょろりと動かし男から女へ――カリエからマルグリットへと視線を移した。

　誰も動かなかった。ただ、その巨大な猿に似た生き物は鼻先をひくひくさせて匂いを嗅いだ後、おもむろに口を開いた。

「ひ……っ」

　悲鳴を上げたのはカリエだった。

　巨大な猿の口には三列の鋭い歯が並んでいた。その隙間からびしゃりと唾液が流れ落ちる。三列の歯の隙間から、奇妙なほど長い舌が蠢くのが見えた。

　マルグリットは凍りついたまま、呼吸すら止めていた。

　その猿がかつて魔獣の中で最も忌避された単眼の大おお猩しょう々じょうであることや、若い女性の肉が好物であること、悪賢いため討伐は困難を極め、唯一の対抗策が神聖力であることを知る由もなかった。

　フーッ、と大猩々が息を吐き、一拍遅れて生臭い匂いが押し寄せる。

　ぽた、ぽた……と続けざまによだれを落とす大猩々は、ぐいと身を乗り出してマルグリットへ視線を合わせると、ひとつしかない目をうっそりと細めた。

　それは嗤っていた。





　◆






　ぐい、とヨナスは剣を引いた。魔獣の背に深々と刺さった剣は柄の部分まで肉に埋まっており、生なま半なかな力では引き抜くことができない。それをヨナスは柄を左右に軽く揺らすことで切り口を広げ、それからひと息に引き抜いた。

　おお、とどよめきが起きる。引き出される剣の刃は長く、まるで手品でも見ているかのようだ。

「よくやった」

　近寄ってきた騎士団長のバーナビーが声をかける。彼の肩口は魔獣の牙で裂かれて血を流していた。

「きみがいなければ、部下の被害はもっと大きかっただろう。上官として礼を言う。……本当に、ありがとう」

「いえ」

　ヨナスは差し出された布で剣を丁寧に拭い、鞘に収める。すかさず水筒が差し出され、水分補給の後には数枚の濡れた布まで渡された。汗と、血で汚れた手を拭くためのものだ。ジョエルのおかげで初めから好意的だった騎士たちの態度は今、はっきりとした尊敬へと変化している。

「対人戦を重視し、魔獣に対する戦闘を想定していなかった私の責だ。反省せねばならん」

　話を終わらせるためにヨナスは顎を引いて頭を下げた。礼を言われるようなことをしたつもりはない。

「さすがだな。おまえならやれると思っていた」

「ジョエル！　おまえは何をしていたんだ」

　副団長にバーナビーが非難の目を向けるが、当の本人はどこ吹く風だ。

「いや、下手に手を出せば邪魔になると思ってな。……それにしてもヨナス、おまえの身体能力は素晴らしい。走る速度も人外じみていたが、その後の飛翔が本当にすごかった。二メートル近くは跳んだんじゃないか？　どんな鍛錬をすればあの身ごなしができるんだ」

　矢継ぎ早に質問を繰り出すジョエルだが、そういう彼こそ最後尾からの全力疾走に息ひとつ乱していない。甲冑をつけた重装備で行軍訓練をしていると噂のシャリル公爵家騎士団で、副団長を務めるだけのことはある。

「魔獣は心臓か、頭をひと突きしたほうがいいです。外皮は頑丈な奴が多いらしいので」

　ジョエルを無視してバーナビーへ伝えると、自らも魔獣の討伐経験がある彼は嘆息しながら肩の傷を布で押さえた。

「それであの、真上からの攻撃だったのか」

「俺も見ていたぞ。それからあの、短剣で頭をグサリとやったのも。暴れる魔獣の背にしがみついたままで、よくもまああんな芸当ができたものだ。短剣は？　どこに隠していた」

　ジョエルがヨナスの短外套をめくる。剣を抜く時邪魔にならないよう背中側に二本の短剣を刺しており、その一本を使ったのだ。

「ほう、これはいい。俺も真似することにしよう」

　特注の短剣ベルトをやたらと褒められるが、ヨナスに浮かれる様子はなかった。

「たまたまうまくいっただけです」

　ごく淡々と応えながら、己の行動を振り返る。

　長剣を手に地面を蹴って、全体重をかけて暴れる魔獣に突き立てた。

　切っ先から深々と刺さった剣は背から肋骨の隙間を縫って心臓へ到達したが、絶叫しながらも暴れることをやめない。背に刺さった剣の柄を両手で握り、振り落とされないようしがみつきながら、暴れる魔獣の背で短剣を目に突き刺し息の根を止めたのだ。

　――力が戻るかと期待していたんだが……結局駄目だったな。

　神聖力を失ったまま倒せたのは僥倖だった。しかし次も運が味方するとは限らない。より一層気を引き締めるべきではあるのだが。

　――彼女を守れて、よかった。

　それだけが自分の存在意義だ。傷つき、埃にまみれていた自尊心がほんの少しだけ快復する。

　――神殿に戻ったら、大神官に神聖力を取り戻す方法を探してくれるよう頼んでみるか。

　振り切ったはずの迷いがまた頭をもたげる。往生際の悪いことだが、彼女を守りたいと思うのなら、神聖力の復活は必須だ。

『強い衝動を感じることがあれば、力を取り戻せる日がくるかもしれませんね』

　ふとシメオンの言葉が頭を過った。

　しかし、魔獣の出現という危機にさらされてなお神聖力は戻らなかった。強い衝動があればとシメオンは言うが、あれ以上の衝動が――何かを強く願うことが、果たしてあるのだろうか。

「班ごとに負傷者を調べて報告してくれ。後は逃げた馬車の捜索だな」

　ジョエルが騎士に声をかけている。負傷者は多数で中には重傷を負った者もいるが、今のところ死者は出ていない。

「よーし、怪我人は戸板に乗せてくれ。残りは馬探しと別邸へ向かう班に分けよう」

　指示を出すジョエルに、怪我をした部下の様子を見ていたバーナビーが伝える。

「別邸からはそろそろ人が来る頃かもしれん」

「応援を要請したのか」

「若君と王女殿下には先に別邸へ向かっていただいた」

　ジョエルはうなずいた。貴賓を危険な場所からいち早く逃がすのは有事の定石である。

「護衛は誰をつけたんだ？」

「聖騎士の二人だ。神聖力が魔獣に有効なら護衛としては最適だと――どうした？」

　すごい勢いで振り向いたヨナスに、驚いたバーナビーが尋ねた。

「……今、何と？」

「何って……ローラン様と王女殿下のお二人は聖騎士を護衛につけて別邸に……おいっ！」

　ヨナスは無言のまま走り出した。内臓が喉まで迫せり上がってくる。それが恐怖だと理解した頃、先頭馬車に辿り着いたヨナスは鍵を外して勢いよく扉を開いた。

「ひぃ……っ」

　目を閉じ、両手を組み合わせて祈りを捧げていたゾーラが悲鳴を上げる。

「……ヨナス様……？　魔獣は……」

「マルグリットはどこだ」

　光を背にしたヨナスの表情がよく見えず、ゾーラは目を細めた。

「別邸に向かわれました」

「いつ!?　どれくらい前に！」

　詰問じみた問いに戸惑いながら、ゾーラは懸命に思い返した。

　馬車の中に一人残されてから、永遠の時間が経った気がする。しかしそれはあくまでも体感でしかない。

「騎士団が魔獣へ攻撃を始めた時でした。自分たちが留まれば、騎士たちの犠牲が増えるかもしれないとおっしゃって……あっ、ヨナス様！」

　ヨナスは身を翻した。

　経路は頭に入っている。ここから先は傾斜のきつい山道だ。別邸までの距離はおよそ六キロ。女性の、しかも王女の脚ではどれほど急いでも限界がある。

　――頼む、無事でいてくれ……！

　彼の中に鳥肌立つような予感があった。マルグリットに危機が迫っているという予感だ。

　一歩進むたび、予感が確信に変わっていく。ヨナスは嵐のような思考の中で自分を罵倒した。

　なぜもっと早く気づかなかった。魔獣を倒した後、バーナビーはローランへ報告しようともしていなかったではないか。その理由を考えたら、報告すべきあるじがそこにいないからだと気づけたはずなのに。

　均された道は広く、生い茂る枝の下だけが陽を遮り陰る。

　まだか。曲がりくねる道を駆けながらヨナスは歯を食いしばった。口内に鉄の味がする。叫びだしそうな自分を抑えるために内頬を噛んだせいだ。

　いくつもの曲がり角を抜け、期待と失望を幾度も繰り返し、また同じだと半ば諦めかけて角を曲がったヨナスは、眼前に広がる光景に戦慄した。

　木の下にいるマルグリットと、こちらに背を向けた巨大ななにか。

　毛むくじゃらの生き物が背を屈めるようにして、マルグリットを覗き込んでいる。

　膝の下までの長い手。尻尾はなく、臀部の筋肉が遠目にも盛り上がって見える。その特徴だけでそれが大猩々だと――女の肉を好物とする厄介な魔物だとわかった。

　右は岩混じりの山肌。左はやや下り坂の林があり、マルグリットの座る巨木は林の少し手前にある。晴れ渡った空に雲霞のような小鳥の群れが影をなし、黒い雲のように蠢いてから、やがて散り散りになって飛んでいった。

　ゆら、と蜃気楼のように視界が揺れた。

　ヨナスは走った。もはや無心だ。自分がいつ剣を抜いたかも気づかなかった。

　自分と魔物より、魔物とマルグリットとのほうがずっと近い。だがもうそんなことより一歩でも、一秒でも早く前に進みたかった。マルグリットへ近づきたかった。心はとうに彼女の側にいるのに身体が追いつかないのが、いっそ空を飛べないことが不思議だった。

「やぁーっ！」

　声が聞こえて初めて、そこに誰かが――カリエ・ロッシュがいることに気づいた。彼は神聖力で剣を光らせながら魔獣に相対している。

「こっちを向け！　おまえの相手は俺だ！」

　不自然なほどの大声は、マルグリットから気を逸らそうとしてのことだろう。しかし魔獣は一向に反応せず、ずっとマルグリットのほうを向いたままだ。

　と、魔獣が長い手を持ち上げて、マルグリットへと伸ばした。

「やめろっ！」

　カリエが魔獣の腕を斬りつけた。神聖力を帯びた攻撃で、魔獣はようやくこれが敵だと悟ったようだ。腕に食い込んだ剣を見下ろし、それからやっとカリエへひとつしかない目を向けた。

　――まずい！

　ヨナスがそう思うのと、大猩々の腕の一振りでカリエが山肌へ叩きつけられるのはほぼ同時だった。

　声も出せずにもんどりうったカリエは、濡れた雑巾のような音を立てて地面に落ちた。大猩々はもはやぴくりともしないそれに興味を失ったようで、またのっそりとマルグリットのほうを向く。

　ヨナスは走った。

　全身が透明になったようだ。風のように。空気のように。そして彼は魔獣がマルグリットへ再び手を伸ばすのを見ながら剣を構え、体毛に覆われた背中へ向けて両手を振り下ろし――――

「……ぐッ……」

　ガッ……という音と共に視界が反転した。重力を失ったかと思うと、勢いよく地面へ吸い寄せられる。魔獣によって薙ぎ払われたとわかったのは、空中でマルグリットの泣きそうな顔を見たからだ。

　地面に叩きつけられて大きく身体がバウンドした。勢いを殺せないまま林の中を転がり落ちる。激しい擦過音と湿った土の匂い。尖った岩で背を削られ息が止まる。

　天と地もわからないほど転がりながら、ヨナスは大きな岩にぶつかることでようやく止まった。

「ぐぁ……っ！」

　岩の手前に突き出ていた、ぎざぎざに折れた鋭く長い木の枝。それがヨナスの脇腹に深々と突き刺さった。

　剣はどこかに飛ばされたようだ。ヨナスは頭をひと振りし、ぎこちなく身を起こすと、腹の横から不格好に突き出ている枝に手をかける。フーッ、フーッ、と獣のような息を吐き、力任せにそれを引き抜いた。

「ぐ……っ、う……」

　バッ、と血が飛び散る。しばらく腹を押さえてうめいていたヨナスは、ゆっくりと顔を上げた。

　山道まで――マルグリットまでは約五十メートル。岩の横には清らかな水が湧き出ていて、その先に血まみれのローランが倒れていた。

　人形のように力なく横たわるローランのすぐ横に、折れた剣が落ちている。息があるかどうかもわからない。ヨナスは地上を見上げ、よろよろと立ち上がった。

　――間に合うか。

　間に合ったからどうだと言うんだ。

　――マリー、きみさえ無事なら

　無事なはずがない。きっともう喰われている。

　――俺はどうなってもいい。きみだけはどんなことがあっても助けてみせる。

　助ける？　どうやって？　神聖力も持たず、剣すら失ったおまえが、王女を救えるはずないだろう。

『強い衝動を感じることがあれば、力を取り戻せる日が』

　閃光のようにシメオンの言葉が蘇った。

　強い衝動が。彼女を守るという決意が。

　全身を血潮が駆け巡る。

　痛みはもうない。ヨナスが驚くべき速さで林の中を駆け上がった時、マルグリットは大猩々に腹を掴まれ、宙で足をばたつかせて抵抗していた。

　ヨナスは背に手を回し、たった一本だけ残る短剣を抜いた。

　刃渡りおよそ二十センチ。魔獣に、とりわけ大猩々に立ち向かうにはあまりにも貧弱な武器だった。

「だめよヨナス、来ないで！」

　――強い衝動？

　六歳で親から引き離され、泣きそうになりながら握ったマルグリットの小さな手。

　全てはマルグリットのせいだと憎んだ日もある。非力な赤ん坊に優しくできない自分を情けなく思ったことも。

　だがそれ以上に捧げた献身と、真心と――命を賭けた愛が、そこにはあった。

「動くな、マルグリット!!」

　短剣が白い光を帯びた。光はどこまでも強く大きく、ヨナスの長剣を凌駕するほど長く延びる。それは大猩々の頭から胴の中心を通り、両断して消えていった。

　単眼の魔獣は目を閉じることもなく、両膝を地面についた。生ぬるい血が降り注ぐ。地鳴りのような音と共にその巨体が崩れ落ちる前に、ヨナスはマルグリットを両手で受け止めた。

　乱れた髪、涙に濡れた頬。噛みしめたせいで赤くはれた唇。今はそれに生臭い血まで被っている。

　だが無事だ。それならどんな姿でもいい、生きてさえいてくれたなら。

「マリー……よかった」

「……ヨナス？」

　目をつぶっていたマルグリットは、おそるおそる目を開いた。そして、目の前にいるのが間違いなくヨナスだと――会いたいと願い続けてきた人だとわかって、ぱぁっと笑顔になった。

「ヨナス！　無事だったのね」

　――ああ、この笑顔をどんなに見たかったか。

　ヨナスは数度唇を動かした。

「……ヨナス？　どうしたの？」

　言葉が出ない。伝えたいことがあったはずなのに、それが何だったのか思い出せないのだ。

「ヨナス、あなた……きゃあっ！」

　マルグリットが悲鳴を上げた。それと同時に地面が大きく動く。

　――いや、動いたのは俺か。

　どうやら倒れたらしい。何でもないと、少し疲れただけだと伝えて安心させなければならないのに声が出ない。手足に力が入らない。

「ああ、どうしよう、こんなに血が……」

　目がよく見えなくなってきた。何度も瞬きをしたが、視界がどんどん狭まっていく。

　その狭い視界の中で、マルグリットは泣きながら首に巻いていたリボンを解き、ヨナスの腹にある傷口に押し当てていた。

「……止まって、とまって……お願いだから」

　涙が鼻先を伝ってヨナスの顔に落ちる。

　出血は止まりそうにない。血が地面に広がり、背中が濡れていくのがわかる。流れ出るのは命の源だ。身体がどんどん冷えて、何も感じなくなっていく。

　ヨナスは暗くなる視界の中で、懸命に目を見開いた。

　ぽろぽろと涙を流すマルグリットに、そっと微笑む。

　――ああ……もう、十分だ。

「ヨナス、ヨナス！　しっかりして！」

　――何ひとつ、欠けることのない人生だった。

　愛する人を救うことができた。

　愛する人と生きることができた。

「ヨナス、うう……ヨナス……」

　そして今、愛する人に見守られて逝くことができる。

「ヨナス、お願い、お願いよ……何か言って……。わたしを、置いていかないで」

　目はもう見えず、耳も聞こえなくなってきた。聴覚が最期まで残るという話は必ずしも正しくないと身をもって知る。

　――俺のことはすぐに忘れてくれ、なんて格好つけたことは、とても言えないな……。

　今いま際わの際きわにあってなお、綺麗ごとを言えない自分に笑ってしまう。

　いつまでも覚えていてほしい。時々は思い出して泣いてほしい。

　――でも、いつかは……幸せになってほしい。俺を忘れてもいいから、世界中で一番、幸せに……――

「いやよ、ヨナス……ヨナス！」

　ヨナスは暗闇に身を委ねた。
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　ヨナスにとって幸運だったのは、時を措かずしてジョエルが複数の騎士を連れて駆け付けたことと、偶然にも医師が――それも外科手術を能くする医師が数人リオルを訪れていたことだ。

　避暑に訪れていた医師たちは次々に運び込まれる怪我人の治療に駆り出される羽目になったが、嫡子を救ったとしてシャリル公爵から感謝され、温泉を引いた別荘を贈られたというのは後日談だ。

　中でも重傷で出血の多かったヨナスと、肋骨が折れ肺に刺さっていたローランは状態が悪く、手術をすることになった。

　長く不安な時が経過し、手術を終えた医師の表情は対照的だった。

　ローランは当面の安静が必要だが命に別状はなく、ほどなく目覚めるだろうという診断だ。

　聞かされた公爵家の関係者は、皆一様に胸をなでおろした。しかし、ヨナスの治療に当たった医師は――




　マルグリットは結った髪に手を当て、ドレスのひだを整えた。

　そしてひとつ深呼吸をする。ヨナスの部屋に入る前の習慣だった。

　数回のノックの後、扉を開く。カーテンが閉められていて薄暗い。絨毯の上を忍び足で歩いた。

　カーテンを開けると、まだ早朝だというのにさんさんと照りつける陽の光が、部屋の隅々まで広がった。

「おはよう、ヨナス」

　マルグリットは笑顔で振り返った。

「今日もいいお天気よ。でも、昼間は暑くなりそうね。後で氷をもらってくるわ」

　話しながら持っていた花を花瓶に生け、花台に飾る。

「綺麗でしょう？　岩桔梗と言うんですって。高地に咲くお花だそうだから、きっとヨナスも見たことがないと思ったの」

　花の向きが寝台へ向くよう調節してから、マルグリットはようやく椅子に腰掛けた。

「医せん師せいが王都に戻られるそうなの。あなたの傷はもう塞がったとおっしゃっていたけれど、ずっと診ていただいていたから……やっぱり心細くて」

　そっと、寝台の上の手を取る。骨ばった大きな手だ。力のないそれを、マルグリットは両手で包んだ。

「……リオルはいいところね。昨日初めて市場を見学したわ。ゾーラから叱られたの。ヨナスが起きた時、別邸のことしか知らなかったらどこにも案内できないでしょう、って」

　明るい声が途切れた。

「市場にはたくさんの人がいて、色々な物が売っていたの。皆笑顔で、とても楽しそうで……でも……」

　キュッ、と手を握る。浮かんできた涙は瞬きで散らした。

「どこにいても、あなたの姿を探してしまうの。いるはずないって、あなたはここで、別邸で眠っているって知っているのに。おかしいでしょう？」

　微笑みの形をしていた唇が震え、ぽつりと涙が落ちた。

　魔獣に襲われた日から十日が経っていた。

　医師の奮闘により辛くも死を免れたヨナスだったが、あれから一度も目を覚ましていない。

『驚異的な回復力です』

　医師は確かにそう告げた。

『あれほどの大出血を起こし、内臓にダメージを負いながら、たった三日で皮膚が綺麗に塞がり、浸出液が止まりました』

　興奮する医師とは裏腹に、三日間ほぼ一睡もしていないマルグリットの反応は鈍い。

　どれほど早く傷が癒えようが、ヨナスはまだ意識を取り戻していないのだ。

　ぼんやりとしたマルグリットに医師はヨナスの上着をはだけ、腹部に当てていた布を取り去る。そこにはいびつな形をしたピンク色の傷跡だけがあった。

『よろしいですか。ご覧になっていてください』

　医師はおもむろに手を傷跡の上に乗せ、力を込めてグッと押す。

『何をするの！』

『大丈夫です、殿下。彼は痛がっていません』

『……どういうことですか？』

　訝るマルグリットに、今度はヨナスの二の腕の内側を強く抓って見せる。するとヨナスの眉間にかすかな皺が寄った。

『痛みに対して反応があるのに、腹の傷跡を刺激しても痛がらないということは、内臓の傷まで癒えている証拠です。いやあ、こんなことは初めてですよ。屈強な騎士であることに加え、神聖力を持つことが何等かのよい影響を与えているに違いありません』

『では、ヨナスはもうすぐ目が覚めるということでしょうか』

　その質問に、医師は慎重な態度を示した。

『現在のところ炎症はなく、発熱もありません。にもかかわらず意識が戻らないのには、他の原因があると思われます』

　その後に医師が説明してくれたことを、マルグリットはあまり覚えていない。結局、ヨナスが目覚めるかどうかわからないという言葉だけが耳に残った。

「マリー」

　祈りを捧げるように顔を伏せていたマルグリットは、ぱちりと目を開いた。

「ローラン」

「邪魔をしてごめん。ノックをしたけれど返事がなかったから」

　ローランは扉に凭れながら、拳でコンコンと叩く真似をした。

「少しいいかな」

「もちろんよ。どうぞ掛けてちょうだい」

　そう応えながら、マルグリットは可笑しそうに笑った。

「どうした？」

「だって、ここはあなたのお邸なのに」

　女主人のような振る舞いを笑えば、ローランは手術の傷を庇いながら部屋に入ってきた。

「この部屋のあるじはきみだよ。使用人にもそう伝えてある」

　だからこそ、王女自らヨナスに付き添うことが許されているのだ。

　ゾーラはヨナスに同情的ではあったが、王女が使用人の仕事を肩代わりするのを認めるほど寛大ではない。

「彼は変わりない？」

「……ええ」

「じゃあ、相変わらず何も口にしていないのか。水も？」

　こくりとうなずくまたいとこに、ローランは寝台へと視線を移した。

　ヨナスは端正な寝顔を見せている。ローランの胸に複雑な感情がこみ上げた。

　一番大きいのは、魔獣を倒したことへの羨望だ。

　水筒に水を汲もうとしたローランは、大猩々に襲われたらしい。しかし当時の記憶はぽっかりと抜け落ちていて、気づいたらこの別邸で医師や看護人に取り囲まれていた。手術したことも記憶になく、術後の痛みにうめきながら騎士団長の報告を受け、ようやく事の次第を知った有様だった。

　人的被害は多数でも死者はなし。それでいて二頭の魔獣を仕留めたとあれば上出来で、領民の犠牲がないことも僥倖だった。

　しかしそれらは全て、目の前で眠る男の手柄だ。

　自分が無様にやられている間に、たった一人で大猩々を倒した男。散々見下し馬鹿にし続けてきたヨナスに救われたことが、身悶えするほどに悔しい。

「飲まず食わずで十日間か。……医者はなんと？」

「神聖力のおかげって……でも、どのくらい持つかはわからないと言われたわ」

　昏睡状態に陥ったのは出血が多かったせい。傷が驚異的な速さで治癒したのも、水すら飲まずに生き永らえているのも神聖力のおかげ。

　ローランはもう一度、ヨナスの顔をしげしげと観察した。

　相変わらず腹が立つほど整っている。純血の王国人とは違う、複数の血を感じさせる野性味のある顔だ。今は閉じられていて見えないが、瞳は極上の蒸留酒のような琥珀色をしている。

　――少し顔が細くなったか。

　ヨナスの顎が尖って見えるのは、ローランの願望かもしれない。このまま彼が精気を失っていくのではないかという密かな願望だ。

　――いっそあのまま死んでくれていたら。

　自分を救った恩人に対する不謹慎な願いを消すことができない。

　――マリーはきっと悲しむだろう。それを慰めて、ずっと側にいれば……いつかはぼくのことを思ってくれるようになるかもしれない。

　だが現にヨナスは生きている。そして皮肉なことに、もし魔獣に襲われなければ――何事もなくこの旅が終わっていたなら、マルグリットはヨナスへの償いとして彼を解放し、自らは王族の務めを果たすため、父王の命じるままローランへ嫁いでいたかもしれないのだ。

　――でも、もうその望みはない。

　甲斐甲斐しくヨナスの世話をするマルグリットの姿に、ローランは思い知らされる。

　もしこのままヨナスが衰弱して死んだとしたら、マルグリットは誰とも結婚することはないだろう。ただひとりだけ、心から愛した男の思い出を抱きしめるように生き、そして死んでいくのだ。

「陛下から書簡が届いた。披露目の夜会に間に合うよう、早く戻ってくるようにと」

「夜会なんて……」

　うつむくマルグリットの頬は、城にいた頃よりもほっそりとしている。心労と慣れない看病で、彼女はすっかり痩せてしまっていた。

「陛下のお言葉に従わなければ、無理やりにでも連れ戻されるかもしれない。……それでもいいの？」

　ヨナスの横顔をじっと見つめていたマルグリットは、しばらくの沈黙の後に応えた。

「ヨナスと一緒なら戻ってもいいわ。でも、夜会には出たくない」

　唇を引き結んだマルグリットの強い意志を見て取ったローランは静かに立ち上がった。

「王女殿下の仰せのとおりにいたしましょう。我がシャリル公爵家が後ろ盾となります」

「……どうしたの？　急に……」

　微笑んで見上げたマルグリットは、笑顔のままで首をかしげた。穏やかなローランの顔が、優雅な態度が、いつもとは違って見える。

「たとえ陛下に逆らうこととなっても、我々は王女殿下の御心に従います。それが私と部下、そして我が領民の命を救っていただいたことに対する深謝の意とお思いください。……今後シャリル公爵家に連なる者は誰一人として、あなたと、ヨナス・ペルデンに逆らうことはありません」

　胸に手を当てたローランが頭を下げる。

　今までのまたいとことしての――「家族」としての振る舞いとは違う、臣下としての明確な線引きだった。

　マルグリットは薄く唇を開いてそれを見ていたが、何も言わないまま、部屋を出るローランの背中を見送った。

　心の中が寒いのはなぜだろう。マルグリットはヨナスの手に額を押しつける。ヨナスのこと以外で泣きたくないのに、どうしてか滲んでくる涙をこらえきれなかった。
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「今日もいいお天気よ」

　マルグリットはいつものように話しかけた。

「でも午後からは雨が降るそうなの。こんなにいいお天気なのに、不思議でしょう。山の天気は変わりやすいんですって」

　マルグリットは銀製のワゴンに用意していた湯に布を浸し、ヨナスの顔を丁寧に拭く。当初はゾーラに大反対された行為だが、今ではすっかり日課となった。

　自分が側についている時、部屋には誰も入れないようにしている。二人きりでいたいからという理由以上に、使用人がマルグリットのしたいことを取り上げようとするのがいやなのだ。

「あれから一度も魔獣は出ていないみたいなの。……わたしたちが通ることを知っていたように、二頭もいきなり現れるだなんて……」

　布を湯で濯ぎ、今度は手を拭っていく。

　マルグリットよりも少し体温の高いヨナスだが、昏睡状態に陥ってから汗をかかなくなった。

　――眠っていた時のわたしみたい……。

　心の中だけで呟く。

　ヨナスの、男性にしては長い睫毛が目に入る。

　水すら飲まず、汗をかくこともない身体。まるでヨナスの時だけが止まっているようだ。

　しかしこの先どうなるかは誰にもわからない。マルグリットはヨナスから力を与えてもらうことで命を繋いだが、ヨナスにはそれがない。このまま自分の神聖力を食い尽くして、なくなった時点で終わりになってしまったら――。

「……明後日の朝、別こ邸こを出ることになったわ。もちろんあなたも一緒よ。……安心してね、お父さまが何を言ってもあなたの側を離れるつもりはないの。どんなことがあっても、わたしがあなたのことを守ってみせる」

　移動の馬車と護衛は公爵家が用意してくれることになった。

　父は近衛を派遣するつもりだったようだが、ローランが今回の件に対する謝罪を込めて公爵家が全てを負担すると申し出たのだ。

「公爵家の騎士たちに志願者を募ったら、ほぼ全員が手を上げたのですって。それどころか退役した騎士からも申し出があったそうよ。全員を連れて行くわけにはいかないと、騎士団長が困り果てていたわ」

　自分が新人だった頃の上官から志願されて、どう断ればいいか悩むバーナビーの顔を思い出し、マルグリットは小さく笑った。

「……カリエ・ロッシュという方から謝罪を受けたわ。わたしにではなく、あなたへの謝罪だったの」

　幸いにも数か所の骨折で済んだというカリエはマルグリットの前で跪き、深くこうべを垂れた。

　自分がいかにヨナスを虐げてきたかを語り、ヨナスがどれほど真摯に、清廉に、誰よりも聖騎士らしく過ごしてきたか、そして自分がそれに劣等感を抱いてヨナスを貶めてきたかを切々と訴えた。

「いかなる処分でも受けると、彼はそう言ったの……あなたが身を挺してわたしを……わたしたちを守ったことで、自分の愚かさを悟ったのでしょうね」

　外で鳥の鳴き声が聞こえた。マルグリットは立ち上がり、窓を開く。高地の風は爽やかで軽く、マルグリットの頬を撫でていった。

「ねえ、聞いてくれる？　昨日ゾーラたちと一緒に刺繍をしていた時、童話のことが話題になったのよ」

　マルグリット付きの女官や、別邸で働く侍女たちと刺繍をしながら、子どもの頃に好きだった童話の話をした。

「わたしは童話なんてほとんど知らなかったの。だから皆が話すのを聞いていたのだけれど……」

　盥の水を捨て、ワゴンの下段に置いてあった刺繍道具の篭を取り出す。縫うのはルリカケスに寄り添う一輪のスイートピーだ。あともう少しで完成しそうだから、このまま仕上げてしまうつもりだった。

「『三つの願い』という童話のこと、ヨナスは知っているかしら」

　土地によって様々なパターンがあるようだが、おおむね貧しくもそれなりに幸せな暮らしを送っている夫婦が思いがけなく三つの願いを叶えてもらえる機会を得て、最終的にはささやかなことを願って終わる、という話だ。

「自分なら何を願うか、という話になったの。皆は色々な願いを口にしていたわ。美しさ、財産、寿命、健康……。中には『素敵な旦那様がほしい』なんていう願いもあって」

　針を刺しながらクスクスと笑った。

「でも、誰もわたしの願いを尋ねてくれないの。そうしたらゾーラが『マルグリット様の願いはわかっていますから』って言うのよ」

　そこまで話したところで、控えめなノックの音がした。氷が届いたようだ。喜んでそれを受け取ったマルグリットは、深皿に置かれた氷をヨナスの近くへ押しやった。

「少し暑くなってきたところだったもの。これで涼しくなるわ。……どこまで話したかしら。ああ、そうそう、わたしの願いを誰も訊いてくれなかったって言ったでしょう。だからわたしは言ったの、『あなたたちの考えている願いとは、多分違うと思うわ』って」

　マルグリットは最後の針を刺し終わると、糸を切って刺繍枠を外した。

「できた……！　見て、スイートピーもルリカケスも、初めてにしてはうまく刺せたと思わない？」

　応えはない。ヨナスに向かって広げたハンカチが、窓から吹く風に小さくはためいた。

　マルグリットは唇をキュッと噛みしめると、ハンカチを畳んで枕元にそっと置く。男らしく端正な顔の横に、ピンク色のスイートピーと藍色のルリカケスは不似合いなようで、どことなく可愛らしくもあった。

「……皆はわたしの願いを、あなたが目覚めることだと思っていたの」

　ヨナスの手を取り、力のない指先を広げて自分の頬に押し当てる。

　乾いた手のひらは熱いのに、汗ばむことはない。食べることも、飲むことさえしなくていい世界に彼はいるから。

「……眠っていていいわ」

　十年でも、二十年でも。あなたがわたしを待っていてくれたように、今度はわたしが……いつまでもあなたを待っているから。

「あなたの側にいられたら、わたしはそれだけでいいの」

　もう泣かないと、一生分の涙は流し尽くしたと思っていたのに。ヨナスの前では笑顔だけを見せると決めていたのに。

　あふれた涙が頬を伝い、ヨナスの手を濡らす。

「いつか、あなたが目覚めたら……話したいことがたくさんあるの。覚悟していてね、一晩や二晩では話し終わらないんだから」

　小さく笑って涙を拭い、ヨナスの――愛しい人の手にキスをした。

　愛しい人。愛しい、愛おしい人。

　マルグリットはまた、低い声でヨナスに話し始めた。




　ひときわ強い風が窓から吹き込んだ。

　寝台に突っ伏していたマルグリットは、ぱちりと目を開ける。

　慌てて窓の外を見れば太陽は既に高い。時間は昼を過ぎた頃か。

　すっかり眠り込んでいたようだ。考えてみれば魔獣の出現よりも前、旅に出てから眠りは浅かった。それに加えて様々なことが起こり、熟睡できるほうがおかしいくらいの状況で、疲れが溜まっていたのだろう。

　久しぶりにうなされることもなく眠ったせいか、頭がスッキリとしている。

　――ローランたちと帰城の打ち合わせをする予定だったわ。

　まだ時間に余裕がありそうだが、この打ち合わせには必ず参加しなければならない。万が一、また魔獣が出た場合の対応を協議し、父から命じられるであろう婚姻を――ローランとの縁組みを断ったとしても、他の貴族と娶せられるのは確実だった――どう回避するかについて話し合うことになっているのだ。

　――少しお腹が空いたわ。お茶か、果物をいただこうかしら。

　食欲を感じるのはいつぶりだろう。どんなに頑張っても食事が喉を通らず、使用人たちをがっかりさせてばかりの身としては、菓子で腹を膨らませずに晩餐で一口でも多く食べたいところだ。

　そんなことを考えながら身を起こしたところで、マルグリットは異変を感じた。

　――……これは、なに？

　頭が重い。

　頭痛の前兆などではなく、何かが頭に乗っている。

　その何かは動いていた。今もゆっくりと後頭部に移動し、また頭の上に戻っていく。

　恐ろしいほど心臓がドキドキして、全身から汗が噴き出した。涼を運んだ氷は融け、拳の半分ほどの大きさしか残っていない。

　震える身体を励ましながら、ゆっくりと顔を寝台へ向ける。

「ああ……！」

　マルグリットが言えたのはそれだけだった。

　ヨナスが半身を起こして寝台の頭にもたれながら、優しくマルグリットの頭を撫でていた。

　琥珀色の瞳を細め、形のよい唇の端はわずかに持ち上がっている。

　どうして、とかなぜ、という言葉が頭の中をぐるぐると巡る。話したいことがたくさんあったはずなのに、口から出るのはあえぐような声だけだ。

「……マリー……？」

　ヨナスが小さく咳をして、マルグリットは跳ねるように立ち上がった。

　水差しからグラスに水を注ぐ。手が激しく震えているせいで半分以上は絨毯に吸い込まれていった。残りをどうにか寝台まで運んでそっと手渡す。

　ヨナスは緩慢な動きでグラスを受け取り、ひと息に飲み干してしまう。お代わりを注ごうかと思ったが、寝台を水浸しにしそうで諦めた。

「ありがとう。……座って」

　空のコップを返してから、ヨナスはもう一度咳をした。そして、先ほどよりもずっと滑らかな――マルグリットの大好きな低い声で話しかけた。

「起きないほうがよかった？」

　何を言われているのかわからず、マルグリットは潤む目でじっとヨナスを見つめた。

「……三つの願い。きみはさっき、眠ったままでいいと言っていただろう」

　とんでもない誤解だ。飛び上がるほど驚いたマルグリットは何度も首を横に振り、自分の気持ちを説明しようとした。

　ヨナスが眠る自分を待ってくれていたように、自分もヨナスをいつまでも待つつもりだったこと。

　ただずっと、ヨナスの側にいられればそれでいいと、そう思っていたこと。

　どれだけ時が経っても待ち続けるつもりだったけれど、何十年も経って、自分がおばあさんになってからでも、たった一言だけでも愛していると伝えたかったこと。

　降り積もる言葉が胸の奥を押し合いせめぎ合って、マルグリットを喋れなくさせる。

「マリー」

　優しく名を呼ばれ、こらえきれない涙がこぼれ落ちた。

「この刺繍……きみと、俺？」

　枕元に置いていたはずのハンカチが、いつの間にかヨナスの手の中にある。こくりとうなずくと「上手だね」と褒めてくれた。

「……本当は、目覚めてほしいと思っていた？　それがたったひとつの、きみの願い？」

　うんうんとまたうなずく。少しだけ違うけれど、もう何でもよかった。だって、ヨナスは生きて喋っている。わたしを見て、名前を呼んでくれている。

「そうか。……じゃあ、今度は俺の願いを言ってもいいか」

　ひっく、と大きくしゃくり上げながらうなずいた。顔はもう涙まみれだ。両手で頬を拭い、ふと気づいてワゴンの下に置いてある、刺繍道具の入った篭に手を伸ばす。予備の布を取ろうとしたのに手が震えて篭は落ち、布は辺りに散らばってしまった。

「マリー」

　ヨナスはマルグリットの頬を両手で包み、手のひらで撫でるようにして涙を拭う。次々にこぼれる涙に眉尻を下げながら、今度は震える手を恭しく持ち上げた。

「きみに、愛されたい」

　息が止まった。

　ちゅっ、と手の甲に口づけたヨナスは、唇を触れさせたまま目を上げる。

「きみが愛してくれるなら、他は何もいらない」

　ヨナスの琥珀色の瞳が放つ磁力がマルグリットを揺さぶり、痺れるような何かが全身を貫いた。

「……そんなこと」

　ようやく言葉が口を突いて出る。マルグリットが手を引くと、ヨナスの瞳が切なげに揺れた。それがまた新たな涙を呼び、頬を濡らす。

「わたしが目覚めるずっと前から……眠っていた間もずっと、ずっと……、わたしはあなたのことを……あなたのことだけを、愛していたのに」

　そう言って、声を詰まらせたマルグリットはヨナスの胸に飛び込んだ。

「ああ、マリー……マルグリット」

　痛いくらいに互いを抱きしめ合いながら、ヨナスは淡い金髪に高い鼻先を埋めた。

「ずっと、きみの夢を見ていた」

　耳元で聞こえる彼の声。

「愛している。……望んではいけない相手だと知りながら、どうしても諦められなかった」

「わたしもよ。あなたのためには離れたほうがいいと思っていたの」

　頭頂部からつむじ、そして額へと移動したヨナスの唇が、火照った頬の涙をなぞる。

「俺といればつらい思いをする。苦労だって」

「あなたといられるのなら、なんでもないわ」

「誰も知らない場所に小さな家を買おう。聖騎士の俸給はほとんど使っていないから、それくらいの金はある。どんなことでもするよ。用心棒でも、剣の指南役でも」

「じゃあわたしは刺繍を売るわ。お料理も勉強して、それから……」

　勇ましく応えたマルグリットの頬を、ヨナスは両手で包んで持ち上げる。

「好きなようにすればいい」

「ヨナス……」

「だが、きみに任せたい役目があるんだ」

　睫毛の先に涙の粒をつけながら、マルグリットは目を見開いた。

「何をすればいいの？」

「してくれるのか？」

「もちろんよ」

　使命感に満ちたマルグリットの瞳を、ヨナスは優しく見下ろした。

「それではまず、早起きをしてほしい」

「早起きね、わかったわ」

「そして庭に咲く花の、花びらに溜まった朝露を集めるんだ」

　ヨナスは鋭い目元を和ませ、長い金髪を撫で下ろす。

「朝露を集めたら、それを食べる妖精が来るのを待っていてくれ」

　何を言い出すのかと、マルグリットは目を丸くした。

「昼は森へ行き、湖に棲む貴婦人の話し相手をする。彼女はダンスの達人でもあるから、教えを乞うてもいいかもしれないな」

「ヨナス、それは――」

「いいから、最後まで聞いてくれないか」

　ヨナスは頬を包む手の親指で、下唇をそっと押さえる。

「夜は仕事から帰った俺を出迎えて、抱きしめてくれたら……本当に、それだけでいいから」

　ヨナスは再びマルグリットを抱きしめた。

　妖精と遊び、湖の精霊と会話して。そして疲れた夫を労わる、そんな役目。

「……馬鹿ね」

　マルグリットは泣きながら笑った。

　愛さえあれば他には何もいらないと彼は言う。

　苦労させると詫びながら、あらゆる苦痛や困難からも守ろうと、真綿で包むようにして過ごさせようとしている。

　王女を攫うという大罪。全てを一人で背負うと決めた男の、ささやかで見栄っ張りな願いだった。

「本当に、馬鹿なんだから」

　詰る声が震える。涙はまだ止まりそうになかった。





　◆






「本当に、一緒に行かなくていいのですか」

　気づかわしげな何度目かの質問に、マルグリットは苦笑した。

「いいと言ったでしょう。あなたこそ時間は大丈夫なの？」

「まずい」

　時計を見て慌てたヨナスが部屋を出るのを扉まで見送る。

「待って、襟が……」

　白い騎士服の襟に手を伸ばせば、背伸びしなくていいように長身を折ってくれる。

「…………」

　横顔に視線を感じながら襟を整え、顎を引いて目を合わせた。

　熱っぽい視線が絡み合い、唇と唇が触れる。角度を変えて数回口づけたヨナスは、頬に赤味を残したまま背を伸ばした。

「きりがないな。……行ってくる。何かあったらすぐに報せてください」

　最後の言葉はゾーラに向けたものだ。彼女は睦まじい二人の姿に動揺することなく、壁際で静かに頭を下げている。

「大神官様に、くれぐれもお大事にと伝えてね。それと、わたしたちの結婚の件も。できれば文書にしていただきたいわ」

　ヨナスは精悍な横顔に緊張を走らせた。

「ええ、わかっています。陛下には……」

「あなたからの言葉を伝えたりしたら大騒ぎになるわ。……いいから、遅れないように行って。……愛しているわ」

　マルグリットから促され、ヨナスは「私も愛しています」と言いながら、後ろ髪引かれる様子で部屋を出ていった。

　ヨナスが目覚めて二日後に別邸を出発したマルグリットたちは、一泊の予定を変更し、三泊してから帰城した。

　おかげでゆっくりと道中を楽しむことができ、大いに満足しながら入城したのはほんの数刻前のことだ。

　入浴して旅の埃を流した後、呼び出されたヨナスは神殿へ向かった。シメオンが病の床にあるという。しかも病状はかなり深刻らしい。

　元々面会を申し出るつもりだったヨナスだが、大神官から直々に話したいことがあると言われれば、緊張するのも無理のないことだった。

「マルグリット様」

　取り次ぎに応えた女官が遠慮がちに声をかける。視線を向けるまでもない、王からの呼び出しだ。本来ならば二日前に戻るべき娘が予定を覆した挙句、帰城しても申し開きすらせずに平然として顔を見せないことに焦れているのだろう。

　マルグリットは鏡の中の自分をじっくりと検分した。

　抜けるような白い肌に、鮮やかな緑色の瞳。

　刷毛でサッと描いたような眉と、ふっくらとした唇。

　顔かたちは母とよく似ているが、決定的に違うのは意志の宿る目の光だ。

　――お母さまはもっと優しい……いいえ、弱い目をなさっている。

　そう思い、ふと自分も少し前は母と同じだったかもしれないと思い至った。

　旅先で経験した様々なこと。魔獣に襲われ、ヨナスとの別れを決意し、何もかもを失いそうになって初めて、マルグリットは本当の意味で人を愛することを知った。

　意志のない「神の人形」から一人の人間として、新たに生まれ変わった気分だ。

『どんなことがあっても、わたしがあなたのことを守ってみせる』

　眠るヨナスに誓ったことを思い出す。彼はもう十分すぎるほど尽くしてくれた。今度は自分が彼を守る番だ。

　マルグリットの胸に青い炎があった。愛する人を脅かされれば一気に燃え上がる炎だ。

　――もしかしたら気の強さはお父さまに似たのかもしれないわね。

　兄ギュスターヴは容姿と同じく性格も繊細で、どちらかと言えば母に似ている。今まで自分がどちらに似ているのか考えたことはなかったが、生まれついての性格が今になって主張を始めたのかもしれなかった。

「ゾーラ」

　よほど強く命令されているのだろう、何事か話し続ける取り次ぎに自ら対応していたゾーラが、呼び声に応えてマルグリットのすぐ側に来る。

「はい、何でございましょう」

「やっぱりこの髪飾りには水色のドレスのほうが合うのではないかしら」

　マルグリットが纏うのは、涼しげな緑色のドレスだ。織り地に白い糸を混ぜてあり、裾に花模様の刺繍が入っている。

　一方マルグリットが言及したのは薄いシフォン地の、色味の違う布を重ねて波打ち際のような美しいドレープがある青いドレスだった。

　ゾーラは髪飾りに視線を向けた。イザベラの愛用品だった、砕いたサファイアを流線形に埋め込んだ見事なものだ。

　女官たちは当初、この髪飾りには青いシフォンドレスが合うのではと勧めたのだが、マルグリット自身が緑のドレスを選んだのだ。

「……今のドレスでも十分にお似合いかと存じますわ」

　青に緑であれば色味としてもおかしくはない。ただ、可愛らしい雰囲気のドレスに比べ、髪飾りは大人びた造りではある。

「そうかしら」

「はい。お気になさるようでしたら、別の髪飾りをおつけいたしましょうか。こちらでしたらお色味は今と同じ青ですし、花模様をあしらっておりますのでドレスとも調和するかと」

　ゾーラの助言にマルグリットは首をかしげた。

「そうね。その髪飾りも素敵だけれど……やっぱり今日はこれをつけていたいの。しばらく城から離れていたでしょう、なんだか心細くて。だからお母さまからいただいた、この髪飾りがいいわ」

　マルグリットはにっこりと微笑んだ。

「最初からあなたたちの言うことを聞いておけばよかったわね。手間をかけさせてごめんなさい。そこのあなた、お父さまにはドレスを着替えてからお伺いしますと伝えてもらえるかしら」
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　執務室に入ると、同行していた若い女官の肩が小さく震えた。部屋中に王の苛立ちが充満しているせいだろう。物理的な重圧を感じるほどにそれは強く激しかった。

「お待たせして申し訳ございません」

　作法通りの優雅な礼にも王の怒りは収まらないようだ。しかし顔を上げた娘を正面から見据えたダヴィドは、ほんの少し怒気を緩めた。改めて見た娘の姿が若い頃の愛妻によく似ていたからだ。もしかしたらイザベラの髪飾りをつけていたことも影響しているのかもしれない。

「……よく戻った」

　長い沈黙ののちにようやく王は口を開いた。薄い笑みを浮かべてはいるが座るよう勧めることもない。立腹を相手に知らしめる巧妙な態度だった。

「無事に戻ってなによりだ」

「はい。ヨナスが身を挺してくれたおかげです」

　また沈黙が落ちる。焦るでもなく言葉を足すでもない娘を、王はじっと観察していた。

「イザベラには会ったか」

　このままでは埒が明かないと思ったのか、ダヴィドは再び口を開く。

「いいえ、まだです」

「なぜだ。イザベラがおまえをどれほど案じていたか知っているだろう」

　ダヴィドの口角がグッと下がる。

「愛娘が予定を過ぎて戻らなければ、母が心配すると思わなかったのか」

　父の糾弾を黙って聞いていたマルグリットは、部屋の中を見まわした。

　すぐ側に控えているのは宮廷長官。そのさらに後ろには二人の従者がいる。いずれも王に忠誠を誓い、見聞きしたことを絶対に漏らすことのない者たちだ。

「お父さまがご心配になるのは、いつでもお母さまのことだけですのね。まるで、わたしのことなどどうでもいいように聞こえます」

　思いもかけない娘の応えに、王はあんぐりと口を開いた。控える三人もあるじと同じ表情をしている。長く一緒に過ごすと似てくるのかもしれないとマルグリットは思った。

「お母さまには後ほどお伺いすると遣いをやりました。旅先でわたしが経験したことをお話しするつもりです」

　唖然としていたダヴィドは、ここでようやく怒りを復活させた。

「何を話すつもりだ」

「ですから、旅先でわたしが経験したことです。結局公爵家の本邸には行けませんでしたが、リオルへの道行きでのことを――」

「繊細なイザベラが魔獣の話など聞けば心を痛めるであろう。寝込んでしまうかもしれん。余計な話で母を悲しませるな」

　苛々とした口調で遮られ、マルグリットは冷ややかな沈黙で応えた。

　娘が命の危機を救われた話を「余計な話」と言い切る父だ。沈黙を同意と受け取ったのか、ダヴィドはようやく愁眉を開いた。

「……まあよい。夜会の支度は進んでいるか。ドレスはイザベラが手配すると言って聞かないのだ。本来ならばシャリル公爵家の意向を確認するべきだったのだが、何しろ一人娘のデビューの夜会だ。思い入れがあるようだから、今回は譲るようローランには私から話しておこう。ついでにエスコートについても頼んでおいてやる」

　夜会のドレスを家族以外の異性が用意する。貴族社会に於いてそれは明確な意思表示で、事実上の婚約発表として受け取られるものだ。ましてやマルグリットは王女である。衣装の支度を誰がしたか、エスコート役が誰なのかが降嫁先と同義で語られることを、王であるダヴィドが知らないはずはない。

　つまり、ダヴィドの中でマルグリットがシャリル公爵家に嫁ぐことは決定事項であり、仮にローランとマルグリットのどちらかが異を唱えたとしても覆ることはないということだ。

　唯一の懸念はヨナスに執着を見せるイザベラだが、娘の強い願いだと言えば折れるはずだ。優しく心の弱い妻を労わる王は、己の考える正しさのためなら、どのような方法も躊躇わず使う男でもあった。

「お父さま」

　顔を真っすぐに上げた娘を、ダヴィドはようやく笑顔で見つめた。やはり妻によく似ている。

「何だ」

「お話ししたいことがあります。人払いをお願いできますか」

「ここにいるのは口の堅い者ばかりだ。構わぬ、申せ」

　鷹揚に応えた王に、マルグリットは言った。

「エスコートはヨナスに頼みます」

　しん、と部屋が静まった。

「夜会ではわたしと一緒に、ヨナスのことも紹介していただきたいのです。婚約者として」

　その場にいる全員に衝撃を与えながらマルグリットは続ける。

「婚姻にまつわる王家の儀式は簡略化するか、お父さまが必要ないとお考えになるなら省略していただいて構いません。ただ、お母さまのご意見は伺うつもりですけれど」

「馬鹿なことを！」

　ダヴィドが大きな音を立てて机を殴りつけた。オークの重厚な天板が震えインク壺が倒れる。

「痴れ者が、気でも違ったか！」

「お許しいただけないのですか」

「当然だ！　なぜ流民などと縁を結ばねばならん。これ以上聞き分けのないことを言うなら、あの男は追放し王国の土を踏めぬようにしてやる！」

　目を吊り上げて怒鳴る父の姿に、マルグリットは目を伏せて嘆息した。

「では、今後王国は魔獣の被害に苦しめられることになるのでしょうね」

　再び部屋は静まり返った。

「今回の件で考えてみたのです。なぜ十八年間現れることのなかった魔獣が突然襲ってきたのか。神託によって紛争も、魔獣被害もなくなるとされていながら、なぜ狙ったように旅先に湧いて出たのか」

　ダヴィドは憤怒の表情で娘を睨みつけたが、マルグリットは落ちついたものだ。

「あの時、ヨナスは流民という出自を恥じ、わたしの側から離れようとしていたそうです。そしてわたしは王家がヨナスにしてきた酷い仕打ちを知り、申し訳なさで彼に会わせる顔もないと感じていました」

　どんな思いでヨナスを諦めようとしたか、思い出すだけで胸が潰れそうになる。

「わたしたちの間にあるつながりが完全に途切れかけた時に魔獣が現れました。……つまり、わたしを無理やりヨナスと引き離そうとするならば――」

　ダンッ、と再び机を叩く音がした。今度は怒りの発露ではなく、娘の言葉を封じるためだ。

「……人払いをせよ」

　唸るように王が命じた。

「陛下、王女殿下はまだ旅の疲れが残っておいでで――」

　従者が壁にかかる大剣を横目に王を宥めようとしたが、それが一層怒りを掻き立てたようだ。ダヴィドは額に血管を浮かせて怒鳴りつけた。

「出て失せろ！　余は娘を手にかけるほど狂ってはおらぬわ！」

　次々に人が出ていき、最後に宮廷長官が扉を閉めると、ダヴィドは椅子の背にもたれて深く息を吐いた。

「……おまえは父を脅すつもりか」

「まあ」

　マルグリットは本気で驚いたようだ。

「まさかそのようなこと。わたしはただ、お父さまにお願いをしているだけです」

「願いだと？」

「はい。わたしはヨナスと結婚できれば、他に何も望みません」

「否と言えばどうなる」

「お母さまに、旅先で魔獣に襲われたことをお話しします。そして、王国民にも全てを明かしますわ」

「全て、だと？」

「ええ。紛争も魔獣の被害もなくなったのは偉大なるダヴィド王の功績ではなく、神託の王女と、王女を救った聖騎士のおかげなのだと」

　これこそ王への対抗策だ。マルグリットとヨナスを一緒にすることが神託の真意であり、理ことわりであると結論づけて主張する。ローランの助言をもとに考えた策だった。

　シャリル公爵まで協力を申し出てくれたのは嬉しい誤算だった。それは嫡子を救ったヨナスへの恩返しというだけではなく、自領の安全を重視した結果だろう。なぜ突然魔獣が現れたのか解明できなければ、公爵家は常に討伐への備えをせねばならない。数年ならばともかく、先の見えない防衛には莫大な資金が必要だ。もし本当に王女と聖騎士を娶せることで魔獣を防げるのなら、息子と結婚させるよりも利益があると踏んだのだ。

　確証こそないものの、あながち間違ってはいないとマルグリットは考えていた。公爵家騎士団の総力を挙げた捜索にもかかわらず、あれ以降一体の魔獣も発見できていないことが推論の正しさを裏付けている。

　一方、王は慎重に考えを巡らせていた。

　実はシャリル公爵より内々に王女の降嫁を辞退したい旨連絡が入っている。理由は明言していないから、どうとでも説得できると思い放置していた。それがよもやこんなことになるとは。

　ダヴィドは険しい視線を娘に向けた。ほっそりとたおやかに見えるマルグリットは、自分の父を脅してなお平然としている。

　世事に疎くおっとりとした娘はどこに行ってしまったのか。まさに飼い犬に手を噛まれた思いだ。

　結婚を許すだけでいいとマルグリットは言うが、それならばヨナスにある程度の地位を与えなければならない。

　ユリウス・ペルデンの養子になってはいるものの、子爵家では降嫁先として適切とは言えない。せめて伯爵、欲を言えば侯爵位が望ましいが、流民に高い爵位を与えれば貴族院の反発を招くだろう。下手をすれば王権の正当性が揺らぎかねない。

　かと言ってマルグリットの言葉が真実なら――二人を引き離すことが神託を覆すことに繋がるのなら、ダヴィドの取るべき道はひとつしかなかった。

　唸るダヴィドに、マルグリットはさりげなく言い添える。

「わたしたちの存在が目障りだとおっしゃるのでしたら、いっそのことヨナスと二人でどこか別の国に――」

「ならん！」

　ダヴィドは思わず叫んだ。

「おまえを国外に出すことはできん」

　苦々しく言う。

　紛争は遠ざかり、国は栄え、民は豊かになった。わずか十八年前の状況が――血と土埃にまみれ、一年の半分を転戦して過ごしていた頃が嘘のようだ。

　王国民のほとんどが、国にもたらされた平和と繁栄を王の力によるものだと思っている。

　ダヴィド自身、心のどこかで自国の栄華を己の成し遂げたものだと信じるようになっていた。月日が経ち、称賛されることに慣れた今、ダヴィドの中で神託は既に過去のことだ。

　しかし、だからと言ってマルグリットを手放すことはできない。

　十八年前。神託のとおりに発見されたヨナスを見た時の鳥肌が立つような感覚を、ダヴィドはまだ生々しく覚えている。王としてマルグリットの言葉を無視できるほど無鉄砲にはなれなかった。

「……貴族院を説得するには時間が必要だ」

　ついにそう言った父を、マルグリットは優しく宥めた。

「お父さま、ご心配なさらなくても大丈夫です。シャリル公爵家が後ろ盾となり、根回しまでしてくださるとお約束してくださいましたもの」

　筆頭公爵家を味方に引き入れられれば、確かに心強い援軍ではある。

「表面上従っていても、本心とは限らんだろう」

「あら、それは今も同じなのではありませんか？」

　すかさず返す言葉にぐうの音も出ない。ダヴィドはついに降参した。

「……神殿を利用するようあの男に言え。王家の権威と公爵家の後ろ盾に、神殿からの後押しがあれば……どうにかならんこともない」

　どうにもならんかもしれんがな、と往生際の悪いことを呟く父に、マルグリットは優雅な礼をして応えた。

「はい、そのつもりです。ヨナスは今頃大神官様とその件について話し合っていると思いますわ」

　手回しのよさにダヴィドは深く嘆息した。あのおとなしく御しやすい娘はもうどこにもいないのだと、そう思い知らされていた。
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　部屋の中には異様な匂いが立ち込めていた。

　シメオンの呼び出しに応えるため、支度を整え神殿へ向かったヨナスだが、どことなくいつもと空気が違うことに気がついた。

　雰囲気が暗い。神官たちは皆うつむき、ヨナスを見かけても目を逸らすようにして足早に立ち去っていく。

　ヨナスが神殿を離れていたのはおよそ二十日間。短くはないが、大きな変化があって当然というほど長くもない。しかしその原因が何か、案内された部屋へ足を踏み入れた瞬間に理解した。

「ヨナス……よく、来てくれましたね」

　あえぐように言って迎えたのはシメオンだ。

「大神官様、どうしてこんな……」

　大きな寝台の上で、病人の身体は埋もれているように見える。シメオンは枯れ枝のように痩せた腕を伸ばした。

「驚かせてしまいましたか」

「いえ、そんなことは……」

「いいのです。間に合ってくれてよかった」

　シメオンが小さく咳き込む。控えていた神官が吸い飲みを口元に差し出したが、首を緩く横に振った。

「……ヨナスと二人にしてくれませんか」

「ですが、大神官様」

「大丈夫ですよ。まだその時ではありません」

　シメオンの言葉に従い、居並ぶ神官たちは部屋を出ていった。中には涙を拭っている者もいる。

　扉が閉じる音がしても、シメオンは目を閉じたままだ。

　呼吸が荒い。皮膚はしぼんで乾ききっている。二十日前とは別人のように老いたこの姿がシメオンだとは、ヨナスには信じられなかった。神聖力を失って悩む彼に助言をしてくれた時と比べたら、三十歳ほども一気に年老いたように見える。

「……力は、戻りましたか」

　目を閉じたままなのは、体力の消耗を防ぐためなのだろう。

「はい」

「では、王女殿下と……」

「共に生きていく決意ができました」

　そうですか、と笑んだ唇の端がひび割れている。ヨナスは枕元に跪き、サイドテーブルに置かれた吸い飲みを手に取った。

「少し、お飲みになりませんか」

　うっすらと目を開けたシメオンが唇を開くと、鼻先にふわりと腐臭が漂ってくる。ヨナスはその時になってようやく異臭の原因を知った。

　――内臓が腐り始めている……？

　動揺が腕に伝わり、吸い飲みがずれて口元を濡らした。慌てて拭うヨナスの手を、シメオンの枯れ果てた手が掴む。

「ヨナス」

　病臭を漂わせ、生きながら内臓が腐る苦痛に耐えながら、シメオンは目を見開いた。

「あなたが王女殿下と共にある限り、この国に大きな災厄は訪れません」

　おそろしいほどの強さが手に伝わり、ヨナスは全身に鳥肌を立てた。

「神の前に、常に謙虚でありなさい。たとえ神を感じられなくなったとしても、神はあなたのことをずっと視ておられます」

　そこだけ生命力の宿った眼まなこはぎらぎらとして鬼気迫っている。ヨナスは悲鳴を呑み込み、懸命に平静を装った。

「おっしゃるとおりにいたします」

　それは死を目前にした者に対する気休めの返事だったのかもしれない。しかしシメオンは満足した様子で手を離し、再び目を閉じた。

「……あなたには、ずっと謝らなければならないと思っていました」

　ぜいぜいとした喘鳴で、言葉は所々不明瞭だ。

「どうかもう、今日はお休みください。神官を呼んでまいります」

「いけません！　……もう少しで終わりますから、お掛けなさい」

　腰を浮かせかけたところを引き留められ、しぶしぶと椅子に座り直した。

「私が神託を告げたせいで、あなたにはつらい思いをさせてしまいました」

「……いえ、大神官様に謝っていただくことではありません」

　堅苦しい応えに、シメオンは唇だけで笑った。

「もし、あれが……神託ではなかったとしたら、どうしますか」

　ヨナスは驚き、咄嗟に扉を振り返った。

「そのようなことを……冗談でも口にするのはおやめください」

　神託でなければ未来の出来事がわかるはずもない。もしわかったらそれは異端の仕業である。

　異端者の烙印を押されたら最後、火あぶりにされるだけでは済まないだろう。親類縁者全て厳しい詮議を受けた後に処刑され、挙句死後の世界でも永遠の業火に焙られると言われている。

　二人きりだからと口走っていいことではない。ところがシメオンはなおも言い募った。

「あなたが孤立するのを知りながら、それすらも神託の一部だとなんの手も打たずに放置していたとしたら、どうしますか。……私を、恨みますか」

　もし、城へ連れ去られることなく仲間たちと暮らしていたら。

　もし、孤立することなく聖騎士たちとうまくやれていたら。

「……あなたに庇護されていたら、私はおそらく、今ほど努力をしなかったでしょう」

　悔しかったから見返そうとした。つらかったから強くなろうとした。あの日々があったからこそ、努力し続けることができたのだ。

「それに、何事もなければマルグリットに出会えなかった。だから、たとえ大神官様の言うようにあれが神託ではなかったとしても、私が孤立するよう仕向けられていたのだとしても、恨んだりはしません。……むしろ、感謝しています」

　病人への慰めではなく、ヨナスは心からそう思っていた。

「そうですか……」

　ぜいぜいと喘鳴が部屋に響くが、シメオンの顔は穏やかだった。

「……あなたたちの間に産まれる子どもが、次の王になるでしょう」

　かすれ声の呟きに、そろそろ部屋を辞そうと考えていたヨナスはぎょっとした。

　王太子がいながら、ヨナスの血を引く子が玉座に就くなどあり得ないことだ。万が一ギュスターヴの身に何か起きたとしても、継承順位が高い者は他にもいる。シャリル公爵しかり、ローランしかりだ。

　――高位の継承者が全員死ぬか、政変が起きて王家が倒れるかしない限り、そんなことはあり得ない。

　どちらの可能性もないに等しい。国は栄えてクーデターが起きる余地はないし、そもそも王家が倒されてしまえば、マルグリットの血脈を王位に就けようとはしないはずだ。

　そこまで考えたヨナスは、もうひとつの可能性に思い至った。

　――もし俺たちの子を玉座につけよという神託を授かったら。大神官の死後に誰かがそんな神託を授かり、国民に広く知れ渡ってしまったら……。

　可能性はゼロではない。しかしダヴィドは抵抗するだろう。神託を告げた者を処刑するくらいならまだましで、悪くすれば武力を使い国民を制圧するかもしれない。

　ぞっとするような沈黙が落ちる。ヨナスがごくりと喉を鳴らした時、扉が激しく打ち鳴らされた。焦れた神官たちだ。今度はシメオンも引き留めなかった。

「……もう、時間のようですね」

　この世の残り時間が少ないことを言っているように聞こえる。ヨナスは迷ったが、見舞いの常套句である快癒の言葉を口にするのはあまりにも空疎に思えた。

「大神官様のために、お祈りいたします」

　わらわらと人が部屋に入ってくる。ヨナスは押されて数歩後ろに下がった。

「ありがとう。……きみは昔から、優しい子でした」

　微笑んだシメオンは神官を呼び、折れそうな人差し指を曲げて封筒を渡すよう神官に指示をする。

「……これは？」

　大神官の璽で封じられた封筒だ。戸惑うヨナスに、シメオンは軽くうなずいた。

「王女殿下の……婚姻について、神託を賜りました」

　今にも途切れそうな呼吸の下で、シメオンは必死に言う。

「神託の内容を、そこに記しました。陛下に、これを……」

「大神官様、どうかもう、お静かに。これ以上何もおっしゃらないでください」

　涙声で訴えた神官に、シメオンはうつろな、そして穏やかな眼差しを向けた。

「悲しむことはありません。……私は今、大いなる祝福の中にいるのですから」

　そう言うと、彼は疲れた様子で眠りについた。
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　ああ、もう帰ってしまう。

　マルグリットが予感したとおり、ヨナスは立ち上がった。

「では、そろそろ帰ります」

　上着を手に取り、微笑みながら袖を通す。

「明日はもしかしたら、夕食をご一緒するのは難しいかもしれません。その時には夜までに必ず――」

　ヨナスの言葉が途切れる。マルグリットが抱きついてきたからだ。

「どうしました」

　我儘を言うべきではないと思うから、何も言えない。

「……寂しくなった？」

　ヨナスは腕を回してマルグリットを抱きしめると、少し砕けた口調で訊いた。その声の甘さに胸がきゅんとする。

「……いいの」

「よくないだろう。ほら、言ってごらん」

　肩を撫でられ、つむじに何度もキスをされて、心が徐々にほどけてくる。

　マルグリットは腕の中で身じろぐと、顔を上げてヨナスの目を見つめた。

「うん？」

　促す声はどこまでも優しい。だからマルグリットは、躊躇いながらもおずおずと切り出した。

「……寂しいの」

　ヨナスは黙ったまま、やわらかな金色の髪を撫で続けている。

「前は、夜も一緒にいられたのに……本当は、ひとりで眠るのは寂しいわ」

　琥珀色の目に様々な感情が過ったかと思うと、逞しい腕にぎゅっと抱きしめられた。

　――とうとう言ってしまった。ヨナスがどんなに大変か、誰よりもよく知っているのに。

　結婚式を二か月後に控えた今、二人は多忙を極めている。

　婚約が発表されたのは五カ月前、大神官シメオンの死去からすぐのことだ。

　神聖シャヴァネル王国に於いて、神官の死は神の国へ招かれたことを意味する。よって悼むべきではなく祝福の対象とされており、喪に服す必要はない。

　とはいえ高位神官の死去となれば、やるべきことは山積みだ。葬儀にあたる「天恵祭」という儀式の準備や、空位となった大神官位の後任人事などがそれで、世の中が慌ただしく混乱している中発表されたのが、王女の降嫁だった。

　娘の望みを叶える形で――大いに不本意ながら――王が発表した王女の結婚相手こそが、流民出身の聖騎士ヨナス・ペルデンである。

　この発表に世間は驚愕した。王国民の大多数が王の決定に疑念を抱き、貴族社会、特に貴族院議員の間では反対論が公然と語られた。

　曰く、身分違いの結婚は世の秩序を乱すものである。曰く、最も高貴であるべき王族と流民の婚姻は王家の正当性に疑義を与えるものである。曰く、王家の権威は既に失墜した、などがそれだ。

　王女の意志を尊重すべきだとか、ヨナスが聖騎士として実績を積んできたこと、既に子爵位に就いていることなどを評価する声もあるにはあったが、それはごく少数だ。

　奴隷制度が廃止されて久しいとはいえ、流民を奴隷同然に扱ってきた歴史は消えない。平民ですら二の足を踏む流民との婚姻を王女が望むとあれば、議論を呼ぶのも無理からぬことと言えよう。

　王の判断に疑問を呈する声が高まる中、空気を変えたのがシャリル公爵だった。公爵は王女の選択を尊重すること、また聖騎士ヨナスの功績をたたえ、自らが彼の後見に立つとまで言ってのけた。

　魔獣の出現は王命により伏せられていたが、重傷者が出たこと、お忍びとはいえ王女がその場にいたことは噂として広まっている。王が公爵領への旅を降嫁の地ならしとするため、それとなくほのめかしていたことが仇となったが、その中でシャリル公爵家が二人の婚姻を後押しした事実は大きかった。

　公爵家と関係の深い貴族たちは沈黙を選んだ。そして残った根強い反対派を黙らせたのが、大神官による最後の神託だったのである。

　――王女をシルマの民と婚姻させよ――

　それは実にシンプルな、神託と言う名の遺言であった。

　シルマの民は流民のいち集団にすぎない。王家がヨナスを彼らから奪い去った過去により、王国への立ち入りを禁じられてはいるものの、辺境を捜せば発見できるだろう。そこには若い男もいるはずだ。しかし、今の今まで流転の生活を送っていた者が、果たして王女の婿になれるのか？

　答えは否。わかりきったことだった。

　シルマの民でありながら王国貴族の一員で、儀礼や慣習を身につけているだけでなく、聖騎士として叙任されているヨナス・ペルデン。亡き大神官の遺した神託はそのまま、王女の結婚相手は一人しかいないことを示唆していた。

　世論の鎮静化を見計らい、王は次にヨナスの陞爵を貴族院へ発議する。

　内容はペルデン子爵家を前当主ユリウスの遠縁に継承させ、ヨナスにはバルフォア伯爵の名と領地を与えるというものだ。

　バルフォア伯爵家は新興というほど新しくもなく、旧家というには歴史の浅い家門だ。

　昨年嫡子のないまま当主が没し、後妻が自分の遠縁に跡を継がせようと養子縁組届を出したが認められず、蓋を開けてみれば遠縁というのは真っ赤な嘘で、実は後妻の愛人だったという大スキャンダルが起きた。その曰く付きの家がバルフォア伯爵家である。

　当主の死因にも疑いがあると噂されたが、結局後妻が家を追われて話は終わった。だが後嗣の問題は解決しないまま、やむなく前当主の祖父が当主代行を務めているような状況だ。

　高齢の祖父は一日も早い引退を望んでおり、かといって己の一存で爵位を返上することもできず、困り果てていたところにヨナスを充てようというのである。

　後妻の一件でけちはついたものの、バルフォアの領地はそれなりに広く税収も悪くない。しかし王都からの便は悪いため、贅沢に慣れた若い世代からは敬遠される場所だった。

　これはなかなかよく考えられた案だと貴族たちは思った。

　王女の降嫁先としてある程度の家格が必要なのは衆目の一致するところだ。これが名跡の養子にという話であれば反発もあろうが、何しろ曰くつきの伯爵家である。取り潰すには惜しいが積極的に引き受けたくもないという微妙な家門であることが異論を封じた。またペルデンの名をユリウスの血縁に「返した」ことも、うるさ型の貴族たちからは好意的に受け取られている。

　かくして特段の反対もなく、ヨナス・ペルデンはヨナス・バルフォア伯爵となり、現在は領地運営のいろはを猛勉強中なのである。

　マルグリットの婚約者となった日から、ヨナスは聖騎士ではなくなった。正確には神聖力を持つ貴族の当主、もしくは後嗣がそうであるように、緊急時のみ参戦すればよいことになったのだ。

　聖騎士として神殿に籍を置くこともなくなり、また王から婚約者として品位のある振る舞いを厳命されているヨナスの住居は、王城ではなく伯爵家が持つタウンハウスだ。

　小さいながらも快適に整えられた邸は城から小一時間の場所にある。その邸は王妃の心遣いという名の資金援助によって、日々豪華になりつつあった。

「我儘を言って、ごめんなさい。あなたが大変なことはわかっているの」

　うつむくマルグリットの伏せた睫毛を見ながら、ヨナスは未だに信じられない気持ちになる。

　自分が王女の婚約者であることや、王女を迎えるに足る地位を得たこと。

　何よりマルグリットが、こんなにも自分を愛してくれていることが信じられない。まるで夢を見ているようだ。

　叶うことのない恋だと思っていた。日々心臓を削られていくような過去の苦しみを思えば、休日もなく朝から晩まで仕事に追われることなど何の負担でもない。

　ヨナスはマルグリットのふわふわとした髪を指に絡めながら、身を屈めて鼻先にキスをした。

「こんなに可愛らしい我儘なら、いつでも言っていいさ」

　ごく軽い接触なのに、頬を赤くする婚約者が愛おしくてたまらない。ヨナスは曲げた人差し指で小さな顎を持ち上げると、顔をわずかに傾けながら唇を合わせた。

　軽く顎を上げるようにして唇を押しつける。花びらのようにほころんだ唇の隙間からもれる吐息は甘く、ヨナスは渾身の力で自制心を呼び覚ます必要に迫られた。

　王から婚姻までは適切な距離を取るよう何度も、それはもうしつこいくらいに約束させられている。神聖力を分け与えていた時の触れ合いを思えば今更な気もするが、その約束にはヨナスを守る意味もあった。

　今のヨナスは王女の婚約者として一挙手一投足を観察され、値踏みされる立場だ。万が一王女の部屋に寝泊まりしているところを見咎められれば、成り上がり者が図に乗ったと思われかねないのである。

　自分はどう言われても構わないが、マルグリットの夫としては相応しくありたい。ヨナスは軽い抱擁の後にさりげなく身体を離した。

「明日も必ず会いに来ます」

　ヨナスはマルグリットの指先にキスをした。唇にすれば一層離れがたくなるとわかっている。

「……本当？」

「はい。……愛しています、誰よりも」

　また丁寧な口調に戻っている。マルグリットは微笑んだ。

「わたしも愛しているわ」

　手を繋いで扉へと歩く。別れがたい気持ちは同じだ。扉の前で二人は向かい合い、両手を握り合わせた。

　互いを結びつける磁力を無理やり引き剝がされるこの瞬間が一番つらい。ヨナスは目を伏せ、もう一度別れの言葉を言おうとした。

「では、また明日。お伺いできる時間がわかり次第連絡を――……」

　唐突に聞こえた叩扉の音に、二人は揃って瞬いた。

　部屋の中にはマルグリットとヨナスしかいない。そして、二人きりだとわかっていて、王女の部屋を訪ねてくる者はごくわずかだ。

「おくつろぎのところ申し訳ございません」

　恐縮しながら顔を見せたのはゾーラだった。以前からヨナスに好意的だった彼女は、二人の婚約を心から祝福している。

「どうかしたの？」

　珍しくゾーラは言い淀み、言葉を選んでいる様子だ。ヨナスはピンときて扉へ一歩近づいた。

「私ならもう帰るところです。話があるならどうぞ中へ」

「いえ、そうではないのです」

　帰ろうとするヨナスの前にゾーラは立ち塞がる。

　どういうことかと戸惑う二人へ、ゾーラは困惑ときまり悪さの入り混じった表情で口を開いた。

「イザベラ様からの思し召しにございます。……バルフォア卿に、今夜は城にお泊りいただくようにと」

　言葉の意味を測りかね、ヨナスは慎重な口調になる。

「……部屋を用意してくれると、そういうことですか」

「いえ、その……どうぞお二人で、ご一緒に」

「いや、それはまずい」

　ヨナスは思わず遮った。

「結婚前にそんなことをすれば、私のことをよく思っていない連中から足を掬われてしまう。社交界でマリーの立場がなくなるような真似をする訳にはいかない」

「そうだったの？」

　今度はマルグリットが口を挟んだ。

「わたしはてっきり、ヨナスが忙しくて疲れているから、すぐに帰ってしまうのだとばかり……」

「疲れてなどいるものか」

　マルグリットの嬉しそうな顔に、ヨナスは小さく咳払いをした。

「……疲れてはいませんが、今はお互いに大切な時期です。下手に人目を引く行動は慎むことにしましょう。……妃殿下にはお気持ちだけありがたく頂戴すると伝えてください」

「それが……」

　うつむくゾーラの耳が赤くなっているのを見て、二人はようやく彼女が照れているのだとわかった。

「陛下はご不在ですので、バルフォア卿がご宿泊になったことに気づかれる心配はありません。イザベラ様のご命令により、夜間の歩哨は解除されております。……すぐに衣類をご用意いたしますので、どうか今夜はこちらでお寝みくださいませ」

　二人は目を見合わせた。

「お父さまは今、お兄さまと一緒にリオルへ視察に向かっているわ」

　シャリル公爵家に魔獣が出没するという噂を払拭するため、視察と称して王自らがリオルを訪れ、温泉を楽しんで見せるつもりなのだろう。口約束だったとはいえ、王女の降嫁を果たせなかったことへの謝罪の意味もあるのかもしれない。

　元々この部屋は王城の最深部にあり、人目につきにくい場所であることは確かだ。今夜のことが王の耳に入らないよう、王妃が使用人に口止めするということか。

　うるさい舅は不在で、王女の護衛も解除されている。もちろん最強の元聖騎士が側にいれば、万が一にも王女に危険はない。

　婚前交渉をお膳立てされ、期待に満ちた目をするマルグリットと、身の置き所のなさそうな顔でうつむく女官を前にしたヨナスは、言葉を探して天を仰いだ。
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　あれよあれよという間にヨナスは城へ宿泊することになり、マルグリットは別室で全身を磨き立てられた。采配を振るのはゾーラではなく女官長で、世話をされることに慣れているマルグリットも驚くほどの手際のよさだ。

　薄化粧まで施されて部屋に戻る。分厚いガウンを羽織ってはいても中は薄い夜着一枚だ。短い距離だが誰にも会わずに済んでほっとした。もしかしたらそれも母が手配していたのかもしれない。

　どきどきしながら部屋に入る。居間はいくつかのランプが灯されていたが、寝室は既に薄暗かった。

「……ヨナス？」

　反応はない。マルグリットは詰めていた息をそっと吐いた。

　――忙しかったから疲れているのね、きっと……。

　結婚を目前とした二人が共に夜を過ごす意味くらい知っている。触れ合って互いに快感を得たこともあるし、もっと続きを――心だけではなく身体まで深く愛し合いたいと願ってもいた。

　それでもヨナスが眠っているとわかり、どこかほっとしている自分がいる。破瓜を恐れているのではなく、未知の世界への戸惑いだ。

　灯りが落ちた寝室のテーブルにワインボトルが置いてあった。グラスは二つ。片方は使った跡があり、ボトルはほとんど空になっている。

　ヨナスが独りで飲んだのだろうか。普段酒を飲む姿を見たことはないのにと不思議に思いながら、もう一度名前を呼んでみる。

「ヨナス……眠っているの？」

　寝台は軋みもしなかった。本格的に寝入っているようだ。もう少し話をしたかった気はするけれど、同じ部屋で眠れるのならそれで満足だ。

　起こさないようそっと上掛けをめくり、背を向けるヨナスの隣に身を横たえる。温かさの源をじっと見つめると、広い背中に胸が切なく痛んだ。

　――綺麗な背中……。

　惚れた欲目と言えばそれまでだが、ヨナスほど綺麗な人はいないとマルグリットは思っている。容姿はもちろんのこと、心根の美しさや一途さ、己に対して厳しい清廉さまで好ましく、彼を構成する全てのものが愛おしい。

　多忙な今でも鍛錬を欠かさない、鍛え上げられた肉体もそのひとつだ。マルグリットはヨナスの背にそっと近づいた。

　全身に筋肉を纏う男の身体からは熱が放射されている。起こさないよう注意しながら身を添わせた。

　――あたたかい……。

　触れているのは背中なのに、守られている気持ちになる。

　――ヨナス……大好き。

　二人の間にある少しの隙間でさえ邪魔で、逞しい背中にぴったりとくっついた。嬉しくてたまらない。もっと近くで熱を感じたくて何度も身じろげば、胸にピリッと刺激が走った。

「あ……」

　反射的に身体を離すと、薄暗がりの中でも胸の先の形が変化しているのが見える。ヨナスの背中とこすれた乳首が刺激によって硬くなっているのだ。

　自慰などしたことのないマルグリットだ。男女の交わりについて知ってはいたが、現世への知見を深めるのに忙しく、性的な知識の探索はできていなかった。

　それでもこれが酷くみだらな行為であることはわかる。

　――いけないわ、こんなこと。

　頭に思い浮かぶのは、この先にある快感だ。逞しい腕に抱きしめられ、乱された記憶が頬を熱くする。

　少しだけ。そう思いながら、こっそりと胸の先を背中につける。絹の夜着を隔てた体温に乳首がせり上がり、硬くなっていった。

「ん……っ」

　背筋がぞくぞくする。思わず身体を揺らせば挟まれた絹がよれる。なめらかな生地が乳首にまとわりついて、マルグリットはかすかなうめきをもらした。

　――あ……だめ……きもち、いい……。

　早くやめなければいけないのに、身体は気持ちよさを追いかけている。マルグリットは背を反らせるようにしながら胸をこすりつけた。びりびりと快感が走り抜け、脳を経由して脚の間に到達する。全てはごくひそやかに、ヨナスを起こさないように気をつけていたはずなのだが。

「きゃ……」

　いきなり寝返りを打ったヨナスに抱きしめられ、マルグリットは小さく悲鳴を上げた。

　いつから目覚めていたのか、ヨナスの目に眠気は窺えない。赤面するマルグリットが顔を伏せる前に、乳房が大きな手で掴まれる。手のひらに余るやわらかい肉の間から、刺激され、硬くなった乳首が突き出した。

「ヨナス、あなた起きて――」

「何をしていた？」

　乳房を掴む指に力が込められる。痛みはないが、後ろめたさと動揺で返事ができない。

「独りで気持ちよくなっていたのか、俺の背中を使って？」

「気持ちよく、って……あ、ああっ！」

　指を狭めて乳首を挟み、くりくりと刺激する。ただでさえ硬くなっていた乳暈が凝り、さらに存在を主張した。

「マリー、答えて」

　愛する人から咎められ、マルグリットはおどおどと視線を彷徨わせた。

「だ、だって……あ、あん」

「だって、何？」

「久しぶりに一緒に眠れるのが嬉しくて……ヨナスにもっとくっつきたくて……」

「胸をこすりつけていただろう」

「あっ、よ、ヨナス、それ……ん……」

　ヨナスは右手で乳首を刺激しながら、左手で夜着のボタンを弾くようにして外していく。腹まで外したところで胸から手を離し、薄い布地を両手で剥いた。

「やめる？」

「あ、っうんっ」

　仰向けになったマルグリットの胸が両手で揉まれる。指が沈むほど豊かな胸の中央にある、可憐に色づいた敏感な乳首。薄布を剥いで現れた肌にヨナスが喰らいつく。

「ああ……っ！」

　背を反らせ、胸を突き出すマルグリットの乳首を舌で舐りながら、ヨナスはもう片方の胸を揉み、乳首を指先でつまむ。根本から尖端へとしごくようにして、何度も先端を爪でくすぐった。

　激しい快感で息もできない。体温が上がり、肌がしっとりと艶を帯びる。呼応するようにヨナスの額にも汗が滲んだ。

「暑……」

　ヨナスはおもむろに身を起こし、汗ばむ寝衣を脱ぎ捨てた。盛り上がった上腕や張った胸筋、くっきりとした陰影を刻む腹が惜しげもなく晒される。

　非の打ち所がない肉体だ。日々の鍛錬によって作られた見事な身体は、女のそれとは異なる美しさを持っている。マルグリットは思わず感嘆のため息をついた。

　――なんて素敵なの……。

　あからさまな視線に、ヨナスは小さく笑った。

「そんなに見たい？」

　どこか意地悪な言い方だ。マルグリットはどきりとして口ごもった。

「そ……そんなこと」

　ヨナスはふっと目を細めると、なまめかしい稜線を描くマルグリットの身体をじっと見下ろした。

「俺は見たい。……ずっと、もう一度見たいと思っていた」

　おぼろげな光の中でも、ヨナスには全てが見えているようだ。灼けるような視線で身体のラインをなぞられる。

「……綺麗だ……」

　男の呟きに、どこか呆然としていたマルグリットはハッとして腕を前にまわした。しかし、か弱い羞恥は簡単に暴かれてしまう。

「動いては駄目だ」

　軽く掴まれた手首が寝台に押し付けられた。ヨナスは満足げに視線を落としたまま、獲物を前にした獣のように下唇をぺろりと舐める。

「全部見せて」

　熱っぽくねだられ、マルグリットは潤んだ目で男を見返した。

「……恥ずかしいわ」

「だからいいんだよ」

　そう言いながら戒めを解くと、細い肩を手で覆い、腕を撫でおろす。触れるか触れないかの接触に全身が震えだした頃、白い肌の中で色づく薄桃色の尖りをきゅっとつまんだ。

「あん！」

　両の乳首だけを引っ張られる。マルグリットは背を反らした。鋭い感覚がびりびりと全身を駆け巡る。

　くい、くいっと何度も刺激されて身体が跳ねる。気持ちよさと、目を閉じていてさえ感じるヨナスの視線が、マルグリットを追い詰めていった。

「あ……」

　ふっ、と指が離れた。ほっとしたような、がっかりしたような思いでそっと目を開くと、薄い腹のあたりに残る夜着を勢いよく剥ぎ取られた。いつも優しいヨナスらしくない、荒っぽい仕草だ。

「マリー」

　ヨナスは前髪をかき上げながら、熱っぽい息を吐いた。肩と上腕の筋肉がうねり、男の色気が強烈に漂う。

　そしておもむろに、マルグリットの薄い下腹を覆うようにして手のひらを押し当てた。

　マルグリットは総毛立った。たったそれだけのことに子宮がざわめき、蜜洞がじゅんと潤う。

　――ここに、ヨナスがほしい。

　理由などいらなかった。それは実に本能的で、痛切な欲求だ。

　羞恥はまだあるのに、それでも求めずにはいられない。

　この男がほしい。マルグリットは身体をくねらせ、無意識の計算で女らしい肢体を男にすり寄せた。

「ヨナス……」

　彼は何も言わなかった。ただじっとマルグリットを凝視しながら、手のひらの感触を味わうように下腹へ当てているだけ。

「ん……っ」

　じりじりと手の位置が下がっていく。臍から離れ、髪色と同じ和毛に覆われた恥丘をくすぐり、そこを越えて――。

「あっ！」

　節高の指が秘められた場所に触れた。反射的に息を止める。ぬるりと濡れた感触がして、そこがすでに潤っていることを知られてしまった。

「……たっぷり濡れているな」

　ぬめりを確かめるように動いていた指が、ゆっくりと中に差し込まれる。初めての異物に柔肉がキュッと締まった。

「あ……」

「力を抜いて。痛いことはしないから」

　努めて身体の力を抜くと、異物を受け入れるように媚肉はやわらかくなっていく。

「マリー……マルグリット」

　上体を倒したヨナスは、繰り返し名を呼びながら顔中に口づけた。額に、頬に、鼻先に。そして顔を少し離して新緑の瞳を覗き込む。愛おしくてたまらないと言いたげな表情に、指を含んだままの隘路が蠕動した。

「ん……」

「好きだ、愛している……マリー……」

　ゆっくりと指を前後させる。窮屈だと思っていた異物が妖しい感覚をもたらし、マルグリットを翻弄した。

　押し入り、引き出す。ぞくぞくする感覚が熱を産み、奧からまた愛液があふれてくる。

「あ、ああ……ヨナス、ん、んっ……」

「蜜があふれているよ。……気持ちいい？」

「わ、からな……ああっ！」

　ぐり、と花芽を押され、悲鳴のような嬌声が次々にこぼれた。

「は……ぁん、あ、あ……」

「ああ……可愛い……」

　あちこちに口づけが降ってくる。マルグリットはヨナスの頭をかき抱いた。彼は増やした指で粘膜をこすりながら、唇で肌を辿っていく。華奢な鎖骨を舐め、色づく乳首に歯を立てる。肋骨の一本一本を指で確かめるようにくすぐって声を上げさせると、唇はもっと下へ――潤んでほころぶ花びらへと移動していった。

「あ、い、いや、あ……」

　マルグリットは秘所に口づけるヨナスの頭を押しのけようとした。初めてではないのに恥ずかしくてたまらない。黒髪を乱すようにかき混ぜたけれど、花芽を舌先で舐め上げられ、蜜洞をこすられて力が抜ける。それどころか気づけば腰を浮かせ、快感の源をヨナスに突き出してしまっていた。

「あ、あ、あ……っ！」

　ちゅっときつく吸われて、全身が硬直する。柔肉が痙攣したことで気が済んだのか、ヨナスは手の甲で口元を拭いながら身を起こした。

　マルグリットは激しく胸を上下させて息を整えながら、うっとりとヨナスを見上げた。

　口づけをする時の、傾けた頬のラインが好きだ。凛々しい眉の形も、鋭い目がマルグリットの前でだけ優しく和むところも。時折見える犬歯の尖りにすら見惚れてしまう。

　ヨナスは顎骨を噛みしめながら、己の下肢に絡む寝衣を脱ぎ捨てた。

　限界まで昂った性器から熱が放射される。部屋の温度が一気に上がったようだ。血管の浮き走る性器を右手で軽くしごくと、先端は既に濡れていた。

　――あれが、わたしの中に……。

　凝視するマルグリットに、ヨナスは低い声で尋ねる。

「怖い？」

　マルグリットは瞬いた。

「いいえ」

「本当に？」

「ええ。……だってわたし、ずっと待っていたの」

　ヨナスは眉間に皺を寄せ、口を閉ざした。

　真面目な彼のことだ。やはり純潔を守ろうとするのではないか。マルグリットがそう思い始めた頃、ようやくヨナスは熱杭を秘所にひたりと当てた。

　――やっと来てくれる。

　マルグリットは微笑んだが、ヨナスはむしろ苦悩するかのような表情をしている。それでも凶悪に猛る雄の先端をぬめりにこすりつけ、ぱんぱんに張った亀頭を泉にそっと潜らせた。

　濡れた場所がきゅっと収縮する。ヨナスは天を仰いで大きく息を吐き、ゆっくりとマルグリットを見下ろした。

「……きみを喰らうよ」

　彼は少し笑ったようだった。

「先に謝っておく。……きっともう、止めてやれないから」

　物騒な予告と同時に、灼熱がひと息に隘路を拓く。

「ああ……っ！」

　声を抑えることはできなかった。指とは全く違う硬くて太いものが、自分ですら知らない場所を暴いていった。

　痛みをこらえて目尻に滲んだ涙を温かなものが拭う。薄く目を開くと、荒い息をするヨナスがいた。

　狂おしいほどの愛情を湛えた、琥珀色の瞳。

「好き……！」

　思いがあふれて言葉になった。両手を差し伸べて首に回すと、ヨナスは身を屈めながら腰を動かし始める。唇と舌が交わり、上も下も繋がって粘着質な水音を立てた。

　――ヨナス……！

　全身を激しく揺さぶられる。高い嬌声を上げながら、マルグリットは懸命にヨナスへ縋った。逞しい腕にしがみつき、躍動する背を撫で、鍛えた腰に脚を絡ませる。かすかな疼痛は淡い快感へ変わり、愛液の滴る媚肉は漲る雄をきつく締めつけた。

「ああ……たまらない」

　ヨナスはうめいた。首をのけ反らせる仕草にそそられ、突き出た喉の骨に舌を這わせる。汗に混じるフェロモンがマルグリットを誘惑し、膣が精を求めて激しく蠕動した。

「……っ」

　ヨナスはぴたりと動きを止めた。続きをねだろうとしたマルグリットは、唇を開いたまま言葉を呑み込む。彼が今まで見たことのない、余裕のない切羽詰まった顔をしていたからだ。

「どうしたの？」

「……出そうなんだ」

「……え？」

「いってしまいそうなんだよ。……まだ、終わりたくないのに」

　悔しそうな顔が可愛らしくてきゅんとする。同時に男を食む肉も引き絞られたようで、ヨナスは歯を食いしばりながら唸った。

「そんなに、吸いつかないで」

　きつく眉根を寄せる姿が愛おしい。マルグリットは甘く痺れる腰に力を入れ、そっと揺する。驚愕に目を見開くヨナスを挑発するように、二度、三度。

「マリー！」

　ヨナスははぁっ、と大きくあえぎ、めちゃくちゃに腰を打ち付け始めた。マルグリットの両脚を肩にかつぎ、上体を倒して真上から腰を振る。

　槍先が何度も子宮を抉る。マルグリットは悲鳴を上げた。深い。深すぎる。首を何度も横に振ると、湿った頬に金髪が貼りついた。

　汗が飛び散って身体が滑る。ヨナスは脚を抱えなおし、容赦なく腰を振り続けた。いつも甘いヨナスが見せる、乱暴な動きがたまらなく嬉しい。

「もっとして」

　切れ切れに言うと、琥珀色の瞳がぎらりと光った。

　先端と膣口が触れるだけになるほど思い切り腰を引いたヨナスは、いきなり最奥まで杭を打ち込む。目の前に星が散った。限界まで張りつめた熱杭は入口のひだを巻き込みながら浅い場所を突き上げ、女を啼かせる。容赦なく何度も腰をグラインドさせた。

「ああ……！」

　二人一緒に叫ぶ。全身の毛穴が開き、世界が粉々になった。砕けた欠片ひとつひとつが閃光を放ち、二人の全てを輝かせる。

　荒い呼吸が収まり、散りばめられた輝きが消えた頃、マルグリットは自分の上にのしかかるずっしりとした重みに手を回した。

「愛しているわ」

　汗で濡れたうなじに囁くと、肩で息をしていたヨナスが身体を浮かせた。

「マリー……」

　ヨナスの喉仏が大きく上下した。眉尻を下げ涙をこらえる彼は、子どもみたいな顔をしている。マルグリットは重い腕を伸ばして黒髪を撫でた。

　――泣きそうなヨナスも、雄々しいヨナスも……全部大好きよ。

　日に焼けた頬に涙が伝った。マルグリットはヨナスの首を抱き寄せ、耳元でそっと囁く。

「大好きよ、ヨナス……ずっと、あなただけなの」

　何度も愛を告げた。汗で濡れた身体が絡み合う。

　濃密な夜が更ける。永遠に続く蜜月の始まりだった。





　◆






　森の中を吹く風は爽やかで、深く吸い込むと身体が洗われるような気分になる。

　南部地域では一足早い春が訪れ、樹々は青さを増していた。どこからか水音が聞こえる。水源に小さな滝でもあるのだろうか。そのうち確認するか、しっかり者の家令に聞けば詳しいことを教えてもらえるだろう。

「ヨナス、見て！　鳥がいるわ！」

　マルグリットが指をさしながら顔を上げた。一拍遅れて目を遣るが、ヨナスには見つけられない。

「ああ……」

「どこにいるって？」

「もう飛んでいってしまったの」

　ピンク色の唇が尖る。ヨナスはマルグリットの腹に回した手をぐっと引き寄せた。

「すまない。こいつの鼻先を蜂がかすめたものだから、そちらに気を取られていた」

　ヨナスの愛馬なら平然としていただろうが、二人が今乗っているのは別の馬だ。気性の激しいルカに妻を乗せる訳にはいかないと、馬丁と相談して選んだ大人しい雌馬だった。

「いいの。綺麗な鳥だったから、一緒に見たかっただけ」

　二人を乗せた馬は、よく整備された道を軽快に歩いている。ヨナスは帽子を被った妻の顔を覗き込んだ。

「そんなに綺麗だった？」

　結婚してひと月が経ち、ヨナスもようやく敬語ではなくなっている。マルグリットは帽子を押さえながら、優しく細められた琥珀色の瞳を見上げた。

「ええ。青紫色の、不思議な羽根の色をしていたわ」

　ヨナスはマルグリットが指していた枝へ視線を移した。

「くちばしは何色だった？」

「……何色かしら。白？　……もしかしたら、羽根の色と同じだったかも」

　羽根にばかりに目がいって、くちばしの色はあやふやだ。

「……ルリカケスかな」

「本当？」

　目を輝かせるマルグリットに、ヨナスは苦笑した。

「いや、どうだろう。見てみないとなんとも言えない。水場の近くだし、カワセミかもしれないな」

　低い声で話しながら、妻を軽く抱きしめる。

　ルリカケスから聖騎士団を思い浮かべたマルグリットとは違い、ヨナスが連想したのは神殿だった。正確には死を目前にしたシメオンが告げた言葉が頭を過ったのだ。

　自分とマルグリットの間に産まれた子が、次代の王となる。

　あまりにも不穏な言葉だ。ヨナスはそれを誰にも、マルグリットにさえ言っていない。言えば本当のことになりそうな――神託であると認めるような気がして、口にすることはできなかった。

　ヨナスにとって玉座は魅力的なものではない。マルグリットにとってもそうだろう。産まれる子にも同じように、権力ではなく平穏な幸せを求めてほしかった。

　――だが、もしその子が玉座を望んだら？

　そこまで考えて、馬鹿げたことだと自分を戒める。

　まだこの世に存在すらしていない子どもの将来を思い悩んでどうなる。そう思うのに、規則的な馬蹄の音にまた考え込んでしまう。

　やけに断定的だったシメオンの口調。あの曰く言い難い、ぞっとするような沈黙。

　――俺の血を引く子が王位に就けば、王は憤死するかもしれないな。

　ふとそんなことが思い浮かんだ。

　自分に対してはともかく、マルグリットを道具のように扱ったことはまだ許せていない。横柄で独善的なダヴィドが混血の子を認めるとは思えず、もしもヨナスの子に玉座を追われでもしたら激怒するだろう。今更恨みを晴らそうとは思わないが、想像すれば痛快ではあった。

「あっ！」

　小さな叫びで瞬時に現実へ戻ったヨナスは、すぐに妻の視線を追う。

「どう？」

　わくわくとしたマルグリットの問いが可愛らしく、ヨナスは自然と笑顔になった。

「あれはカワセミだな」

「……そうなの？」

「ああ」

　がっかりする妻が愛おしくて、声を出して笑う。

　自然の豊かなこの土地は、バルフォア伯爵家の領地である。

　結婚してすぐに居を移した二人は、少しずつ領地に馴染んでいた。保守的な北部地域に比べ、気候が暖かいバルフォア領は過ごしやすく、領民もおおらかな性格の者が多い。ヨナスの出自を知っても蔑むようなことはなく、むしろ平民の聖騎士がよくぞ伯爵にまでなったと尊敬してくれているようだ。

「……ごめんなさい」

　我が身の幸福を噛みしめていたヨナスには、愛する妻がなぜ謝るのかわからなかった。

「なぜ謝る？」

「だって、わたしはただ乗せてもらっているだけなのに、鳥を見てくれないからと拗ねてしまったもの」

　帽子のつばがうつむいている。ヨナスの笑みが深くなった。

「もっと拗ねていいさ」

　パッと顔が上がり、帽子の下からマルグリットの目が覗く。若く萌える緑色の瞳は、どんな樹々の新芽よりも美しい。

「からかっているの？」

「そうじゃない。……いくらでも我儘を言っていいんだ。叶えられないことはそう言うから、遠慮はしないでくれ」

　王女として受け取るべきだった多くのことを手放したマルグリットに、不自由だけはさせたくない。それが物質的なことであれ、精神的なことであれ、できることなら全てを叶えてやりたかった。

「……ヨナスもね？」

「うん？」

「ヨナスもわたしに望むことがあったら、言ってくれる？」

　きらめく瞳がじっとこちらを見つめている。ヨナスは我慢できなくなり、薔薇色の頬に口づけた。

「ああ。……愛しているよ」

「わたしも愛しているわ」

　離れようとした頬に手を当てて、マルグリットもキスを返す。領主夫妻の熱愛ぶりは、既にバルフォア領内に広く知れ渡っていた。

「……フランツを紹介するのは初めてだったな」

　軽い口づけのつもりがつい熱中してしまい、移った口紅を妻に拭いてもらいながら、ヨナスは咳払いをした。

「ええ。あなたからたくさん話を聞いているから、初めてのような気はしないけれど」

　結婚式はごく少数だけが参列する簡素なものだったのだが、どういう伝手を使ったのか、フランツが神官として登場したのには驚いた。

　そうは言っても所詮は平神官である。言葉を交わすどころかマルグリットに紹介することもできず、今回が事実上初めての対面だ。

「聖騎士だった頃は、随分あいつに助けられた。口は悪いがいい奴だよ」

　目まぐるしいほど色々なことがあったせいではるか昔のことのようだが、ヨナスが聖騎士を辞めてからまだ一年も経っていない。

「もう還俗なさったのでしょう？　商会を手伝ってらっしゃるのかしら」

「手伝う、という感じではないかもしれないな。あいつは商才があるから」

　くるくるとした赤毛とそばかすのせいで年より幼く見えるものの、度胸はあるし目端も利く。すぐに経営の中核を担ったとしてもヨナスは驚かなかった。

「楽しみね」

　マルグリットの声が弾んでいる。ヨナスは「ああ」とだけ応えると、手綱を引いて馬を止めた。

　森を出て真っすぐに伸びる街道は、丘の中央を通りまた別の森へと繋がっている。二人は馬上からその道をじっと眺めていた。

「……ねえ」

「ああ」

　ヨナスはまたそれだけを言い、唇を引き結んだ。

　遠い森の中から隊列が現れる。何台もの荷馬車と幌馬車が連なる先頭には、騎馬の人影がいくつかあった。おそらくあのひとつがフランツだ。

「お義母さまたちに、ゆっくりと寛いでいただきましょうね」

　胸にこみ上げるものがあり、ヨナスはグッと口角を下げた。

　マルグリットからヨナスの母に会いたいと言われた時、実現するはずがないと思った。

　曖昧な返事しかしないヨナスを余所に、家令へ流民の受け入れについて意見を聞いたのはマルグリットだ。家令はしばらく考えていたが、意外にも前向きな姿勢を示した。南部地域には流民が市を開くことがあり、王国の中でも比較的偏見の少ない土地なのだという。

『いきなり全員とはまいりませんが、移住をご希望の方がおいでなら、労働力として歓迎されると思います。ご存じのとおり、ここでは人手が足りませんので』

　商業農業に栄えるバルフォア領に人手はいくらでも必要だ。とはいえ偏見は皆無ではない。

　差別をする者もいるだろう。だからまずは少数の受け入れから始めて信用を得てはどうかということのようだった。

　そもそもシルマの民たちが移住を望むのかもわからない。二の足を踏むヨナスには構わず、マルグリットは『会って、話してみればいいわ』とあっさり言う。そしてヨナスの尻を叩いてフランツへ渡りをつけ、商会の伝手でシルマの民を探してくれないかと頼み込んだのだ。

　フランツは二つ返事でそれを引き受けるだけではなく、自分も一緒にバルフォア領を訪問すると言い出した。

　隊列はゆっくりと近づいてくる。ヨナスは諳んじるほど読んだ友人の手紙を思い出していた。

『仲間たちは発見した。皆無事。真っすぐそちらへ向かう。要歓待のこと』

　見慣れた筆跡で、必要最低限の言葉だけが綴られていた。いかにもフランツらしい手紙だ。

「ヨナスはお義母さまに似ているの？」

　物心ついた時に父はいなかったと話してある。

「ああ……いや、どうかな」

　六歳の時に別れたきりの母親の顔は、記憶の中でおぼろげだ。

「昔はそう言われていたが、子どもの頃のことだから」

　マルグリットはうなずいて、徐々に近くなる隊列に唇をほころばせた。

「早くお会いしたいわ。お義母さまや、他の方たちにも」

　ヨナスは目を閉じた。

　懐かしい子どもの頃の思い出。日常を引き裂かれたつらい記憶。数えきれないほどの理不尽に耐えた日々。

　それら全てが必要なものだったと、心からそう思えた。

「愛しているよ。……きみに出会えて、本当によかった」

　声は震えていなかっただろうか。

　ヨナスの言葉に顔を上げたマルグリットは「もう、泣き虫ね」とハンカチで目元を拭ってくれる。

　隊列の先頭で大きく手を振るのはフランツだ。二人は目を見合わせてから手を振り返す。ヨナスは手綱を緩め、馬の腹を脚で押した。

　真っすぐに伸びる道を進む。二人はまた笑顔で手を振った。







あとがき








　こんにちは、ひなのさくらこです。

　このたびは拙作をお読みくださり、本当にありがとうございます。




　本作は初めてプロットを立てて執筆した作品であり、かつ初めての書下ろし作品でもあります。

　プロットどおりに物語を進めることや、読者の方のリアクションがない中で執筆するのは大きな挑戦でしたが、どうにかヒーローとヒロインを幸せにすることができました。




　日常の忙しさにかまけ、執筆を遠ざけていた時にお声がけくださった担当様、本当にありがとうございます。また、とっても素敵にヨナスとマルグリットを描いてくださった木ノ下きの先生にも、心からの感謝を捧げます。ありがとうございました。




　そしてなにより、この物語を最後まで読んでくださった皆様。皆様のおかげで、わたしは今日も文字を綴ることができます。どうか少しでもこの物語で心を動かしてくださいますように。






ひなのさくらこ
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